
科目名付クラス名 現代数学概論Ａ

科目キー 5301001001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 啓一

年度

授業概要 未定

シラバス 未定

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 1/905 ページ



科目名付クラス名 現代数学概論Ｂ

科目キー 5301001002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村上 順

年度

授業概要 幾何学入門を含め，幾何学に関連するいくつかのトピックについて数学を専攻しない学生を対象に講義を行う．ユー

クリッドの公理から始めて，平面や空間の幾何を対称性の観点から整理し，対象生をベクトルや行列の性質を用い

て理解する．さらに，球面幾何や双曲幾何を導入し，リーマン幾何学と呼ばれる一般の「曲がった」空間の幾何学に

つなげる．また，空間のつながり方のみに注目する位相機かの考え方についても触れ，オイラー数などの位相幾何

的な不変量についても解説する．

シラバス １．平行線公理

２．タイリング

３．双曲平面の幾何

４．球面の幾何

５．空間の幾何

副題 現代幾何学入門

教科書

参考文献 David A. Singer, "Geometry: Plane and Fancy"

評価方法 出席及びレポートによる

備考 予備知識として学部１年の微積と線形代数を用いる

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 2/905 ページ



科目名付クラス名 現代数学概論Ｃ

科目キー 5301001003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 秀慈

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 3/905 ページ



科目名付クラス名 数学史特論

科目キー 5301001004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 秀裕

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 4/905 ページ



科目名付クラス名 数学と文化史特論

科目キー 5301001005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 坂口 勝彦

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 5/905 ページ



科目名付クラス名 先進理工技術経営

科目キー 5301001009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄

年度

授業概要 研究開発（Ｒ＆Ｄ）が実用化にいたるまでのプロセスについて理解する。新しい技術が社会に出現することによる社

会の大きな変化は「イノベーション」と称されるが、Ｒ＆Ｄはイノベーションが進む方向に展開することが重要である。

市場ニーズが研究を促進するケース（マーケットドリブン） や 研究（シーズ）からの実用化,すねわち、シーズオリエン

ティドイノベーションに関連するケースを扱う。適宜、外来講師による事例紹介を行うと共に、受講生の議論を前提と

する授業を展開していく。また、研究者のキャリアパスについても考え、受講生が大学院を終了した後、社会で研究

を役立たせるようなコンセプチュアルなスキルの向上をはかりたい。

シラバス 下記の事項について順次議論する。

ＭＯＴ基礎

１ 研究者とは

２ ナレッジ

３ Ｒ＆Ｄ

４ 技術戦略マップ

ＭＯＴ領域別課題

５ バイオテク戦略課題

６ ナノテク戦略課題

７ 環境技術戦略課題

副題 理工系学生のためのＭＯＴ(Management of Technology)

教科書

参考文献

評価方法 授業の参加活動およびレポートを総合的に評価する。

備考 関連科目：ＰＢＬのためのプロジェクトマネージメント（前期集中）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 6/905 ページ



科目名付クラス名 化学物質リスクマネージメント

科目キー 5301001010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期（前半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 平沢 泉 吉田 喜久雄 東海 明宏

蒲生 昌志 恒見 清孝 東野 晴行

篠原 直秀

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 7/905 ページ



科目名付クラス名 知的所有権特論

科目キー 5301001012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 隅藏 康一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 8/905 ページ



科目名付クラス名 現代数学概論Ｄ

科目キー 5301001014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高橋 大輔 北田 韶彦

年度

授業概要 非線形力学系に関していくつかのテーマをとりあげ概説を行う．非線形力学系は，

歴史的には天体運動の解明に端を発する非線形の時間発展系の総称であり，純粋に

力学的な問題から生命現象・社会現象まで多岐にわたる理工学の現象と関連がある．

最近では，複雑系と呼ばれる離散力学系に対する研究も盛んに行われている．また，

数理物理においてもカオス理論・可積分系理論・統計力学など多くの専門領域の

主要なテーマを与えている．本講義では，このような広大な非線形力学系理論の

いくつかの基礎的な数学理論について，初心者にもなるべくわかりやすい内容で

紹介を行う予定である．

シラバス 進行状況に合わせながら下記のテーマについて適宜講義を行う．

1. 微分方程式と特殊関数

1-1 物理モデルと微分方程式

1-2 さまざまな特殊関数

2. 離散系

2-1 差分方程式

2-2 結合写像

2-3 セルオートマトン

3. ソリトン系

3-1 さまざまなソリトン方程式

3-2 広田の双線形形式とNソリトン解

3-3 佐藤理論と行列式解

3-4 差分ソリトン方程式

3-5 ソリトンセルオートマトン

3-6 特異点閉じこめ法と代数的エントロピー

4. カオス

4-1 カオス系の紹介

4-2 1次元写像力学系

4-3 初期値鋭敏性とリャプノフ指数

4-2 記号力学系

5. フラクタル

5-1 自然界のフラクタル

5-2 フラクタル次元

副題 非線形力学系

教科書 特になし

参考文献 適宜紹介する

評価方法 出席およびレポート

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 9/905 ページ



科目名付クラス名 現代数学概論Ｅ

科目キー 5301001015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鈴木 武

年度

授業概要 確率分布と統計モデル、および統計データ解析の基礎を講義する

シラバス １．確率分布の例

２．統計モデルにおける母数の様々な推定の方法

３．統計モデルにおける検定の方法

４．線形モデル

５．サンプリングの仕方

６．一般化線形モデル

７．ノンパラメトリック検定

８．ロバスト推定

９．ベイズモデルとベイズ推定

副題

教科書 教科書は特に指定しないが、下記の参考文献で予・復習をおこなうと理解が深まるであろう。

参考文献 鈴木武・山田作太郎共著：数理統計学ー基礎から学ぶデータ解析ー

、内田老鶴圃

評価方法 レポート、出席

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 10/905 ページ



科目名付クラス名 総合ナノ理工学特論

科目キー 5301001018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大泊 巌 山本 知之 大島 忠平

小山 泰正 川原田 洋 本間 敬之

山中 由也 庄子 習一 齊藤 良行

門間 聰之 谷井 孝至 渡邉 孝信

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 11/905 ページ



科目名付クラス名 テクニカルリーディング・ライティング 前期木４

科目キー 5301001019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 授業のねらい・概要：

This course aims at developing the scientific and technical reading and writing skills needed to understand and

construct research articles in the target field of the student. The course will be divided into three parts. In the first

part of the course, there will be general discussion on the importance of English in science and technology, and the

importance of recognizing language features that are unique to particular fields and text types. There will also be a

discussion on the important macro level features of texts, such as purpose, intended audience, organization, style,

and presentation, that need to be considered before a text can be fully understood or constructed. The second

part of the course will focus on the mechanics of reading a scientific or technical paper, developing micro and

macro level reading strategies, and an understanding of the importance of ‘information prediction’ during the

reading process. The third part of the course will focus on the writing of scientific and technical research papers.

First, students will be encouraged to apply knowledge developed in earlier parts of the course in the construction

of research article titles and abstracts. The focus will then move to other sections of the research article, including

the introduction. Finally, students will be shown how to use utilize computer tools in the analysis and writing of

research articles and other technical documents.

シラバス 授業計画：

1:

(1)General Introduction: Aims of course. Evaluation procedure.

(2)Overview of Scientific and Technical Writing: Importance of English in science and technology. Role models for

novice writers in science and technology. Problems of language variation across specialist fields of study.

Vocabulary issues. The importance of observing, classifying and applying patterns in writing.

2:

(1)General Considerations when Reading and Writing Scientific and Technical Texts: Audience, purpose,

organization, style, flow and presentation.

(2)Application of General Considerations: Analyzing a letter of acceptance and a letter of rejection for a

conference proposal:

3:

Mechanics of Reading 1: Understanding the reading process. Developing micro and macro level reading strategies.

Recognizing common structural patterns used in science and technology.

4:

Mechanics of Reading 2: Applications of “general-specific” and “problem-solution” structures in definitions,

generalizations, descriptions, and accounts of methods.

5:

(1)Mechanics of Reading 3: The importance of prediction when reading from left to right in science and technology.

(2)Mechanics of Reading 4: Analyzing and understanding sentence level features of scientific and technical texts.

6:

(1)Reading the Research Article 1: Surface and deep structure differences between general texts and research

articles.

(2)Reading the Research Article 2: Analyzing and understanding the research article title.

7:

Reading the Research Article 3: Analyzing and understanding the research article abstract.

8:

Reading the Research Article 4: Analyzing and understanding other sections of the research article.

9:

(1)Constructing the Research Article 1: The importance and role of translation.

副題

授業の到達目標

2011年4月8日 12/905 ページ



科目名付クラス名 テクニカルリーディング・ライティング 前期木４

科目キー 5301001019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

(2)Constructing the Research Article 2: Learning how to use concordance software and other text analysis tools.

10:

(1)Constructing the Research Article 3: Writing effective research article titles

(2)Constructing the Research Article 4: Writing effective research article abstracts (part 1)

11:

Constructing the Research Article 5: Writing effective research article abstracts (part 2)

12:

Constructing the Research Article 6: Writing other sections of the research article.

13:

Writing other types of texts: E-mails

14:

Utilizing the many resources available to writers of scientific and technical papers.

15:

Guide for future language studies in science and technology. Overall summary.

教科書 教科書・参考書・資料等:

Course materials will be explained in the first lesson.

参考文献

評価方法 成績評価・方法：

Student evaluations will be based on homework, class participation, and a series of written reports.

備考 履修上の注意：

(1) Students are expected to attend each class, and actively participate in group and class discussions. Students will

also be required to collect and analyze a number of texts in the own specialist field, and submit reports on the

findings they obtain.

(2) Bringing an advanced English/Japanese dictionary to class is recommended.

備考：自学部設置科目

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 13/905 ページ



科目名付クラス名 テクニカルリーディング・ライティング 前期木５

科目キー 5301001019

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 授業のねらい・概要：

This course aims at developing the scientific and technical reading and writing skills needed to understand and

construct research articles in the target field of the student. The course will be divided into three parts. In the first

part of the course, there will be general discussion on the importance of English in science and technology, and the

importance of recognizing language features that are unique to particular fields and text types. There will also be a

discussion on the important macro level features of texts, such as purpose, intended audience, organization, style,

and presentation, that need to be considered before a text can be fully understood or constructed. The second

part of the course will focus on the mechanics of reading a scientific or technical paper, developing micro and

macro level reading strategies, and an understanding of the importance of ‘information prediction’ during the

reading process. The third part of the course will focus on the writing of scientific and technical research papers.

First, students will be encouraged to apply knowledge developed in earlier parts of the course in the construction

of research article titles and abstracts. The focus will then move to other sections of the research article, including

the introduction. Finally, students will be shown how to use utilize computer tools in the analysis and writing of

research articles and other technical documents.

シラバス 授業計画：

1:

(1)General Introduction: Aims of course. Evaluation procedure.

(2)Overview of Scientific and Technical Writing: Importance of English in science and technology. Role models for

novice writers in science and technology. Problems of language variation across specialist fields of study.

Vocabulary issues. The importance of observing, classifying and applying patterns in writing.

2:

(1)General Considerations when Reading and Writing Scientific and Technical Texts: Audience, purpose,

organization, style, flow and presentation.

(2)Application of General Considerations: Analyzing a letter of acceptance and a letter of rejection for a

conference proposal:

3:

Mechanics of Reading 1: Understanding the reading process. Developing micro and macro level reading strategies.

Recognizing common structural patterns used in science and technology.

4:

Mechanics of Reading 2: Applications of “general-specific” and “problem-solution” structures in definitions,

generalizations, descriptions, and accounts of methods.

5:

(1)Mechanics of Reading 3: The importance of prediction when reading from left to right in science and technology.

(2)Mechanics of Reading 4: Analyzing and understanding sentence level features of scientific and technical texts.

6:

(1)Reading the Research Article 1: Surface and deep structure differences between general texts and research

articles.

(2)Reading the Research Article 2: Analyzing and understanding the research article title.

7:

Reading the Research Article 3: Analyzing and understanding the research article abstract.

8:

Reading the Research Article 4: Analyzing and understanding other sections of the research article.

9:

(1)Constructing the Research Article 1: The importance and role of translation.

副題

授業の到達目標

2011年4月8日 14/905 ページ



科目名付クラス名 テクニカルリーディング・ライティング 前期木５

科目キー 5301001019

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

(2)Constructing the Research Article 2: Learning how to use concordance software and other text analysis tools.

10:

(1)Constructing the Research Article 3: Writing effective research article titles

(2)Constructing the Research Article 4: Writing effective research article abstracts (part 1)

11:

Constructing the Research Article 5: Writing effective research article abstracts (part 2)

12:

Constructing the Research Article 6: Writing other sections of the research article.

13:

Writing other types of texts: E-mails

14:

Utilizing the many resources available to writers of scientific and technical papers.

15:

Guide for future language studies in science and technology. Overall summary.

教科書 教科書・参考書・資料等:

Course materials will be explained in the first lesson.

参考文献

評価方法 成績評価・方法：

Student evaluations will be based on homework, class participation, and a series of written reports.

備考 履修上の注意：

(1) Students are expected to attend each class, and actively participate in group and class discussions. Students will

also be required to collect and analyze a number of texts in the own specialist field, and submit reports on the

findings they obtain.

(2) Bringing an advanced English/Japanese dictionary to class is recommended.

備考：自学部設置科目

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 テクニカルリーディング・ライティング 前期金３

科目キー 5301001019

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 授業のねらい・概要：

This course aims at developing the scientific and technical reading and writing skills needed to understand and

construct research articles in the target field of the student. The course will be divided into three parts. In the first

part of the course, there will be general discussion on the importance of English in science and technology, and the

importance of recognizing language features that are unique to particular fields and text types. There will also be a

discussion on the important macro level features of texts, such as purpose, intended audience, organization, style,

and presentation, that need to be considered before a text can be fully understood or constructed. The second

part of the course will focus on the mechanics of reading a scientific or technical paper, developing micro and

macro level reading strategies, and an understanding of the importance of ‘information prediction’ during the

reading process. The third part of the course will focus on the writing of scientific and technical research papers.

First, students will be encouraged to apply knowledge developed in earlier parts of the course in the construction

of research article titles and abstracts. The focus will then move to other sections of the research article, including

the introduction. Finally, students will be shown how to use utilize computer tools in the analysis and writing of

research articles and other technical documents.

シラバス 授業計画：

1:

(1)General Introduction: Aims of course. Evaluation procedure.

(2)Overview of Scientific and Technical Writing: Importance of English in science and technology. Role models for

novice writers in science and technology. Problems of language variation across specialist fields of study.

Vocabulary issues. The importance of observing, classifying and applying patterns in writing.

2:

(1)General Considerations when Reading and Writing Scientific and Technical Texts: Audience, purpose,

organization, style, flow and presentation.

(2)Application of General Considerations: Analyzing a letter of acceptance and a letter of rejection for a

conference proposal:

3:

Mechanics of Reading 1: Understanding the reading process. Developing micro and macro level reading strategies.

Recognizing common structural patterns used in science and technology.

4:

Mechanics of Reading 2: Applications of “general-specific” and “problem-solution” structures in definitions,

generalizations, descriptions, and accounts of methods.

5:

(1)Mechanics of Reading 3: The importance of prediction when reading from left to right in science and technology.

(2)Mechanics of Reading 4: Analyzing and understanding sentence level features of scientific and technical texts.

6:

(1)Reading the Research Article 1: Surface and deep structure differences between general texts and research

articles.

(2)Reading the Research Article 2: Analyzing and understanding the research article title.

7:

Reading the Research Article 3: Analyzing and understanding the research article abstract.

8:

Reading the Research Article 4: Analyzing and understanding other sections of the research article.

9:

(1)Constructing the Research Article 1: The importance and role of translation.

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 テクニカルリーディング・ライティング 前期金３

科目キー 5301001019

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

(2)Constructing the Research Article 2: Learning how to use concordance software and other text analysis tools.

10:

(1)Constructing the Research Article 3: Writing effective research article titles

(2)Constructing the Research Article 4: Writing effective research article abstracts (part 1)

11:

Constructing the Research Article 5: Writing effective research article abstracts (part 2)

12:

Constructing the Research Article 6: Writing other sections of the research article.

13:

Writing other types of texts: E-mails

14:

Utilizing the many resources available to writers of scientific and technical papers.

15:

Guide for future language studies in science and technology. Overall summary.

教科書 教科書・参考書・資料等:

Course materials will be explained in the first lesson.

参考文献

評価方法 成績評価・方法：

Student evaluations will be based on homework, class participation, and a series of written reports.

備考 履修上の注意：

(1) Students are expected to attend each class, and actively participate in group and class discussions. Students will

also be required to collect and analyze a number of texts in the own specialist field, and submit reports on the

findings they obtain.

(2) Bringing an advanced English/Japanese dictionary to class is recommended.

備考：自学部設置科目

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 テクニカルプレゼンテーション 後期木４

科目キー 5301001020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 授業のねらい・概要：

This course aims at developing the oral presentation skills needed to present scientific and technical research

findings in the specialist field of the student. The course will be divided into four parts. In the first part of the

course, there will be general discussion on the macro level aspects of oral presentations that need to be

considered during the preparation process. These include purpose, intended audience, organization, style, and

delivery. There will also be a discussion on the problems associated with the presentation question time, and

effective strategies to deal with these. In preparation for actual presentations, this part of the course will conclude

with a short tutorial on the use of presentation software applications, as well as a discussion on their inherent

advantages and disadvantages, and students will also prepare and then give a presentation on a general topic in

science and engineering chosen by the instructor. In the third part of the course, students will be required to work

individually or in pairs and prepare and then give an oral presentation on a general topic in their field. Students not

giving the presentation will be required to ask questions during the question time session, and submit a report on

their impressions of the presentation and areas they think could be improved. Following a similar procedure, in part

four of the course students will be required to prepare and present a more technical presentation on a topic from

their specialist field of study. As in part three, students observing the presentations will be required to ask

questions and submit an evaluation report. After each set of presentations, there will be a general discussion and

feedback session that highlights problem areas and areas for improvements.

シラバス 授業計画：

1:

(1)General Introduction: Aims of course. Evaluation procedure.

(2)Overview of Oral Presentations: Importance of oral presentations. Types of oral presentations. Differences

between Japanese and English presentations.

(3)Introductory-Presentation: Experiencing the problems of talking in front of people

(4)Introductory-Presentation: Understanding body movements

2:

Considerations when constructing an oral presentation in terms of audience, purpose, organization, style, flow and

delivery (part 1)

3:

Considerations when constructing an oral presentation in terms of audience, purpose, organization, style, flow and

delivery (part 2)

4:

(1)Overview of Presentation One - Topic of general interest decided by instructor

(2)General design and format for Presentation One.

(3)Guidelines for preparing presentations and completing evaluation reports.

(4)Group Work

5:

(1)Presentation Session 1: Presentation One - Topic of general interest decided by instructor

(5 minute presentation, 2 minute question/answer session)

(2)Presentation One: Discussion and Feedback

6:

(1)Advantages and disadvantages of visual aids

(2)Approaches to delivery

(3)Introduction to presentation design

(4)Presentation software tutorial: Guide to using Microsoft PowerPoint.

7:

Language of presentations

副題

授業の到達目標

2011年4月8日 18/905 ページ



科目名付クラス名 テクニカルプレゼンテーション 後期木４

科目キー 5301001020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

(1)Giving strong introductions

(2)Making transitions

(3)Signaling problems

(4)Understanding questions from the audience

8:

(1)Overview of Presentation Two- General topic in field of student

(2)General design and format for Presentation Two.

(3)Guidelines for preparing presentations and completing evaluation reports.

(4)Group Work

9:

(1)Presentation Session 1: Presentation Two - General topic in field of student

(5 minute presentation, 3 minute question/answer session)

(2)Presentation Two: Discussion and Feedback

10:

(1)Presentation Session 2: Presentation Two - General topic in field of student

(5 minute presentation, 3 minute question/answer session)

(2)Presentation Two: Discussion and Feedback

11:

(1)Emphasis in presentations

(2)Explaining methods and processes

(3)Commenting on tables, graphs and figures

(4)Responding effectively to questions and comments.

12:

(1)Overview of Presentation Three- Topic from specialist field of study

(2)General design and format for Presentation Three.

(3)Guidelines for preparing presentations and completing evaluation reports.

(4)Group Work

13:

(1)Presentation Session 1: Presentation Three- Topic from specialist field of study

(6 minute presentation, 3 minute question/answer session)

(2)Presentation Three: Discussion and Feedback

14:

(1)Presentation Session 2: Presentation Three- Topic from specialist field of study

(6 minute presentation, 3 minute question/answer session)

(2)Presentation Three: Discussion and Feedback

15:

(1)Overall Impressions.

(2)Final Comments.

教科書 教科書・参考書・資料等:

Course materials will be explained in the first lesson.

参考文献

評価方法 成績評価・方法：

Students will be evaluated based on a portfolio of work comprising of: 1) Materials used to prepare the

presentation on a general topic in their field. 2) PowerPoint file for presentation on a general interest topic. 3)

Materials used to prepare the presentation on a specific topic in the target field of the student. 4) PowerPoint file

for presentation on a specific topic in the target field of the student. 5) Evaluation reports for other students’

presentations.
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科目名付クラス名 テクニカルプレゼンテーション 後期木４

科目キー 5301001020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

備考 履修上の注意：

(1)Students are required to work individually or in groups, and give a series presentations of increasing difficulty in

English during the span of the course. Students are also required to evaluate and submit reports on the

presentations of other groups. Therefore, attendance and participation are an integral part of the course.

(2)A basic tutorial on the use of presentation software (Microsoft PowerPoint) will be given, although prior knowledge

of such software is desired.

備考：自学部設置科目

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 テクニカルプレゼンテーション 後期木５

科目キー 5301001020

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 授業のねらい・概要：

This course aims at developing the oral presentation skills needed to present scientific and technical research

findings in the specialist field of the student. The course will be divided into four parts. In the first part of the

course, there will be general discussion on the macro level aspects of oral presentations that need to be

considered during the preparation process. These include purpose, intended audience, organization, style, and

delivery. There will also be a discussion on the problems associated with the presentation question time, and

effective strategies to deal with these. In preparation for actual presentations, this part of the course will conclude

with a short tutorial on the use of presentation software applications, as well as a discussion on their inherent

advantages and disadvantages, and students will also prepare and then give a presentation on a general topic in

science and engineering chosen by the instructor. In the third part of the course, students will be required to work

individually or in pairs and prepare and then give an oral presentation on a general topic in their field. Students not

giving the presentation will be required to ask questions during the question time session, and submit a report on

their impressions of the presentation and areas they think could be improved. Following a similar procedure, in part

four of the course students will be required to prepare and present a more technical presentation on a topic from

their specialist field of study. As in part three, students observing the presentations will be required to ask

questions and submit an evaluation report. After each set of presentations, there will be a general discussion and

feedback session that highlights problem areas and areas for improvements.

シラバス 授業計画：

1:

(1)General Introduction: Aims of course. Evaluation procedure.

(2)Overview of Oral Presentations: Importance of oral presentations. Types of oral presentations. Differences

between Japanese and English presentations.

(3)Introductory-Presentation: Experiencing the problems of talking in front of people

(4)Introductory-Presentation: Understanding body movements

2:

Considerations when constructing an oral presentation in terms of audience, purpose, organization, style, flow and

delivery (part 1)

3:

Considerations when constructing an oral presentation in terms of audience, purpose, organization, style, flow and

delivery (part 2)

4:

(1)Overview of Presentation One - Topic of general interest decided by instructor

(2)General design and format for Presentation One.

(3)Guidelines for preparing presentations and completing evaluation reports.

(4)Group Work

5:

(1)Presentation Session 1: Presentation One - Topic of general interest decided by instructor

(5 minute presentation, 2 minute question/answer session)

(2)Presentation One: Discussion and Feedback

6:

(1)Advantages and disadvantages of visual aids

(2)Approaches to delivery

(3)Introduction to presentation design

(4)Presentation software tutorial: Guide to using Microsoft PowerPoint.

7:

Language of presentations

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 テクニカルプレゼンテーション 後期木５

科目キー 5301001020

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

(1)Giving strong introductions

(2)Making transitions

(3)Signaling problems

(4)Understanding questions from the audience

8:

(1)Overview of Presentation Two- General topic in field of student

(2)General design and format for Presentation Two.

(3)Guidelines for preparing presentations and completing evaluation reports.

(4)Group Work

9:

(1)Presentation Session 1: Presentation Two - General topic in field of student

(5 minute presentation, 3 minute question/answer session)

(2)Presentation Two: Discussion and Feedback

10:

(1)Presentation Session 2: Presentation Two - General topic in field of student

(5 minute presentation, 3 minute question/answer session)

(2)Presentation Two: Discussion and Feedback

11:

(1)Emphasis in presentations

(2)Explaining methods and processes

(3)Commenting on tables, graphs and figures

(4)Responding effectively to questions and comments.

12:

(1)Overview of Presentation Three- Topic from specialist field of study

(2)General design and format for Presentation Three.

(3)Guidelines for preparing presentations and completing evaluation reports.

(4)Group Work

13:

(1)Presentation Session 1: Presentation Three- Topic from specialist field of study

(6 minute presentation, 3 minute question/answer session)

(2)Presentation Three: Discussion and Feedback

14:

(1)Presentation Session 2: Presentation Three- Topic from specialist field of study

(6 minute presentation, 3 minute question/answer session)

(2)Presentation Three: Discussion and Feedback

15:

(1)Overall Impressions.

(2)Final Comments.

教科書 教科書・参考書・資料等:

Course materials will be explained in the first lesson.

参考文献

評価方法 成績評価・方法：

Students will be evaluated based on a portfolio of work comprising of: 1) Materials used to prepare the

presentation on a general topic in their field. 2) PowerPoint file for presentation on a general interest topic. 3)

Materials used to prepare the presentation on a specific topic in the target field of the student. 4) PowerPoint file

for presentation on a specific topic in the target field of the student. 5) Evaluation reports for other students’

presentations.
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科目名付クラス名 テクニカルプレゼンテーション 後期木５

科目キー 5301001020

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

備考 履修上の注意：

(1)Students are required to work individually or in groups, and give a series presentations of increasing difficulty in

English during the span of the course. Students are also required to evaluate and submit reports on the

presentations of other groups. Therefore, attendance and participation are an integral part of the course.

(2)A basic tutorial on the use of presentation software (Microsoft PowerPoint) will be given, although prior knowledge

of such software is desired.

備考：自学部設置科目

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 テクニカルプレゼンテーション 後期金３

科目キー 5301001020

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 授業のねらい・概要：

This course aims at developing the oral presentation skills needed to present scientific and technical research

findings in the specialist field of the student. The course will be divided into four parts. In the first part of the

course, there will be general discussion on the macro level aspects of oral presentations that need to be

considered during the preparation process. These include purpose, intended audience, organization, style, and

delivery. There will also be a discussion on the problems associated with the presentation question time, and

effective strategies to deal with these. In preparation for actual presentations, this part of the course will conclude

with a short tutorial on the use of presentation software applications, as well as a discussion on their inherent

advantages and disadvantages, and students will also prepare and then give a presentation on a general topic in

science and engineering chosen by the instructor. In the third part of the course, students will be required to work

individually or in pairs and prepare and then give an oral presentation on a general topic in their field. Students not

giving the presentation will be required to ask questions during the question time session, and submit a report on

their impressions of the presentation and areas they think could be improved. Following a similar procedure, in part

four of the course students will be required to prepare and present a more technical presentation on a topic from

their specialist field of study. As in part three, students observing the presentations will be required to ask

questions and submit an evaluation report. After each set of presentations, there will be a general discussion and

feedback session that highlights problem areas and areas for improvements.

シラバス 授業計画：

1:

(1)General Introduction: Aims of course. Evaluation procedure.

(2)Overview of Oral Presentations: Importance of oral presentations. Types of oral presentations. Differences

between Japanese and English presentations.

(3)Introductory-Presentation: Experiencing the problems of talking in front of people

(4)Introductory-Presentation: Understanding body movements

2:

Considerations when constructing an oral presentation in terms of audience, purpose, organization, style, flow and

delivery (part 1)

3:

Considerations when constructing an oral presentation in terms of audience, purpose, organization, style, flow and

delivery (part 2)

4:

(1)Overview of Presentation One - Topic of general interest decided by instructor

(2)General design and format for Presentation One.

(3)Guidelines for preparing presentations and completing evaluation reports.

(4)Group Work

5:

(1)Presentation Session 1: Presentation One - Topic of general interest decided by instructor

(5 minute presentation, 2 minute question/answer session)

(2)Presentation One: Discussion and Feedback

6:

(1)Advantages and disadvantages of visual aids

(2)Approaches to delivery

(3)Introduction to presentation design

(4)Presentation software tutorial: Guide to using Microsoft PowerPoint.

7:

Language of presentations

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 テクニカルプレゼンテーション 後期金３

科目キー 5301001020

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

(1)Giving strong introductions

(2)Making transitions

(3)Signaling problems

(4)Understanding questions from the audience

8:

(1)Overview of Presentation Two- General topic in field of student

(2)General design and format for Presentation Two.

(3)Guidelines for preparing presentations and completing evaluation reports.

(4)Group Work

9:

(1)Presentation Session 1: Presentation Two - General topic in field of student

(5 minute presentation, 3 minute question/answer session)

(2)Presentation Two: Discussion and Feedback

10:

(1)Presentation Session 2: Presentation Two - General topic in field of student

(5 minute presentation, 3 minute question/answer session)

(2)Presentation Two: Discussion and Feedback

11:

(1)Emphasis in presentations

(2)Explaining methods and processes

(3)Commenting on tables, graphs and figures

(4)Responding effectively to questions and comments.

12:

(1)Overview of Presentation Three- Topic from specialist field of study

(2)General design and format for Presentation Three.

(3)Guidelines for preparing presentations and completing evaluation reports.

(4)Group Work

13:

(1)Presentation Session 1: Presentation Three- Topic from specialist field of study

(6 minute presentation, 3 minute question/answer session)

(2)Presentation Three: Discussion and Feedback

14:

(1)Presentation Session 2: Presentation Three- Topic from specialist field of study

(6 minute presentation, 3 minute question/answer session)

(2)Presentation Three: Discussion and Feedback

15:

(1)Overall Impressions.

(2)Final Comments.

教科書 教科書・参考書・資料等:

Course materials will be explained in the first lesson.

参考文献

評価方法 成績評価・方法：

Students will be evaluated based on a portfolio of work comprising of: 1) Materials used to prepare the

presentation on a general topic in their field. 2) PowerPoint file for presentation on a general interest topic. 3)

Materials used to prepare the presentation on a specific topic in the target field of the student. 4) PowerPoint file

for presentation on a specific topic in the target field of the student. 5) Evaluation reports for other students’

presentations.
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科目名付クラス名 テクニカルプレゼンテーション 後期金３

科目キー 5301001020

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

備考 履修上の注意：

(1)Students are required to work individually or in groups, and give a series presentations of increasing difficulty in

English during the span of the course. Students are also required to evaluate and submit reports on the

presentations of other groups. Therefore, attendance and participation are an integral part of the course.

(2)A basic tutorial on the use of presentation software (Microsoft PowerPoint) will be given, although prior knowledge

of such software is desired.

備考：自学部設置科目

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ＳｏＣ設計技術Ａ

科目キー 5301001021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限～６時限学期名称 前期（後半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 戸川 望 大附 辰夫 笠原 博徳

平沢 尚毅 山名 早人 柳澤 政生

木村 啓二 清尾 克彦 木下 常雄

石井 忠俊 入江 直彦 竹本 豊樹

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 自然エネルギー論

科目キー 5301001025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宿谷 昌則

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 28/905 ページ



科目名付クラス名 環境学特論Ａ

科目キー 5301001026

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 長沢 伸也

年度

授業概要 広範に渡る環境問題でも特に廃棄物問題に焦点を当て、廃棄物をマネジメントする必要性と事業（ビジネス）への

展開を日米を比較しながら概論する。新たな環境ビジネスを生み出す源にもなっている廃棄物・リサイクル関連法令

に触れながら、「持続可能な開発と消費」を目指して生まれつつある「環境ビジネス」としての廃棄物・リサイクルビジ

ネスへの取組みについて詳しく述べる。適宜、「PETボトルのリサイクルは無駄」等のトピックスに触れる。

シラバス 第１回 環境問題の現状：環境問題の定義、歴史、現状

第２回 廃棄物処理事業の問題点と廃棄物マネジメントの必要性

第３回 日本の廃棄物をめぐる法制度と現状（１）日本の環境行政、廃棄物処理関連の法制度

第４回 日本の廃棄物をめぐる法制度と現状（２）日本の廃棄物の現況

第５回 米国の廃棄物をめぐる現状と法制度：米国の環境行政、産業廃棄物処理の法制度、米国の廃棄物の現況

第６回 日本の廃棄物処理事業の概況（１）環境ビジネスにおける廃棄物処理業、廃棄物処理業界の現状

第７回 日本の廃棄物処理事業の概況（２）廃棄処理事業の大手・ベンチャー企業

第８回 日本の廃棄物処理事業の概況（３）廃棄処理事業の先進企業

第９回 米国の廃棄物処理業界の概況：環境ビジネスにおける廃棄物処理事業、米国の廃棄物処理企業

第10回 ウェイスト・マネジメント社（１）ウェイスト・マネジメント社の歴史、事業内容

第11回 ウェイスト・マネジメント社（２）ウェイスト・マネジメント社のマーケティング活動、ビジネスモデル

第12回 廃棄物処理事業の展望：日本の廃棄物処理事業の問題点、廃棄物処理事業の発展に向けて

第13回 まとめ

なお、以上は予定であり、受講者の興味や理解度などに応じて変更する場合もある。

副題

教科書 長沢伸也・森口健生共著『廃棄物ビジネス論：ウェイスト・マネジメント社のビジネスモデルを通して』同友館、2003年

長沢伸也・黒坂俊介共著『廃棄物ビジネスの挑戦』環境新聞社、2005年

参考文献 参考書：

長沢伸也編著、早稲田大学ビジネススクール長沢研究室共著『生きた技術経営MOT：プロジェクトマネジャーからの

メッセージ』日科技連出版社、2004年

長沢伸也著『環境にやさしいビジネス社会：自動車と廃棄物を中心に』中央経済社、2002年

岡本眞一・市川陽一共編著、長沢伸也・林正康・前田高尚共著『環境学概論第2版』産業図書、2005

環境省編『環境白書（各年度版）』『循環型社会白書（各年度版）』ぎょうせい など、環境問題関係図書全般

評価方法 定期試験による。

備考 最低到達目標は、廃棄物問題や廃棄物ビジネスについての正しい知識を得ることである。

また、努力目標は、廃棄物問題や廃棄物ビジネスについてマスコミ等に惑わされずに自分で考える力を養うことであ

る。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 29/905 ページ



科目名付クラス名 環境学特論Ｂ

科目キー 5301001027

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 榊原 豊

年度

授業概要 地球上のあらゆる生命体の源であるかけがえのない水の重要性を再認識し，自然と水と人間との関わり合いを水

質汚濁、水質汚染の問題と水利用の両面から考察する。さらに，自然と人間との調和・共生，持続可能な開発・発

展の視点から，地球的規模の水環境を改善し，かつ利用目的に即した水資源を確保するために，今我々が社会

的・技術的に何をなすべきかを考察する。

シラバス (1)水と人間との関わり……水の重要性

1.1 水惑星と生命の誕生

1.2 水は生命維持の必要条件

1.3 水循環系の形成

(2)水の特徴、飲める水、おいしい水

2.1 水の物性について

2.2 おいしい水、飲める水

2.3 水の消費量

(3)水環境問題の歴史と現状

3.1 公害から生活型環境問題へ

3.2 点汚染源と面汚染源

3.3 水環境の現状（環境白書より）

(4)水環境汚染のメカニズムと水質管理

4.1 自浄作用

4.2 Streeter-Phelps理論と溶存酸素管理

4.3 限界負荷と富栄養化現象

4.4 高度モデル

(5)水質に関わる関係法令と環境基準

5.1 関連法規

5.2 環境基準

(6)水質変換技術と修復技術

6.1 砂ろ過と膜分離

6.2 活性汚泥法

6.3 環境修復技術

(7)環境共生と持続的な水資源の創造

7.1 環境共生について

7.2 世界水ビジョン/都市・産業代謝システム

7.3 予防原則とIT技術

副題

教科書 教科書 テキスト配布

参考書 環境白書など

参考文献

評価方法 教場試験・レポート（作品を含む）・平常点

備考 化学系のみならず，機械系，エレクトロニクス系，建設系，資源・材料系など全分野の院生諸君らの聴講を期待する。

【担当教員連絡先等】

榊原 豊 (sakaki@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 30/905 ページ



科目名付クラス名 環境学特論Ｃ

科目キー 5301001028

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 永田 勝也 大聖 泰弘 名古屋 俊士

年度

授業概要 ３名の教員で担当する。

永田：循環型社会の構築に向けたさまざまな主体の取り組みやあり方、産業廃棄物の不法投棄で世界的にも知ら

れている豊島問題の現状・今後の対応等、廃棄物問題や資源循環を取り上げる。

名古屋：大気環境中のエアロゾル及び成層圏エアロゾルの環境への影響，化学物質等の健康影響及び放射性廃

棄物等について講義する。

大聖：交通公害や自動車の環境対策の問題を講義する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 ３名それぞれの教員が課題を出す。それに対するレポートと平常点で評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 31/905 ページ



科目名付クラス名 知的所有権概論Ａ

科目キー 5301001030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 羽片 和夫

年度

授業概要 企業における知財活動の成功例、失敗例を紹介するとともに、具体的に特許出願明細書の作成を経験させることに

より、1.発明・創造活動、2.特許出願・権利化、3.特許のビジネス上の活用（起業）、4.知財マネジメント（経営）への参

加に対する動機付けを行なう。

シラバス 1知的所有権入門（ＮＨＫプロジェクトＸを題材にして）

提出文（ＤＶＤで感じた疑問）

2発明と特許（進歩性を中心とする問題提起）

提出文（発明の進歩性の有無についての意見）

3特許出願の仕方I（特許請求の範囲の書き方の練習）

4特許出願の仕方II（特許請求の範囲の書き方の練習）

提出文（第３回で練習した特許請求の範囲の修正）

5経済社会と知的財産（ゲスト講師予定）

提出文（ゲストへの質問）

6職務発明問題（高額訴訟の実態、インセンテイブとの関係）

提出文（具体的な判決の是非について）

7発明・特許の評価と活用 ライセンス契約について

8契約書の作成方法

提出文（練習した契約書）

9意匠、商標、不正競争防止法で守られる権利

提出文（アップルvs.ソーテックの決定についての是非）

10知的財産マネジメント（経営と知的財産）

11国家と知的財産（知的財産立国）

12リポート課題発表。

グループ・ワーク（明細書、契約書の作成練習）

13オフサイト・ミーテング（気楽にまじめな話をしよう）

副題 特許に強くなるために

教科書 特に、教科書は指定しない。都度参考図書は紹介する。

ただし、基礎知識として以下の図書を読んでおけば役に立つと思う。

1.工業所有権標準テキスト（特許編）第４版 社団法人発明協会

2.キャノン特許部隊（光文社）

参考文献

評価方法 レポート・平常点・(最終レポート６０、出席点（１０回の提出文でカウント）４０の割合で評価)

備考 【担当教員連絡先等】

羽片 和夫 (kzo_hakata@shi.co.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

％

％

％

2011年4月8日 32/905 ページ



科目名付クラス名 知的所有権概論Ａ

科目キー 5301001030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

その他 ％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 33/905 ページ



科目名付クラス名 知的所有権概論Ｂ

科目キー 5301001031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 光三

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 34/905 ページ



科目名付クラス名 ＭＯＴのためのハイテク製品マーケット創造

科目キー 5301001032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大野 高裕 澤口 学 中川 慶一郎

石川 雅崇

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 35/905 ページ



科目名付クラス名 ＭＯＴのための生産・流通システム設計

科目キー 5301001033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 吉本 一穂 大塚 仁司 小川 健秀

柴田 晴康 山内 秀樹 山本 貴之

関 利隆

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 36/905 ページ



科目名付クラス名 年金数理概論

科目キー 5301001035

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鈴木 武 枇杷 高志 井上 修二

清水 時彦

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 37/905 ページ



科目名付クラス名 テクニカル・コミュニケーション 前期金５

科目キー 5301001036

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 金徳 多恵子

年度

授業概要 This course examines principles used in technical communication in English. Students learn how to write and speak

in English for purposes of communicating scientific and technical data. The course is advanced, following Technical

Communication I. Instruction is in English.

シラバス Topics include:

1. Concepts, definitions, vocabulary

2. Presenting orally the conference paper

3. Writing the short report (memo)

4. Writing the long report (feasibility study)

5. Understanding the role of "audience" in technical communication

6. Editing skills

副題

教科書 Exercises and reading materials are provided by the teacher.

参考文献

評価方法 Attendance; class participation; short writing assignments.

備考 Inclass exercises are emphasized. The language of instruction is English

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 38/905 ページ



科目名付クラス名 テクニカル・コミュニケーション 後期金５

科目キー 5301001036

科目クラスコード 02

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 金徳 多恵子

年度

授業概要 This course examines principles used in technical communication in English. Students learn how to write and speak

in English for purposes of communicating scientific and technical data. The course is advanced, following Technical

Communication I. Instruction is in English.

シラバス Topics include:

1. Concepts, definitions, vocabulary

2. Presenting orally the conference paper

3. Writing the short report (memo)

4. Writing the long report (feasibility study)

5. Understanding the role of "audience" in technical communication

6. Editing skills

副題

教科書 Exercises and reading materials are provided by the teacher.

参考文献

評価方法 Attendance; class participation; short writing assignments.

備考 Inclass exercises are emphasized. The language of instruction is English

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 39/905 ページ



科目名付クラス名 テクニカル・コミュニケーション 前期金６

科目キー 5301001036

科目クラスコード 03

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ６時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 This course examines principles used in technical communication in English. Students learn how to write and speak

in English for purposes of communicating scientific and technical data. The course is advanced, following Technical

Communication I. Instruction is in English.

シラバス Topics include:

1. Concepts, definitions, vocabulary

2. Presenting orally the conference paper

3. Writing the short report (memo)

4. Writing the long report (feasibility study)

5. Understanding the role of "audience" in technical communication

6. Editing skills

副題

教科書 Exercises and reading materials are provided by the teacher.

参考文献

評価方法 Attendance; class participation; short writing assignments.

備考 Inclass exercises are emphasized. The language of instruction is English

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 40/905 ページ



科目名付クラス名 テクニカル・コミュニケーション 後期金６

科目キー 5301001036

科目クラスコード 04

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 This course examines principles used in technical communication in English. Students learn how to write and speak

in English for purposes of communicating scientific and technical data. The course is advanced, following Technical

Communication I. Instruction is in English.

シラバス Topics include:

1. Concepts, definitions, vocabulary

2. Presenting orally the conference paper

3. Writing the short report (memo)

4. Writing the long report (feasibility study)

5. Understanding the role of "audience" in technical communication

6. Editing skills

副題

教科書 Exercises and reading materials are provided by the teacher.

参考文献

評価方法 Attendance; class participation; short writing assignments.

備考 Inclass exercises are emphasized. The language of instruction is English

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 41/905 ページ



科目名付クラス名 情報理論

科目キー 5301001037

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 平澤 茂一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 42/905 ページ



科目名付クラス名 脳科学チュートリアル

科目キー 5301001038

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ５時限～６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大島 登志男 糸原 重美 岡本 仁

谷藤 学 宮脇 敦史 礒村 宜和

一戸 紀孝 加藤 英之 上口 裕之

下郡 智美 程 康 津本 忠治

年度

授業概要 脳科学の進展は近年目覚ましく、個々の研究自体は細分化されつつある。しかし脳科学は、分子レベルから我々の

「こころ」を対象としており、本来幅広い内容を扱っている。実際脳の働きを理解しようとする時は、脳科学の多領域

にわたる分野の理解が必要である。理研脳センターで行なわれている RIKEN BSI Tutorial Seriesは、脳科学の基礎

から、最先端の研究紹介までを行なっており、脳科学の多領域の基礎的分野を俯瞰し、その分野の最先端の研究

動向を知る事ができる。講義は英語で行なわれるので、英語でのサイエンテフィック・ディスカッションのトレー二ング

にも有用である。講義は、埼玉県和光市にある理研脳センターで実施されるが、テレビ会議システムを使い、大久保

キャンパスにも中継される。理研脳センター又は、大久保キャンパスのいずれかで受講可能である。

シラバス 9月25日(火)Guidance 大島登志男

Synaptic Plasticity 津本 忠治

10月2日(火)Imaging-Cellular Activities 宮脇 敦史

10月 9日(火)Neural Development 下郡 智美

10月16日(火)Axon Growth and Guidance 上口 裕之

10月23日(火)Genetic Manipulation of Brain Function糸原 重美

10月29日(月)Theoretical Methods to Study Population of Neurons and Synapses 加藤 英之

11月13日(火)Vision 谷藤 学

11月20日(火)Basic Neuroanatomy and Cortical Organization一戸 紀孝

12月4日(火)Imaging-Higher Brain Function 程 康

12月11日(火)Hippocampal Rhythm 磯村 宣和

1月 9日(水)Brain Evolution and Genesis of Mind 岡本 仁

1月9日(水)Frontal Cortex -Cognitive and Motivational Control of Behavior- 松元 健二

1月15日(火)Basal Ganglia and Motivated Behavior中原 裕之

副題

教科書

参考文献

評価方法 RIKEN BSI Tutorial Series のうち 9/25-1/15 までの期間行なわれる13回の講義（各90分）を対象とする。各講義は

オムニバス形式で行なわれる。

評価は出席点とレポートの成績により行なう。８回以上の出席を必要とする。レポートは、２回の講義の内容を要約

したものを、指定された期間内に提出してもらう。第一回目の講義は開始時間を繰り上げ、講義の進め方や成績の

評価法についてのガイダンスを17:00より約２０分日本語で行なう(第一回は17:00-19:00)。

備考 取得単位：２単位

毎週火曜日５、６限（17:30-19:00）但し、10/29(月)、1/9(水)は曜日が異なるので注意すること。また、1/9(水)は２回、

17:30-20:30。

関連ＵＲＬ: http://www.brain.riken.jp/tutorial_j.html

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 43/905 ページ



科目名付クラス名 数理物理学研究

科目キー 5301010001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春

年度

授業概要 自然現象に現われる種々の非線形偏微分方程式の解の存在、一意性、漸進挙動・解集合の構造・アトラクターの

構造・解の周期性・概周期性等の問題を、主に無限次元空間に於ける変分法的立場から研究し、未解決の問題を

解決するための基礎知識を身につける。

これと同時に、これらの具体例を包含することのできる、バナッハ空間、ヒルベルト空間における抽象的理論の構

築に必要な基礎理論を身につける。

関数解析学の基礎知識が必要である。物理学の基礎知識を有している事も有用である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 44/905 ページ



科目名付クラス名 素粒子理論研究

科目キー 5301010003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大場 一郎

年度

授業概要 広い意味での素粒子物理の理論的研究をおこなう。現在研究を進めているのは以下の通りである。１ クォーク・レ

プトンの各種ゲージ相互作用とそれらの量子化（場の量子論）の問題 ２ 統一理論・超標準模型に関わる問題

３ 新しい量子化の追求----確率過程量子化、Ｎｅｌｓｏｎの量子力学など ４ 高エネルギー素粒子反応の現象論

的分析、特に相対論的重イオン衝突とＱＣＤ相など ５ メゾスコピック系の量子力学、特にトンネル現象の理論的枠

組み整備、散逸系の量子化など ６ 核スピン量子コンピュータの基礎研究

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 45/905 ページ



科目名付クラス名 理論核物理学研究

科目キー 5301010004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷹野 正利

年度

授業概要 主に原子核構造を理論的に研究すると共に、その成果を天体物理学等に応用する。原子核構造の研究では、量子

力学的多体問題の手法を用いた、無限に大きい仮想的な原子核の研究に重点を置く。またそれと関連して、中性子

星の内部構造の研究等を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 46/905 ページ



科目名付クラス名 量子力学基礎論研究

科目キー 5301010005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中里 弘道

年度

授業概要 ニューフロンティアとしての量子力学の原理的・基本的諸問題の研究を行うとともに，量子化をめぐる問題と関連して

場の量子論，素粒子物理の理論的研究も行う。

シラバス 基本的に研究室の週間計画，年間計画に従うが，適宜セミナーや議論の時間を取り込む。

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 各自の研究テーマの探究と議論の深化のため，研究室（の人的資源）を大いに活用してもらいたい。また，自らの到

達度，方向性を常日頃から見つめるために，研究室内での定期的な研究報告(文献報告ならびに毎月の研究促進メ

モの提出)に心がけよ。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 47/905 ページ



科目名付クラス名 理論宇宙物理学研究

科目キー 5301010006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 前田 恵一

年度

授業概要 "宇宙の創生・進化、インフレーション、ビッグバン、宇宙の大規模構造、ブラックホールなど、相対性理論や素粒子

論、非線型物理学を基礎に宇宙物理学の理論的研究を行う。（前田恵一）

超新星、中性子星、ブラックホールといった、いわゆる高エネルギー天体の形成メカニズムと、それらが提供する高

密度、高温度、高重力下で起こると期待される様々な物理過程について理論的に研究する。特に多次元のコン

ピューターシミュレーションを用いた定量的なモデル構築を行い、従来の電磁波を用いた観測だけでなくニュートリノ

や重力波などによる新しい天文学への寄与を目的とする。また、活動銀河核からの相対論的ジェットなど、関連する

現象にも着目する。（山田章一）"

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 48/905 ページ



科目名付クラス名 理論宇宙物理学研究

科目キー 5301010007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 章一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 49/905 ページ



科目名付クラス名 宇宙電波物理学研究

科目キー 5301010008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大師堂 経明

年度

授業概要 早稲田大学の64素子干渉計と那須の大型球面鏡アレイを用いてRadio Transients や Pulsarsの観測を行う。観測

に必要な低雑音受信機の開発やFFTなどの信号処理プログラミング、ディジタル信号処理ハードウエアの開発も進

める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 50/905 ページ



科目名付クラス名 実験宇宙物理学研究

科目キー 5301010009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 長谷部 信行

年度

授業概要 "高エネルギー宇宙線核成分やガンマ線を窓として宇宙で生起する諸現象を実験的に研究する。宇宙線核成分の

高精度観測に基づいて宇宙線の起源、粒子加速・伝播機構、星の元素合成過程、銀河の化学的進化の研究を行

ない、宇宙の全体像を解明することを目的とする。また、惑星・月・小天体からのγ線の分光観測に基づき、それら

の天体の形成と進化についての研究を行なう。気球や人工衛星等の飛翔体に搭載する観測装置の開発、また、新

しい方式の分光器や望遠鏡、それらの周辺技術の開発研究を行なう。（長谷部信行）

宇宙における高エネルギー現象の研究を実験的に行う。これまでの宇宙観測ではおもに電磁放射の観測を中心に

して、「熱的宇宙」の構造や成り立ちが研究されてきたが、宇宙線に代表される高エネルギー過程の観測による「非

熱的宇宙」の研究により、宇宙の全体像を解明する必要がある。この研究では、気球や人工衛星に搭載するための

宇宙線観測装置の研究開発（R&D)や観測データにもとずく、超新星爆発、銀河構造、暗黒物質、初期宇宙などの研

究を行う。（鳥居祥二）"

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 51/905 ページ



科目名付クラス名 実験宇宙物理学研究

科目キー 5301010010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鳥居 祥二

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 52/905 ページ



科目名付クラス名 統計物理学研究

科目キー 5301010011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 相澤 洋二

年度

授業概要 非線形非平衡系の統計力学。エルゴード問題ならびに散逸構造、カオス、フラクタル、パターン形成などの基礎的問

題を研究する。１力学が生み出す多様なカオス現象をエントロピー理論や分岐理論などの力学系の理論によって調

べる。２凝縮系、反応拡散系、流体系、プラズマ系などの平衡から遠く離れた状態に広く観測されている秩序パター

ン、乱流パターン、フラクタルパターンの発生機構を調べる。３生物系に顕著にみられる非線形非平衡現象の理論

的研究も行ってゆく。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 53/905 ページ



科目名付クラス名 低温量子物性研究

科目キー 5301010012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 栗原 進

年度

授業概要 量子多体系が低温で示す諸現象を理論的に研究する。 例えば金属電子は、フェルミ面近傍で幾つかのタイプの赤

外発散をもつため、超伝導、電荷（スピン）密度波、近藤効果などのめざましい多体効果を示す。 また、低次元系や

メゾスコピック系では電子やクーパー対の波動性と粒子性が共に強調され、超伝導などの巨視的秩序そのものが量

子ゆらぎを示す。 更に、中性原子からなるBose-Einstein凝縮系や、Boson-Fermion 混合系でも、様々の新しい現

象が期待される。 このように、マクロ系、もしくはメゾスコピック系における量子現象を、主として解析的な手法を用

いて研究することを目的とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 54/905 ページ



科目名付クラス名 統計物理学研究

科目キー 5301010013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 田崎 秀一

年度

授業概要 非線形動力学，Ｃ＊代数等の数学的手法を用い，可逆力学系における散逸の生成や輸送現象など非平衡統計力

学の基礎事項および関連する問題の研究を行う。１．開放的量子多体系の非平衡定常状態の研究（メゾスコピック

系への応用も含む），２．カオス系の統計的性質，特にカオス写像における確率分布関数の時間発展方程式の厳密

解の研究，３．非線形力学系の非平衡統計力学，例えば様々なカオス過程により生じる輸送現象やエントロビー等

の研究，４．物質系でのパターン形成とそれに伴う物性の研究などを行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 55/905 ページ



科目名付クラス名 非平衡系物理学研究

科目キー 5301010014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山崎 義弘

年度

授業概要 様々な要素の集団の非平衡系に着目し、要素集団によって構成される、構成要素の詳細には依存しない時空間構

造（パターン）の起源・および時間発展についての研究を行う。具体的には、結晶成長・粘着運動・粉粒体の集団運

動・生物群の集団運動など、物理系だけでなく化学・生物系におけるパターン形成も取り扱う。研究手法としては、主

に計算機シミュレーションを行い、得られた結果の妥当性を、実験を行うことによって確認し、実験結果に基づき理

論を構築する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 56/905 ページ



科目名付クラス名 誘電体物理学研究

科目キー 5301010015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 上江洲 由晃

年度

授業概要 電気伝導性の無い物質（誘電体）に外部電場を印加したとき、物質はどのように応答するかを研究する。キーパラメ

ターは誘電率と圧電率であるが、いずれも電子機器に多数用いられている重要な素材である。この中で電場を取り

除いても電気分極が有限な値を示し、しかも電場を反転させると分極が反転する一群の物質がある。これを強誘電

体と呼ぶ。この物質群が半導体メモリーや磁気メモリーを補完する新しいメモリー素子として実用化されている。な

ぜこのような現象が起こるのかといった基礎物理から、さらに高機能性をもった材料開発まで視野にいれた研究を

行っている。具体的には（１）強誘電体薄膜作成、（２）高誘電率薄膜作成、（３）有機超薄膜作成およびこれらの特性

評価を行っている。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 57/905 ページ



科目名付クラス名 表面物性研究

科目キー 5301010016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹内 淳 大島 忠平

年度

授業概要 固体表面の原子構造、格子振動、電子状態（エネルギ-バンド構造）の実験的、理論的に研究する。特に 低速電子

の回折現象、非弾性散乱、光電子放出現象を利用すると、固体表面に敏感なり、固体表面数原子層の状態が検出

させる。これらの手法を新たな電子源開発に応用する。なお、本研究は、表面物性演習A、Ｂ．Ｃ．Ｄを必修とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 58/905 ページ



科目名付クラス名 複雑量子物性研究

科目キー 5301010017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 勝藤 拓郎

年度

授業概要 固体中の電子は、電荷の自由度、スピンの自由度、分極の自由度、軌道の自由度等の多くの自由度を持ち、また

多数の電子が互いに相互作用することによって多彩な性質を示す。さらに光、磁場、電場等の外場との相互作用に

よって、より複雑な現象が発現する。こうした固体中の電子の「新しい顔」を見出すために（１）新奇な物性を発現する

物質の開発（２）新しい現象を見るための伝導、磁性、誘電、光学特性の測定技術の開発を平行して行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 59/905 ページ



科目名付クラス名 結晶物理学研究

科目キー 5301010018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 上江洲 由晃 小山 泰正

年度

授業概要 結晶構造、ナノスケール構造、分域構造等の固体に見られる構造の階層性は、固体が示す物性の理解にとって重

要な概念である。特に最近では、階層構造の中で、巨大磁気抵抗効果等の巨大応答を生む、不均質性に関係した

ナノスケール構造に多くの興味が持たれている。そこで本研究では、結晶構造の変化を伴う構造相転移に注目し、

相転移によって生じた種々の階層構造について、主にその結晶学的特徴を透過型電子顕微鏡等の回折結晶学的

手法により調べ、階層構造と物性との相関について検討する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 60/905 ページ



科目名付クラス名 ソフトマター物理学研究

科目キー 5301010019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 多辺 由佳

年度

授業概要 高分子・液晶・コロイド・ゲルさらに蛋白質のような生体分子も含め、ソフトマターと呼ばれる系は、身の回りに多く存

在しかつ幅広く利用されている。本科目では、中でも液晶を対象に、基本的な構造・相転移現象・電気光学特性など

を理解し、さらにソフトマターの最も興味深い空間域であるメゾスコピック領域に焦点をあてて、系を構成する分子の

構造や運動と、それが集団として発現するマクロな物性との関係を、段階的に明らかにする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 61/905 ページ



科目名付クラス名 中性子線物性研究

科目キー 5301010020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 角田 頼彦

年度

授業概要 原子炉から出てくる熱中性子線が固体によって散乱されるとき、固体を構成している原子により、回析を起したり原

子集団とエネルギーの授受をおこす。散乱された中性子を解析する事により、固体の原子配置、スピン配列やそれ

らの励起状態（格子振動・スピン波）についての情報を得ることが出来、原子間、スピン間に働く力についての知識

を得る。この様な物性物理に於ける基本的な量をミクロな立場から研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 62/905 ページ



科目名付クラス名 強相関電子物性研究

科目キー 5301010021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 寺崎 一郎

年度

授業概要 近年、高温超伝導や巨大磁気抵抗のような従来の物性物理の常識を超える新現象が続々と発見されつつある。こ

れらの系では強い電子相関（電子間相互作用）が極めて重要であり、いまや電子相関の理解は現代物性物理学の

最重要課題の一つとなっている。本研究では、電子相関の強い固体の電子輸送現象の測定と解析を通じて、１電子

相関の基礎的理解を深め、基礎物理学の発展に貢献すること、２強い電子相関の引き起こす多彩な物性を利用し

た機能性材料の設計・合成を行うことを目的とする。強相関電子物性演習Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは必修である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 63/905 ページ



科目名付クラス名 実験低温物性研究

科目キー 5301010022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松田 梓

年度

授業概要 固体中の電子は、低温下では時として思いもよらない秩序状態を発現し、その多くが現在でも十分に理解・解明され

ていない。その代表的な例は、高温超伝導現象であるが、本研究では、主に低温トンネル顕微鏡を用いて電子系の

実空間応答やエネルギー状態を調べ、秩序状態の理解やその起源の解明を目的とする。さらには、物性を支配す

る新奇な秩序状態の発見を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 64/905 ページ



科目名付クラス名 実験生物物理学研究

科目キー 5301010023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石渡 信一 高野 光則

年度

授業概要 次のような研究課題を通して、階層性をもつ生物機能の動作原理を明らかにする。１）アクチン・ミオシン、微小管・

キネシンなどの生体分子モーター系の仕組みに関する１分子レベルでの顕微解析・操作、分子モーター集団が示す

自励振動（SPOC）などの協調機能のメカニズムと、心拍におけるSPOCの生理的意義、２）心筋・骨格筋収縮系にお

ける構造と機能の解体と再構築、３）染色体分配のメカニズムにおける分子モーターの働き、力の作用。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 65/905 ページ



科目名付クラス名 分子生物物理学研究

科目キー 5301010024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 木下 一彦 高野 光則

年度

授業概要 生体内では、たんぱく質やＲＮＡの分子１個１個が、あたかも機械のように見事な機能を発揮して、生命活動を支え

ている。これら「分子機械」の働く仕組を理解したい。一方で分子機械の身になって考えるための基礎知識を習得す

るとともに、他方、光学顕微鏡の下で個々の分子機械が働く様子を実際に観察し、必要なら電場や磁場などによる

操作を加えることにより、メカニズムの解明に取り組む。種々の分子機械それぞれの仕掛もさることながら、できれ

ば分子レベルの機械がヒトの作るマクロな機械とどう違うか、共通原理に迫りたい。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 66/905 ページ



科目名付クラス名 理論生物物理学研究

科目キー 5301010025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高野 光則

年度

授業概要 生命と物質のインターフェイスとして１分子レベルで機能している蛋白質分子機械にはどんな巧妙な仕掛けが隠され

ているのだろうか？本研究ではこの生命科学の中心的課題の解明に向け、分子動力学シミュレーション法による蛋

白質分子機械システムの計算機実験を行う。特に、自由エネルギー変換マシンとしての蛋白質の物性研究を統計

力学・熱力学を中心とした物理の俎上で展開し、同時に生物らしさのみなもとを探る。構造生物学、物質科学、さら

にシステム（ナノ）バイオロジーにまたがる多角的な視座に立って研究を進める。分子モーターを筆頭として、細胞内

には多様な分子機械システムがあるが、これらを貫く普遍的な動作原理を見出し、生物ならではの巧妙な仕組みの

原理的理解、そしてその応用に結びつける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 67/905 ページ



科目名付クラス名 放射線分子物性研究

科目キー 5301010026

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 濱 義昌

年度

授業概要 本研究では高分子も含めた有機物質の放射線照射効果を取扱う。とくに、照射によって物質内に起る変化の初期

過程、生成した活性種の挙動等について種々の実験法を用い多面的に検討している。現在の主な研究テーマは、

１。被照射有機物の電子スピン共鳴、２。被照射有機物の熱ルミネッセンス、３。ＯＤＥＳＲ法による短寿命活性種の

研究、４。高分子の放射線照射効果におよぼす線質効果である。本研究科目を履修する者は放射線分子物性演習

Ａ、Ｂを必修とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 68/905 ページ



科目名付クラス名 高品質ビーム科学研究

科目キー 5301010027

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷲尾 方一

年度

授業概要 レーザー光、電子、陽電子、ＳＲ光、Ｘ線等各種の量子ビームの発生と応用に関する基礎と応用について、マンツー

マンで徹底した指導を実施する。またレーザー光応用及び電子については、適切な企業・研究所及び高エネルギー

加速器研究機構（ＫＥＫ）、陽電子についてはＫＥＫ、都立大、米国ブルックヘブン等の研究機関との共同研究の中で

より高度な研究を実施できるよう配慮する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 69/905 ページ



科目名付クラス名 像光学研究

科目キー 5301010028

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鵜飼 一彦

年度

授業概要 レンズ系による結像から、像伝達系・画像処理による像の変換、さまざまなレベルでの視覚系における像の知覚・認

知までの科学を扱う。視覚系は、網膜に写った二次元的な光学像を、解析する事によって要素に分け、それらを統

合し、記憶と照合させながら外の世界を脳内で再構築する逆光学過程であり、そのような視点から像に関する研究

を行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 70/905 ページ



科目名付クラス名 光物理工学研究

科目キー 5301010029

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 進一

年度

授業概要 光に関する基本的な物理現象の研究と、光計測、光情報処理、光・量子エレクトロニクス、レーザー応用、非線形光

学、統計光学、イメージサイエンス分野での応用研究を行う。

具体的な課題には、光学における逆問題（位相回復問題やディジタル画像のブラインド復元）、多次元イメージン

グ、ホログラフィー、補償光学、光カオスや量子情報通信、ナノ粒子やナノ開口と光の相互作用、光誘起屈折効果、

ファイバー・ブラッグ格子、光セキュリティーなどが含まれる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 71/905 ページ



科目名付クラス名 半導体デバイス工学研究

科目キー 5301010030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹内 淳

年度

授業概要 半導体量子構造中の超高速物理現象の解明を進めるとともに、半導体デバイスへの工学応用のための制御方法

を実験的に研究する。特に極短光パルスを計測手段として用い、キャリアの各種の超高速緩和現象、トンネル効

果、スピン緩和過程などの解明とデバイス応用を研究する。なお、本研究は、半導体デバイス工学演習Ａ、半導体

デバイス工学演習Ｂ、半導体デバイス工学演習Ｃ、半導体デバイス工学演習Ｄを必修とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 72/905 ページ



科目名付クラス名 光デバイス工学研究

科目キー 5301010031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中島 啓幾

年度

授業概要 情報通信ネットワークのみならず広範な応用を視野に入れた「使いやすく、かつ高度な機能を有する」光デバイスを

実現するための要素技術を研究する。このために新規材料探索評価、デバイス加工プロセス開発、システム実験な

どを含む可能な限り幅広い経験を積ませる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 73/905 ページ



科目名付クラス名 計測・情報工学研究

科目キー 5301010032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 周司

年度

授業概要 計測制御から情報処理にわたる分野、特に画像処理、音響処理、ロボティックスに関する研究テーマを設定するとと

もに、新しい計算アルゴリズムとして神経回路網および機械学習の実験的理論的研究を行い、感性情報処理、

ヒューマンインタフェース、人間共存ロボットの発展に資することを目指す。。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 74/905 ページ



科目名付クラス名 画像情報処理研究

科目キー 5301010033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 森島 繁生

年度

授業概要 コンピュータグラフィックス、コンピュータビジョン、ヒューマンインタフェースなどの分野で、各自に与えられた研究

テーマを遂行させる。毎週、進捗状況報告を行い、プレゼンテーションのスキルも磨くことを目的とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 75/905 ページ



科目名付クラス名 レーザ分光物性研究Ａ

科目キー 5301010034

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 重成 武

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 76/905 ページ



科目名付クラス名 レーザ分光物性研究Ｂ

科目キー 5301010035

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 重成 武

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 77/905 ページ



科目名付クラス名 応用解析

科目キー 5301011001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春

年度

授業概要 関数解析、実関数論、偏微分方程式の中から、毎年、最近の発展した話題を適宜選択して講義する。講義は選択し

た話題を理解できるように、その基礎的バックグラウンドを補いながら、自己完結的に講義するつもりである。本年

度は、滑らかでないデータやＬ２空間の枠組みに入らないデータに関して最近、急速に発展している非線形分散方

程式の初期値問題に関する仕事を取り上げる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 78/905 ページ



科目名付クラス名 非線形偏微分方程式論

科目キー 5301011002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 堤 正義

年度

授業概要 関数解析、実関数論等の知識を習得しながら、様々な分野に現れる。非線形偏微分方程式における最近の話題を

適宜選択して講義し、現在の研究の進展方向を示す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 79/905 ページ



科目名付クラス名 数理物理学特論Ａ

科目キー 5301011003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春

年度

授業概要 ヒルベルト空間における発展方程式の理論とその半線形偏微分方程式への応用について概説する。

シラバス （１）放物型、双曲型、分散型非線形偏微分方程式とその例

・非線形熱（拡散）方程式、ナヴィエ・ストーク方程式

・非線形波動方程式

・非線形シュレディンガー方程式

（２）極大単調作用素とその具体例

・ラックス・ミルグラムの定理

・上記方程式への応用

（３）ヒレ・吉田の定理

（４）極大単調作用素の摂動理論

（５）非線形偏微分方程式への応用

解の存在と非存在

・非線形熱（拡散）方程式、ナヴィエ・ストーク方程式

・非線形波動方程式

・非線形シュレディンガー方程式

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 80/905 ページ



科目名付クラス名 素粒子物理学

科目キー 5301011007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大下 範幸

年度

授業概要 自然界を構成する最小基本単位である素粒子の性質は、局所 SU(3)×SU(2)×U(1) ゲージ対称性を特徴とする「標

準模型」と呼ばれる理論によって、整合的に理解される。この理論、および、それに基づいた素粒子の系統的記述を

概説する。さらに、現在、研究のために行われている実験を紹介し、そこでの目的や展望を解説する。また、ニュート

リノ質量や宇宙のバリオン非対称性等、「標準模型」では理解し難い事項が存在するが、それらを考察し、より基本

的な理論に対する示唆を議論する。

シラバス 1. 素粒子の概念

1.1 歴史的発展

1.2 現在の認識

2. 実験と観測

2.1 加速器実験

2.2 非加速器実験

2.3 宇宙の観測

3. 基礎理論

3.1 素粒子の運動方程式

3.2 場の量子論

3.3 ゲージ対称性

4. 標準模型

4.1 構成粒子と相互作用

4.2 量子色力学

4.3 電弱理論

4.4 模型の特徴

5. 課題と考察

5.1 ニュートリノの質量

5.2 宇宙のバリオン非対称性

5.3 質量の起源

副題

教科書

参考文献 講義に関連する参考文献は多岐にわたるので、授業時に適宜紹介する。

評価方法 講義内容に関して出す課題を評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 81/905 ページ



科目名付クラス名 素粒子物理学特論Ａ

科目キー 5301011008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大場 一郎

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 82/905 ページ



科目名付クラス名 素粒子物理学特論Ｂ

科目キー 5301011009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中里 弘道

年度

授業概要 素粒子物理学の基本的課題に関連した文献の購読を通して，素粒子物理学に対する理解を深めるとともに，この

分野での新たな研究の萌芽を見出すことを目指す。

シラバス テキストあるいは原著論文を講義する形で進める。具体的内容は授業開始時に指示する。

副題

教科書 授業開始時に指示する。

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 取り上げる話題は毎年変わるが，学生諸君も自らの研究テーマをにらみながら積極的に関与してほしい。

成績評価の方法に関しては，授業開始時に取り決める予定。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 83/905 ページ



科目名付クラス名 素粒子物理学特論Ｃ

科目キー 5301011010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 矢彦沢 茂明

年度

授業概要 重力を含めた四つの力とすべての素粒子を統一的に記述できる可能性を持っている超弦理論・Ｍ理論について、そ

の基本から最近の進展までを、いくつかのポイントを押さえながら講述する。「弦理論」は素粒子物理学以外にも、

宇宙論等の宇宙物理学、ハドロン物理学、共形場理論に関連した相転移点上の物性物理学、様々な数学、などと

幅広く結びついている。幅広い有効性を理解するのも目的の一つである。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 84/905 ページ



科目名付クラス名 素粒子物理学特論Ｄ

科目キー 5301011011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 矢彦沢 茂明

年度

授業概要 重力を含めた四つの力とすべての素粒子を統一的に記述できる可能性を持っている超弦理論・M理論の構成法とし

て、「新しい」行列模型や超対称ゲージ理論から構成する提案がいくつかなされている。これらは素粒子論のみなら

ず宇宙論等とも強く関わっている。この講義では、これらの進展のヒントとなる「古い」行列模型と呼ばれる単純な模

型を中心に基礎的なことを講述する。この「古い」行列模型は非臨界弦との関係について多くのことが厳密にわかっ

ており、全次数の摂動展開のみならず、非摂動論的なDイスタントンも扱うことができる。また、この行列模型は非平

衡統計力学や様々な数学とも関連しており、幅広い視点を理解することも目的の一つである。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 85/905 ページ



科目名付クラス名 場の量子論入門

科目キー 5301011012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中里 弘道

年度

授業概要 スビンを含む角運動量に関する一般論を展開した後，電子に対する相対論的運動方程式，すなわち Dirac方程式を

導出する。さらに第二量子化の方法について説明し，場の量子論への導入とする。

シラバス [I] 角運動量の一般論<br>

1．角運動量の交換関係と空間回転<br>

2．角運動量の固有値と固有ベクトル<br>

3．Pauli行列<br>

4．SO(3)，SU(2)，Euler回転角<br>

5．軌道角運動量演算子<br>

6．角運動量の合成<br>

7．スピン角運動量<br>

8．原子スペクトルとスピン角運動量<br>

[II] 電子の相対論的方程式<br>

1．量子力学と相対論<br>

2．Klein-Gordon方程式<br>

3．Dirac方程式<br>

4．スピン空間の構成<br>

5．共変形式<br>

6．連続の方程式，確率保存<br>

7．Dirac行列の性質<br>

8．Dirac方程式の共変性<br>

9．波動関数のLorentz変換性<br>

10．共変量<br>

11．角運動量<br>

12．平面波解<br>

13．非相対論的極限，Pauli方程式<br>

[III] 場の量子論<br>

1．量子力学的多体問題と量子化された場<br>

2．無限自由度系<br>

3．Klein-Gordon場（中性スカラー場）<br>

4．荷電スカラー場<br>

5．伝播関数，微視的因果律<br>

6．Diracスピノール場

副題

教科書 特に指定しない。

キーワードは角運動量，相対論的量子力学，場の量子論。

参考文献

評価方法 定期試験

備考 この科目は大学院合併科目となっているが，講義内容（場の理論の入門）からして，理論物理を専攻しようという学生

は学部の科目として履修することが望ましい。

【担当教員連絡先等】

中里 弘道 (hiromici@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

2011年4月8日 86/905 ページ



科目名付クラス名 場の量子論入門

科目キー 5301011012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 87/905 ページ



科目名付クラス名 天体核物理学

科目キー 5301011015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷹野 正利

年度

授業概要 原子核に関する基礎的な知識を有するものに対し、原子核物理学の天体現象への応用例を紹介する。特に前半で

は、中性子星の内部構造と進化、超新星爆発について、後半では元素合成過程について、原子核物理の観点から

議論する。

シラバス １ 中性子星の構造

２ 超新星爆発と中性子星の進化

３ 恒星内部の熱核反応

４ 重元素合成過程

副題

教科書

参考文献 岩波講座 現代物理学の基礎１２「宇宙物理学」（岩波書店）

評価方法 レポート

備考 学部講義「原子核物理学」(または大学院講義「原子核概説」)程度の予備知識をもっていることが必要である。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 88/905 ページ



科目名付クラス名 宇宙論特論

科目キー 5301011017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 前田 恵一 川崎 雅裕

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 89/905 ページ



科目名付クラス名 宇宙物理学基礎過程特論Ｂ

科目キー 5301011019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅田 秀之 横山 央明

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 90/905 ページ



科目名付クラス名 宇宙物理学

科目キー 5301011020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 章一 立川 崇之

年度

授業概要 宇宙物理学をはじめて本格的に学ぶ学生を対象とした、入門的講義。宇宙物理学における基本的な事柄について

簡単にまとめた後、現在までに一番理解が進んでいる宇宙物理学の最も重要な2つの分野；「ビッグバン宇宙論」お

よび「星の進化論」について詳述する。また、それらが現在抱える問題点や最近のトピックスについてもふれる。立

川、山田がそれぞれ6回ずつ担当する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 91/905 ページ



科目名付クラス名 天体物理学特論Ａ

科目キー 5301011021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ６時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大師堂 経明

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 92/905 ページ



科目名付クラス名 粒子実験特論Ａ

科目キー 5301011023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 広瀬 立成

年度

授業概要 "加速器による初期宇宙の解明：新粒子発見を目指して" １．標準理論を超えて 「リニア-コライダーが目指すも

の、基礎理論の統一、新粒子発見のための偏極陽電子ビームの開発」 ２．宇宙開びゃくと真空の相転移 「対称性

と物理法則、ゲージ対称性の自発的破れ：ヒッグス粒子の観測、超対称性とダークマター」 ３．究極の理論を目指し

て 「相対性理論と量子力学、重力の量子化、超ひも理論、２１世紀のエネルギーフロンティア」 等について講義す

る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 93/905 ページ



科目名付クラス名 粒子実験特論Ｂ

科目キー 5301011024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 濱垣 秀樹

年度

授業概要 極限状態、即ち超高温、高密度におけるハドロン物質の性質の研究は、色々な分野から大きな注目を集めてい

る。基本的な相互作用の一つである量子色力学ＱＣＤの第一原理から出発した格子ＱＣＤ計算は、超高温状態に於

いてハドロン物質の新たな相、通常のハドロンからクォークやグルーオンが開放された物質系（通称クォーク・グ

ルーオン・プラズマ：ＱＧＰ）を予言した。この相転移は、ビッグバン後数マイクロ秒後に起きたものと予想される。

高エネルギーに加速した重イオン同士を衝突させることで、このような極限状態を実験室に於いて実現し、その性

質を調べる試みが始まっており、ＱＧＰの実現とその性質が次々と明らかになりつつある。

講義では、ハドロン物質と量子色力学について基礎的、直感的な説明から始め、核子の構造や、ハドロン同士の

衝突における基本的な考え方を提示する。これらをベースとして、高エネルギー重イオン衝突実験の基礎的な考え

方を説明し、これまでに得られつつある結果のうち代表的なものについて説明し、その意味するところの理解を図

る。

こういった実験に必要な測定器にガス検出器があるが、その基本動作原理の理解を図り、その応用例として最近

注目を集めているＧＥＭ（ガス電子増幅器）について解説する。

シラバス １．宇宙とハドロン物質

２．ハドロンとクォーク模型

３．核子の構造とその実験的検証

４．ストリング模型と粒子多重生成過程

５．ハドロン物質と相転移

６．高エネルギー重イオン衝突

７．反応過程の流体的記述と実験的証拠

８．ジェットと物質の相互作用

９．チャームの相互作用

１０．クォ?コニウム収量抑制

１１．ガス検出器の動作原理

１２．新しいガス検出器技術?ＧＥＭの原理

１３．ＧＥＭの基本的な性質

１４．ＧＥＭを用いた検出器

副題 極限状態におけるハドロン物質の探求と測定技術

教科書

参考文献

評価方法 授業内容に関連した課題についてのレポートの作成と、その内容についての口頭発表により評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 94/905 ページ



科目名付クラス名 粒子実験特論Ｃ

科目キー 5301011025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鳥居 祥二

年度

授業概要 高エネルギー素粒子実験では、粒子識別技術が極めて重要であり、最新の技術を用いて高精度な測定器の開発

が行われている。このような技術は、宇宙観測にも利用可能なものが多く、特に小型化、省電力化、放射線耐性と

いった面で大きな技術的シンポが実現されている。この講義では、粒子識別技術の基礎的な原理と最近の応用技

術について解説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 95/905 ページ



科目名付クラス名 宇宙放射線物理学Ａ

科目キー 5301011027

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 長谷部 信行

年度

授業概要 高エネルギー宇宙放射線は、非熱的物理過程の代表的な例であり、その起源、加速および伝播の基本的過程につ

いて講義する。宇宙放射線の発生は、静穏な一般の宇宙の情報であるにとどまらず、時に自然界の極限状態に伴

う情報を担ってくる。ここでは、１）高エネルギー宇宙線と物質との相互作用に関する素過程、２）宇宙線中の核成分

を中心とした、宇宙線の起源、星内元素合成過程、銀河物質の進化の歴史、粒子加速と輸送過程に関する基礎、

３）宇宙線研究の最前線、について解説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 96/905 ページ



科目名付クラス名 宇宙放射線物理学Ｂ

科目キー 5301011028

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 長谷部 信行

年度

授業概要 宇宙科学を実験的に研究するためのリモートセンシング惑星科学の基礎について講義する。１）太陽系形成のモデ

ル、２）プレソーラー粒子、隕石、小惑星と月、惑星、地球型惑星の形成と物質進化、２）太陽宇宙線や銀河宇宙線と

物質の相互作用で発生したＸ線・γ線や中性子線を利用するリモートセンシング惑星分光学の基礎的手法、３）小惑

星・彗星・月・惑星に関する固体惑星探査の最前線について解説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 97/905 ページ



科目名付クラス名 高エネルギー宇宙物理学特論Ａ

科目キー 5301011029

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鳥居 祥二

年度

授業概要 宇宙における高エネルギー現象を理解するために不可欠な、宇宙線の起源、加速および伝播の基本的過程につい

て講義する。電子、ガンマ線などの電磁的な過程に加えて、陽子、原子核が関与する素過程についても解説する。

量子力学、相対論、電磁気学の基礎知識を必要とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 98/905 ページ



科目名付クラス名 高エネルギー宇宙物理学特論Ｂ

科目キー 5301011030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鳥居 祥二

年度

授業概要 宇宙線観測による高エネルギー宇宙の研究について、観測装置の理解に必要な計測原理や観測装置の開発に必

要な計測技術の講義を行う。最新の観測装置と観測データの解説を行い、この分野における現代的な話題と将来

の展望を説明し、現在の宇宙線研究の最前線について紹介する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 99/905 ページ



科目名付クラス名 統計力学特論

科目キー 5301011031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 相澤 洋二

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 100/905 ページ



科目名付クラス名 非線形現象特論

科目キー 5301011032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 相澤 洋二 関本 謙

年度

授業概要 ゆらぎのエネルギー論とゆらぐ自律系が主題である。

熱力学に従う巨視的な系を、空間的時間的に詳細に観察するとゆらぎが見えてく

る。更にもっと詳細に観察すると力学的運動が見えてくるだろう。この３つの世

界の関係はどうなっているのだろうか。（非）平衡・エントロピー・熱などの概

念はそれぞれの世界でどんな姿であらわれるのだろうか。また、環境の予測不可

能なゆらぎを検知／利用して望ましい機能を発揮できる柔軟な自律系の設計原理

は何だろうか。講義ではゆらぎ記述の基礎からキネシンおよびミオシン（分子モ

ーター）の構造と機能の関係までを論じたい。

シラバス I.導入

・はじめに

・揺ぎを記述する方法

・熱力学および化学反応論

II.基本

・Langevin方程式のエネルギー論：基本事項

・ゆらぎのエネルギー論と熱力学

・操作と検知のエネルギー論（含：情報の熱力学）

・階層移行

III.展開

・他律系 - 小さな熱機関と粒子機関

・タンパク質、特に分子モーター概要

・ゆらぐ自律系 - 分子モーターの構造・機能相関

副題

教科書 特に指定しないが、「履修上の注意」を参照のこと。

参考書：「ゆらぎのエネルギー論」関本謙（岩波書店）。

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 101/905 ページ



科目名付クラス名 量子物性特論Ａ

科目キー 5301011033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 栗原 進

年度

授業概要 中性原子系におけるボース・アインシュタイン凝縮が実現された1995年以来、冷たい原子系 --- 量子縮退したボー

ス原子系およびフェルミ原子系 --- の物理が急速な発展を遂げている。 百個を越えるフェルミ粒子(陽子・中性子・

電子)の複合体である原子が、量子統計にきちんと従い、ボース・アインシュタイン凝縮体やクーパー対の凝縮体を

作ること自体、非常な驚きである。

しかし、この系の真価はその純粋性と制御性にある。 磁場を用いた閉じこめポテンシャルは原子の超微細構造に

敏感だから、ただ一つの同位体のみを選んで捕捉できる。 従って、同位体の混ざらない、純粋な原子気体を作るこ

とが出来る。 レーザー光と原子の双極子相互作用を活用すると、原子に対する一体ポテンシャルを任意の形と強

度で作り出すことができ、従って次元性や周期ポテンシャルなどを意のままに設定できる。 また、原子の超微細構

造を磁場で制御することにより、原子・原子の相互作用の大きさを広範囲に変えられるばかりでなく、符号すら変え

られる(フェッシュバッハ共鳴)。 一体ポテンシャルも二体相互作用も制御できるということは、好みのハミルトニアン

に忠実に対応する実験系を中性原子系で作り出すことが出来ることを意味する。 これは、量子多体系の物理学に

おける新しい研究方法の誕生といってよい。

実際、この制御性を生かし、光格子中におけるBose原子系において、超流動とMott絶縁体との量子相転移が見事

に観測された。 Fermi原子系においてはFeshbach共鳴をもちいて、弱結合BCS状態から、強結合Fermion”分子”の

Bose-Einstein相転移へのつながりを初めて実験的に辿ることが出来た。 光格子中のBloch振動を用いて重力加速

度の精密測定をする等という、意外な発展もある。

本講義では冷たい原子系の、こうした研究の流れの一端をご紹介したい。

シラバス 1. 中性原子系におけるBose-Einstein凝縮

2. 一様なd次元理想ボース気体

3. 弱い斥力を持つBose系の基礎理論 (Bogoliubov理論)

4. レーザー光を用いた冷却と原子トラップ(捕捉)の原理

5. 非等方トラップ中の理想Bose気体

6. Bose凝縮体の基礎方程式 --- Gross-Pitaevskii方程式

7. 幾つかの実験(音波、干渉、…)

8. 光格子中の Bose原子系の超流動・絶縁体 量子相転移

9. Feshbach共鳴による相互作用の制御

10. Fermi原子系のBCS超流動

11. Feshbach共鳴を用いたBEC-BCS crossoverとその理論

12. 新しい発展と展望

副題 冷たい原子系の新しい物理

教科書 なし

参考文献 折に触れて論文、単行本などを引用する

評価方法 レポート

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 102/905 ページ



科目名付クラス名 数理統計力学特論

科目キー 5301011036

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田崎 秀一

年度

授業概要 「微視的運動の動力学的性質から巨視的な不可逆現象がどのように導かれるか」という統計力学の基礎的問題

が、近年、非線型動力学や無限量子系の立場から再吟味されている。このようなアプローチのうち、無限に拡がる

量子系（C*力学系）について、C*代数、状態、KMS状態といったC*力学系の基礎事項から初め、非平衡定常状態の

構成、特徴付け、性質及び応用について最新のトピックスを交えて講義する。古典的エルゴード系の諸性質との比

較についても言及する。

シラバス １．序：非平衡統計力学への代数的アプローチ

C*代数とダイナミックス

KMS状態（平衡状態）

非平衡定常状態の構成

２．量子接合系の非平衡定常状態 ?理想Fermi気体?

３．トンネル接合を含む理想Bose気体の非平衡定常状態

４．力学的可逆性と状態の不可逆変化

副題 無限量子系の非平衡統計力学

教科書

参考文献 Bratteli,Robinson“Operator Algebra & Quantum Statistical Mechanics”I, II, Springer書店

評価方法 レポート

備考 統計力学A,B、量子力学、関数解析などの知識を前提に講義を行う。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 103/905 ページ



科目名付クラス名 非平衡系物理学特論

科目キー 5301011037

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山崎 義弘

年度

授業概要 様々な要素の集団の非平衡系に着目し、要素集団によって構成される、構成要素の詳細には依存しない時空間構

造（パターン）の起源・および時間発展に関する最近の研究について解説する。また、力学系における縮約理論や界

面ダイナミクス・位相ダイナミクス、フラクタル、ネットワーク等、パターン形成を物理的に理解する上で必要となる基

本的な概念・研究手法についても説明を行ない、非平衡系に対する理解を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 104/905 ページ



科目名付クラス名 物性物理特論Ｄ

科目キー 5301011041

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松田 梓

年度

授業概要 前半は、超伝導の微視的な理論であるBCS理論の概説を行い、また超伝導状態について標準的な現象論であるGL

理論に基づいた取り扱いを概説する。後半は、高温超電導体に関する基礎的な説明や、その物性をトピックス的に

議論する。

シラバス (1) 超伝導現象概説

(2) 第二量子化法

(3) BCS理論

(4) GL方程式と超伝導の磁気的性質

(5) 高温超電導体の基礎的性質

(6) 高温超電導体のトピックス

副題

教科書 (参考書)

Kittel：Quantum Theory of Solid

Tinkham:Introduction to Superconductivity

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 105/905 ページ



科目名付クラス名 強誘電体物理特論

科目キー 5301011042

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上江洲 由晃

年度

授業概要 講義予定日：

(1)9/26, (2)10/3, (3)10/10, (4)10/17, (5)10/24, (6)11/14, (7)11/21, (8)11/28, (9)12/5, (10)12/19, (11)1/9, (12)1/16

休講：11/7, 12/12

シラバス 下記の内容について講義する。

毎回講義資料を配布し、講義の最後に簡単な演習を行う。

講義内容：

（１）誘電体と誘電率

（２）強誘電体の現象論

（３）強誘電体の統計物理

（４）ソフトフォノンと構造相転移

（５）強誘電体の基本物理量の測定法

（６）ドメインの理論と観察

（７）第１原理計算

（８）最近のトピックス、リラクサーと量子常誘電体

副題

教科書 教科書は使用しない。

参考文献 強誘電体一般

(1)三井利夫他：強誘電体、槙書店,1976

(2)中村輝太郎篇：強誘電体と構造相転移、裳華房,1988

(3)フレーリッヒ：誘電体論、吉岡書店,1965

○(4)キッテル：固体物理学入門（下巻）、第１３章、丸善

○(5)作道恒太郎：固体物理（格子振動・誘電体）裳華房

(6)W,Kaenzig: Ferroelectrics and Antiferroelectrics, Solid State Physics, Vol.4(Ed. By F.Seitz and D.Turnbull),

Academic Press, 1957

(7)E.Fatuzzo & W.J.Merz: Ferroelectricity, Selected Topics in Solid State Physics Vol.VII, North-Holland, 1967

●(8)F.Jona & G.Shirane:Ferroelectric crystals, Pergamon Press,1962

(9)R.Blinc & B.Zeks: Soft modes in ferroelectrics and antiferroelectrics, Selected Topics in Solid State Physics

Vol.XIII, North-Holland, 1974

●(10)M.E.Lines & A.M.Glass: Principles and applications of ferroelectrics and related materials, Clarendon Press,

1977

(11)J.C.Burfoot & G.W.Tayler: Polar dielectrics and their applications, Macmillan Press, 1979

●(12)B.A.Strukiov & A.P,Levanyuk: Ferroelectric phenomena in crystals, Physical foundations, Springer 1998.

○(13)Landolt?Boernstein，New series, Vol.16(III/16a,b) Ferroelectrics and antiferroelectrics, Oxides/Non-oxides

(Springer-Verlag, 1981)

構造相転移

●ランダウ、リフシッツ：統計物理学（下巻）、第１４章、岩波書店、1980

評価方法 毎回講義の時の積極的な質疑および、毎回行う演習により成績を評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 106/905 ページ



科目名付クラス名 表面物性物理学特論

科目キー 5301011044

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大島 忠平

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 107/905 ページ



科目名付クラス名 固体構造論

科目キー 5301011045

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 角田 頼彦

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 108/905 ページ



科目名付クラス名 相転移特論

科目キー 5301011047

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小山 泰正

年度

授業概要 本講義では、固体に存在する相転移の中で、結晶構造の変化、特に高対称晶相の対称操作の消失によって特徴

付けられる構造相転移を取上げ、群論の既約表現論に基づいた、これら相転移の理論的な取り扱いについて解説

する。具体的には、まず結晶学の基礎、既約表現論における可約表現や既約表現等の基礎概念、既約表現論に基

づく相転移の統計力学、すなわちランダウ理論について､さらに相転移での結晶構造変化に関係する原子変位の理

解のため、既約表現論により固体中での格子振動をどのように決定するかについて解説する。

シラバス １．固体の結晶構造・・・結晶学の基礎

1.1 結晶とは

1.2 空間格子

1.3 結晶点群と空間群

２．結晶における対称操作群の既約表現

2.1 群とは

2.2 対称操作群の既約表現

2.3 固体の電子状態と既約表現

３．固体の構造相転移と既約表現論の応用

3.1 固体における構造相転移の概要

3.2 ランダウ理論

3.3 ランダウ理論を用いた構造相転移の解析例

3.4 既約表現論による格子振動の解析

副題

教科書

参考文献 １．「群論入門」小野寺嘉孝著、裳華房

２．「応用群論」犬井鉄郎、田辺行人、小野寺嘉孝著、裳華房

３．「統計物理学（下）」ランダウ、リフシッツ著、岩波書店

評価方法 出席点とレポート

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 109/905 ページ



科目名付クラス名 ソフトマター物性特論

科目キー 5301011048

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 奥薗 透

年度

授業概要 ソフトマター物理への入門的な講義を行う。ソフトマター物理が対象とする系の特徴、記述の方法について論述し、

ソフトマターのダイナミクスに関する現象論的なモデルを紹介る。特に、非平衡ソフトマターにおける構造形成に関す

る最近の話題から具体的な現象を取り上げ、その現象のモデリング、理論的な解析、および数値シミュレーションに

ついて言及する。

シラバス 1. ソフトマターとは何か？

1.1 ソフトマターの特徴

1.2 構成分子に働く力

2. ソフトマターにおける相転移

2.1 相転移の一般論(ランダウ理論)

2.2 高分子における相転移

2.3 液晶における相転移

3. 相転移のダイナミクス

3.1 ゆらぎの熱力学

3.2 現象論的発展方程式

4. モデル化と数値シミュレーション

4.1 粒子シミュレーション

4.2 確率的シミュレーション

4.3 連続体シミュレーション

5. 最近の話題から

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート、出席

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 110/905 ページ



科目名付クラス名 生物物理学特論Ａ

科目キー 5301011052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ６時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石渡 信一 高野 光則

年度

授業概要 本講義はＡ，Ｂからなり、それぞれ２名の担当者によって分担される。各担当者の生物物理学に対する考え方の共

通性と多様性が講義内容に反映されるので，その共通性と多様性を通じて生物物理学のエッセンスを伝えていきた

い。Ａ，Ｂともに履修することを原則とする。今年度はＡを高野・石渡，Ｂを輪湖・木下が担当する

シラバス 高野担当分（初回から５月２３日の回まで）

１．生命と高分子

２．高分子の統計力学

ガウス鎖：ゴムが縮むわけ

みみず鎖の固さ：持続長，Khun長

実在鎖の相転移：coil-globule転移，Flory温度

３．高分子から生体高分子へ

生体高分子の構造--生物物理学の序章として--

秩序-無秩序転移：Isingモデルの統計力学

生体高分子のエネルギー地形，分子進化

４．蛋白質の構造，揺らぎ，機能

基準振動解析

線形応答とアロステリー

ヘモグロビンが機能するしくみ：

反応速度論の初歩，ヒル係数，MCWモデル

石渡担当分（５月３０日の回から最終回まで）

２００７年度生物物理講義 石渡信一 2007.6.6（水）

１．序論 生物物理とは

生物と物理：物理法則による生物支配、生物は物理法則をどのように利用しているか

生物物理学とはどのような学問か、古典的生物物理学

生体機能を担うもの：タンパク質分子機械

２．生体構造の構築原理と構成素子、様々な生体機能を担う生体機能素子の具体例

筋収縮系の階層構造、タンパク質構造の階層性、自己組織化能（自動集合能）

生体分子モーター研究の現状、分類

回転モーターとリニアモーター

３，アクチンフィラメントの重合・脱重合ダイナミクス

重合の平衡論、一方向重合成長

重合・脱重合に伴う長さ揺らぎ（拡散過程）（Video）

トレッドミル過程、Arp2/3存在下での枝形成（Video）

４．筋収縮系分子モーター

筋分子モーターとしてのアクトミオシン系、in vitro 滑り運動系（Video）

アクチンフィラメント回転滑り運動と超ラセン形成（Video）

温度パルス顕微鏡法（Video）

アクチン・ミオシン結合の１分子結合力の顕微計測（Video）

タンパク質間結合・解離の物理（力学、熱力学）

５．非筋細胞分子モーター（プロセッシブ分子モーター：１分子系）

ナノメートル・ピコニュートン顕微解析

キネシン・微小管系（単頭・双頭結合変換、力と酵素活性、分子内シンクロ）

ミオシンV・アクチン系（高時間分解能での１分子ステップ解析）

（回転モーター、Video）

６．筋収縮系

Bio-nanomuscle（A帯滑り運動系、Video）、筋収縮系の解体と再構築

自励振動（SPOC）現象（Video）、非プロセッシブ分子モーター（多分子系）

（分子間シンクロ、外力による制御、心拍機能との関係、Video）

副題

授業の到達目標
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７． 高次生体構造

細胞の働き、細胞分裂（染色体分裂、細胞質分裂）、細胞運動、顕微画像イメージング

８．「楽しかったこと、残念だったこと、心残りなこと」

参考文献：

生物物理の最前線 （生物物理学会編）講談社ブルーバックス (1990)．

新生物物理の最前線（同上）(2001).

生物物理のフロンティア （郷、若林、松本編）培風館 (1989)．

蛋白質?この絶妙なる設計物 （赤坂一之編）吉岡書店 (1994)．

実験生物物理 （石渡信一編）丸善 (1993)．

限界を越える生物顕微鏡?見えないものを見る?（宝谷紘一、木下一彦編）学会出版センター (1991).

生命科学を拓く新しい光技術（船津高志編）共立出版［日本光生物学協会編］(2000).

Biophysical Chemistry (Cantor & Schimmel著) W. H. Freeman and Company (1980).

Principles of Physical Biochemistry (van Holde et al.) Prentice-Hall (1998).

Molecular Cell Biology 4th ed. (Lodish et al著) Freeman (2000).

Essential Cell Biology -An Introduction to the Molecular Biology of the Cell- (B. Alberts et al.著)Garland

Pub.(1998). 翻訳：「Essential細胞生物学」南江堂 (1999).

筋肉の動きを探る（御橋廣眞著）丸善 (1994).

ナノピコスペースのイメージング?生物分子モーターのメカニズムを見る?

（柳田敏雄、石渡信一編）吉岡書店 (1997).

生物分子モーター?ゆらぎと生体機能（柳田敏雄著）岩波書店（2002）

＊生体分子モーターの仕組み（石渡信一編）共立出版 (1997).

［シリーズ・ニューバイオフィジックス（全11巻）日本生物物理学会編］

細胞のかたちと運動（宝谷紘一、神谷律編）共立出版 (2000).

［シリーズ・ニューバイオフィジックスII（全10巻）日本生物物理学会編］

生命と物質-生物物理学入門- (永山國昭著) 東京大学出版会 (1999).

Cell and Molecular Biology-Concepts and Experiments-(G. Karp著)

John Wiley & Sons (1999).

Cell Movements -From Molecules to Motility- 2nd ed. (D. Bray著) Garland(2001).

Mechanics of Motor Proteins and the Cytoskeleton (J. Howard著) Sinauer(2001).

Molecular Driving Forces: Statistical Thermodynamics in Chemistry and Biology (K.A. Dill & S.Bromberg著)

Garland Sci. (2002).

＊生物物理学とは何か?未解決問題への挑戦（曽我部正博、郷信広編）共立出版（2003）

［シリーズ・ニューバイオフィジックスII（全10巻）日本生物物理学会編］

＊生物物理学ハンドブック（石渡信一、桂勲、桐野豊、美宅成樹編）朝倉書店（2007）

教科書

参考文献 高野担当分

Molecular Biophysics (M. Daune, Oxford)

石渡担当分

＊：重要文献

［１］ 概論

＊1) 石渡信一編 (1997). 「生体分子モーターの仕組み?シリーズ・ニューバイオフィジックス４?」共立出版

2) 柳田敏雄、石渡信一編 (1997).「ナノピコスペースのイメージング?生物分子モーターのメカニズムを見る?」吉岡書

店

［２］ 一分子生理学

［２?１］ミオシンIIモーター・アクチン

＊1) Nishizaka, T., Yagi, T., Tanaka, Y. & Ishiwata, S. (1993) Nature 361, 269-271. "Right-handed rotation of an

actin filament in an in vitro motile system."［ミオシンが右ねじトルクを発生し、回転滑り運動することの状況証拠とし

て、アクチンフィラメントが左巻きの超ラセンを形成することを初めて示した］

＊2) Nishizaka, T., Miyata, H., Yoshikawa, H., Ishiwata, S. and Kinosita, Jr., K. (1995). Nature 377, 251-254.

"Unbinding force of a single motor molecule of muscle measured using optical tweezers." ［アクチン・ミオシン１分子

結合の破断力を光ピンセットを用いて初めて測定］

3) Suzuki, N., Miyata, H., Ishiwata, S. and Kinosita, Jr., K. (1996). Biophys. J. 70, 401-408. "Preparation of bead-
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tailed actin filaments: Estimation of the torque produced by the sliding force in an in vitro motility assay."

4) 西坂崇之、石渡信一 (1996). 生物物理 36, 15-19. ”分子モーターの力学・機能特性を見る”

5) Sase, I., Miyata, H., Ishiwata, S. and Kinosita, Jr., K. (1997). Proc. Natl. Acad. Sci. USA 94, 5646-5650. "Axial

rotation of sliding actin filaments revealed by single-fluorophore imaging."［単一分子偏光解析。アクチンフィラメント

が長軸の周りに回転しながら滑り運動することを直接的に示す］

＊6) Kato, H., Nishizaka, T., Iga, T., Kinosita, Jr., K. and Ishiwata, S. (1999). Proc. Natl. Acad. Sci. USA 96, 9602-

9606. "Imaging of thermal activation of actomyosin motors."［新しい温度パルス顕微鏡法の開発］

＊7) Nishizaka, T., Seo, R., Tadakuma, H., Kinosita, Jr., K. and Ishiwata, S. (2000). Biophys. J. 79(2), 962-974.

“Characterization of single actomyosin rigor bonds - Load-dependence of lifetime and mechanical properties-.”［１

分子ごとにアクチン・ミオシン分子間硬直結合寿命の負荷依存性を定量顕微解析し、定式化。１分子破断力分布の

負荷上昇速度依存性をもとに、単頭結合と双頭結合との間の行き来の速度定数を見積もった］

［２?２］ミオシンVモーター・アクチン

1) Ali, Yusuf, M., Uemura, S., Adachi, K., Itoh, H., Kinosita, Jr., K. and Ishiwata, S. (2002). Nature Struct. Biol. 9, 464-

467. “Myosin V is a left-handed spiral motor on the right-handed actin helix.”

＊2) Uemura, S., Higuchi, H., Olivares, A.O., De La Cruz, E.M. and Ishiwata, S. (2004). Nature Struct. & Mol. Biol. 11,

877-883. “Mechanochemical coupling of two substeps in a single myosin V motor.”［ミオシンVの36nmステップ運動

が12nmと24nmのサブステップに分解できることを示し、ATP加水分解過程との対応付けをして、歩行運動モデルを

提出した］

3) 上村想太郎、石渡信一 (2005). 応用物理学会誌 74, 196-201.“生体分子モーターの一分子力学”

［２?３］キネシン分子モーター・微小管［分子内シンクロ、メカノケミカルカップリング］

＊1) Kawaguchi, K. and Ishiwata, S. (2001). Science 291, 667-669. "Nucleotide-dependent single- to double-headed

binding of kinesin."［キネシン・微小管１分子破断力測定をもとに、幾つかのヌクレオチド状態で単頭結合か双頭結

合かを識別し、キネシン歩行モデルを示す］

＊2) Uemura, S., Kawaguchi, K., Yajima, J., Edamatsu, M., Toyoshima, Y. Y. and Ishiwata, S. (2002). Proc. Natl. Acad.

Sci. USA. 99, 5977-5981. “Kinesin-microtubule binding is dependent on both nucleotide state and loading direction.”

［単頭と双頭キネシンを用いて破断力測定を行い、単頭結合・双頭結合の識別方法の妥当性を証明］

＊3) 川口憲治、上村想太郎、石渡信一 (2002). 生物物理 42, 156-161.“キネシン分子モーターの仕組み．”

＊4) Kawaguchi, K., Uemura, S. and Ishiwata, S. (2003). Biophys. J. 84, 1103-1113. “Equilibrium and transition

between single- and double-headed binding of Kinesin as revealed by single-molecule mechanics.”［巧みな実験と単

純な理論解析によって、単頭結合・双頭結合変換の存在を示す］

＊5) Uemura, S. and Ishiwata, S. (2003). Nature Struct. Biol. 10, 308-311. “Loading direction regulates the affinity

of ADP for Kinesin.”［負荷の方向に応じてADP結合能（酵素機能）が異なることを証明］

［３］ 分子集合体：構造と機能の再構成

［３?１］概論

1) 石渡信一(1989)「生物物理のフロンテイア」（日本物理学会編）培風館 pp.134-145. ”収縮構造を解剖する.”

［３?２］アクチンフィラメント重合機構

＊1) Kondo, H. and Ishiwata, S. (1976) J. Biochem. 79, 159-171. "Uni-directional growth of F-actin."［アクチンフィラ

メントの一方向性重合を初めて示した］

＊2) Ishiwata, S. and Funatsu, T. (1985) J. Cell Biol. 100, 282-291. "Does actin bind to the ends of thin filaments in

skeletal muscle?"［横紋筋線維中の細いフィラメントのP端にキャップタンパク質が結合していることの状況証拠、

キャップを取り除くとアクチン重合が可能になることを示す］

3) Ishiwata, S., Tadashige, J., Masui, I., Nishizaka, T. and Kinosita, Jr., K. (2001). In Molecular Interactions of Actin:

Actin Structure and Actin-binding Proteins. (eds. C. G. dos Remedios and D. D. Thomas) Springer Verlag, pp. 79-

94. “Microscopic analysis of polymerization and fragmentation of individual actin filaments.”

＊4) Fujiwara, I., Takahashi, S., Tadakuma, H., Funatsu, T. and Ishiwata, S. (2002). Nature Cell Biol. 4, 666-673.

"Direct observation of polymerization-depolymerization dynamics of single actin filaments."［１本のアクチンフィラメ

ント上でのトレッドミル機構を証明し、重合・脱重合がランダム過程であることの証拠を示す］

5) Terada, N., Shimozawa, T., Ishiwata, S. and Funatsu, T. (2007). Biophys. J. 92, 2162-2171. "Size distribution of

linear and helical polymers in actin solution analyzed by photon counting histogram."

［３?３］ミオシンフィラメント重合機構

1) Ishiwata, S., Muramatsu, K. and Higuchi, H. (1985) Biophys. J. 47,257-266. "Disassembly from both ends of thick

filaments in rabbit skeletal muscle fibers. An optical diffraction study."

2) Higuchi, H. and Ishiwata, S. (1985) Biophys. J. 47, 267-275. "Disassembly kinetics of thick filaments in rabbit

skeletal muscle fibers. Effects of ionic strength, Ca2+ concentration, pH, temperature, and cross-bridges on the

stability of thick filament structure."

3) Higuchi, H., Funatsu, T., Ishijima, A., Okamura, N. and Ishiwata, S. (1986) J. Muscle Res. Cell Motil. 7, 491-500.

"Accumulated strain mechanism for length determination of thick filaments in skeletal muscle. I. Experimental

bases."［太いフィラメントの長さが歪積み重ね機構によって制御されていることを示唆］
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4) 石渡信一(1987) 生物物理 27, No.6, 10-15. ”ミオシンフィラメントの長さはどのようにして決まるか.”

［３?４］筋線維中での細いフィラメントの構造・機能再構成

1) Funatsu, T., Anazawa, T. and Ishiwata, S. (1994). J. Muscle Res. Cell Motil. 15, 158-171. "Structural and

functional reconstitution of thin filaments in skeletal muscle."

＊2) Fujita, H., Yasuda, K., Niitsu, S., Funatsu, T. and Ishiwata, S. (1996). Biophys. J. 71, 2307-2318. "Structural and

functional reconstitution of thin filaments in the contractile apparatus of cardiac muscle."［心筋線維中で細い（アク

チン）フィラメントの完全再構成に成功。天然筋線維以上の張力が発生］

3) Ishiwata, S., Funatsu, T. and Fujita, H. (1998). Adv. Exp. Med. Biol. 453, 319-329. "Contractile properties of thin

(actin) filament-reconstituted muscle fibers."［再構成研究に関するまとめ（１）］

4) Kawai, M. and Ishiwata, S. (2006). J. Muscle Res. Cell Motil. 27, 455-468. “Use of thin-filament reconstituted

muscle fibres to probe the mechanism of force generation.” ［再構成研究に関するまとめ（２）］

［４］ 筋収縮系にみる分子シンクロナイゼーション（分子協調：SPOC）

1) Okamura, N. and Ishiwata, S. (1988) J. Muscle Res. Cell Motil. 9, 111-119. "Spontaneous oscillatory contraction

of sarcomeres in skeletal myofibrils."

2) Shimizu, H., Fujita, T. and Ishiwata, S. (1992) Biophys. J. 61, 1087-1096. "Regulation of tension development by

MgADP and Pi without Ca2+. Role in spontaneous tension oscillation of skeletal muscle."

3) Anazawa, T., Yasuda, K. and Ishiwata, S. (1992) Biophys. J. 61, 1099-1108. "Spontaneous oscillation of tension

and sarcomere length in skeletal myofibrils. Microscopic measurement and analysis."

＊4) Ishiwata, S. and Yasuda, K. (1993). Phase Transitions 45, 105-136. "Mechano-chemical coupling in

spontaneous oscillatory contraction of muscle."［SPOCに関するレビュー］

＊5) Yasuda, K., Shindo, Y. and Ishiwata, S. (1996). Biophys. J. 70, 1823-1829. "Synchronous behavior of

spontaneous oscillations of sarcomeres in skeletal myofibrils under isotonic conditions."［SPOC自励振動が外部力

学刺激によって制御できることの証拠：synchronous SPOCとmetachronal SPOC］

6) Fujita, H. and Ishiwata, S. (1998). Biophys. J. 75, 1439-1445. "Spontaneous oscillatory contraction without

regulatory proteins in actin filament-reconstituted fibers."［制御系なしでのSPOCの証拠］

＊7) 石渡信一 (1998). 科学 68, 110-113. ”心筋の収縮と超分子の自己組織化?化学振動から生物リズムへ２”

8) Sasaki, D., Fukuda, N., Fujita, H., Kurihara, S. and Ishiwata, S. (2005). J. Muscle Res. Cell Motil. 26, 93-101. “Auto

-oscillations of skinned myocardium correlating with heartbeat.”［SPOCの生理的意義を示唆］

9) Sasaki, D., Fukuda, N. and Ishiwata, S. (2006). Biochem. Biophys. Res. Commun. 343, 1146-1152. “Myocardial

sarcomeres spontaneously oscillate with the period of heartbeat under physiological conditions.”［同上］

［５］ その他

1) Suzuki, M., Fujita, H. and Ishiwata, S. (2005). Biophys. J. 89, 321-328. "A new muscle contractile system

composed of a thick filament lattice and a single actin filament."［１分子系と筋収縮系とのギャップを繋ぐ新しい筋

最小単位実験系、Bionano-muscle］

評価方法 高野，石渡担当分それぞれにつきレポート問題を課す。レポート課題の内容は講義の中で伝える。

備考

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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曜日名称 水
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配当年次名称 １年以上

担当教員 輪湖 博 木下 一彦

年度

授業概要 本講義はＡ，Ｂからなり、それぞれ２名の担当者によって分担される。各担当者の生物物理学に対する考え方の共

通性と多様性が講義内容に反映されるので，その共通性と多様性を通じて生物物理学のエッセンスを伝えていきた

い。Ａ，Ｂともに履修することを原則とする。今年度はＡを高野・石渡，Ｂを輪湖・木下が担当する

シラバス 輪湖担当分

「アミノ酸配列からタンパク質の立体構造を予測する」をテーマに、物理学的、生物学的、情報論的な側面からその

方法論や問題点を解説する。

1. なぜタンパク質の立体構造か

生物学的興味と物理学的興味

2. 立体構造の概要

形をいかに分類するか - 生物学的視点と物理学的視点

3. 立体構造転移の熱力学的描像

秩序-無秩序転移としての立体構造転移と水の影響

安定化に寄与する相互作用

4. 立体構造の分子力学シミュレーション

方法論と予測における限界

5. 相同なタンパク質とは

立体構造の進化学

6. アミノ酸配列から立体構造を予測する

立体構造のバイオインフォマティクス

木下担当分

(1) たんぱく質分子機械序論

(2) たんぱく質分子機械の動作原理：イオンチャンネルの例

(3) ブラウン運動と分子機械

(4) ２本足で歩く分子モーター

(5) 回転分子モーター

(6) 回転分子モーターにおける化学ー力学エネルギー変換の仕組み

(7) 分子機械の効率

副題

教科書 輪湖担当分

木下担当分

参考文献 輪湖担当分

木下担当分

Biochemistry Sixth Edition

Jeremy M. Berg, John L. Tymoczko, Lubert Stryer

Freeman, New York, 2006

Molecular Biology of the CellFifth Edition

Bruce Alberts, Alexander Johnson, Julian Lewis

Martin Raff, Keith Roberts, Peter Walter

Routledge , 2008

シリーズ・ニューバイオフィジックス

共立出版

新・生物物理の最前線

講談社ブルーバックス (ISBN4-06-257348-2)

http://brodylab.eng.uci.edu/~jpbrody/reynolds/lowpurcell.html

評価方法 輪湖担当分

木下担当分

レポート

備考

授業の到達目標
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関連ＵＲＬ: 輪湖担当分

木下担当分

http://www.k2.phys.waseda.ac.jp

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目キー 5301011056

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 東中川 徹

年度

授業概要 ゲノムプロジェクトの大要が終了し、遺伝子研究はその機能解明へと大きくシフトした。その流れの中心にあるのが

エピジェネティクスの分子機構である。本稿は、現状を横断的に見てまとめるとともに、新たな知見について考察す

る。

シラバス 1. Historical overview

2. Genomic constancy during development

- A critical review -

3. Cloning of developmentally controlled genes

4. Detection methods of gene expression

5. Strategies for delineating gene function

6. Future prospect

副題 エピジェネティクス

教科書 なし

参考文献 原著論文

その都度紹介する。

評価方法 出席とレポート

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ６時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 尚志 落谷 孝広

年度

授業概要 遺伝子工学や細胞生物学，蛋白質化学などの手法の進歩により、生命現象は、遺伝子，蛋白質などの分子レベル

においても、理解されるようになってきました。これらの過程と，基盤となるサイエンスを解説し，理解を進めます。

一方で，先端と扱われる生命科学領域が切り拓くものは、必然的に人類にとって未知のものであり，社会に新たな

接点をもたらしてきた要素も議論します。

本授業は、加藤と落谷の両名が概ね次の内容を担当します。

履修者は，生物学の基礎を既に履修していることが望ましいですが，物理，化学，工学系の諸領域で生命科学にア

クセスしようとする学生にも配慮して進めます。

【加藤】調節系を担う生体機能分子の例として，サイトカインや造血因子に焦点をあてて，分子から細胞，組織，個体

への作用を考えます。

【落谷】生命科学の発展が人類にもたらす事例として，再生医療の現状と展望，RNAiによる核酸医薬品の開発と治

療への応用を解説します。

シラバス 以下の要素を適宜扱い，解説を進めます。

また，ランドマークとなった原著論文，一般社会における捉えられ方等，多様な話題素材も紹介します。

・細胞の増殖・分化，分化系譜とは？

・幹細胞とは？細胞の可塑性とは？ ― 幹細胞の種類と概念

・サイトカイン，造血因子，受容体 ― 分子構造と作用

・分子から個体へ 環境から個体，分子へ ― 調節作用の制御

・生体機能分子と糖鎖構造 ― 遺伝子情報のみでは分子構造を決められない

・造血因子の発見の過程 ― 造血因子発見の同時多発例を考える

・移植医療と造血因子

・幹細胞科学の発展と課題

・バイオテクノロジーが切り拓いた新たな創薬の現場の姿

・再生医療に期待すること ― 理解すべき科学基盤

・遺伝子治療の現状

・DNAからRNAへ ― RNAi（RNA干渉）とは？

・核酸医薬の未来 ― 新たな治療法の開発視点

・そのほか

副題

教科書 指定なし

参考文献 授業中に適宜紹介する

評価方法 加藤・落谷よりそれぞれ課すレポートの評価と，授業参加姿勢を併せて評価する。

備考 本授業は木曜6時限の設定となっていますが，授業効果などを考慮し，休憩を挟んで2時間続けて実施する場合があ

ります（例：6時限目+7時限目）。その場合，総授業回数は通常通りとし，授業日数の方を調整します。履修登録にあ

たっては，7時限目も続けて出席可能になるように留意してください。授業日程は初回に提示します。

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/tkato/index.html

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 118/905 ページ



科目名付クラス名 加速器科学

科目キー 5301011060

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷲尾 方一

年度

授業概要 21世紀の物質科学進展に重要な知見と手段を与える種々のビーム発生装置について基本から応用までを講義す

る。特にビーム加速装置について、静電型加速器、ＲＦ加速器、それ以外の加速器と順を追って基礎から応用まで

詳細に論ずる。また更に、量子ビームと物質の相互作用に関する基本概念について講義し、量子ビームの科学技

術、産業等への応用技術に関して実戦的な思考ができるようにする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 119/905 ページ



科目名付クラス名 計測・情報工学特論

科目キー 5301011062

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 周司

年度

授業概要 狼煙に始まった通信は、前世紀末のデジタル情報ネットワークへの発展の中で、マルチメディアの時代を拓いた。こ

れに伴い、量の物理的な測定と伝送および記録に始まったメディア情報技術は、映像、音声などのパターン処理と

いう問題に取り組み、哲学的な認識論や心理学と深い関係を持ちながら、人間の心の動きを扱うことまでその射程

に入れている。この講義では、メディア情報技術の立場から情報の「価値」の計量とその伝送および記録について考

える。まず始めに、本講義で考えたい「情報の価値」が従来の情報理論や計測工学、情報工学でどのように扱わ

れ、あるいはどのように扱われなかったかを振り返って、我々の問題意識を明確にする。その後、具体的な話題を

題材として取り上げながら議論を進める。おおよその講義の組立は以下のとおりである。

シラバス 1.問題の設定

２．情報量と情報圧縮の概念

３．符号化１ ハフマン符号など情報源の統計的性質に関係する符号化

４．符号化２ 予測、動き補償など

５．符号化３ 受信する人間の特性を考慮した符号化

６．パターン認識の概念

７．特徴抽出、マッチング、一般化

８．パターン認識の理論

９．学習機械、教師学習と教師無し学習

１０．通信路の自動等化問題

１１．計測、情報処理、認知について

１２.その他

副題

教科書 なし。

参考文献 講義中に紹介

評価方法 最終講義日に筆記テストを行う。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 120/905 ページ



科目名付クラス名 光集積回路特論

科目キー 5301011063

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中島 啓幾 並木 周 井筒 雅之

年度

授業概要 通信ネットワークに始まり、あらゆる分野に光技術を適用していくためには光回路を電子回路に対応して集積化する

ことが望まれている。そのアプローチと実例を学習する。また、その際に鍵となる光増幅技術についても取り上げる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 121/905 ページ



科目名付クラス名 半導体量子物理特論

科目キー 5301011064

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹内 淳

年度

授業概要 半導体物理はエレクトロニクスを通じて現代社会に多大な貢献をしている物理学の一つである。本授業では、半導

体量子構造の基礎とその物理現象ならびにその応用について講義を行う。半導体量子デバイス（量子井戸レー

ザーなど）での働きや、スピンの操作と量子コンピューティングの関わり、超短光パルスを用いた超高速現象の計測

法についても述べる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 122/905 ページ



科目名付クラス名 画像情報処理工学特論

科目キー 5301011065

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 柿本 正憲

年度

授業概要 3Dグラフィックスのプログラム開発における標準APIの一つであるOpenGLに関して、演習も含めた講義を行う。講義

と演習の時間配分はおおむね6対4となる。

※VC++の使用経験を履修条件とする。

シラバス 第１回 ４月２５日（水） １３時-１７時５０分（３、４、５時限目）

第２回 ５月 ９日（水） １３時-１７時５０分（３、４、５時限目）

第３回 ５月２３日（水） １３時-１７時５０分（３、４、５時限目）

第４回 ５月３０日（水） １３時-１７時５０分（３、４、５時限目）

使用教室 第3端末室

第 1 章： 概要

第 2 章： ウィンドウ

第 3 章： 描画

第 4 章： 基本的な変換

第 5 章： シーンのモデリング

第 6 章： ビューポート

第 7 章： デプスバッファ

第 8 章： アニメーション

第 9 章： ビューイング

第 10 章： 照明

第 11 章： 性能を向上させる

第 12 章： アルファ混合

第 13 章： テクスチャマッピング

第 14 章： 文字を描画する

副題

教科書 「OpenGLプログラミング」（電子媒体(HTML)にて配布予定）

演習サンプルプログラム

参考文献

評価方法 講義の出席・平常点・演習（30%）

プログラミング課題提出（70%）

評価方法の変更（6/8）

以下の提出物に対して評価を行う。提出締切6月29日（金）。

(1) 演習で作成したプログラム（40%）

(2) OpenGLを使った独自の発展プログラム（30%）

(3) レポート（30%）

提出方法等詳細は別途指定する。

備考 C言語のプログラミング経験が必須。

OpenGL未経験者を想定している。

各自ノートPC持参のこと。

◎Visual C++インストール済であること

◎グラフィックスカードがOpenGLに十分対応していない場合は、演習の一部で他の受講者のPCを共有してもらう場

合があります。

【担当教員連絡先】

kaki@sgi.co.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

％

％

％

2011年4月8日 123/905 ページ



科目名付クラス名 画像情報処理工学特論

科目キー 5301011065

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

年度

その他 ％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 124/905 ページ



科目名付クラス名 先端計測・制御

科目キー 5301011066

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中島 啓幾 三浦 登

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 125/905 ページ



科目名付クラス名 光エレクトロニクス

科目キー 5301011067

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐久田 昌明 岡山 秀彰

年度

授業概要 「今日の情報社会を支える技術の骨格は光エレクトロニクスがその大半を担っている。光ファイバーのネットワーク

が人間の神経系統のように地球上を覆っているからである。この光エレクトロニクスのキー技術は半導体レーザと

光ファイバーである。これら二つのキー技術の基本原理と発展の過程を中心に講義を行う。」

シラバス １．半導体レーザ（佐久田）

（１）アインシュタインの誘導放出の予言とその実証過程

（２）少数キャリア注入概念の成立と半導体ＰＮ接合

（３）ダブルヘテロ構造によるキャリアとホトンの同時閉じ込め方法の発見

（４）ＤＨ構造を実現する結晶成長技術の発展

（５）半導体レーザの発展と直接光増幅器へ

（６）光エレクトロニクスの今後の発展動向

２．光導波路技術と光ファイバ（岡山）

（１）光通信システムと光ファイバ

（２）光導波路の原理

（３）光ファイバの種類と作製法

（４）光ファイバの性質と応用

（５）光通信システム用光部品

副題

教科書 無し

参考文献 無し

評価方法 レポートおよび平常点（出席）による。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 126/905 ページ



科目名付クラス名 ホリスティック物理学特論

科目キー 5301011068

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 陸 書龍 大木 高志

山崎 久嗣

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 127/905 ページ



科目名付クラス名 自己組織系物理学特論

科目キー 5301011069

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 佐藤 勝彦 児玉 孝雄 村上 洋一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 128/905 ページ



科目名付クラス名 レーザによる光散乱分光と相転移Ａ

科目キー 5301011070

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 重成 武

年度

授業概要 レーザーは1960年代の発明以来、理学・工学・医学等あらゆる方面で利用されている。

一方、相転移現象は物性物理の大きな課題でありそのメカニズムの解明は新物質の創生や

応用に際して重要である。

本講義ではレーザーの出現で急速に発展したラマン散乱を初めとする光散乱分光法が固体相転移の研究にどのよ

うに応用され、どのような情報が得られるかについての基礎的事項を

大学院修士課程学生を想定して行う。内容は 光学、電磁気学、量子力学、統計力学等諸分野に関係するが、実

験屋の立場での経験からこれまで疑問に思ったこと等をまじえて基礎的なことに重点を置いて話したい。

シラバス 以下の項目について行う予定である。

（前期・後期での内容や順序は変更はあり得る。）

１．序論：光散乱での観測量と相転移の関係

２．レーザ：誘導放出の原理と反転分布の実現

３．電磁波の散乱過程：分極の揺らぎとスぺクトル

４．ラマン散乱の原理と実験法

５．ブリユアン散乱の原理と実験法

６．結晶の対称性と格子振動

７．群論の基礎と選択則への応用

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 129/905 ページ



科目名付クラス名 レーザによる光散乱分光と相転移Ｂ

科目キー 5301011071

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 重成 武

年度

授業概要 前期に行う同科目Aを踏まえてレ?ザ分光がどのように相転移の研究に応用されたかについて構造相転移の例とそ

の解析法、また関連した非線形分光等について述べる。実験屋の立場での経験からこれまで疑問に思ったこと等を

まじえてデータの解釈等基礎的なことに重点を置いて話したい。

シラバス 以下の項目について行う予定である。

（前期・後期での内容や順序は変更があり得る。）

１．構造相転移の分類

２．ランダウの現象論（の特色と欠点）

３．変位型相転移とソフトモード：スペクトルの解釈

４．いくつかの事例 ペロブスカイト系、水素結合系、不整合相転移

５．１次相転移での揺らぎの発散

６．非線形分光法、時間分解分光、分子動力学等、その他の手法

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 130/905 ページ



科目名付クラス名 フロンティア生物物理学

科目キー 5301011072

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 木下 一彦 大野 克嗣

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 131/905 ページ



科目名付クラス名 応用関数方程式演習Ａ

科目キー 5301012001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春

年度

授業概要 物理学・工学等にあらわれる種々の非線形偏微分方程式に関する数学的諸問題を解決するための基礎知識を，こ

れらに関する専門書・論文の講読中心としたセミナーを通して習得することを目的とする．

具体的には，非線形楕円型方程式に対する変分法に基づく種々の位相的手法，時間発展を伴う非線形偏微分方

程式を解析するための発展方程式の理論，非線形放物型方程式の解の漸近挙動（解の爆発，大域アトラクター，指

数アトラクター）の解析などがあげられる．物理学及び関数解析学の基礎知識が必要である．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 132/905 ページ



科目名付クラス名 応用関数方程式演習Ｂ

科目キー 5301012002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春

年度

授業概要 物理学・工学等にあらわれる種々の非線形偏微分方程式に関する数学的諸問題を解決するための基礎知識を，こ

れらに関する専門書・論文の講読中心としたセミナーを通して習得することを目的とする．

具体的には，非線形楕円型方程式に対する変分法に基づく種々の位相的手法，時間発展を伴う非線形偏微分方

程式を解析するための発展方程式の理論，非線形放物型方程式の解の漸近挙動（解の爆発，大域アトラクター，指

数アトラクター）の解析などがあげられる．物理学及び関数解析学の基礎知識が必要である．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 133/905 ページ



科目名付クラス名 応用関数方程式演習Ｃ

科目キー 5301012003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春

年度

授業概要 各自の研究課題に関連した最新の論文紹介及びこれに対する討議をおこなう．

これらをとおして，その分野の最先端の研究を学ぶとともに，研究課題となりうる未解決の問題を把握し，これまでに

習得した知識・技法をもとに，克服すべき問題点を明らかにする．さらに，これらを解決するための新しい手法や理

論を模索する．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 134/905 ページ



科目名付クラス名 応用関数方程式演習Ｄ

科目キー 5301012004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春

年度

授業概要 各自の研究課題に関連した最新の論文紹介及びこれに対する討議をおこなう．

これをとおして，その分野の最先端の研究を学ぶとともに，研究課題となりうる未解決の問題を把握し，これまでに

習得した知識・技法をもとに，克服すべき問題点を明らかにする．さらに，これらを解決するための理論の拡張，新し

い手法の構築をはかる．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 135/905 ページ



科目名付クラス名 素粒子理論演習Ｃ

科目キー 5301012011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大場 一郎

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 136/905 ページ



科目名付クラス名 素粒子理論演習Ｄ

科目キー 5301012012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大場 一郎

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 137/905 ページ



科目名付クラス名 理論核物理学演習Ａ

科目キー 5301012013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷹野 正利

年度

授業概要 原子核物理学に関する話題を中心にゼミナールを行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 138/905 ページ



科目名付クラス名 理論核物理学演習Ｂ

科目キー 5301012014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷹野 正利

年度

授業概要 原子核物理学に関する話題を中心にゼミナールを行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 139/905 ページ



科目名付クラス名 量子力学基礎論演習Ａ

科目キー 5301012017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中里 弘道

年度

授業概要 量子力学基礎論及び素粒子物理学に関するトピックスを中心に，原著講読，最新の文献研究，ゼミナールなどを行

い，研究の方向性を探る。

シラバス 量子力学基礎論及び素粒子物理学に関するトピックスを中心に，原著講読，最新の文献研究，ゼミナールなどを行

う。研究室の週間計画に従って進めるが，特に火曜日午後のコロキウム，木曜日午前の文献紹介には必ず参加す

ること。

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 火曜日午後のコロキウム，木曜日午前の文献紹介には必ず積極的に参加すること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 140/905 ページ



科目名付クラス名 量子力学基礎論演習Ｂ

科目キー 5301012018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中里 弘道

年度

授業概要 量子力学基礎論及び素粒子物理学に関するトピックスを中心に，原著講読，最新の文献研究，ゼミナールなどを行

い，研究の方向性を探る。

シラバス 量子力学基礎論及び素粒子物理学に関するトピックスを中心に，原著講読，最新の文献研究，ゼミナールなどを行

う。研究室の週間計画に従って進めるが，特に火曜日午後のコロキウム，木曜日午前の文献紹介には必ず参加す

ること。

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 火曜日午後のコロキウム，木曜日午前の文献紹介には必ず積極的に参加すること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 141/905 ページ



科目名付クラス名 高エネルギー天体物理学演習Ａ

科目キー 5301012025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 章一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 142/905 ページ



科目名付クラス名 高エネルギー天体物理学演習Ｂ

科目キー 5301012026

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 章一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 143/905 ページ



科目名付クラス名 重力物理学演習Ａ

科目キー 5301012027

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 前田 恵一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 144/905 ページ



科目名付クラス名 重力物理学演習Ｂ

科目キー 5301012028

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 前田 恵一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 145/905 ページ



科目名付クラス名 天体物理学演習Ａ

科目キー 5301012029

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大師堂 経明

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 146/905 ページ



科目名付クラス名 天体物理学演習Ｂ

科目キー 5301012030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大師堂 経明

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 147/905 ページ



科目名付クラス名 宇宙放射線物理学演習Ａ

科目キー 5301012033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 長谷部 信行

年度

授業概要 宇宙科学の実験研究に必要な技術的手法の取得及び科学的理解をするための、関連する最新のトピックスを中心

に、原書の輪読、学術誌の文献研究、ゼミナールや実験的研究、等を行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 148/905 ページ



科目名付クラス名 宇宙放射線物理学演習Ｂ

科目キー 5301012034

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 長谷部 信行

年度

授業概要 宇宙科学の実験研究に必要な技術的手法の取得及び科学的理解をするための、関連する最新のトピックスを中心

に、原書の輪読、学術誌の文献研究、ゼミナールや実験的研究、等を行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 149/905 ページ



科目名付クラス名 実験宇宙物理学演習Ａ

科目キー 5301012035

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鳥居 祥二

年度

授業概要 実験宇宙物理学研究のための実験手法を理解し、その実験技術の習得することを目的とする。セミナー形式で専門

書の輪読や学術論文の紹介を行ない、内容を議論する。また最新の研究について学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 150/905 ページ



科目名付クラス名 実験宇宙物理学演習Ｂ

科目キー 5301012036

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鳥居 祥二

年度

授業概要 実験宇宙物理学研究のための実験手法を理解し、その実験技術の習得することを目的とする。セミナー形式で専門

書の輪読や学術論文の紹介を行ない、内容を議論する。また外部の第一線の研究者を招いて、最新の研究につい

て学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 151/905 ページ



科目名付クラス名 実験宇宙物理学演習Ｃ

科目キー 5301012037

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鳥居 祥二

年度

授業概要 宇宙線物理学の実験的研究に不可欠な基礎的な理論的知識と技術的手法の取得を目標として、関連する原著購

読、文献研究、ゼミナール、及び実験的研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 152/905 ページ



科目名付クラス名 実験宇宙物理学演習Ｄ

科目キー 5301012038

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鳥居 祥二

年度

授業概要 宇宙線物理学の実験的研究に不可欠な基礎的な理論的知識と技術的手法の取得を目標として、関連する原著購

読、文献研究、ゼミナール、及び実験的研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 153/905 ページ



科目名付クラス名 宇宙放射線物理学演習Ｃ

科目キー 5301012039

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 長谷部 信行

年度

授業概要 高エネルギー宇宙の研究に必要な物理的素過程の理解のために、関連する原著購読、文献研究、ゼミナールを行

い、研究の最先端を理解できるような知識を身につけることを目的とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 154/905 ページ



科目名付クラス名 宇宙放射線物理学演習Ｄ

科目キー 5301012040

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 長谷部 信行

年度

授業概要 高エネルギー宇宙の研究に必要な物理的素過程の理解のために、関連する原著購読、文献研究、ゼミナールを行

い、研究の最先端を理解できるような知識を身につけることを目的とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 155/905 ページ



科目名付クラス名 統計物理学演習Ａ

科目キー 5301012041

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 相澤 洋二

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 156/905 ページ



科目名付クラス名 非線形・非平衡物理学演習Ａ

科目キー 5301012043

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 相澤 洋二

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 157/905 ページ



科目名付クラス名 低温量子物性演習Ｃ

科目キー 5301012047

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 栗原 進

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 158/905 ページ



科目名付クラス名 低温量子物性演習Ｄ

科目キー 5301012048

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 栗原 進

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 159/905 ページ



科目名付クラス名 非線形動力学演習Ａ

科目キー 5301012051

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田崎 秀一

年度

授業概要 カオスをはじめとする非線形現象、非線形系や無限系の非平衡状態に関する研究を行うため、力学系理論、測度

論、C*代数等のような高度な数学的基礎を習得し、様々な物理系に展開する方法を習得する。専門レビュー論文の

輪講を行い、必要に応じて学外の最先端の研究者を招いたセミナーを行う。

シラバス 開放系の動力学理論、非平衡統計力学に関するレヴュー誌の輪読を行う。

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点・(成績は発表で評価する)

備考 統計力学、量子力学、関数解析等の数学の知識を持っていることが望ましい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 160/905 ページ



科目名付クラス名 非線形動力学演習Ｂ

科目キー 5301012052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 田崎 秀一

年度

授業概要 カオスをはじめとする非線形現象、非線形系や無限系の非平衡状態に関する研究を行うため、力学系理論、測度

論、C*代数等のような高度な数学的基礎を習得し、様々な物理系に展開する方法を習得する。専門レビュー論文の

輪講を行い、必要に応じて学外の最先端の研究者を招いたセミナーを行う。

シラバス 開放系の動力学理論、非平衡統計力学に関するレヴュー誌の輪読を行う。

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点・(成績は発表で評価する)

備考 統計力学、量子力学、関数解析等の数学の知識を持っていることが望ましい。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 161/905 ページ



科目名付クラス名 現象数理学演習Ａ

科目キー 5301012053

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山崎 義弘

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 162/905 ページ



科目名付クラス名 現象数理学演習Ｂ

科目キー 5301012054

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山崎 義弘

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 163/905 ページ



科目名付クラス名 強誘電体物理演習Ａ

科目キー 5301012059

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上江洲 由晃

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 164/905 ページ



科目名付クラス名 強誘電体物理演習Ｂ

科目キー 5301012060

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 上江洲 由晃

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 165/905 ページ



科目名付クラス名 表面物性演習Ｃ

科目キー 5301012063

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大島 忠平

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 166/905 ページ



科目名付クラス名 表面物性演習Ｄ

科目キー 5301012064

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大島 忠平

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 167/905 ページ



科目名付クラス名 複雑量子物性演習Ｃ

科目キー 5301012067

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 勝藤 拓郎

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 168/905 ページ



科目名付クラス名 複雑量子物性演習Ｄ

科目キー 5301012068

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 勝藤 拓郎

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 169/905 ページ



科目名付クラス名 結晶物理学演習Ａ

科目キー 5301012069

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小山 泰正

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 170/905 ページ



科目名付クラス名 結晶物理学演習Ｂ

科目キー 5301012070

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小山 泰正

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 171/905 ページ



科目名付クラス名 結晶物理学演習Ｃ

科目キー 5301012071

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小山 泰正

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 172/905 ページ



科目名付クラス名 結晶物理学演習Ｄ

科目キー 5301012072

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小山 泰正

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 173/905 ページ



科目名付クラス名 ソフトマター物理学演習Ａ

科目キー 5301012073

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 多辺 由佳

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 174/905 ページ



科目名付クラス名 ソフトマター物理学演習Ｂ

科目キー 5301012074

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 多辺 由佳

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 175/905 ページ



科目名付クラス名 中性子線物性演習Ａ

科目キー 5301012077

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 角田 頼彦

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 176/905 ページ



科目名付クラス名 中性子線物性演習Ｂ

科目キー 5301012078

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 角田 頼彦

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 177/905 ページ



科目名付クラス名 強相関電子物性演習Ａ

科目キー 5301012081

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 寺崎 一郎

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 178/905 ページ



科目名付クラス名 強相関電子物性演習Ｂ

科目キー 5301012082

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 寺崎 一郎

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 179/905 ページ



科目名付クラス名 実験低温物性演習Ｃ

科目キー 5301012087

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松田 梓

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 180/905 ページ



科目名付クラス名 実験低温物性演習Ｄ

科目キー 5301012088

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松田 梓

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 181/905 ページ



科目名付クラス名 実験生物物理学演習Ａ

科目キー 5301012089

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石渡 信一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 182/905 ページ



科目名付クラス名 実験生物物理学演習Ｂ

科目キー 5301012090

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石渡 信一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 183/905 ページ



科目名付クラス名 分子生物物理学演習Ａ

科目キー 5301012093

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 木下 一彦

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 184/905 ページ



科目名付クラス名 分子生物物理学演習Ｂ

科目キー 5301012094

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 木下 一彦

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 185/905 ページ



科目名付クラス名 理論生物物理学演習Ａ

科目キー 5301012097

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高野 光則

年度

授業概要 理論生物物理学の基礎となる蛋白質の物性を学ぶ。特に、生体高分子における構造安定性、自律的構造形成のメ

カニズムの物理化学を修得する。また、生体分子システムへの適応を視野に入れた熱力学、平衡統計力学、非平

衡統計力学、非線型動力学の基礎をあわせて習得することを目標とする。また、生物の階層構造を意識して、その

階層間を橋渡し、生物を複雑システムとして理解しようとするとき、その道具立てとしての物理の考え方の有効性、

およびその限界を見極めていく。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 186/905 ページ



科目名付クラス名 理論生物物理学演習Ｂ

科目キー 5301012098

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高野 光則

年度

授業概要 生物分子モーターの動作メカニズムの解明のため、現在有力な作業仮説を理解し、現状を把握する。構造生物学

の知識も近年急速に増加しており、蛋白質の立体構造情報から機能発現メカニズムにアプローチするための一般

論の構築を目指す。また、単なる構造情報という静的な情報だけでなく、その構造のゆらぎやダイナミクスが機能発

現に必須であることを、アクトミオシンをはじめとする分子モーターにおける機能の発現・調節・制御を具体例として

示していく。さらに、分子モーター以外の超分子システム、そして細胞システムの研究へ向けた足がかりを作る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 187/905 ページ



科目名付クラス名 シミュレーション生物物理学演習Ａ

科目キー 5301012099

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高野 光則

年度

授業概要 計算物理学の２大手法であるモンテカルロ計算法、および分子動力学計算法の原理を学ぶ。平行して、実際に

Linuxシステム上でFortranまたはCによるプログラムを自分で作成し、計算機シミュレーション法の基礎を体得する。

計算対象としては、まずはイジングモデルや小数多体系のダイナミクス、１粒子のLangevinダイナミクスなどの簡単

な問題を用いて、生体高分子システムのシミュレーション研究を行うための基礎固めを図る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 188/905 ページ



科目名付クラス名 シミュレーション生物物理学演習Ｂ

科目キー 5301012100

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高野 光則

年度

授業概要 分子動力学計算を中心にすえて生体高分子システムのダイナミクスを研究する。生体高分子は、例えば蛋白質１分

子でも大自由度多体系であり、このため、計算量も飛躍的に増加する。この問題を技術的に回避する手段として、

計算の並列化や、アルゴリズムの高速化の手法について学び、必要であれば新しいプログラムやアルゴリズムの開

発につなげる。これら、計算科学的手法を総動員して、分子モーターの動作メカニズム解明に適用し、分子機械シス

テムである生体ナノマシンを貫く普遍的な動作原理を見出す。そしてさらに高次の階層である、生体分子超分子シス

テム、さらには細胞システムの動作原理に関するシミュレーション研究への橋渡しを図る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 189/905 ページ



科目名付クラス名 放射線分子物性演習Ｃ

科目キー 5301012103

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 濱 義昌

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 190/905 ページ



科目名付クラス名 放射線分子物性演習Ｄ

科目キー 5301012104

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 濱 義昌

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 191/905 ページ



科目名付クラス名 高品質ビーム科学演習Ｃ

科目キー 5301012107

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷲尾 方一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 192/905 ページ



科目名付クラス名 高品質ビーム科学演習Ｄ

科目キー 5301012108

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷲尾 方一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 193/905 ページ



科目名付クラス名 生理光学演習Ａ

科目キー 5301012109

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鵜飼 一彦

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 194/905 ページ



科目名付クラス名 生理光学演習Ｂ

科目キー 5301012110

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鵜飼 一彦

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 195/905 ページ



科目名付クラス名 光物理工学演習Ａ

科目キー 5301012115

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 進一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 196/905 ページ



科目名付クラス名 光物理工学演習Ｂ

科目キー 5301012116

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 進一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 197/905 ページ



科目名付クラス名 半導体デバイス工学演習Ａ

科目キー 5301012117

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹内 淳

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 198/905 ページ



科目名付クラス名 半導体デバイス工学演習Ｂ

科目キー 5301012118

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹内 淳

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 199/905 ページ



科目名付クラス名 光デバイス工学演習Ａ

科目キー 5301012121

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中島 啓幾

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 200/905 ページ



科目名付クラス名 光デバイス工学演習Ｂ

科目キー 5301012122

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中島 啓幾

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 201/905 ページ



科目名付クラス名 光デバイス工学演習Ｃ

科目キー 5301012123

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中島 啓幾

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 202/905 ページ



科目名付クラス名 光デバイス工学演習Ｄ

科目キー 5301012124

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中島 啓幾

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 203/905 ページ



科目名付クラス名 計測・情報工学演習Ｃ

科目キー 5301012127

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 周司

年度

授業概要 計測工学、情報工学および両者に関連する事項に関する演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 204/905 ページ



科目名付クラス名 計測・情報工学演習Ｄ

科目キー 5301012128

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 周司

年度

授業概要 計測工学、情報工学に関する演習を行う。主として関連文献研究と各自のテーマに関する討議を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 205/905 ページ



科目名付クラス名 画像情報処理演習Ｃ

科目キー 5301012131

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森島 繁生

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 206/905 ページ



科目名付クラス名 画像情報処理演習Ｄ

科目キー 5301012132

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 森島 繁生

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 207/905 ページ



科目名付クラス名 構造化学研究

科目キー 5301020001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 紘一

年度

授業概要 高感度ラマン分光法、フーリエ変換赤外分光法、非線型レーザー分光法を用いて金属半導体などの固体を含む界

面におけるエネルギー移動や化学結合の形成にともなう分子の動的および静的構造変化を明らかにし、有機薄膜

における分子の配向や構造と光学的電気的性質や化学的反応性との関連を解明する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 208/905 ページ



科目名付クラス名 分光化学研究

科目キー 5301020002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 古川 行夫

年度

授業概要 分光法を用いて物質の分子・電子構造ならびに物理化学的諸現象を研究し，構造と光学的・電気的性質における

基本法則を明らかにする．以下のテーマに関して研究を行っている．(1)導電性ポリマーを含む有機半導体・導電体

の構造と光・電子物性，(2)界面における有機分子の配列，(3)有機発光ダイオードの発光機構解明と開発，(4)有機

電界効果トランジスターの動作機構解明と開発，(5)振動シュタルク効果．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

古川 行夫 (furukawa@waseda.jp)

関連ＵＲＬ: http://www.chem.waseda.ac.jp/furukawa/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 209/905 ページ



科目名付クラス名 電子状態理論研究

科目キー 5301020003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中井 浩巳

年度

授業概要 分子構造や電子状態、化学反応のメカニズム、固体の示す様々な物性を理論的な手法により研究する。種々の有

機・無機分子に対して、その電子状態・幾何構造・振動状態・反応性・電磁気特性などを分子軌道法を中心とする量

子化学計算により解明する。気相分子だけでなく、溶液中の分子、表面吸着種、生体高分子などより実際的な系を

取り扱うために、計算アルゴリズムの改良や従来の理論の拡張を行う。また、超伝導、触媒作用、非断熱過程、相

対論的効果等に関する全く新しい理論の構築も目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 210/905 ページ



科目名付クラス名 化学合成法研究

科目キー 5301020004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中田 雅久

年度

授業概要 生物活性化合物の不斉全合成を中心とした研究を展開する。全合成研究は標的化合物指向型合成(taget-

oriented synthesis)と方法論指向型合成(methodology-oriented syntesis)の両方について行うが、全合成研究のみ

ならず全合成研究に必要な反応、不斉触媒反応、方法論の開発、及び全合成研究から得られる生物活性化合物を

利用した生物有機化学的研究を行なう。また生物活性化合物の活性発現機構、生体高分子（蛋白質、核酸等）によ

る分子認識機構などを設計・合成した低分子化合物を用い分子レベルで解明する研究を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 211/905 ページ



科目名付クラス名 機能有機化学研究

科目キー 5301020005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鹿又 宣弘

年度

授業概要 特異な構造を有する機能性有機分子の設計、合成、および反応性に関して、構造有機化学・反応有機化学・複素環

化学・生物有機化学の観点から研究指導を行う。具体的には、面不斉シクロファン分子や補酵素類似機能を持つモ

デル分子など、新規な機能性分子や天然有機化合物を研究対象として取り上げ、構造特性を活かした分子設計と

新合成法の開拓、非天然型有機触媒と新規有用反応の探索、動的不斉変換法の開発、新しい生体モデル反応系

の構築、を主な研究課題とする。特に分子構造と機能性発現に着目し、分光学的手法・結晶解析・計算化学的手法

を用いた構造解析と合成面への応用を指向する。

シラバス

副題

教科書

参考文献 鹿又宣弘，「特異な構造を有する含窒素芳香族化合物の合成と機能に関する研究」，有機合成化学協会誌 ，2003,

61, 352-359.

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.chem.waseda.ac.jp/kanomata/index-j.html

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 212/905 ページ



科目名付クラス名 反応有機化学研究

科目キー 5301020006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 高範

年度

授業概要 遷移金属錯体触媒の助けを借りると、触媒なしでは 達成し得ない反応性や選択性をもつ反応試薬、触媒の創製が

可能となる。さらに金属上の配位子を替えることで、その試薬や触媒の反応性を精密に制御できる。本研究では、そ

のような金属と有機化合物から創製される有機金属錯体の特性を巧みに利用し、有機合成反応の基幹となる新規

かつ有用な炭素-炭素結合生成反応の開発を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 213/905 ページ



科目名付クラス名 無機反応化学研究

科目キー 5301020008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石原 浩二

年度

授業概要 金属錯体および非金属錯体の配位子置換反応、溶媒交換反応、酸化還元反応、異性化反応等の溶液反応につい

て、分光光度法、ＮＭＲ 法等により速度論的に研究し、反応のメカニズムを明らかにする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 214/905 ページ



科目名付クラス名 錯体化学研究

科目キー 5301020009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山口 正

年度

授業概要 多核金属錯体、特に金属―金属間結合を有するクラスター錯体および多核錯体をユニットとした多量体の合成、Ｘ

線結晶構造解析、各種分光測定、電気化学測定、磁気化学測定を行い、機能性および諸性質について調べる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 215/905 ページ



科目名付クラス名 医生物細胞工学研究

科目キー 5301020010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆 中尾 洋一 小出 隆規

年度

授業概要 コラーゲン分子およびコラーゲンと結合するタンパク質群を主たる研究対象として、その機能解明と制御を目指した

研究を行う。ペプチド・タンパク質化学を基礎としつつ、従来の学問分野にとらわれない分野横断的かつ総合的な研

究ストラテジーを開拓する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 216/905 ページ



科目名付クラス名 生物分子化学研究

科目キー 5301020011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小出 隆規

年度

授業概要 コラーゲン分子およびコラーゲンと結合するタンパク質群を主たる研究対象と

して、その機能解明と制御を目指した研究を行う。ペプチド・タンパク質化学

を基礎としつつ、従来の学問分野にとらわれない分野横断的かつ総合的な研究

ストラテジーを開拓する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 217/905 ページ



科目名付クラス名 ケミカルバイオロジー研究

科目キー 5301020012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中尾 洋一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 218/905 ページ



科目名付クラス名 構造化学特論

科目キー 5301021001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 紘一

年度

授業概要 気体-固体、気体-液体、液体-固体などの界面を構成する分子や固体表面に吸着した分子の熱力学的性質、分子

構造と分子間相互作用、反応の特異性について理論、実験の両面から解説する。理論的側面では、界面を構成す

る分子の対称性と電子状態、物理吸着と化学吸着の理論、表面構造の相転移、表面の動的過程の理論を説明す

る。実験的側面では、熱力学的測定による界面現象の解析法、表面解析のための分光学的方法、電子線回折法、

非線形レーザ分光法などの原理と方法について説明する。

シラバス １．界面の物理化学

１．１はじめに―液体、および固体表面の諸性質

１．２界面の熱力学

１．３接触角とぬれ(wetting)

１．４両親媒性化合物の界面化学

１．５界面への吸着

２．表面構造

２．１二次元格子

２．２Miller指数による表面構造の記述

２．３方向指数

２．４超構造または超格子

２．５二次元逆格子

２．６Brillouin ZoneまたはWigner-Seiz Cell

２．７超構造の例

３．超高真空装置の概略

３．１何故ＵＨＶが必要か

３．２真空とは

３．３ＵＨＶ技術のあらまし

３．４清浄表面の作製方法

３．５ＵＨＶ下での蒸着方法

４．回折法による表面構造解析

４．１低速電子線回折法

４．２Reflection High-Energy Electron Diffraction (RHEED)

４．３Grazing Incidence X-Ray Diffraction (GIXRD)

５．トンネル電子顕微鏡

５．１原理

５．２装置

５．３研究例

６． 電子分光法による表面構造解析

７．種々の表面振動分光法

７．１理論的側面

７．２高感度赤外反射スペクトル法(IRAS)

７．３偏光変調赤外分光法

７．４全反射赤外分光法(ATR)

７．５表面プラズモン(SPS)励起ラマン分光法および表面増感ラマン分光法(SERS)

７．６和周波発生分光法

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

％

％

％
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科目名付クラス名 構造化学特論

科目キー 5301021001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

その他 ％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 分光化学特論

科目キー 5301021002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 古川 行夫

年度

授業概要 物質の構造、物性、化学反応を探究する実験手法の一つである分光学の基礎として、光と物質の相互作用を理解

することを目的とする。光を古典的な波動として取り扱う。光の古典論、マクスウェル方程式、波動方程式と平面波、

光学定数、異方性媒質中での光の伝播、屈折と反射、誘電率の分散理論、基準振動、フォノン、固体の電子状態、

バンド理論、励起子、光の吸収、発光、散乱、非線形光学効果、に関して、実際の研究例をとおして解説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 電子状態理論特論

科目キー 5301021003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中井 浩巳

年度

授業概要 分子構造や電子状態，化学反応のメカニズム，固体の示す様々な物性を理論的に取り扱うための基礎理論である

非経験的分子軌道法を学習する。

シラバス (1)STOからSTO-NGに

(2)AOからLCAOに

(3)single-zetaからdouble-zetaに

(4)SCFの手続き

(5)閉殻系から開殻系に

(6)単配置から多配置に

(7)電子相関を摂動論で扱うと

(8)CI法やMPn法よりもCC法の方が

(9)波動関数から電荷分布を

(10)エネルギー計算から力の計算に

(11)外場が存在すると

副題

教科書 ・ザボ，オストランド著，大野ら訳，「新しい量子化学(上/下)」，東京大学出版会

・永瀬，平尾著，「分子理論の展開」，岩波書店

参考文献

評価方法 レポート・平常点

備考 【担当教員連絡先等】

中井 浩巳 (nakai@waseda.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 反応量子論特論

科目キー 5301021005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 安藤 耕司

年度

授業概要 化学の３つの重要な領域（構造・物性・反応）の一つである「化学反応」について、量子力学と統計力学に立脚した微

視的理論の基礎を講義する。特に、反応速度、分子スペクトル、緩和現象などの動的な化学過程を取り扱うモデル

や近似手法の解説に重点をおく。具体的には、断熱近似と非断熱結合、フェルミの黄金則、時間相関関数とスペクト

ル形状、反応速度の動力学モデル、液体論の基礎および反応への媒質の効果、などのテーマに沿って講義する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 生体物質構造化学

科目キー 5301021006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 稲垣 冬彦

年度

授業概要 物質の構造・性質を明らかにするために多数の物理的手段が用いられているが，この講義では生体分子の立体構

造を溶液中で決定できる唯一の方法である NMR を取り扱う。NMR の基礎原理から蛋白質の立体構造決定に至る

までわかりやすく説明する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 化学合成法特論

科目キー 5301021007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中田 雅久

年度

授業概要 複雑な生物活性天然物の不斉全合成を中心に講義する。全合成は標的化合物指向型合成(taget-oriented

synthesis)と方法論指向型合成(methodology-oriented syntesis)に大別される。それぞれの代表的な合成例におけ

る反応基質の構造と物性、立体化学、合成に利用されている反応の特徴とメカニズム、選択性の制御、および反応

剤の化学、また、光学活性な原料、中間体をいかに準備しているか、不斉中心および構築困難な構造を如何に精

密に制御して、効率的に合成しているか、を有機電子論、有機軌道論の立場から分析し、研究者の研究哲学に触

れつつ講義する。同一ターゲットの不斉全合成に関するいくつかの報告の比較検討、自らが手がけた実際の全合

成、および講義期間中にタイムリーに発表された最新の全合成、全合成を基盤とする生物有機化学研究も講義材

料とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 反応有機化学特論

科目キー 5301021009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 土

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 高範

年度

授業概要 過去に報告された天然物や生理活性化合物の全合成ルートを勉強することにより、数多くの人名反応、その反応機

構を理解する。教科書で習った理論的な有機化学と実践的な有機化学の違いを習得し、研究活動へ反映させること

を目的とする。 毎回、受講者が、過去に報告された優れた全合成ルートを紹介し、それに対し質疑応答を行う。教

員は、有機合成における有機金属錯体触媒の果たす役割に焦点を当て、講義を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 無機反応化学特論

科目キー 5301021011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石原 浩二

年度

授業概要 無機化学反応および有機金属反応の反応機構を理解するために必要な事柄を、項目別に実際の研究例を通して

解説する。（1）化学反応速度論（2）平衡論（3）平面型錯体の配位子置換反応（4）八面体型ウェルナー錯体の置換

反応（5）有機金属錯体の置換反応（6）OARE（7）遷移金属錯体の触媒反応（8）酸化還元反応(電子移動反応)

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 分子電気化学

科目キー 5301021013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 芳賀 正明

年度

授業概要 分子の電子移動反応は重要な素反応であり，電子移動反応の理解は物質変換や光エネルギー変換やナノ分子シ

ステムを分子設計していく場合の基礎となる。本講義では，分子の電子移動反応を電気化学的測定から得られるボ

ルタモグラムや酸化還元電位などの情報から考察し，機能分子の分子設計を如何に行うかを金属錯体を中心とし

て概説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 物理化学特論

科目キー 5301021014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 中村 潤児

年度

授業概要 はじめに表面化学の基礎概念として、表面構造、表面電子状態および表面反応に関する考え方と解析の仕方につ

いて解説する。特に、吸着、脱離、拡散、反応などの素過程の速度論的解析を詳しく述べる。表面物理と表面化学と

の接点も重要であり、表面電子状態と反応性の関係を述べる。走査トンネル顕微鏡や高分解能光電子分光法など

の表面分析法、第一原理計算法、表面反応理論、表面励起過程についての最新の研究も紹介する。さらに、表面

の反応過程として最も広く研究されてきた触媒作用のメカニズムを例示しながら解説する。

シラバス 日程 第1回7月23日、第2回7月24日、第3回7月25日（予定）

2-5限（10時40分開始-17時50分終了）

（１）表面化学が関わる工業技術

（２）表面分析手法

（３）表面構造

（４）表面電子状態

（５）吸着・脱離

（６）表面拡散

（７）表面反応キネティクス

（８）表面反応ダイナミクス

（９）表面反応理論

（１０）触媒作用

副題

教科書 毎回資料を配布する

参考文献

評価方法 出席とレポートの総合点で評価する

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 医生物細胞工学特論

科目キー 5301021015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆

年度

授業概要 各種化学物質（治療薬を含む）が各種幹細胞とその周辺細胞にどのような生物学的影響を及ぼし、どのような疾患

を引き起こすのか、感受性の相違はどのようにして生じるのか、それらの細胞分子遺伝学的機序について学ぶ。そ

れら情報やデータから、健康リスク評価で何ができ、科学者・専門技術者の行動指針として何が必要か、医療従事

者に何を求めるのかを、リスク管理やリスク・コミュニケーションの観点から理解する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 理論化学特論

科目キー 5301021020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 中辻 博

年度

授業概要 ４月２６日（木）２-４時限 化学における力の概念

５月１７日（木）２-４時限 電子状態理論の基礎-Ｈａｒｔｒｅｅ-Ｆｏｃｋ法と電子相関問題

６月２８日（木）２-４時限 高精度励起状態理論（ＳＡＣ-ＣＩ法）と光生物化学への応用

７月１９日（木）２-４時限 Ｓｃｈｒｏｄｉｎｇｅｒ方程式の厳密な解法

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 構造化学演習Ａ

科目キー 5301022001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 紘一

年度

授業概要 以下の項目について演習を行う。１ 単結晶・非晶質表面および吸着分子の構造と電子状態についての基礎理論

２ 固体薄膜の物理化学的性質についての基礎理論３ 固体表面や吸着分子の構造解明の分光学的方法の原理

とその装置４ 固体表面振動分光の原理、装置、応用例５ 非線型レーザー分光の原理とその固体表面や吸着分

子のエネルギーおよび構造緩和過程研究への応用

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 構造化学演習Ｂ

科目キー 5301022002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 紘一

年度

授業概要 以下の項目について演習を行う。１ 単結晶・非晶質表面および吸着分子の構造と電子状態についての基礎理論

２ 固体薄膜の物理化学的性質についての基礎理論３ 固体表面や吸着分子の構造解明の分光学的方法の原理

とその装置４ 固体表面振動分光の原理、装置、応用例５ 非線型レーザー分光の原理とその固体表面や吸着分

子のエネルギーおよび構造緩和過程研究への応用

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 構造化学演習Ｃ

科目キー 5301022003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 紘一

年度

授業概要 界面を構成する分子の構造・分子間相互作用・反応性などを明らかにすることを目的とする以下の実験課題につい

て原理、方法、データの解析方法について演習する。(i) 超高真空下における金属単結晶表面吸着分子の低速電子

線回折、および赤外反射スペクトル測定による構造解析、(ii) 超高真空下における金属単結晶表面吸着分子の走

査トンネル顕微鏡を用いた単結晶固体表面の吸着分子の構造解析、(iii)和周波発生分光法を用いた気液界面や固

体表面吸着の構造解析。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 234/905 ページ



科目名付クラス名 構造化学演習Ｄ

科目キー 5301022004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 紘一

年度

授業概要 界面を構成する分子の構造・分子間相互作用・反応性を解明するために得られた測定結果を解析するために必要

な理論的基礎として、量子力学、電磁気学、統計力学などの演習を行う。また、コンピュータを用いた測定結果の解

析法を学習するために以下の演習を行う。(i) スペクトル解析のための非線形回帰分析法、(ii) 量子力学的計算にも

とずく、電子スペクトルや振動スペクトルのシミュレーション法。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 235/905 ページ



科目名付クラス名 分光化学演習Ａ

科目キー 5301022005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 古川 行夫

年度

授業概要 分光法による化学の研究に関して、研究のまとめと発表に必要な知識・技術の修得、発表内容に関する討論方法

の修得、思考力の養成を目的として、与えられた課題に関するレビュー、トピックスの紹介、参加学生の研究内容の

紹介と討論をおこなう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 236/905 ページ



科目名付クラス名 分光化学演習Ｂ

科目キー 5301022006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 古川 行夫

年度

授業概要 分光法による化学の研究に関して、研究のまとめと発表に必要な知識・技術の習得、発表内容に関する討論方法

の修得、思考力の養成を目的として、与えられた課題に関するレビュー、トピックスの紹介、参加学生の研究内容の

紹介と討論をおこなう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 237/905 ページ



科目名付クラス名 分光化学演習Ｃ

科目キー 5301022007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 古川 行夫

年度

授業概要 分光法による化学研究のために必要な基礎知識と実験法の修得を目的として、幾つかのトピックスを取り上げて、

演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 238/905 ページ



科目名付クラス名 分光化学演習Ｄ

科目キー 5301022008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 古川 行夫

年度

授業概要 分光法による化学研究のために必要な基礎知識と実験法の修得を目的として、幾つかのトピックスを取り上げて、

演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 239/905 ページ



科目名付クラス名 電子状態理論演習Ａ

科目キー 5301022009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中井 浩巳

年度

授業概要 分子構造や電子状態、化学反応のメカニズム、固体の示す様々な物性を理論的に取り扱うための基礎理論である

非経験的分子軌道(ab initio MO)法を修得するための演習を行う。その内容は、１。Hartree-Fock (HF)法、２。配置

間相互作用(CI)法、３。多体摂動(MBPT)法、４。結合クラスター(CC)法、５。エネルギー勾配法、６。調和振動解析で

ある。本演習Ａでは、１-３の内容の演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 240/905 ページ



科目名付クラス名 電子状態理論演習Ｂ

科目キー 5301022010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中井 浩巳

年度

授業概要 分子構造や電子状態、化学反応のメカニズム、固体の示す様々な物性を理論的に取り扱うための基礎理論である

非経験的分子軌道(ab initio MO)法を修得するための演習を行う。その内容は、１。Hartree-Fock (HF)法、２。配置

間相互作用(CI)法、３。多体摂動(MBPT)法、４。結合クラスター(CC)法、５。エネルギー勾配法、６。調和振動解析で

ある。本演習Ｂでは、本演習Ａに引き続き、４-５の内容の演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 241/905 ページ



科目名付クラス名 電子状態理論演習Ｃ

科目キー 5301022011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中井 浩巳

年度

授業概要 分子構造や電子状態、化学反応のメカニズム、固体の示す様々な物性を理論的に取り扱うための基礎理論である

密度汎関数理論(DFT)を修得するための演習を行う。その内容は、１。Hohenberg-Kohnの定理、２。Kohn-Sham法、

３。一般化勾配近似(GGA)、４。ハイブリッド法、５。最適化有効ポテンシャル(OEP)法、６。時間依存密度汎関数理論

(TDDFT)である。本演習Ａでは、１-３の内容の演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 242/905 ページ



科目名付クラス名 電子状態理論演習Ｄ

科目キー 5301022012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中井 浩巳

年度

授業概要 分子構造や電子状態、化学反応のメカニズム、固体の示す様々な物性を理論的に取り扱うための基礎理論である

密度汎関数理論(DFT)を修得するための演習を行う。その内容は、１。Hohenberg-Kohnの定理、２。Kohn-Sham法、

３。一般化勾配近似(GGA)、４。ハイブリッド法、５。最適化有効ポテンシャル(OEP)法、６。時間依存密度汎関数理論

(TDDFT)である。本演習Ｂでは、本演習Ａに引き続き、４-５の内容の演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 243/905 ページ



科目名付クラス名 化学合成法演習Ａ

科目キー 5301022013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中田 雅久

年度

授業概要 自分の研究課題についてまとめ発表するとともに討論を行い、研究課題に含まれる有機反応について、用いる反応

剤の化学、その特徴とメカニズム、選択性を理解し、有機電子論、有機軌道論の立場から考察するとともに、不斉中

心および構築困難な構造の精密な構築に如何に活用するか、新しい反応をいかに開発するかを探求し、研究を進

める能力を涵養するための演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 244/905 ページ



科目名付クラス名 化学合成法演習Ｂ

科目キー 5301022014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中田 雅久

年度

授業概要 自分の研究課題についてまとめ発表するとともに討論を行い、自分の研究課題に含まれる有機合成について、反

応基質の構造と物性、立体化学、特徴とメカニズム、選択性、および反応剤の化学を理解し、不斉中心および構築

困難な構造を如何に精密に制御して構築するかを有機電子論、有機軌道論の立場から考察し、研究を進める能力

を涵養するための演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 245/905 ページ



科目名付クラス名 化学合成法演習Ｃ

科目キー 5301022015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中田 雅久

年度

授業概要 各自の研究課題に関連する国内外の最新の研究原著論文を読み、討論を行い、有機反応の特徴とメカニズム、選

択性、および反応剤の化学を理解し、その反応を有機電子論、有機軌道論の立場から解説する能力を涵養するた

めの演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 246/905 ページ



科目名付クラス名 化学合成法演習Ｄ

科目キー 5301022016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中田 雅久

年度

授業概要 最新の全合成における反応基質の構造と物性、立体化学、特徴とメカニズム、選択性、および反応剤の化学を理解

し、討論を行い、不斉中心および構築困難な構造を如何に精密に制御して構築しているかを有機電子論、有機軌道

論の立場から考察し、解説する能力を涵養するための演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 247/905 ページ



科目名付クラス名 機能有機化学演習Ａ

科目キー 5301022017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鹿又 宣弘

年度

授業概要 高度な有機化学の研究を効率よく行うためには、修士論文作成のための研究計画を立案することが極めて重要で

ある。そのためには、個々の研究課題に応じた明確な研究目的の把握、文献検索による研究の背景の調査、具体

的な実験計画の提案を行うとともに、さらに指導教員との協議を行った上で研究実験に取り組み、結果を適正な頻

度で報告する必要がある。本演習では、まず研究計画の作成方法を習得するとともに、２週間に１回程度の頻度で

研究報告を行い、６ヶ月間の研究成果を進捗状況報告書にまとめることで、研究遂行に必要な諸要件を体得するこ

とを目標とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.chem.waseda.ac.jp/kanomata/index-j.html

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 248/905 ページ



科目名付クラス名 機能有機化学演習Ｂ

科目キー 5301022018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鹿又 宣弘

年度

授業概要 高度な有機化学の研究を効率よく行うためには、修士論文作成のための研究計画を立案した上で研究実験を行う

ことが重要である。本演習では、機能有機化学演習Ａに引き続き、２週間に１回程度の頻度で研究報告を行い、６ヶ

月間の研究成果を進捗状況報告書にまとめることで、高度な研究遂行能力の育成を目的とする。特に、研究計画と

の関連において進捗状況を自己評価し、必要な場合は指導教員との協議を行った上で、当初作成した研究計画案

の修正と問題点の分析を行ってゆく。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.chem.waseda.ac.jp/kanomata/index-j.html

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 249/905 ページ



科目名付クラス名 機能有機化学演習Ｃ

科目キー 5301022019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鹿又 宣弘

年度

授業概要 有機化学の第一線において研究活動を行うためには、各自の研究課題に直接関連する文献調査はもちろんのこ

と、周辺領域の研究報告にも十分精通していることが望まれる。本演習では、最近の研究成果に関する文献報告と

ディスカッションを行うことで自己の研究課題をより深く客観的に理解し、研究者としての視野を広げるトレーニング

を行うことを目的とするものである。また必要に応じて適宜原書講読も行い、記述内容の正確な把握と要約技術の

習得を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.chem.waseda.ac.jp/kanomata/index-j.html

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 250/905 ページ



科目名付クラス名 機能有機化学演習Ｄ

科目キー 5301022020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鹿又 宣弘

年度

授業概要 有機化学の第一線において研究活動を行うためには、各自の研究課題に直接関連する文献調査はもちろんのこ

と、周辺領域の研究報告にも十分精通していることが望まれる。本演習では、機能有機化学演習Ｃに引き続き、最

近の研究成果に関する文献報告とディスカッションを行うことで自己の研究課題をより深く客観的に理解し、研究者

としての視野を広げるトレーニングを行ってゆくものである。また必要に応じて適宜原書講読も行い、記述内容の正

確な把握と要約技術の習得を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.chem.waseda.ac.jp/kanomata/index-j.html

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 251/905 ページ



科目名付クラス名 反応有機化学演習Ａ

科目キー 5301022021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 高範

年度

授業概要 近年の有機化学は、遷移金属錯体の利用なしには考えることができない。Journal of American Chemical Society あ

るいはAngewandte Chemieなど米独のトップジャーナルから最新の論文を選び、その研究の背景を踏まえた上で、

その論文の位置づけ、研究経過を紹介し、質疑討論を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 252/905 ページ



科目名付クラス名 反応有機化学演習Ｂ

科目キー 5301022022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 高範

年度

授業概要 前期の反応有機化学演習Ａに引き続き演習を行う。近年の有機化学は、遷移金属錯体の利用なしには考えること

ができない。Journal of American Chemical Society あるいはAngewandte Chemieなど米独のトップジャーナルから最

新の論文を選び、その研究の背景を踏まえた上で、その論文の位置づけ、研究経過を紹介し、質疑討論を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 253/905 ページ



科目名付クラス名 反応有機化学演習Ｃ

科目キー 5301022023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 高範

年度

授業概要 医薬品、有機材料など光学活性化合物の需要が増大している。そのため触媒的不斉合成反応は、ごく少量の不斉

触媒から、原理的に無限の光学活性化合物を供給することができ、省エネルギー・環境調和の観点からも非常に有

用な手法である。特に日本人化学者が活躍するこの不斉反応化学の分野について、過去の代表的な論文から、最

新のトピックまで、説明すると同時に、受講者自身による発表形式で講義を進める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 254/905 ページ



科目名付クラス名 反応有機化学演習Ｄ

科目キー 5301022024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 高範

年度

授業概要 前期の反応有機化学演習Ｃに引き続き演習を行う。医薬品、有機材料など光学活性化合物の需要が増大してい

る。そのため触媒的不斉合成反応は、ごく少量の不斉触媒から、原理的に無限の光学活性化合物を供給すること

ができ、省エネルギー・環境調和の観点からも非常に有用な手法である。特に日本人化学者が活躍するこの不斉

反応化学の分野について、過去の代表的な論文から、最新のトピックまで、説明すると同時に、受講者自身による

発表形式で講義を進める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 255/905 ページ



科目名付クラス名 無機反応化学演習Ａ

科目キー 5301022029

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石原 浩二

年度

授業概要 金属・非金属錯体やイオンのような無機化合物の溶液内反応についての速度論的、平衡論的、あるいは反応機構

論的研究に関する最新の論文をとりあげ、雑誌会形式で議論し理解を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 256/905 ページ



科目名付クラス名 無機反応化学演習Ｂ

科目キー 5301022030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石原 浩二

年度

授業概要 金属錯体の合成、キャラクタリゼーション、反応性などに関する最新の論文を毎回学生が当番制で紹介し、質疑応

答を行うことにより理解を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 257/905 ページ



科目名付クラス名 無機反応化学演習Ｃ

科目キー 5301022031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石原 浩二

年度

授業概要 溶液化学を研究する上で必要な基本的考え方、方法、装置の原理など、また、それらの発展的応用について、輪講

形式の演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 258/905 ページ



科目名付クラス名 無機反応化学演習Ｄ

科目キー 5301022032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石原 浩二

年度

授業概要 溶液化学を研究する上で必要な基本的考え方、方法、装置の原理など、また、それらの発展的応用について、輪講

形式の演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 259/905 ページ



科目名付クラス名 錯体化学演習Ａ

科目キー 5301022033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山口 正

年度

授業概要 多核金属錯体、Ｘ線結晶構造解析、各種分光測定、電気化学測定、磁気化学測定を行い、機能性および諸性質に

ついて調べる。そして各学生の研究テーマに関連して、これまでの結果を報告するとともに、関連の文献を紹介し、

そのテーマを総合的に討論することにより、研究の推進方向を考える訓練を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 260/905 ページ



科目名付クラス名 錯体化学演習Ｂ

科目キー 5301022034

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山口 正

年度

授業概要 多核金属錯体、Ｘ線結晶構造解析、各種分光測定、電気化学測定、磁気化学測定を行い、機能性および諸性質に

ついて調べる。そして各学生の研究テーマに関連して、これまでの結果を報告するとともに、関連の文献を紹介し、

そのテーマを総合的に討論することにより、研究の推進方向を考える訓練を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 261/905 ページ



科目名付クラス名 錯体化学演習Ｃ

科目キー 5301022035

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山口 正

年度

授業概要 多核金属錯体、Ｘ線結晶構造解析、各種分光測定、電気化学測定、磁気化学測定を行い、機能性および諸性質に

ついて調べる。そして各学生の研究テーマに関連して、これまでの結果を報告するとともに、関連の文献を紹介し、

そのテーマを総合的に討論することにより、研究の推進方向を考える訓練を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 262/905 ページ



科目名付クラス名 錯体化学演習Ｄ

科目キー 5301022036

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山口 正

年度

授業概要 多核金属錯体、Ｘ線結晶構造解析、各種分光測定、電気化学測定、磁気化学測定を行い、機能性および諸性質に

ついて調べる。そして各学生の研究テーマに関連して、これまでの結果を報告するとともに、関連の文献を紹介し、

そのテーマを総合的に討論することにより、研究の推進方向を考える訓練を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 263/905 ページ



科目名付クラス名 医生物細胞工学演習Ａ

科目キー 5301022037

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆

年度

授業概要 各種組織幹細胞や間葉系幹細胞の増殖・分化機構と各種化学物質（治療薬を含む）によって惹起されるその異常

発現機構に関する個別研究課題を各自に与え、それに関連する国内外の関連学術論文を整理し発表させること

で、自らが科学的論拠に基づいて研究計画を立案する能力を涵養させる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 264/905 ページ



科目名付クラス名 医生物細胞工学演習Ｂ

科目キー 5301022038

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆

年度

授業概要 各種精密機器を用いた幹細胞の分離法や培養法の基本的技術、分子イメージング法を駆使した細胞不均一性や

細胞相互作用の動的観察を可能にする基本技術を習熟させ、その技術を実際に自らの研究課題に適用させること

で、新たな発見に&#32363;がる独創的な研究を進める能力を醸成させる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 265/905 ページ



科目名付クラス名 医生物細胞工学演習Ｃ

科目キー 5301022039

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆

年度

授業概要 過去において社会的、倫理的問題を引起した事件（科学者不正行為などを含む）の中から科学者・専門技術者の立

場から最も関心のあると思われる事件を選択し、それに関して社会科学論と脳科学倫理学の視点から文献学的考

察を行うことで、研究倫理観を醸成させる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 266/905 ページ



科目名付クラス名 医生物細胞工学演習Ｄ

科目キー 5301022040

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆

年度

授業概要 神経幹細胞の培養技術を習得しその分化・増殖・成長へ及ぼす神経指向性物質（いわゆるスマートドラッグを含む）

の影響について基本的な観察能力を学びながら、高次脳機能の最新解析技術に関する知識を文献や実際に研究

している他の研究室や応用している現場から学びとることで、判断能力と理解能力の醸成や適正な高次脳科学倫

理学体系構築のために今後どのような教育カリキュラムと研究の方向性が求められているかについて纏め発表す

る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 267/905 ページ



科目名付クラス名 無機合成化学研究

科目キー 5301030001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 黒田 一幸

年度

授業概要 無機固体化学と無機合成化学の領域の研究を取り扱う。主に、無機有機相互作用とその材料設計への応用、ソフト

プロセスを用いたナノマテリアルの合成・構造・機能の制御、メソスケールの材料合成と機能発現、無機高分子とし

てのケイ酸塩化学などに関連するテーマを研究課題として、修士論文の研究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 268/905 ページ



科目名付クラス名 無機合成化学研究

科目キー 5301030002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅原 義之

年度

授業概要 無機化学、無機材料化学、有機金属化学、分析化学に立脚した無機合成化学研究を行う。具体的テーマとしては、

無機―有機機能性ハイブリッド材料の合成とその物性評価、無機―有機ハイブリッドからのセラミックス合成に関連

する課題を設定する。化学的なハイブリッド及びセラミックスの合成ルートの探索に加え、合成反応過程の調査や生

成物のキャラクタリゼーションに関する、修士論文の研究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 269/905 ページ



科目名付クラス名 高分子化学研究

科目キー 5301030003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 西出 宏之

年度

授業概要 高分子化学の基礎を把握し、その研究手法について柔軟に関連分野の手法と比較し、研究推進できる能力を養成

する。具体的には、要求される機能を発現できる化学構造の設計、その化学構造を有する高分子化合物の合成に

ついて研究する。ラジカル高分子の合成と電子機能、共役高分子の精密合成と分子磁性、酸素分子を輸送または

検出する膜、プロトン伝導性高分子などで、これらのうち適当な課題を選び研究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 270/905 ページ



科目名付クラス名 高分子化学研究

科目キー 5301030004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小柳津 研一

年度

授業概要 合理的な分子設計に基づく新規高分子の合成とその特性解析を通して、高分子の構造と電気・光物性の相関を追

究する。また、高密度レドックス分子を用いた有機電池やキャパシタなど、高分子ならではの特徴を生かした有機エ

レクトロニクス材料へと展開する。本研究では、特定の分子機能を発現させる原理の追究からデバイス応用までを

課題とし、新しい材料を創り出す土台となる学問としての高分子化学を研究指導する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 271/905 ページ



科目名付クラス名 触媒化学研究

科目キー 5301030005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 菊地 英一 関根 泰

年度

授業概要 "触媒は、化学反応の速度を著しく増大させたり、特定の反応を選択的に起こさせたりする機能性材料であり、石油

や石油化学をはじめとする多くの化学工業の生産プロセスにおいて重要な役割を果たしている。また、特に最近で

は化学工業に限らず、環境問題の解決や、省資源・省エネルギーに関わる新技術などで化学反応の関与するあら

ゆる分野でも重要な役割を果たしている。その基礎となる触媒の科学、特に固体触媒の構造、物性、機能、あるい

は触媒反応の機構などについて研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 272/905 ページ



科目名付クラス名 触媒化学研究

科目キー 5301030006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松方 正彦

年度

授業概要 触媒は、エネルギー生産・化学品製造・環境プロセスを支えるキーテクノロジーのひとつである。特に新規プロセスを

担うべき高機能固体触媒の論理的な開発・設計には、固体表面の機能の解明、固体表面の設計と合成手法の開

発、プロセス内における触媒挙動の解明と制御といった、原子・分子レベルの科学から実用レベルの反応工学に至

る広範な視点をもった、学際的な研究が必要となる。分析化学、反応速度論、熱力学、無機合成化学、固体物性論

および反応工学を基礎とし、固体の構造・機能の設計・制御に関する研究を展開する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 273/905 ページ



科目名付クラス名 応用生物化学研究

科目キー 5301030007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 木野 邦器

年度

授業概要 生物機能の利用は、食品工業、医薬品工業、化学工業、環境、エレクトロニクス分野などと多岐にわたり、最近の遺

伝子レベルにおける機能発現メカニズムの解明などの基礎的研究や工学的応用研究の進展によって研究・応用範

囲はさらに拡大している。本研究では、依然多くの可能性を秘めている微生物を対象に、新たな機能の探索や開発

と利用、遺伝子工学的手法による酵素機能の改変、代謝メカニズムの解明とそれを利用した有用物質生産を主要

課題として研究を展開する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 274/905 ページ



科目名付クラス名 応用生物化学研究

科目キー 5301030008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 桐村 光太郎

年度

授業概要 現在、微生物や酵素を利用した反応は化学工業をはじめとした多くの産業プロセスにおいて利用されている。遺伝

子工学や細胞融合をはじめとする細胞工学、酵素や細胞の固定化技術などの進展にともない、応用生物化学の研

究領域はさらに拡大しつつある。本研究においては、微生物による有機酸の生産と関連代謝系の解明、代謝工学

による有用物質生産系の構築、遺伝子工学や細胞融合技術を利用した微生物の育種と機能開発、新規な酵素を

利用した選択的な有用物質の合成、極限環境微生物の探索と利用、を主要な研究課題として、基礎と応用の両面

にわたる研究を展開する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 275/905 ページ



科目名付クラス名 応用電気化学研究

科目キー 5301030009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 逢坂 哲彌 松田 五明

年度

授業概要 本研究では、電気化学的プロセスを利用した応用方面につながる基礎研究に重点を置いている。特に、エレクトロニ

クス関連材料の湿式および乾式成膜プロセスによる機能薄膜合成（磁性体、薄膜抵抗体など）およびその応用、ま

た、高密度エネルギー電池材料（リチウム電池、小型DMFC)および化学センサー材料（バイオセンサ、キラルセン

サ）へ応用するための基礎研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 276/905 ページ



科目名付クラス名 界面電気化学研究

科目キー 5301030010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 逢坂 哲彌 本間 敬之

年度

授業概要 固体表面はその内部(バルク)とは異なる構造･性質を有するため、これを利用すれば全く新しい機能の発現が可能

となる。このような表面特有の性質はマイクロエレクトロニクス分野を始め様々な方面に応用されている。この中で

特に固液界面(電気化学系)における機能表面･薄膜形成に着目し、ウェットデバイスプロセスにおけるシリコン表面

反応素過程の解析、固液界面におけるナノ構造形成反応素過程の解析とモデル化、新規マイクロ・ナノファブリケー

ションプロセスおよび機能デバイスの開発、などについて研究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 277/905 ページ



科目名付クラス名 化学工学研究

科目キー 5301030011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 清孝

年度

授業概要 "人工腎臓、人工肺、人工鰓など、装置内において物質移動が主要な役割を演じる物質移動型生体機能代行装置

に関連したテーマについて、輸送現象論、反応工学の観点から研究を進める。いずれの物質移動型生体機能代行

装置においても、膜や吸着剤を用いた物質の透過や分離が行われている。この中で特に化学工学的課題について

着目し、装置の至適設計に関連する研究課題について、博士論文の研究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 278/905 ページ



科目名付クラス名 化学工学研究

科目キー 5301030012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 平沢 泉

年度

授業概要 液相より固相を生成するプロセスは、反応、移動、流動が複雑にからみあう現象と、それを具現するプロセスを構築

する工学により研究開発される。本研究では、固相生成を伴う系を対象に、その基礎現象と操作条件の関連を得た

うえで，高機能性材料を生成するための最適操作、システム設計、ならびに環境工学の立場から固相を分離回収す

るプロセスの開発について研究を展開する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 279/905 ページ



科目名付クラス名 生理活性物質科学研究

科目キー 5301030013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 竜田 邦明 細川 誠二郎

年度

授業概要 有機合成化学は、実験室レベルの複雑な天然物の全合成から、工業レベルの化成品および医薬品の生産に至る

まで、物質を創製するために必須の学問体系の一つである。その基本的な有機合成の考え方と戦略を修得するた

めに、複雑な構造を有する生理活性物質およびその類縁体の全合成と実用可能な物質の分子設計を研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 280/905 ページ



科目名付クラス名 有機合成化学研究

科目キー 5301030014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄 竜田 邦明

年度

授業概要 "生命は複雑なシステムの上に構築されている。それらは細胞内に存在する様々な生命分子の有機的な働きに支

えられている。有機合成化学研究では、細胞機能を調節する分子の構造と機能を分子論的に解明するとともに、細

胞内の様々な受容体のなかから、目的の受容体に特異的に結合し、選択的な機能発現が可能な細胞機能調節分

子の設計および合成を行う。また、分子工学的見地から、有機金属化学や不斉合成法を活用した細胞機能調節物

質等の効率的実用合成法を開発する。

（竜田 邦明・清水 功雄）

天然には様々な生理活性や機能を持つ化合物が存在する。それらは医薬品のシーズとして、あるいは新しい機能

物質として単離、構造決定が盛んに行われている。これらの新しい化合物から実用的なものを作り出すために天然

物そのものを合成し、その骨格や官能基配列の化学的特性を理解する。そのための有機合成化学や構造解析の

技術を修得し、化合物創製のための戦略と方法論の開発を行う。（竜田 邦明・細川 誠二郎）"

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 281/905 ページ



科目名付クラス名 無機化学特論

科目キー 5301031001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 黒田 一幸 菅原 義之

年度

授業概要 大学院での研究活動に必要とされる無機化学とその周辺領域の内容を取り扱う。前半では、無機化合物の構造と

結合、結晶性無機化合物の構造解析、水系と非水系の溶液化学、配位子場理論、錯体の構造と性質、錯体の反応

について概説する。後半では、元素の周期性、典型元素の化合物（酸化物、ハロゲン化物、水素化物、炭化物、窒

化物など）、ｄブロック元素の化学（錯体を除く）、環境・生物と元素化学について概説する。

シラバス 無機化合物の構造と結合（原子の電子構造（波動関数）、原子価結合法（混成軌道）、VSEPR、イオン性固体の基本

構造）

結晶性無機化合物の構造解析（対称性、結晶格子、ブラベー格子、X線構造解析）

水系と非水系の溶液化学（酸・塩基、水系と非水系、ルイス酸-塩基、HSAB[Hard-Soft Acid Base]理論）

配位子場理論（結晶場理論、分子軌道法による錯体の電子構造、分光化学系列）

錯体の構造と性質（錯体の構造（配位子、異性体、有機金属錯体）、錯体の性質）

元素の周期性１（原子半径、イオン化ポテンシャル、電子親和力、同素体、など）

元素の周期性２（電気陰性度、酸化状態と原子価、など）

典型元素の化合物１（酸化物）

典型元素の化合物２（ハロゲン化物、水素化物、炭化物、窒化物など）

ｄブロック元素の化学（単体や化合物（酸化物、オキソ酸塩など）。錯体を除く）

環境・生物と元素化学

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 282/905 ページ



科目名付クラス名 有機化学特論I

科目キー 5301031002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄 竜田 邦明 細川 誠二郎

年度

授業概要 有用な物質を効率良く生産するためには、その骨格形成、官能基導入、立体化学の制御などについて、適した方法

論や手法を用いなければならない。本講義では、有用な有機化合物の合成デザインとその実践について講述する。

特に医薬品として重要な生理活性物質の機能や合成法を取り上げ、炭素骨格構築や官能基変換などの基本的有

機合成反応を理解すると共に、有機合成に利用される様々な立体選択的合成法などの合成手法を習得する。ま

た、それぞれの有機合成反応の反応機構に触れながら、有機化合物の構造と反応性の関係についても学ぶ。

シラバス 下記のように行います。

５月１１日【開講】((清水）有機化合物の反応と構造解析 14：40-17：50（2コマ）

５月１８日(清水）有機化合物の反応と機構 14：40-17：50（2コマ）

５月２５日(清水）有機化合物の反応と合成設計 14：40-17：50（2コマ）

６月０１日（竜田・細川）中間体と遷移状態：不斉アルキル化反応

６月０８日（竜田・細川）中間体と遷移状態：不斉アルドール反応

６月１５日理工スポーツ大会

６月２２日（竜田・細川）生理活性物質の全合成

６月２９日（竜田・細川）生理活性物質の全合成

７月０６日（竜田・細川）生理活性物質の全合成

７月１３日（竜田・細川）生理活性物質の全合成

副題

教科書 共通のテキストは使わない。担当教員の指示に従うこと。

本講義に必要な基礎知識は、McMurry, Organic Chemistry 6th Ed を参考にすること。

参考文献

評価方法 竜田・細川50％、清水50％とする。

試験を果たし、授業、演習、レポートと共に総合的に評価する。

備考 受講生は、4月21日までに、清水（shimizui@waseda.jp）へ下記を連絡のこと。

1 メールアドレス、２ 配属研究室

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 有機化学特論II

科目キー 5301031003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 西出 宏之 小柳津 研一

年度

授業概要 有機・高分子材料の分子設計と合成化学を講義する。特定の官能基と構造をもった有機分子を精密に合成する方

法、高分子の分子量、組成、立体規則性などを制御し合成する重合反応を学ぶ。後半では、導電性、フォトニクス、

液晶性を有する有機高分子材料などを例に、分子構造と物性・性能の相関を理解したうえで、これらの有機分子を

設計・合成していく化学を紹介する。

シラバス (1)高分子を与える反応有機化学

(2)付加重合と開環重合

(3)分子量の多分散性と制御

(4)立体規則性重合

(5)重縮合と重付加

(6)中間試験

(7)電気・電子機能分子の化学(1) 電導性分子錯体

(8)電気・電子機能分子の化学(2) 導電性高分子

(9)電気・電子機能分子の化学(3) 絶縁性と誘電性

(10)光機能分子の化学

(11)熱・強度機能分子の化学

副題

教科書 必要に応じプリント等を配布する。

参考文献

評価方法 中間試験、定期試験により評価する。

備考 5/22から5/29の期間が休講となったため、次回以降の講義を以下のように実施する。

・5/31(木)は中間試験を行う。

・6/7(木)より講義を開始する(担当：小柳津)。

休講期間中は、中間試験に備えて前半の講義内容を復習しておくこと。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 物理化学特論I

科目キー 5301031004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菊地 英一 逢坂 哲彌 松方 正彦

年度

授業概要 大学院での基礎的内容として、速度論と平衡論を中心に物理化学に関わる技術者、研究者として少なくとも身につ

けておくべき内容について講義する。速度論としては、反応中間体の種類、活性中心の取り扱い、理想的反応器と

反応速度の測定方法、定常状態法を用いた活性中心の動力学的取り扱い、ラジカル連鎖反応や重縮合反応など

複雑な反応の速度の取り扱いについて講義する。また、主として電気化学の理解を深めることを中心に、溶液／電

極界面における平衡論、電極反応速度論などについて講義する。

シラバス １． 化学反応の仕組み、反応中間体の種類、反応速度の定義

２． 理想的反応器と反応速度の測定

３． 定常状態近似：active centerの動力学的取り扱い

４． 律速段階と逐次反応の取り扱い

５． 複雑な反応の動力学的取り扱い（１） 均一系

６． 複雑な反応の動力学的取り扱い（２） 不均一系

７． 平衡論・電気化学（応用物理化学部門）

８． 平衡論と熱力学（１）

９． 平衡論と熱力学（２）

１０．溶液／電極界面平衡論（１）

１１．溶液／電極界面平衡論（２）

１２．電極反応速度論（１）

１３．電極反応速度論（２）

副題

教科書 アトキンス物理化学

参考文献

評価方法 出席状況、教場試験、定期試験の結果を総合して判定する。

備考 松方担当部分については、上記URLを参照のこと

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/mmatsu/LOCAL/lectures.htm

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 285/905 ページ



科目名付クラス名 物理化学特論II

科目キー 5301031005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 敬之 小柳津 研一 立川 仁典

年度

授業概要 大学院での基礎的内容として，量子化学および無機・有機材料の物性について講述する．量子化学では，既習の

量子論の基礎を復習した後、波動方程式を用いた原子の電子構造の記述，およびこれに基づく分子軌道法の基礎

と応用について述べる．物性論では，物質の種々の性質の発現を原子・分子構造に基づき説明すると共に，その解

析法および工学的応用のための特性設計手法について講述する．

シラバス 担当：立川（第１―第６回），本間（第７―第９回），小柳津（第１０―第１２回）

第１回 ガイダンス・量子論の基礎（計算科学の役割と量子力学の復習： 不確定性原理，演算子，波動関数，

Schr&ouml;dinger方程式，古典力学との対応，一次元井戸型ポテンシャル）

計算科学の役割を述べ，簡単な量子論を復習する．何故，計算科学シミュレーションが重要であるかを概説する．そ

して量子力学を支配しているSchr&ouml;dinger方程式を解説し，得られる波動関数の化学的意味づけを概観する．

必要な数学的準備も行う．

第２回 Schr&ouml;dinger方程式１（水素原子： 波動関数の規格直交化，一粒子問題，調和振動子，波動関数の縮

退，1s, 2p, 3d orbitals）

一電子系のSchr&ouml;dinger方程式を学ぶ．調和振動子や水素原子のSchr&ouml;dinger方程式を概観し，1s, 2p,

3d, 4f といったorbitalsが，どのような手続きで得られるかを学ぶ．単に数学的に答えを得るだけでなく，化学的見地

からの考察に重点を置く．

第３回 Schr&ouml;dinger方程式２（一般の原子： 水素原子の波動関数の概念を使った原子構造の記述，反対称

性原理，パウリの排他律，フントの規則）

多電子系の問題を学ぶ．電子が二つ以上になると，反対称性原理を考える必要がある．パウリの排他律，フント

の規則がどのようにして導かれるかを学ぶ．

第４回 分子軌道法１（二原子分子： 分子軌道，Born-Oppenheimer近似，Hartree-Fock近似，基底関数(LCAO)展

開，σ，π，δ orbitals）

分子軌道法の基礎を学ぶ．分子軌道法の基礎をなす，Born-Oppenheimer近似，Hartree-Fock近似，基底関数

(LCAO)展開を概説する．具体的に二原子分子に適用し，σ，π，δ orbitalsがどのようにして得られるかを学ぶ．必

要な群論の知識も学ぶ．

第５回 分子軌道法２（化学反応への応用： 水分子の分子軌道，最高占有分子軌道(HOMO)，最低非占有分子軌

道(LUMO)，フロンティア軌道論，混成軌道・原子価結合法との対応，H&uuml;ckel分子軌道法）

分子軌道法の応用を学ぶ．水分子の分子軌道を概説した後，有機化合物の分子軌道を議論し，分子軌道の対称

性から化学反応を論ずる．また，混成軌道・原子価結合法との対応，H&uuml;ckel分子軌道法の理論的妥当性につ

いても議論する．

第６回 量子化学の応用（応用例と最新手法の紹介： 生体分子への応用，ナノテクノロジーへの応用，電子相関

法，密度汎関数法）

量子化学の応用例と最新手法を紹介する．生体分子やナノテクノロジーといった応用分野に対し，現在，そして極

めて近い将来，量子化学計算がどのような寄与を果たすかを概説する．最新手法を紹介することにより，今後の計

算科学シミュレーションの役割を考えていく．

第７回 材料物性の基礎，物性の発現

材料の物性を考える際に前提となる，構造/物性/特性の相関性の解析という考え方を，実例を示しながら概説す

る．また，材料の構造に関する知見（結晶構造など）に関し，既習内容を基に整理する．これらを基に，材料の電気

的・磁気的・光学性質について説明する．

第８回 機能物性発現のための材料設計

電気的・磁気的・光学的性質の相関と，それを複合的に利用した新しい機能材料・デバイスについて紹介する．フォ

トニクスやスピントロニクスなど，新しい複合物性の概念について紹介する．また，薄膜，ナノワイヤー，ナノ粒子など

の低次元材料がバルク材料にない特性を発現することを述べるとともに，このような性質を利用した最近の材料の

例を紹介する．

第９回 表面物性とその解析

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 物理化学特論II

科目キー 5301031005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

材料表面にはバルクと異なる性質が発現することを説明する．また，自己組織化有機単分子薄膜の形成など，この

ような表面物性の積極的な制御のための最近のアプローチについても紹介する．また，表面の電気的・磁気的・光

学的性質や微細構造の解析手法について，最新の手法も交えて説明する．

第１０回 低次元電子系の物性（共役分子，有機導電体）

共役系の電子状態を，一次元格子における電子格子相互作用と電子間相互作用に基づ

いて説明し，様々な電荷キャリヤの構造を例示する．擬二次元に拡張した場合にどの

ような物性が予測されるかを論じ，それらの合成化学を紹介する．

第１１回 配位化合物の構造と物性（配位子場分裂，スピン状態，酸化還元）

d軌道が主役となる金属錯体および有機金属化合物の物性を，配位構造と相関させて

説明する．配位子場分裂に基づく各種特性，結晶構造に由来する電気・光・磁気物性

について論じる．溶液中での電子移動の特徴および触媒作用についても触れる．

第１２回 界面・表面物性と機能設計（分子間力と表面力，界面構造の観測と設計）

物質の界面現象を支配する分子間力と表面力について説明する．界面活性剤や接着

剤，塗料などを例に，界面・表面における作用機序を説明すると共に，研究が進んで

いる様々な機能性ナノ粒子の設計思想を論じる．

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 物理化学特論II

科目キー 5301031005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 敬之 小柳津 研一 立川 仁典

年度

授業概要 大学院での基礎的内容として，量子化学および無機・有機材料の物性について講述する．量子化学では，既習の

量子論の基礎を復習した後、波動方程式を用いた原子の電子構造の記述，およびこれに基づく分子軌道法の基礎

と応用について述べる．物性論では，物質の種々の性質の発現を原子・分子構造に基づき説明すると共に，その解

析法および工学的応用のための特性設計手法について講述する．

シラバス 担当：立川（第１―第６回），本間（第７―第９回），小柳津（第１０―第１２回）

第１回 ガイダンス・量子論の基礎（計算科学の役割と量子力学の復習： 不確定性原理，演算子，波動関数，

Schr&ouml;dinger方程式，古典力学との対応，一次元井戸型ポテンシャル）

計算科学の役割を述べ，簡単な量子論を復習する．何故，計算科学シミュレーションが重要であるかを概説する．そ

して量子力学を支配しているSchr&ouml;dinger方程式を解説し，得られる波動関数の化学的意味づけを概観する．

必要な数学的準備も行う．

第２回 Schr&ouml;dinger方程式１（水素原子： 波動関数の規格直交化，一粒子問題，調和振動子，波動関数の縮

退，1s, 2p, 3d orbitals）

一電子系のSchr&ouml;dinger方程式を学ぶ．調和振動子や水素原子のSchr&ouml;dinger方程式を概観し，1s, 2p,

3d, 4f といったorbitalsが，どのような手続きで得られるかを学ぶ．単に数学的に答えを得るだけでなく，化学的見地

からの考察に重点を置く．

第３回 Schr&ouml;dinger方程式２（一般の原子： 水素原子の波動関数の概念を使った原子構造の記述，反対称

性原理，パウリの排他律，フントの規則）

多電子系の問題を学ぶ．電子が二つ以上になると，反対称性原理を考える必要がある．パウリの排他律，フント

の規則がどのようにして導かれるかを学ぶ．

第４回 分子軌道法１（二原子分子： 分子軌道，Born-Oppenheimer近似，Hartree-Fock近似，基底関数(LCAO)展

開，σ，π，δ orbitals）

分子軌道法の基礎を学ぶ．分子軌道法の基礎をなす，Born-Oppenheimer近似，Hartree-Fock近似，基底関数

(LCAO)展開を概説する．具体的に二原子分子に適用し，σ，π，δ orbitalsがどのようにして得られるかを学ぶ．必

要な群論の知識も学ぶ．

第５回 分子軌道法２（化学反応への応用： 水分子の分子軌道，最高占有分子軌道(HOMO)，最低非占有分子軌

道(LUMO)，フロンティア軌道論，混成軌道・原子価結合法との対応，H&uuml;ckel分子軌道法）

分子軌道法の応用を学ぶ．水分子の分子軌道を概説した後，有機化合物の分子軌道を議論し，分子軌道の対称

性から化学反応を論ずる．また，混成軌道・原子価結合法との対応，H&uuml;ckel分子軌道法の理論的妥当性につ

いても議論する．

第６回 量子化学の応用（応用例と最新手法の紹介： 生体分子への応用，ナノテクノロジーへの応用，電子相関

法，密度汎関数法）

量子化学の応用例と最新手法を紹介する．生体分子やナノテクノロジーといった応用分野に対し，現在，そして極

めて近い将来，量子化学計算がどのような寄与を果たすかを概説する．最新手法を紹介することにより，今後の計

算科学シミュレーションの役割を考えていく．

第７回 材料物性の基礎，物性の発現

材料の物性を考える際に前提となる，構造/物性/特性の相関性の解析という考え方を，実例を示しながら概説す

る．また，材料の構造に関する知見（結晶構造など）に関し，既習内容を基に整理する．これらを基に，材料の電気

的・磁気的・光学性質について説明する．

第８回 機能物性発現のための材料設計

電気的・磁気的・光学的性質の相関と，それを複合的に利用した新しい機能材料・デバイスについて紹介する．フォ

トニクスやスピントロニクスなど，新しい複合物性の概念について紹介する．また，薄膜，ナノワイヤー，ナノ粒子など

の低次元材料がバルク材料にない特性を発現することを述べるとともに，このような性質を利用した最近の材料の

例を紹介する．

第９回 表面物性とその解析

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 物理化学特論II

科目キー 5301031005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 敬之 小柳津 研一 立川 仁典

年度

材料表面にはバルクと異なる性質が発現することを説明する．また，自己組織化有機単分子薄膜の形成など，この

ような表面物性の積極的な制御のための最近のアプローチについても紹介する．また，表面の電気的・磁気的・光

学的性質や微細構造の解析手法について，最新の手法も交えて説明する．

第１０回 低次元電子系の物性（共役分子，有機導電体）

共役系の電子状態を，一次元格子における電子格子相互作用と電子間相互作用に基づ

いて説明し，様々な電荷キャリヤの構造を例示する．擬二次元に拡張した場合にどの

ような物性が予測されるかを論じ，それらの合成化学を紹介する．

第１１回 配位化合物の構造と物性（配位子場分裂，スピン状態，酸化還元）

d軌道が主役となる金属錯体および有機金属化合物の物性を，配位構造と相関させて

説明する．配位子場分裂に基づく各種特性，結晶構造に由来する電気・光・磁気物性

について論じる．溶液中での電子移動の特徴および触媒作用についても触れる．

第１２回 界面・表面物性と機能設計（分子間力と表面力，界面構造の観測と設計）

物質の界面現象を支配する分子間力と表面力について説明する．界面活性剤や接着

剤，塗料などを例に，界面・表面における作用機序を説明すると共に，研究が進んで

いる様々な機能性ナノ粒子の設計思想を論じる．

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 化学工学特論I

科目キー 5301031006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 清孝

年度

授業概要 化学工学は、化学に関連する問題を研究するのに用いる物理的手法を提供する学問で、装置間の関連性や制御

性など、プロセス全体を考えるsystem approachを得意とし、その基礎となっているのが収支、平衡、速度の概念であ

る。そして拡散的・機械的分離操作は分離工学で扱い、化学プロセスの心臓部である反応装置の操作特性、設計

法は反応工学で扱う。工業的に用いられる多くの分離装置および反応装置の内部で起こる現象は、化学反応だけ

でなく、流動、物質移動、熱移動といった物理的現象も起こっている。このことから、工業反応装置における総括反

応速度が化学反応速度に等しくない場合が多い。総括反応速度が化学反応速度に等しくならないで、物質移動速

度に等しくなったり、あるいは伝熱速度に等しくなる場合がある。このことが化学工学の存在意義と重要性を示して

おり、実社会で役に立つエンジニア育成を目指す本学科の重要科目の一つでとなっている。本講では化学工学?、?

に引き続いて、流体の流れ、熱および物質の移動に関する上級の内容を講述する。

シラバス (1)化学工学入門

(2)流れ

(3)熱の移動

(4)物質の移動

(5)化学反応工学

(6)物質移動を伴う化学反応工学

副題

教科書 酒井清孝編著、21世紀の化学シリーズ14、化学工学、朝倉書店、2005

参考文献

評価方法 クイズ・出欠

備考

関連ＵＲＬ: http://www.waseda.jp/sem-sakai/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 290/905 ページ



科目名付クラス名 化学工学特論II

科目キー 5301031007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 平沢 泉

年度

授業概要 大学院での研究活動に必要とされる化学工学の知識、特にものづくりのためのプロセスを構成する各種単位操作

について理解を深める。始めに、実際のプロセスとして、気液系の生産プロセス、および固液系生産プロセスの流れ

を理解して、各構成要素の意義や目的を学ぶ。さらに、構成要素としての、単位操作として、平衡分離（蒸留、抽出、

吸着、晶析など）、非平衡分離（固液分離：沈降、遠心分離、ろ過）を挙げ、各単位工程の装置、操作の設計の考え

方、操作する上での課題を講術する。

シラバス 1. ものづくりのためのプロセスと単位操作

2. 単位操作設計のための要素：速度、収支、平衡

3. 気液系単位操作：蒸留、吸収、抽出、超臨界ガス抽出

4. 固液系単位操作：晶析、固液分離、乾燥、吸着

5. 装置操作の設計

6. スケールアップ：伝熱、流動、拡散

副題

教科書 現代の化学工学2 化学工学会編 朝倉書店

参考文献

評価方法 試験 ７５％、レポート ２５％

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 生物化学特論

科目キー 5301031008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 桐村 光太郎 木野 邦器

年度

授業概要 生物化学の研究の進展にともない、生物機能や生命現象を利用した工学的展開、すなわちバイオテクノロジーの領

域も急速に発展している。本科目では、酵素や微生物などの生体触媒の産業への利用技術を概観し、工学的視点

からの生物化学について解説する。前半では、物質生産のためのバイオテクノロジー（概論）、糖代謝とエネルギー

代謝、発酵生産、生物工学など、後半ではケミカルバイオロジー、グリーンバイオテクノロジー、タンパク質工学の応

用、遺伝子組換え作物と食品などについて解説し、生物化学の重要性を明らかにする。

シラバス 以下を予定するが、最新の研究動向を取り入れて講義を行うため、部分的に変更することがある。講義中に変更点

を説明するので、そのつど参考にすること。

前半内容：

（１）物質生産のためのバイオテクノロジー（概論）

（２）糖代謝とエネルギー代謝

（３）有用物質の発酵生産

（４）バイオプロセスと生物工学

（５）ゲノム情報を利用した有用物質生産

後半内容：

（６）ケミカルバイオロジー

（７）生体触媒を利用した有用物質生産

（８）グリーンバイオテクノロジー

（９）生体触媒の機能改変とタンパク質工学の応用

（10）遺伝子組換え農作物と遺伝子組換え食品

副題

教科書

参考文献

評価方法 講義への出席、各回の講義における試問、レポート

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 無機機器分析解析法

科目キー 5301031015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅原 義之 本間 敬之

年度

授業概要 近年の先端材料創製および種々の機能デバイス・システム形成には原子・分子レベルからの詳細な分析が不可欠

である。本講義ではマイクロアナリシス系の手法を中心に、先端の分析・解析手法について講述する。。前半では、

X線回折分析、固体高分解能NMR、組成分析、赤外及びラマン分光分析等を取り上げ、後半では、電子顕微鏡、プ

ローブ操作顕微鏡、表面分析等について述べる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 有機機器分析解析法

科目キー 5301031016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 竜田 邦明 細川 誠二郎 高橋 良和

年度

授業概要 研究のスピードは自分が得た化合物の構造をいかに迅速に決定するかによって決まる。本演習では2次元NMRも含

め様々なスペクトルを用いて有機化合物の構造決定を行い、その原理とスペクトルの読み方を身につける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 高橋良和担当分の日程については、以下のとおり「時限」が他と異なるので注意すること。

10/4（木） 3-4限 51-04-11(共通ゼミ室)

10/11（木） 3-4限 51-04-11(共通ゼミ室)

10/18（木） 3-4限 51-04-11(共通ゼミ室)

10/25（木） 3-4限 51-04-11(共通ゼミ室)

11/8（木） 3-4限 51-04-11(共通ゼミ室)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ナノ空間化学

科目キー 5301031018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期（後半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 黒田 一幸

年度

授業概要 ナノ化学の基本要素の一つであるナノ空間の設計と利用は、化学者・化学技術者にとって必須の知識となってお

り、ナノ空間化学は非常に重要である。組成・構造の多様なナノ空間物質を取り上げ、合成、構造、性質の諸点から

講義し、本分野の知識修得を目指すとともに、分子レベルでのナノ空間設計能力を養う。無機固体化学の基盤的知

識を活用し、ミクロ、メソ、マクロ多孔体およびそれらの階層構造体も含めて、それらの構造、組成、形態、機能の制

御について平易なレベルから高度な最新の展開までを述べる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ハイブリッド材料化学

科目キー 5301031019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期（前半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅原 義之

年度

授業概要 ハイブリッド材料の概念と分類法について概説した後、その界面の設計法について概説する。次いで、代表的な合

成法を取り上げ、その合成の基礎となる化学反応について、無機化学、有機金属化学、無機固体化学の視点から

基礎的事項を概説する。さらに、最近の研究動向から、ハイブリッド材料設計のアプローチを学ぶ。

シラバス

副題

教科書 なし

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 高分子物性・材料特論

科目キー 5301031020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期（前半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 西出 宏之

年度

授業概要 高分子化合物の構造、溶液中および固相での連鎖の分子挙動、高分子の熱的、力学的性質など、高分子化合物

の物理化学を解説し、考え方を実例で示す。具体的には、高分子の一次-高次構造、鎖間の相互作用力、高分子

鎖の分子運動と熱的性質、粘弾性・レオロジー、孤立鎖の形態と溶液物性などを講義する。

シラバス (1)高分子の一次-高次構造

(2)高分子鎖間の相互作用

(3)高分子鎖の形態と分子運動

(4)高分子の熱的性質

(5)高分子の粘弾性挙動

副題

教科書

参考文献

評価方法 授業毎の小テストなどを総合して評価する。

備考 高分子化学A (学部)、先端有機化学II (大学院)を既に履修していることが望まれる。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 297/905 ページ



科目名付クラス名 生体高分子特論

科目キー 5301031021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期（後半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 小柳津 研一

年度

授業概要 生命現象の一端を担っているのは生体を構成する高分子である。高分子化学の視点から、タンパク質、酵素、核

酸、多糖類について構造と機能の相関、生化学反応で果たしている役割を述べる。生体高分子を取り扱う物理化学

と合成化学を説明するとともに、酵素モデル、医薬用高分子、生体適合高分子などについても紹介する。

シラバス (1)生体高分子の構造と機能

(2)相互作用と安定性

(3)コロイド分散系の性質

(4)エネルギー代謝

(5)糖質代謝と生合成

(6)高分子の結晶構造解析

(7)生体高分子デバイス

副題

教科書

参考文献

評価方法 授業毎の小テストなどを総合して評価する。

備考 高分子化学A (学部)、先端有機化学II (大学院)、高分子物性・材料特論 (大学院) を既に履修していることが望まれ

る。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 298/905 ページ



科目名付クラス名 機能高分子化学

科目キー 5301031022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期（後半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 西出 宏之 小柳津 研一

年度

授業概要 電子・磁性・光学機能、エネルギー関連材料、メモリー機能、認識・分離機能を中心に、高分子化学の最近の展開を

機能高分子材料の分子物性とその設計・合成化学の立場から述べる。具体的には、共役系ポリマーと導電機能、

高分子磁性体、イオン伝導高分子、情報デバイス高分子、オプティカルポリマー、高分子膜と分離機能、生分解性

高分子など、サンプルを示しながら説明する。

シラバス (1)導電性高分子：構造と機能発現

(2)磁性高分子

(3)高分子の分離・認識機能

(4)光機能高分子

(5)機能性高分子ゲル

(6)生体適合性高分子

副題

教科書

参考文献

評価方法 定期試験により評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 299/905 ページ



科目名付クラス名 触媒プロセス化学特論

科目キー 5301031023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 菊地 英一 関根 泰

年度

授業概要 現代の化学プロセスにおいて重要な役割を果たす固体触媒の機能や作用機構、および石油や石炭などの有機資

源、エネルギーや環境に関わる具体的な化学プロセスをとりあげ講義する。具体的内容は触媒機能の一般的な特

性にはじまり、触媒活性と選択性の制御（触媒設計)について述べた後、触媒化学を学ぶものとして知っておくべき

代表的な触媒と化学プロセス（担持金属触媒、固体酸触媒、二元機能触媒、遷移金属酸化物触媒、環境触媒プロ

セス、資源有効利用の触媒プロセス ）について解説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 300/905 ページ



科目名付クラス名 触媒反応工学特論

科目キー 5301031024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期（後半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 松方 正彦 関根 泰

年度

授業概要 固体触媒反応プロセス開発を遂行するための欠かせない素養として、触媒反応工学（特に固体触媒中の化学反応

速度と物質・熱の移動現象）の基礎を講述する。また、今後の触媒技術の重要な概念となるであろう、Structured

catalystsの概念と実例を紹介する。具体的内容としては、触媒反応速度と選択性に及ぼす拡散の影響の定量的取

り扱い（触媒有効係数とその応用）、触媒反応装置設計の基礎（回分式、槽型反応器、流通式反応器の設計論）、

触媒の劣化とその対策について講義を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、レポートなど

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 301/905 ページ



科目名付クラス名 触媒化学特論I

科目キー 5301031025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菊地 英一

年度

授業概要 化学プロセスにおいて重要な役割を果たす固体触媒の機能や作用機構についての重要な論文を題材として、その

基礎となる概念を修得することを目的とし講義を行う。内容としては、固体表面の触媒活性発現、酸化・還元触媒機

能、酸触媒機能、活性点のキャラクタリゼーション、表面反応中間体の研究法について取り上げる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 302/905 ページ



科目名付クラス名 触媒化学特論II

科目キー 5301031026

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松方 正彦

年度

授業概要 使用目的に沿った最適の固体触媒を設計するには、合成手法とその特性化手法に関する広範で詳細な知識が必

要である。本講義では、触媒調製化学における一般的な知見を網羅すると共に、不均一系触媒の特性化手法の修

得を目的に授業を行う。触媒調製化学の内容としては、沈殿法、水熱合成法、イオン交換法などを、特性化手法とし

ては、吸着、反応をプローブとする各種特性化手法、各種分光法を利用した特性化手法などを題材として取り上げ

る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 出席、レポート等

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 303/905 ページ



科目名付クラス名 バイオテクノロジー特論

科目キー 5301031027

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 木野 邦器 矢ケ崎 誠

年度

授業概要 バイオテクノロジーとは生物の能力を利用する技術である。バイオテクノロジーは生命や生理の原理を明らかにする

ツールとしてだけでなく、医療, 健康や農林水産業、工業的な有用物質生産、環境, エネルギーなど我々の生活に関

わる様々な分野を支える技術として利用されている。最近では、異なる分野の技術との融合による成功例も多数報

告されている。この講義では、バイオテクノロジーの基礎から応用まで、最新のトピックスを交えて紹介する。

シラバス 前期水曜日3時限

４月１１日：木野：バイオテクノロジー概論

１８日：木野：バイオテクノロジーの技術的変遷

２５日：木野：バイオテクノロジーの現状I

５月 ２日：木野：バイオテクノロジーと現状II

９日：木野：バイオテクノロジーと社会

１６日：木野：バイオテクノロジーの課題と期待

２３日：矢ヶ崎：バイオテクノロジーの基盤技術

３０日：矢ヶ崎：バイオテクノロジーと健康･医療

６月 ６日：矢ヶ崎：バイオテクノロジーの産業への応用I

１３日：矢ヶ崎：バイオテクノロジーの産業への応用II

２０日：矢ヶ崎：バイオテクノロジーと異分野技術の融合I

２７日：矢ヶ崎：バイオテクノロジーと異分野技術の融合II

７月 ４日：教場試験

１１日：予備日

副題

教科書 (なし)

参考文献 (なし)

評価方法 教場試験、レポート、平常点 を予定

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 304/905 ページ



科目名付クラス名 微生物バイオテクノロジー特論

科目キー 5301031028

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 桐村 光太郎

年度

授業概要 バイオテクノロジーの進展には目覚ましいものがあるが、微生物由来の酵素や生体物質あるいは特異的な生物機

能に関する研究成果が有用物質生産のためのバイオテクノロジーの原動力となっている。本科目では、応用研究と

基礎研究の緊密な連係から生まれた微生物バイオテクノロジーの重要な成果について、セミナー形式で解説する。

特異的な微生物酵素を利用した物質生産、遺伝子工学を利用した酵素機能の改変、糸状菌（カビ）の分子育種と機

能開発、グリーンバイオテクノロジーの展開、などについて概説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 生体模倣工学特論

科目キー 5301031029

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 清孝

年度

授業概要 生体は小型の化学プラントである。特に生体内の腎臓と肺においては，生体膜を利用した血液の浄化、酸素の吸

収、炭酸ガスの放散が行われている。人工膜を用いて生体臓器を模倣した人工腎臓および人工肺は物質移動型人

工臓器といわれている。この物質移動型人工臓器について化学工学の視点から演習を主体に授業を進める。

シラバス (1)人体概説

(2)血液物性

(3)循環系の動力学

(4)体温調節

(5)人体のモデル化

(6)細胞膜輸送

(7)ヒトの腎臓

(8)人工腎臓装置

(9)ヒトの肺

(10)人工心肺装置

副題

教科書 D.O.Cooney（権藤晋一郎訳）医工学,アイピーシー,1994

吉田文武，酒井清孝，化学工学と人工臓器、第２版６刷、共立出版、2006

参考文献

評価方法 クイズ、出欠

備考

関連ＵＲＬ: http://www.waseda.jp/sem-sakai/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 306/905 ページ



科目名付クラス名 分離・プロセス工学特論

科目キー 5301031030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 平沢 泉

年度

授業概要 化学、食品、薬品などの産業は、所望の製品を効率的にかつ、安定して、生産することが求められると同時に、地球

規模およびローカルな環境問題を意識した持続可能な生産体系を構築する必要がある。ここでは、物質の効率的

生産と物質回収循環の意義を理解させ、これらを意識したプロセスシステムの開発について、成分分離工学の学問

に基づいて講述する。そこでは、分離の原理と手法を基礎に、分離操作のモデル化の考え方を学び、環境浄化、医

薬品製造、リサイクルなどのプロセスの考え方を理解した上で、トータルな環境マネジメントシステムについてついて

も理解を深める。

シラバス (1)分離工学の考え方

各種の単位操作を分離工学の立場から考えると、どうなるか。

グリーンセパレ-ションとは？

(2)分離の原理と手法 1

平衡分離と非平衡分離。分離係数、分離度

(3)分離の原理と手法 2

新しい分離手法：超臨界抽出、クロマト分離

(4)固体の扱いを伴う分離（晶析、固液分離、乾燥）

(5)リサイクルのための分離プロセス 1

化学工学Bを発展させ、分離プロセスの設計手法を講義。

（紙のリサイクルプロセス）

(6)リサイクルのための分離プロセス 2

化学工学Bを発展させ、分離プロセスの設計手法を講義。

（金属のリサイクルプロセス）

(7)環境浄化のための分離プロセス 1

分離プロセスの課題と解決法（気体中の有害成分の固定・除去）

(8)環境浄化のための分離プロセス 2

分離プロセスの課題と解決法（液体中の有害成分の固定・除去）

(9)医薬品製造のための分離プロセス 1

医薬結晶製品の特性と、製造プロセス概要

(10)医薬品製造のための分離プロセス 2

晶析を中心に、所望の結晶製品を得るための晶析装置、操作の設計

(11)医薬品製造のための分離プロセス 3

晶析のダウンストリームプロセス・操作の設計（固液分離、乾燥など）

(12)ISO14001環境マネジメントシステム

ISO14001シリーズや、LCA、環境会計など、環境効率をよくするための戦略

副題

教科書 配布資料

参考文献

評価方法 試験 75%、レポート 25%

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 307/905 ページ



科目名付クラス名 プロセスダイナミックス

科目キー 5301031031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 上ノ山 周

年度

授業概要 化学プロセスは、連続的な操作設計をする際には、定常状態を前提にしている。しかしながら定常状態とはいえ、現

実には、常に外部からの刺激により動的に変動している。またプロセスの立ち上げ時、定常状態に至るまでの、ある

いは逆に定常状態から停止するまでの過程は、非定常な取り扱いが不可欠となる。さらには不連続的な回分操作

を対象とする際には、動的挙動が基本的に問題となる。このように、プロセス内部で起きている現象は、同プロセス

の動的挙動を計測することによって、より正しく把握することができる。本講義では、化学プロセスの動特性であるダ

イナミックスと同プロセスの制御を理解するための基本的な取り扱いならびに事項について学ぶとともに、ダイナミッ

クスに関する事例についても、適宜紹介する。

シラバス 1：（第１回から第３回）

「プロセス・ダイナミックスの解析およびプロセス制御のための基礎の学習」

・自動制御の数学的基礎

周波数応答、フーリエ変換、ラプラス変換

2：（第４回から第６回）

・基本的な系の動特性

比例・積分・微分要素、１次遅れ、２次遅れ要素

3：（第７回から第９回）

・閉回路計の動特性と調節系の設計

フィードバック系、ＰＩＤ制御

4：（第10回・第11回）

ＷＢＴ(Web Based Training)

：http://weblearningplaza.jst.go.jp

化学工学基礎-化学プロセスにおける計測と制御コースにより学習する。

1. 計測と制御の目的とシステム構成

2. プロセス（圧力・温度・液面）制御の例

3. 一寸進んだプロセス制御

5：（第12回）

プロセス・ダイナミックスの事例紹介

1.ダイナミック・シミュレーション・スタディ(DSS)

2.動特性モデル作成例

回転機回転数変動制御、容器内圧力変動制御

3.プラント制御のループ構成

6：（第13回）

回分式撹拌槽における諸現象に関する非定常過程

1. 懸濁重合反応槽（トモグラフィー計測）

2. 冷却晶析槽（リアルタイム高速画像処理計測）

3. 塊状重合反応（数値シミュレーション）

副題

教科書

参考文献 参考書：井伊谷 鋼一、堀田和之著、プロセス制御の基礎、朝倉書店

ＷＢＴ：http://weblearningplaza.jst.go.jp

その他、適宜プリントを配布する。

評価方法 レポート、平常点

追記： （レポート70％、出席30％）

備考 毎回クイズ形式の演習を行うことにより、出席を確認する。

担当教員連絡先：kamin@ynu.ac.jp

授業の到達目標

2011年4月8日 308/905 ページ



科目名付クラス名 プロセスダイナミックス

科目キー 5301031031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ: http://www.bsk.ynu.ac.jp/~kaminoyamalab/

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 309/905 ページ



科目名付クラス名 化工研究手法特論I

科目キー 5301031032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 久保田 徳昭

年度

授業概要 医薬品原料、機能性化学製品から食塩、砂糖に至るまで、我々の身の回りにはさまざまな物質が結晶として存在す

る。これら結晶は我々の生活には欠くことができない。また、結晶化は工業的分離精製の有力な手段でもある。結晶

製造および結晶化分離、すなわち晶析操作は、ハイテク化学産業を支える化学工学分野である。本講義では、研究

例を紹介しながら、晶析の基礎から応用までを講義する。それと同時に、研究の進め方についても、実例を挙げな

がらその考え方を講義する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 化工研究手法特論II

科目キー 5301031033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 斎藤 恭一

年度

授業概要 移動速度論と反応工学に基づいた化学工学の考え方をいかして、放射線を利用した機能性高分子材料の開発研

究を進めてきた。放射線接ぎ木（グラフト）重合法によって海水ウラン採取用吸着材、タンパク質精製用中空糸膜、

消臭スーツ、キラル分離膜、固定化酵素材料などを作成してきた。実用化をめざした材料開発のなかで味わった、

技術での多くの失敗と科学での小さな発見を紹介する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 311/905 ページ



科目名付クラス名 プロセス開発特論

科目キー 5301031034

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 松田 兼一

年度

授業概要 試験管に代表される器具を用いて研究室で得られるデータは新しい発見として評価されるが、その成果を商業生産

に結びつけていくためには多くのハードルを越えなくてはならない。そのためには、工業プラントがどのようなもので

あるかを知るとともに、試験管からプラントの間に横たわるスケールアップという課題を学んでいく。また、高度な

データ解析手法および数学的なシミュレーションモデルの構築はプロセスの開発では必須な技術である。これらをこ

れまでのプロセス開発の事例を通して経験する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 312/905 ページ



科目名付クラス名 有機合成化学特論

科目キー 5301031035

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 竜田 邦明 細川 誠二郎 中井 武

年度

授業概要 医薬品や機能性材料の開発では有機合成反応における位置選択性や立体選択性の制御が非常に重要である。本

講義では、立体化学の制御や種々の不斉合成法について、理論的側面から有用物質の合成への応用に至るま

で、それらの考え方や使い方を学ぶ。また、優れた合成を鑑賞することにより、有機合成化学の発想と芸術性を修

得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 313/905 ページ



科目名付クラス名 生理活性物質科学特論

科目キー 5301031036

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 後期（前半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 竜田 邦明 中井 武

年度

授業概要 生理活性物質の中で最も重要なものの一つは、医薬品である。医薬品合成は、有機合成化学の集大成であり、環

境に優しく安全で経済的でなければならないその工業的合成法は、人間の叡知の賜物である。本講義では、生理活

性物質の化学を学ぶとともに、過去の優れた合成と最先端の合成を例示して、有機合成化学の発想と芸術性の一

端を修得することを目的とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 314/905 ページ



科目名付クラス名 分子触媒化学特論

科目キー 5301031037

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄

年度

授業概要 錯体触媒を利用する均一系触媒反応について、有機合成化学的な見地から講述する。有機金属化学の基礎を学

び、錯体触媒の反応機構の理解と有機合成への利用法について述べる。また、最近の論文の中から重要なトピック

スを各自が選択し、それらの重要性や価値について議論する。

シラバス 下記の項目について、講述・議論する。

4月11日 本講座の進め方について、有機金属とは？

4月18日 医薬中間体展見学（東京ビックサイト）（希望者）

4月25日 有機金属錯体

5月02日 有機金属化合物と基本反応と触媒反応（水素化、Heck反応）

5月09日 オレフィンの酸化反応

5月16日 カルボニル化反応

5月23日 チーグラー触媒

5月30日 カップリング反応（宮浦反応など）

6月06日 環化付加反応（Pauson反応、[2+2+2]など）

6月13日 オレフィンメタセシス反応

6月20日 国際バイオEXPO見学（東京ビックサイト）（希望者）

6月27日 π-アリルパラジウム反応

7月04日 触媒的不斉合成

7月11日 招聘講師による授業

副題

教科書 教科書は指定しない。

参考文献 J. Am. Chem. Soc. などの学術雑誌から最近の話題を拾うので、その都度指定する。

評価方法 授業中の参加・活動およびレポートを総合的に評価する。

備考 上記のほか、ファインケミカルズ合成と触媒をテーマとした企業からの招聘講師による授業を実施する。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 315/905 ページ



科目名付クラス名 機能有機合成化学特論

科目キー 5301031038

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 後期（前半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄

年度

授業概要 有機化合物の中には生理活性物質以外にも様々な機能を持つものが数多く存在し、私たちの社会で活用されてい

る。本講義ではそれら機能性低分子有機化合物について、機能の発現の仕組みや合成法について学ぶ。有機金属

化学や触媒を使った機能性物質の合成法についても数多くとりあげる。

シラバス 下記の項目を順次講述する。

第1回 分子と機能

第2回 物理学的機能と分子設計

第3回 物理学的機能と合成

第4回 化学的機能と分子設計

第5回 化学的機能と合成

第6回 生物学的機能と分子設計

第7回 生物学的機能と合成

副題

教科書

参考文献

評価方法 授業中の議論、レポートを総合的に判断する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 316/905 ページ



科目名付クラス名 応用電気化学特論I

科目キー 5301031039

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期（前半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 敬之

年度

授業概要 電気化学的アプローチの応用例として，シリコンデバイスプロセスや種々のセンサーシステム，マイクロアナリシス等

を中心に，最新の研究内容をその背景も含めて講述する．

シラバス １．概論

２．シリコンウェハ表面の電気化学

３．ウェットデバイスプロセスにおける電気化学

４．シリコンデバイスプロセスの応用例

５．センサーシステム

６．ナノエレクトロケミストリーとマイクロアナリシス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 317/905 ページ



科目名付クラス名 応用電気化学特論II

科目キー 5301031040

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期（後半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 逢坂 哲彌

年度

授業概要 本講義は電気化学的アプローチが先端科学技術および産業分野でどのように応用され、重要な役割を果たしてい

るか、またそのような分野で要求されるものは何か、について講述する。特にシリコンデバイスプロセス、センサーシ

ステム、マイクロケミストリーおよびマイクロアナリシスなどを例に、最新の研究内容をその背景も含め説明する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 318/905 ページ



科目名付クラス名 応用化学特別実験

科目キー 5301031041

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 菊地 英一 酒井 清孝 逢坂 哲彌

松方 正彦 西出 宏之 黒田 一幸

桐村 光太郎 菅原 義之 平沢 泉

竜田 邦明 小柳津 研一 木野 邦器

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 319/905 ページ



科目名付クラス名 エネルギー最前線

科目キー 5301031043

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大聖 泰弘 草鹿 仁 刀禰 文廣

年度

授業概要 地球温暖化問題、大気環境汚染改善とエネルギー供給は同時に考えていかなければ解決不可能な人類共通の課

題である。また、石油製品は国際商品であり、グローバルな視点に立った幅広い知見が必要であり、将来一層高度

化・多様化していく産業界、および大学、官界で活躍するであろう学部生、大学院生において石油を中心としたエネ

ルギーに対する正確な知識・問題点を理解し、実践的なエネルギー関連の研究・ビジネスの最前線に触れることは

極めて意義のあるものと考える。 本講座「エネルギー最前線」では、我が国企業の第１線のビジネスマン、研究者

を講師とし、環境問題等を克服するためのエネルギー関連の取り組み、エネルギー供給に係わる技術開発等の最

新動向を踏まえた講義を通し、高度化・多様化する産業界、大学、官界で活躍できる人材を輩出することを目的とす

る。

シラバス 1 4月12日 ２１世紀のエネルギー：総論

・世界および日本のエネルギー事情の概要

・環境問題とエネルギー

・2030年エネルギー長期見通しの概要

・エネルギーにおける石油の位置付けと役割

林 信夫 コスモ総合研究所

2 4月19日 なぜ石油開発に投資するのか：-石油争奪合戦の歴史-

・何故、石油は、戦略物資なのか？（石油争奪の歴史を通して）

・日本はどのように石油を確保してきたのか？

・石油の供給と価格のメカニズムはどのように発展してきたのか？

・将来の石油供給の行方と日本の石油産業

反田 久義 出光興産

3 4月26日 自動車と燃料 CO2削減と多様化への対応

・輸送用燃料に必要な特性（エネルギー密度、ハンドリング性、供給容易性etc、FC車もやっぱり石油か）

・排ガス処理の進歩と省燃費自動車の技術進歩と対応燃料のヒストリー（三元触媒の電子制御、オクタン価etc、特

にサルファーフリー技術、クリーン自動車にはクリーン燃料、潤滑油を変えるだけでこんなに省燃費、電気とハイブ

リッドでここまでできる） 岡本 憲一 新日本石油

レポートNo.1

4 5月10日 快適さとエネルギー：-燃焼機器開発の現状-

・燃焼熱源機器のバラエティーと特徴（工場から家庭用まで、社会に浸透するエネルギー機器）

・高効率燃焼と環境負荷低減技術の最前線（ここまでできる石油燃焼）

・分散型電源としての石油コジェネのポテンシャル（熱を利用してCO2削減、自立防災型機器）

上田 巌 新日本石油

5 5月17日 サルファーフリーへの挑戦：世界最高水準のクリーン燃料を目指して

・環境対応への取り組み（自動車の排ガス処理技術／クリーン燃料の製造）

・なぜサルファーフリーなのか？（自動車用燃料と排気ガス、CO2削減の問題）

・自動車用燃料における硫黄分規制の経緯

・石油精製における脱硫技術の概要

・軽油サルファーフリー化に向けた取り組みの概要

加藤 芳範 コスモ石油

6 5月24日 重質油は宝の泉：-重質油処理技術の重要性-

・世界で稼動している重質油処理技術

・我が国における重質油処理の意味・意義

・開発事例を通しての重要な技術開発の視点

飯野 明 出光興産

レポートNo.2

7 5月31日 性能の寿命予測は出来るのか：-潤滑油の寿命予測と長寿命化による環境負荷の軽減-

副題

授業の到達目標

2011年4月8日 320/905 ページ



科目名付クラス名 エネルギー最前線

科目キー 5301031043

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

ギヤ油の長寿命化に関して実験室におけるテスト結果をシミュレーションによりフィールドでの寿命予測が可能にな

る技術開発について解説する。さらに長寿命化による化石資源の省資源化と炭酸ガス排出削減の効果を評価した

結果を解説する。

脇園 哲郎 昭和シェル

8 6月7日 摩擦制御の極限を目指して：-極限の低摩擦化を目指したエンジンオイル-"

エンジンオイルによって自動車の性能は大きく変化し自動車の品質を位置付ける重要部品の一つと考えられるよう

になって来た。ここでは低粘度化の手法を適用しながら自動車の性能向上にいかに貢献するかを解説する。

長富 悦史 昭和シェル

9 6月14日 バーレルと万トン：-石油精製と石油化学-

石油化学製品は自動車のバンパー、飲料水のボトル、各種包装資材など日常生活で幅広く利用されている。これら

製品の原材料は石油精製技術を駆使し製造されており、石油精製と切り離すことの出来ない産業であることを解説

し、石油精製技術における分解、改質並びに異性化技術の有効性を理解する。

刀禰 文廣 ＰＥＣ

レポートNo.3

10 6月21日 石油精製プラントの安全をどのように確保するか：-シミュレーション技術による設備劣化予測-

・装置産業における長期間の連続操業の安全を確保するために、目に見えない装置内の腐食環境とその設備劣化

への影響を予測できることが重要であること

・石油精製プラントの安全が、広範な技術領域の要素技術の融合で確保されていること"

岡崎 均 ジャパンエナジー

11 6月28日 センシング技術とのコラボレーション：-プロセス制御技術への貢献-

石油精製では多様な原料油から所定の規格の油を安全・安定的に社会に供給することが求められている。特にサ

ルファー規制の強化や更なる省エネのためには従来の石油精製プロセスを越えた高度なプロセス制御を実現する

必要がある。本講義においては光・電子関連技術を石油プロセスのセンシングに展開している事例を中心に異種技

術領域とのコラボレーションが石油精製にもたらす効果と可能性を理解する。

大久保 秀一 新日鉱ホールディング

12 7月5日 水素社会はくるのか 身近になりつつある燃料電池システムの真実と課題

・石油を用いた燃料電池開発の意義：灯油型燃料電池の優位性と技術課題

・石油を原料とする水素供給ステーションの合理性：環境性、省エネ性、経済性、供給安定性

・今後の技術開発に期待するもの：水素エネルギー社会の実現に必要な技術は?

福永 哲也 出光興産

レポートNo.4

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 321/905 ページ



科目名付クラス名 無機固体化学演習Ａ

科目キー 5301032003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 黒田 一幸

年度

授業概要 無機固体化学に関連する文献を取り上げ、研究の着眼点、研究手法、結果の解析、波及効果等について学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 322/905 ページ



科目名付クラス名 無機固体化学演習Ｂ

科目キー 5301032004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 黒田 一幸

年度

授業概要 無機固体化学演習Ａの内容を継続し、無機固体化学に関連する文献を取り上げ、研究の着眼点、研究手法、結果

の解析、波及効果等について学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 323/905 ページ



科目名付クラス名 無機材料化学演習Ａ

科目キー 5301032005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅原 義之

年度

授業概要 無機材料化学に関連する文献を取り上げ、研究の着眼点、研究手法、結果の解析、波及効果等について学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 324/905 ページ



科目名付クラス名 無機材料化学演習Ｂ

科目キー 5301032006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅原 義之

年度

授業概要 無機材料化学演習Ａの内容を継続し、無機材料化学に関連する文献を取り上げ、研究の着眼点、研究手法、結果

の解析、波及効果等について学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 325/905 ページ



科目名付クラス名 高分子材料演習Ａ

科目キー 5301032011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 西出 宏之

年度

授業概要 電子・磁性・光・情報材料、分離機能材料、力学・強度機能材料、医薬用高分子を中心に、高分子物質 (有機材料)

の最近の進歩を演習を通して学ぶ。機能高分子の分子物性とその設計法について習得し、最先端の研究動向につ

いても理解を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 326/905 ページ



科目名付クラス名 高分子材料演習Ｂ

科目キー 5301032012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 西出 宏之

年度

授業概要 電子・磁性・光・情報材料、分離機能材料、力学・強度機能材料、医薬用高分子を中心に、高分子物質 (有機材料)

の最近の進歩を演習を通して学ぶ。機能高分子の分子物性とその設計法について習得し、最先端の研究動向につ

いても理解を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 327/905 ページ



科目名付クラス名 生体高分子演習Ａ

科目キー 5301032015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小柳津 研一

年度

授業概要 蛋白質、酵素、核酸、多糖類などの生体高分子の機能を理解し、実際に分子素子として応用するアプローチを学

ぶ。生体高分子の構造と機能の相関、分子認識、電子移動、分子集合などのダイナミクスに関して、演習を通じて

理解を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 328/905 ページ



科目名付クラス名 生体高分子演習Ｂ

科目キー 5301032016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小柳津 研一

年度

授業概要 蛋白質、酵素、核酸、多糖類などの生体高分子の機能を理解し、実際に分子素子として応用するアプローチを学

ぶ。生体高分子の構造と機能の相関、分子認識、電子移動、分子集合などのダイナミクスに関して、演習を通じて

理解を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 329/905 ページ



科目名付クラス名 エネルギー化学演習Ａ

科目キー 5301032019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菊地 英一 関根 泰

年度

授業概要 不均一系触媒を用いたエネルギー変換用触媒反応プロセスと、触媒の作用機構に関する重要な文献、最新の文献

について、調査、発表、討論を行い、当該分野の研究能力を涵養する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 330/905 ページ



科目名付クラス名 エネルギー化学演習Ｂ

科目キー 5301032020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菊地 英一 関根 泰

年度

授業概要 エネルギー化学演習Ａに続いて、不均一系触媒を用いたエネルギー変換用触媒反応プロセスと、触媒の作用機構

に関する重要な文献、最新の文献について、調査、発表、討論を行い、当該分野の研究能力を涵養する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 331/905 ページ



科目名付クラス名 有機接触反応演習Ａ

科目キー 5301032023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松方 正彦

年度

授業概要 固体触媒表面で起きる有機化学反応と触媒の作用機構に関する重要な文献、最新の文献について、調査、発表、

討論を行い、当該分野の研究能力を涵養する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 332/905 ページ



科目名付クラス名 有機接触反応演習Ｂ

科目キー 5301032024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松方 正彦

年度

授業概要 有機接触反応演習Ａに続いて、固体触媒表面で起きる有機化学反応と触媒の作用機構に関する重要な文献、最新

の文献について、調査、発表、討論を行い、当該分野の研究能力を涵養する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 333/905 ページ



科目名付クラス名 応用生物化学演習Ａ

科目キー 5301032027

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 木野 邦器

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 334/905 ページ



科目名付クラス名 応用生物化学演習Ｂ

科目キー 5301032028

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 木野 邦器

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 335/905 ページ



科目名付クラス名 生命工学演習Ａ

科目キー 5301032029

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 桐村 光太郎

年度

授業概要 バイオテクノロジーの理解に必要とされる生命工学について演習形式で学習する。ライフサイエンスの基礎、生命科

学の研究展開、生命工学の研究展開、などをテーマとして最新の研究内容を解説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 336/905 ページ



科目名付クラス名 生命工学演習Ｂ

科目キー 5301032030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 桐村 光太郎

年度

授業概要 「生命工学演習Ａ」で学習した内容をさらに発展させて、応用を意識した生命工学に関して演習形式で学習する。ラ

イフサイエンスの最新研究動向、生命科学の新規な研究動向、生命工学の規な研究動向、などをテーマとして最新

の研究内容を解説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 337/905 ページ



科目名付クラス名 生体化学工学演習Ａ

科目キー 5301032035

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 清孝

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 338/905 ページ



科目名付クラス名 生体化学工学演習Ｂ

科目キー 5301032036

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 清孝

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 339/905 ページ



科目名付クラス名 成分分離工学演習Ａ

科目キー 5301032039

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 平沢 泉

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 340/905 ページ



科目名付クラス名 成分分離工学演習Ｂ

科目キー 5301032040

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 平沢 泉

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 341/905 ページ



科目名付クラス名 生物プロセス工学演習Ａ

科目キー 5301032043

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 清孝

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 342/905 ページ



科目名付クラス名 生物プロセス工学演習Ｂ

科目キー 5301032044

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 清孝

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 343/905 ページ



科目名付クラス名 有機合成化学演習Ａ

科目キー 5301032045

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 竜田 邦明 細川 誠二郎

年度

授業概要 有機合成化学は、実験室レベルの複雑な天然物の全合成から、工業レベルの化成品および医薬品の生産に至る

まで広い分野で駆使されているが、それらは、本質的に同じであり、物質を創製するためには必須の学問体系の一

つである。本演習では生理活性物質の全合成研究を通じて、有機合成化学の発想を習得し、実践する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 344/905 ページ



科目名付クラス名 有機合成化学演習Ｂ

科目キー 5301032046

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 竜田 邦明 細川 誠二郎

年度

授業概要 有機合成化学特別演習Ａの内容を継続し、発展させる。有機合成化学は、実験室レベルの複雑な天然物の全合成

から、工業レベルの化成品および医薬品の生産に至るまで広い分野で駆使されているが、それらは、本質的に同じ

であり、物質を創製するためには必須の学問体系の一つである。本演習では生理活性物質の全合成研究を通じ

て、有機合成化学の発想を習得し、実践する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 345/905 ページ



科目名付クラス名 精密合成化学演習Ａ

科目キー 5301032049

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 346/905 ページ



科目名付クラス名 精密合成化学演習Ｂ

科目キー 5301032050

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄

年度

授業概要 生理活性物質の合成、キラル合成、分子触媒、グリーンケミストリーなどの合成化学分野における最近の研究やト

ピックスについて議論を行う。

シラバス 受講生は、毎週、最近の論文誌の中からトピックスを紹介し、その内容について出席者全員で議論を行い、理解を

深め、批評を行う。

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 347/905 ページ



科目名付クラス名 電子材料化学演習Ａ

科目キー 5301032053

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 逢坂 哲彌

年度

授業概要 電気化学的プロセスを利用した機能材料、特にエレクトロニクス関連材料の湿式および乾式成膜プロセスによる合

成について実践的に知識を修得するため、磁性体材料、電池材料、センサー用材料などを中心に演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 348/905 ページ



科目名付クラス名 電子材料化学演習Ｂ

科目キー 5301032054

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 逢坂 哲彌

年度

授業概要 電子材料化学演習Ａに引き続き、電気化学的プロセスを利用した機能材料、特にエレクトロニクス関連材料の湿式

および乾式成膜プロセスによる合成について実践的に知識を修得するため、磁性体材料、電池材料、センサー用材

料などを中心に演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 349/905 ページ



科目名付クラス名 電子物理化学演習Ａ

科目キー 5301032057

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 敬之

年度

授業概要 界面電荷移動を伴う反応系の基礎を理解すると共に、その特徴を活かした工学的応用への展開を図るため方法論

を修得することを目的として、特定の課題について演習を行う。輪講、ゼミナール形式の演習および自己の研究内

容のプレゼンテーション(英語によるプレゼンテーションを含む）に関する演習も行う

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 350/905 ページ



科目名付クラス名 電子物理化学演習Ｂ

科目キー 5301032058

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 敬之

年度

授業概要 電子物理化学演習Ａに引き続き、界面電荷移動を伴う反応系の基礎を理解すると共に、その特徴を活かした工学

的応用への展開を図るため方法論を修得することを目的として、特定の課題について演習を行う。輪講、ゼミナール

形式の演習および自己の研究内容のプレゼンテーション(英語によるプレゼンテーションを含む）に関する演習も行

う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 351/905 ページ



科目名付クラス名 環境生命科学研究

科目キー 5301040001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 常田 聡 野田 尚宏

年度

授業概要 新しい遺伝子解析技術の開発研究。環境微生物の分子生態学的研究および生態構造シミュレーション。バイオフィ

ルム形成および抑制に関する基礎研究および応用研究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 352/905 ページ



科目名付クラス名 生体分子集合科学研究

科目キー 5301040002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 武岡 真司

年度

授業概要 生体分子(特に蛋白質、核酸、多糖類などの生体高分子、脂質などが構築する分子集合体、超分子構造体など)の

構造、物性、機能について学習し、分子工学的観点から機能性分子デバイスとしての応用に関する手法を習得す

る。高分子には、いわゆる狭義の分子結合により構成される巨大分子と、比較的分子量の小さな分子が二次的結

合力で集合して構成する分子集合体や超分子構造体、そして細胞膜にみられる様なこれらの複合システムに大別

できる。この複合系が、細胞や組織、臓器に拡張して生体が形成されている。

生体高分子は、主鎖構造と側鎖のミクロ構造の化学的性質によって分子内二次相互作用が働いて折畳まれ、分子

間や界面との二次相互作用によって集合体や複合システムを形成しているので、関連する物理化学を学ぶ。また、

集合体を具体的に構築して利用するためには、ミクロな環境の変化や界面場の提供によって分子集合を制御する

ための技術（ナノテクノロジーを含む）を習得する。更に、得られた構造、物性、機能の解析には、各種分光学、熱分

析、顕微鏡観察、バイオテクノロジー的手法を学ぶ。

上で習得した科学と技術を分子工学的に活用して、1)単量体の分子構造の設計、2)高分子構造の設計と合成、3)集

合体や複合体の設計と調製技術、4)構造と物性（安定性）の解析、5)機能の解析とin vitro（細胞）、in vivo（動物）評

価を行う。具体的には、i)生体高分子を内包させた脂質二分子膜ベシクルの調製と蛋白質、遺伝子運搬体としての

評価、ii)認識分子を表面に結合させた薬物内包ベシクルの薬物運搬体としての評価、iii)ナノテクノロジーを利用し

た、生体高分子ナノシートの構築と機能評価、iv)液晶性生体関連分子を集合させた超分子構造体の構築と分子デ

バイスとしての機能評価、に関する研究を行い、具体的に分子デバイスにつなげるための工学的アプローチができ

る研究者の育成を目指した指導を行なう。

シラバス １．週１回、研究指導を受ける。

２．日常的に、後進の指導補助にあたる。

３．学部講義、実験、演習課目の教務補助を行う。

４．研究倫理に関する指導を受ける。

５．産学連携、医工連携の共同研究において、研究計画の策定、役割分担、共同した研究方法、結果と考察につい

て共同研究者と取りまとめ、発表と討論を行う。

６．研究成果に対して、国内、国際学会にて発表、討論を積極的に行う。

７．論文発表や特許出願のための、打合せ、原稿の分担執筆を行う。

８．修士論文とりまとめのための、修士論文計画書作成、論文目次の打合せと本文執筆、概要書の作成、審査会で

の修士論文概要の報告を行う。

副題

教科書

参考文献

評価方法 修士論文に関する研究計画書に対する評価

修士論文本体の評価

修士論文審査会の発表に対する評価

備考

関連ＵＲＬ: http://www.takeoka.biomed.sci.waseda.ac.jp/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 353/905 ページ



科目名付クラス名 生物物性科学研究

科目キー 5301040003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 朝日 透

年度

授業概要 生体物質の物理的・化学的性質に関する基礎学問を習得し、それらに基づいて、生体材料に関わる物質を対象とし

た物性科学を学ぶ。学際的視野をもって、非線型光学やキラル光学の研究に取り組み、とくに、「一般的ハウプ法」

を用いたキラル光学の研究手法を用いて、キラル識別およびキラル認識の研究を行う。また、広く医工学分野への

応用研究を見据え、それら研究に資する新しい磁性材料や誘電材料の開発や物性解析を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 354/905 ページ



科目名付クラス名 神経生理学研究

科目キー 5301040004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 貴文 谷藤 学 宮脇 敦史

年度

授業概要 神経細胞内のシグナリング機構の解析。分子生物学的技術を基盤にして、電気生理学とイメージング技術を用い神

経細胞の動作原理を解明する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 355/905 ページ



科目名付クラス名 分子神経科学研究

科目キー 5301040005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大島 登志男 糸原 重美 岡本 仁

年度

授業概要 神経細胞の分化の仕組み、脳の発生・発達、神経回路形成、機能発現の分子メカニズムの解明を目指す。マウス

やゼブラフィッシュなどを用いた個体レベルの遺伝子機能

解析。情動系の成り立ちや、神経・精神疾患の分子・細胞基盤の理解に資する。神経再生治療法の開発。

シラバス 神経細胞の分化、脳の発生・発達、神経回路形成に関与する遺伝子の改変マウスや遺伝子変異をもつゼブラフィッ

シュを用いて、個体レベルの遺伝子機能解析を行なう。

副題

教科書

参考文献

評価方法 演習態度とセミナー発表、学会発表、論文発表

備考 連絡先 E-mail：ohshima@brain.riken.jp（４月以降変更の可能性有り）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 356/905 ページ



科目名付クラス名 ガスバイオロジー研究

科目キー 5301040006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 合田 亘人

年度

授業概要 生体機能制御に利用されるガス分子の研究。ガス分子の感受・応答機構に関する分子メカニズムの解明とこのシス

テムを標的とした低分子化合物の開発。

シラバス 細胞内における低酸素感受・応答機構を破綻させた遺伝子改変動物あるいは細胞を用いて下記に示したような病

態モデルを用いて、このシステムの生物学的意義について解明を目指す。また、生体内ガス分子、特に一酸化炭素

に焦点を絞って、その生物作用を解析するために、このガス分子生成酵素の遺伝子改変動物２種を用いて研究を

進める。

１．糖尿病・カロリー制限モデル

２．動脈硬化モデル

３．脂肪肝・肝硬変モデル

４．炎症モデル

５．がん形成・進展モデル

副題

教科書

参考文献

評価方法 学会発表、英文論文発表、セミナー発表

備考 連絡先 E-mail：goda@sc.itc.keio.ac.jp（４月以降変更の可能性有り）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 357/905 ページ



科目名付クラス名 細胞情報学研究

科目キー 5301040007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 仙波 憲太郎

年度

授業概要 癌細胞は無制限の増殖能を持ち、接着能や運動能を変化させて遠隔臓器へと転移する。近年、癌の基本的な性質

についての分子機構の研究が進み、癌遺伝子を標的とする分子標的薬の登場により、癌治療は新たな局面を迎え

ている。しかしながら、臓器ごとにできる癌は、共通点を持ちながらも異なる分子機構の破綻による異なる疾患であ

るという認識も持つべきであろう。本研究では、ゲノミクス、プロテオミクス技術を用いて癌細胞におけるシグナル伝

達系の異常を包括的に解析し、癌の発症と悪性化に関わる新たな遺伝子を同定することにより、癌の発症機構の

解明と新たな分子標的薬による治療法の開発を行う。

シラバス 以下のテーマから１つを選択して研究を遂行する。

１）遺伝子発現情報に基づく新規癌関連遺伝子の同定と機能解析

２）癌関連タンパク質によるシグナル伝達機構の解明 当面、EGF受容体ファミリー、NOTCHファミリー、転写因子

NFkBが関わるシグナル系の解析を進める。

３）プロテオミクスの手法を用いたシグナル伝達ネットワークの解析とin silicoシミュレーション

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点：英文論文の投稿、学会発表を含む研究活動全般

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 生命機能材料科学研究

科目キー 5301040008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 武田 直也

年度

授業概要 主に高分子などの化合物を中心とした新しいバイオマテリアルの開発とその物性ならびに生体との相互作用（バイ

オインターフェース）などの基礎的解析。Bio-MEMS、DDS、再生医療などへ供し得るデバイスおよびシステムの開発

とその応用。

シラバス 中心となる研究テーマに対し、自らが枝葉を付けて、新たな広がりを開拓できる能力の習得を目指す。

研究テーマは以下を予定しているが、この限りではない。

1. 機能性材料表面の作製とこれを用いた細胞操作

2. マイクロ・ナノ流体デバイスを用いた細胞操作

3. 核酸およびタンパク質の細胞への効率的なデリバリーシステムの構築

副題

教科書

参考文献 講義中に指示する。

評価方法 平常点、セミナー発表、学会発表、論文発表。

備考 連絡先 E-mail：ntakeda@waseda.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 359/905 ページ



科目名付クラス名 生命分子工学研究

科目キー 5301040009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹山 春子

年度

授業概要 環境中の生物・遺伝子資源の有効活用の研究。微生物・ゲノムの効率的な取得と機能解析。遺伝子配列をもとにし

た生物判別システムの開発と応用など。

シラバス 環境中の生物・遺伝子資源を有効に活用するための分子生物学的な解析と利用技術開発、遺伝子等の生体分子

をターゲットとしたバイオ計測技術の開発を目的として、必要な基礎技術の習得を行い目的とする研究を行う。

副題

教科書

参考文献

評価方法 演習習得態度、セミナー発表、学会発表、英文論文発表

備考 連絡先 E-mail：haruko@cc.tuat.ac.jp （４月以降変更の可能性有り）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 循環制御医科学研究

科目キー 5301040010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 南沢 享

年度

授業概要 心臓血管系の発生・生理・病態を制御する分子機序の研究。心血管機能を調節する自律神経系やカルシウムなど

の細胞内シグナル伝達系の解析。

シラバス 以下のテーマの中から一つを選択し、研究を遂行する。

１. 心機能維持の分子機序

１）筋小胞体カルシウム調節機構の解明

２）交感神経シグナルと細胞内カルシウム調節機構の解明

２．心血管の発生と分化

１）動脈管閉鎖の分子機序

２）心血管系の発生と先天性心疾患の成因

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

南沢 享 (sminamisawa@mac.com)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 361/905 ページ



科目名付クラス名 生物機能工学特論

科目キー 5301041001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 常田 聡 野田 尚宏

年度

授業概要 医薬品や食品産業分野で生物機能（生体触媒・微生物・動物細胞・植物細胞）を利用した有用物質生産を行うとき、

および生体機能を模倣した医用反応装置を設計しようとするとき、生物化学反応をミクロレベルで理解できる知識と

反応のプロセスを全体としてとらえるための知識を学ぶことは非常に重要である。本講義では、広義の生物プロセス

について、最適な設計と制御を可能にするための物質変換、反応速度論、動的変化の予測、最適化計算などの基

本的な知識および応用技術を取り扱う。

シラバス 10月 1日 イントロダクション，バイオプロセスの歴史（常田）

10月15日 バイオプロセスの工業的利用例（常田）

・固定化酵素を利用したアミノ酸製造

・微生物発酵を利用したビール製造および食酢製造

・遺伝子組換え法によるインスリンの製造

・活性汚泥を利用した廃水処理

・動物細胞によるインターフェロンの製造

・植物細胞カルスの利用

10月22日 酵素反応速度論（常田）

・反応速度に影響する因子

・最適反応温度およびpH

・Michaelis-Menten式

・酵素反応の阻害

・酵素活性の失活

10月29日 各酵素反応プロセスの速度論（常田）

・均相系酵素反応

・固定化酵素反応

11月 5日 微生物反応概要（常田）

・微生物反応の量論関係

・微生物の増殖収率

11月12日 生物代謝反応と生物化学工学量論（常田）

・ATPとNADHの役割

・解糖経路

・呼吸

11月19日 微生物反応の速度論（常田）

・微生物増殖速度

・基質消費速度

・酸素消費速度

・代謝産物生成速度

11月26日 生体由来物質計測技術の概要と国際的標準化の動向（野田）

12月 3日 生物遺伝子資源の探索・解析・利用技術の概要（野田）

12月10日 微生物反応用バイオリアクター（常田）

・回分培養

・半回分培養

・連続培養

12月17日 微生物反応における酸素吸収速度論（常田）

・二重境膜説

・移動係数

・容量係数

1月21日 生体への応用（常田）

・生体システムにおける速度論

・人工臓器の設計

副題

教科書 なし

参考文献 なし

評価方法 レポート（講義中の演習問題を含む）・平常点

備考

授業の到達目標
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科目名付クラス名 生物機能工学特論

科目キー 5301041001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 363/905 ページ



科目名付クラス名 生体分子集合科学特論

科目キー 5301041002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武岡 真司

年度

授業概要 生体分子(特に蛋白質、核酸、多糖類などの生体高分子、脂質などが構築する分子集合体、超分子構造体など)の

構造、物性、機能について学習し、分子工学的観点から機能性分子デバイスとしての応用に関する手法を学ぶ。

高分子には、いわゆる狭義の分子結合により構成される巨大分子と、比較的分子量の小さな分子が二次的結合力

で集合して構成する分子集合体や超分子構造体、そして細胞膜にみられる様なこれらの複合システムに大別でき

る。この複合システムが、細胞や組織、臓器に拡張して生体が形成されていると見做せる。特に、生体高分子では、

主鎖構造と側鎖のミクロ構造の化学的性質によって分子内二次相互作用が働いて一義的に折畳まれ、分子間や

界面との二次相互作用によって集合体や複合システムを形成している。前半では、蛋白質を例に挙げて、構造、物

性、機能について講義する。

後半では、リン脂質や蛋白質が分子集合して形成される生体膜やウイルスの構造と機能の理解から、分子集合状

態やその変化の制御が生命現象の重要な側面になっていることを学ぶ。そのために、界面科学の基礎を習得し、リ

ン脂質に代表される両親媒性分子の構造と集合形態の相関、分子集合制御方法、二分子膜小胞体の諸物性やそ

の解析方法を学び、その応用例として、細胞やウイルスの構造や機能を理解して、人工赤血球、遺伝子運搬体、薬

物運搬体への分子工学的アプローチを学ぶ。

シラバス (1)生体分子の分類と機能

(2)生体高分子としての蛋白質の捉え方

1)単量体(アミノ酸)の構造と機能

2)単量体をつなぐ方法(生合成、化学合成)

3)生体高分子を分解する方法

4)高分子の分析法（分子量測定法、電気泳動法、光散乱法、浸透圧法）

(3)蛋白質の高次構造と機能解析

1)高次構造の分類と特徴（１次、２次、３次、４次構造）

2)解析法（X線、CD、NMR、IR）

3)蛋白質のホールディングの物理化学

4)蛋白質の修飾の化学と具体例（PEG修飾、酵素の固定化法）

(4)蛋白質の物理化学と解析法-血液成分を例に-

1)ヘモグロビンの酸素配位機構と協同現象

2)アルブミンの構造と分子吸着現象

3)インテグリンの構造と膜蛋白質としての機能

4)抗原-抗体反応の物理化学とバイオテクノロジー

(5)核酸の分子認識能と自己複製

1)DNAとRNAの化学構造の相違と物性

2)核酸塩基の相補的水素結合の理解

3)生体での自己複製の機構の理解

4)人工的DNA、RNA合成とバイオテクノロジー

(6)脂質の分子集合

1)両親媒性分子の分類と役割

2)脂質類の分子集合体とその解析法

3)脂質二分子膜の物理化学

4)二分子膜小胞体の構造と解析

(7)細胞の構造と人工細胞へのアプローチ

1)人工赤血球の構成と性能

2)分子集合を利用したヘモグロビン小胞体

3)血小板の構造と分子レベルでの止血機能の理解

4)分子間相互作用と化学増幅からの血液凝固系の理解

5)人工血小板の戦略と現状

(8)デリバリーシステムの構築戦略

1)究極のナノマシンとしてのウイルス

2)遺伝子治療に向けた遺伝子運搬体のアプローチ

3)蛋白質細胞内デリバリーを意識したアプローチ

4)抗癌剤を用いた薬物運搬体システム

副題

教科書

授業の到達目標
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科目名付クラス名 生体分子集合科学特論

科目キー 5301041002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

参考文献 講義や課題の発表の内容をまとめた配布物

評価方法 課題に対する発表、質疑討論の内容などの平常点。

定期試験の点数

備考 一方向の講義ではなく、質疑討論を中心に理解を深める。

そのため必ずしもシラバス内容通りに進行するとは限らない。

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 生物物性科学特論

科目キー 5301041003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 朝日 透 山口 佳則

年度

授業概要 生体物質の計測技術ならびに生体分子の分析技術を理解するために必要な物理、化学の知識を習得する。とくに、

円２色性、光学活性、磁気円２色性などのキラル光学や磁気光学の研究や分子認識に必要な知識とＤＮＡシークエ

ンス、ハイブリダイゼーション、ＳＮＰなどの先端生化学分析方法の測定原理に関わる基礎を理解する。

期末に本講義で取り扱うテーマに関連する内容につき、グループに分かれて討論、グループ発表することにより、講

義の理解度とプレゼンテーション能力の向上を図る。

シラバス 第１講 本講義の進め方と特徴 (朝日)

第２講 キラル光学の基礎１ (朝日)

2.1電磁波の性質と物質方程式

2.2複屈折と円２色性

第３講 キラル光学の基礎２ (朝日)

3.1線形光学効果と非線形光学効果

3.2円２色性と光学活性

第４講 磁気光学の基礎 (朝日)

4.1磁気光学とは

4.2磁気円２色性とファラデー効果

第５講 先端計測技術による生体物質の分子認識 (朝日)

第６講 先端計測技術による生体物質のキラル認識 (朝日)

第７講 クロマトグラフィー(山口)

7.1ガスクロマトグラフィー

7.2高速液体クロマトグラフィー

第８講 電気泳動 (山口)

8.1平板ゲル電気泳動

8.2キャピラリー電気泳動とマイクロチップ電気泳動

第９講 マススペクトロスコピーと分光分析法 (山口)

9.1 質量分析の方法

9.2 蛍光検出の方法

8.3 光吸収とラマン分光分析

第10講 DNAの分析方法 (山口)

10.1 サンガー法とDNAシークエンス

10.2ハイブリダイゼーションとSNP検出

第11講 期末プレゼンテーション（１） (朝日、山口)

第12講 期末プレゼンテーション（２） (朝日、山口)

副題

教科書

参考文献 １．鶴田匡夫 著

「応用光学I」、「応用光学II」 培風館 ISBN4-563-02331-0

２。佐藤勝昭 著

「磁気と光」 朝倉書店 ISBN4-254-13628-5

３．岡本佳男・長哲郎・中井武・野平博之・村上尚道・山田秀明編集 日本化学会 編「季刊化学総説6：光学異性体

の分離」 学会出版センター ISBN 4-7622-3600-4

４．J. F. Nye

“Physical properties of Crystals” Oxford Science Publications ISBN0-19-851165-5

５．A. Yariv and P. Yeh

“Optical Waves in Crystals” Wiley Interscience Publication ISBN0-471-09142-1

６．W. Weiglehofer and A. Lakhtakia

“Introduction to Complex Mediums for Optics and Electromagnetics” SPIE Press ISBN0-81944-947-4

７．赤岩英夫・拓殖新・角田欣一・原口紘き 著

「分析化学」 丸善、 ISBN4-621-03633-5

８．原田健一・岡向男 編著

「LC/MSの実際」 講談社 ISBN4-06-153373-8

９．梅澤善夫・澤田・寺部茂 編著

「先端の分析法」（株）NTS ISBN4-86043-067-0

１０．中内啓光 編著

授業の到達目標
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科目名付クラス名 生物物性科学特論

科目キー 5301041003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

「免疫学的プロトコール」 羊土社 ISBN4-89706-885-1

１１．中村桂子・松原謙一 監訳

「細胞の分子生物学」Newton Press、 ISBN4-315-51730-5

１２．清水孝雄・高木正道・中谷一泰・三浦謹一郎 監訳

「生化学」 西村書店、 ISBN4-89013-307-0

１３．Skoog, Holler, Nieman

“Principles of Instrumental Analysis” ISBN0-03-002078-6

１４． L. R. Snyder and J. J. Kirkland

“Introduction to Modern Liquid Chromatography” ISBN0-471-03822-9

１５．James B. Pawley

“Handbook of Biological Conforcal Microscopy” ISBN 0-306-44826-2

１６． D. J. Taatjes and B.T.Mossman

“Cell Imaging Techniques” ISBN1-58829-157-X

評価方法 授業参加度 30％（出席をとります）

中間レポート 30％

プレゼンテーション 40％

備考

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 脳神経科学特論

科目キー 5301041004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大島 登志男 井上 貴文 田中 英臣

糸原 重美 岡本 仁 谷藤 学

宮脇 敦史

年度

授業概要 神経科学分野において、トピックを絞り、更に深く最新の知識を取り入れて講義をおこなう。シナプスの生理学、シグ

ナル伝達系の理解を通して記憶・学習機構について理解を深める。神経発生や神経細胞の機能と病態を分子生物

学的側面から理解する。

シラバス 1 4/9 脳科学について 田中 (chap. 1)

2 4/16 興奮膜 井上 (chap. 2-3)

3 4/23 チャンネルとシナプス 井上 (chap. 4-5)

4 5/7 伝達物質とシグナリング 井上 (chap. 6-7)

5 5/14 運動のコントロールメカニズム 大島 (chap. 15-18)

6 5/21 脳の発生 大島 (chap. 21-22)

7 5/28 神経回路形成とその改変 大島 (chap. 23-24

8 6/4 認知脳科学 谷藤 (chap. 25-30)

9 6/11 先端脳研究 I 谷藤

10 6/18 先端脳研究 II 糸原

11 6/25 先端脳研究 III 岡本

12 7/2 先端脳研究I IV 宮脇

副題

教科書 "Neuroscience" Third Edition, Dale Purves, George J. Augustine, David Fitzpatrick, William C. Hall, Anthony-

Samuel Lamantia, James O. McNamara, S. Mark Williams eds., Sinauer (2004)

参考文献

評価方法 平常点とレポート提出により評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 368/905 ページ



科目名付クラス名 病態医化学特論

科目キー 5301041005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 合田 亘人 池田 栄二 末松 誠

足立 健 尾池 雄一

年度

授業概要 正常な生体内代謝経路とその制御機構について学習した生化学の知識を基に、ヒトの各種疾患や各臓器の病態形

成に密接に係わる複雑な代謝変動とその分子メカニズムについてさらに理解を深める。特に、糖尿病、動脈硬化、

悪性腫瘍などの成人病の病態形成・進展メカニズムを疾患特異的な代謝変動の側面から理解することを目指す。

シラバス １．４月１３日３限 オリエンテーション・病態医化学総論 合田

２．４月２０日３-４限 代謝の統合１ 合田

３．５月１８日３-４限 代謝の統合２ 合田

４．中止

５．６月２２日３-４限 ガス分子による代謝制御 末松

６．６月２９日３-４限 動脈硬化とNO 足立

７．７月６日３-４限 メタボリックシンドロームと代謝制御 尾池

８．7月13日3-4限 血管系の改築と疾患 池田

副題

教科書 分子細胞生物学、Medical Biochemistry、論文総説

参考文献

評価方法 平常点、レポート

備考 ４月１３日以外は３限と４限の２コマ連続となる。また、講義毎にレポート提出を求める。E-mail：goda@sc.itc.keio.ac.jp

（４月以降変更の可能性有り）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 細胞情報学特論

科目キー 5301041006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ６時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 仙波 憲太郎 山梨 裕司

年度

授業概要 細胞の増殖や死から、記憶・学習などの高次機能にわたる様々な生命現象は、細胞表面で受取るシグナルを細胞

内部で変換して伝達する仕組み「シグナル伝達」によって巧妙に調節されている。シグナル伝達の研究は、基礎研

究に留まらず、疾患の発症機構の解明にも大きく貢献してきた。07年度は、主に「がん」に着目して、疾患の分子機

構をシグナル伝達異常の側面から学習する（仙波）。11回と12回はがん研究の過程で見出されたチロシンキナーゼ

シグナルに関連して、「受容体型キナーゼよる神経筋シナプスの構築とその破綻によって発症する筋無力症」につ

いて紹介する（山梨）。

シラバス １（4月9日）はじめに、がん研究の歴史概観（仙波）

２（4月16日）癌ウイルスと癌遺伝子（仙波）

３（4月23日）癌原遺伝子の活性化（仙波）

４（5月7日）癌原遺伝子の機能ー増殖因子と受容体（仙波）

５（5月14日）癌抑制遺伝子と多段階発癌（仙波）

６（5月21日）がんと細胞周期（仙波）

７（5月28日）p53とゲノム情報管理（仙波）

８（6月4日）血管新生と転移（仙波）

９（6月11日）腫瘍免疫（仙波）

１０（6月18日）がん治療の新たな戦略（仙波）

１１（7月2日）受容体型キナーゼと神経筋シナプスの構築（山梨）

１２（7月9日）細胞内分子による受容体型キナーゼの活性化と筋無力症（山梨）

変更

６月２５日（月）も講義を行う。授業内容は以下の通りに変更する。なお、７

月２日、９日の授業（山梨教授担当）は従来通りである。出席状況は第１回か

ら第８回について考慮する。第９回（６月２５日）については出席した場合は

考慮するが、欠席は考慮に入れないこととする。

第６回（6月4日）がんと細胞周期（仙波）

第７回（6月11日）p53とゲノム情報管理（仙波）

第８回（6月18日）血管新生と転移（仙波）

第９回（6月25日）腫瘍免疫とがん治療（仙波）

副題

教科書

参考文献 「the biology of CANCER」 Robert A. Weinberg著（Garland Science)

「がん研究レース」 Robert A. Weinberg著（岩波書店）

「癌のシグナル伝達がわかる」山本 雅、仙波憲太郎編（羊土社）

「がん遺伝子の発見ーがん解明の同時代史」黒木登志夫著（中央公論社）

「がんの仕組みを読み解く」多田光宏著（ソフトバンククリエイティブ株式会社）

「細胞死・アポトーシス集中マスター」辻本賀英編（羊土社）

「細胞周期集中マスター」北川雅敏編（羊土社）

評価方法 レポート・平常点（出席、態度）

備考 連絡事項：

レポート課題：第1回から第９回までの授業を通じて学んだテーマのなかか

ら、興味をもったこと、疑問に思ったことについて、A4版２ページ程度（形式

は自由）に考察し、レポートとして提出する。教科書、参考書、インターネッ

トで調べてもよいが、「自分の言葉」で表現する。

提出期限：７月23日（月）

提出場所：レポートボックス（51号館２階教員室横）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験 ％
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科目名付クラス名 細胞情報学特論

科目キー 5301041006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ６時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 生命分子工学特論

科目キー 5301041007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹山 春子

年度

授業概要 地球環境中に生息している様々な生物や私たちヒトを構成しているDNA、RNA、タンパク質等の様々な生命分子を

ターゲットとして、機能解析、改変、センシング等の研究を紹介する。さらに、それらを発展させる各種要素技術を理

解する。特に、発展がめざましいナノバイオテクノロジー分野も含めて最近のバイオエンジニアリング研究を展望す

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点、レポート

備考 連絡先 E-mail：haruko@cc.tuat.ac.jp （４月以降変更の可能性有り）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 循環制御医科学特論

科目キー 5301041008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 南沢 享 石川 義弘 佐藤 元彦

佐藤 陽治 田村 功一 杉浦 清了

年度

授業概要 生命活動の源である「循環」が制御されているに関して、最新の分子生物学や生理病態学の知識を取り入れ、より

発展させた講義を行う。循環系の制御とその破綻について学ぶことにより、遺伝子レベルに到る分析的な解析方法

と生命体としての個体を如何に維持するかについての統合的な解析法について理解を深めることを目標とする。現

代病としてますます重要性を増している循環器疾患克服のための方策について展望する。

シラバス 4月9日 （南沢）オリエンテェーション、循環制御医科学特論の概要説明

7月23日1限 （石川）ｃAMPシグナルと心機能調節 （１）

7月23日2限 （石川）ｃAMPシグナルと心機能調節 （２）

7月23日3限 （南沢）心血管研究の現在・過去・未来

7月23日4限 （南沢）心不全の話

7月23日5限 （佐藤元）Ｇ蛋白活性調節因子の同定

7月25日2限 （杉浦）心臓の機能を測る

7月25日3限 （杉浦）コンピュータの中に心臓を作る

7月25日4限 （南沢）心臓が出来上がるまで

7月25日5限 （南沢）心血管研究の最近の話題

7月26日3限 （田村）動脈硬化とメタボリック症候群の最新情報

7月26日4限 （田村）慢性腎臓病と心血管病進展阻止ー高血圧治療戦略とARBの意義

7月26日5限 （佐藤陽）循環器領域の遺伝子治療・再生医療に関する最近の動向と安全性評価

副題

教科書 特に設けない（講義時に適宜プリントを配布する）。

参考文献

評価方法 出席・レポート等より総合的に評価する。

備考 本講義は試験期間中の集中講義形式です。全講義出席可能な学生が受講対象となります。

【担当教員連絡先等】

南沢 享 (sminamisawa@mac.com)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 先端バイオテクノロジー特論Ａ

科目キー 5301041010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 朝日 透 武田 直也

年度

授業概要 本講義では、いくつかの分析・診断・治療に関与する機器を題材として取り上げ、それら機器の動作原理を理解する

基礎学問の理解を深めるとともに、先端バイオテクノロジーの研究への活用に不可欠な知識の集積を目的とする。

例えば、MRI（医療機器）については、電磁気学のおさらいからNMRの原理の習得へと発展させる。さらに、核酸・タ

ンパク質・糖など生体高分子ならびに細胞のイメージング（顕微鏡観察）技術、放射光を用いた精密計測技術などの

先端技術の特徴を理解するための基礎を学ぶ。本講義の理解度を高めるために、グループに分かれて、調査・発

表・討論する授業も併せて行う。

シラバス 第一回目の講義の際に、講義の進め方、評価方法について説明する。MRI、顕微鏡技術、放射光計測技術などの

三つのトピックスを取り上げ、それぞれのトピックスに対して４回にわたって授業を行う。各トピックスの４回目の授業

の際、予め聴講者を分けたグループが学術論文あるいは解説などを調べ、発表、討論する。

副題

教科書

参考文献 講義中に指示する。

評価方法 平常点（50点）、レポート（25点）、発表・討論（25点）。平常点はインタラクティブな講義への貢献が主として評価され

る。。

備考 連絡先 E-mail

朝日透:asahi@mse..waseda.ac.jp

武田直也：ntakeda@waseda.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境生命科学演習Ａ

科目キー 5301042001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 常田 聡

年度

授業概要 バイオフィルムには多種多様な微生物が棲み分けて存在し，高度な生態系を形成している。バイオフィルムは感染

症・食中毒・材料腐食の原因となるが，その構造や機能に関しての知見がまだ十分でなく，人間がバイオフィルムの

制御を行うことは困難とされてきた。本演習では，バイオフィルムの構造や機能を明らかにするために，微生物の空

間分布特性を遺伝子配列に基づいて可視化する技術を学ぶ。例として，現行の蛍光遺伝子プローブを用いたFISH

法を高感度化するための手法，および化学反応プローブを利用した細胞内での遺伝子検出手法を習得する。

シラバス

副題

教科書 なし

参考文献 なし

評価方法 平常点に加え，ゼミの出席状況および成果発表状況を総合的に評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 環境生命科学演習Ｂ

科目キー 5301042002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 常田 聡

年度

授業概要 バイオフィルムの生態構造やメカニズムを解明する有効な手段の一つとして，シミュレーションによる現象の理解・予

測が挙げられる。本演習では，微生物細胞を1つのパーティクルとみなして増殖などの生理学的現象を表現する数

学モデル(Individual-based Model)を学ぶ。つぎに，この手法を利用して理論的に表現されたバイオフィルムの生態構

造と，環境生命科学演習Ａで習得した分子生態学的技術を利用して得られたバイオフィルム内の微生物個体数分

布を比較することで，バイオフィルムの構造を決定する因子の解明ならびに生態変動の予測を行う。

シラバス

副題

教科書 なし

参考文献 なし

評価方法 平常点に加え，ゼミの出席状況および成果発表状況を総合的に評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 生体分子集合科学演習Ａ

科目キー 5301042005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武岡 真司

年度

授業概要 生体高分子(蛋白質、核酸、多糖類などの高分子、脂質などが構築する分子集合体、超分子構造体など)の構造、

物性、機能について学習し、分子工学的観点から機能性分子デバイスとしての応用に関する手法を習得する。高分

子には、いわゆる狭義の分子結合により構成される巨大分子と、比較的分子量の小さな分子が二次的結合力で集

合して構成する分子集合体や超分子構造体, そして細胞膜にみられる様なこれらの複合システムに大別できる。こ

の複合系が、細胞や組織、臓器に拡張して生体が形成されている。

生体高分子は、主鎖構造と側鎖のミクロ構造の化学的性質によって分子内二次相互作用が働いて折畳まれ、分子

間や界面との二次相互作用によって集合体や複合システムを形成しているので、関連する物理化学を演習を通じ

て学ぶ。集合体を具体的に構築して利用するために、ミクロな環境の変化や界面場の提供によって分子集合を制御

するための技術（ナノテクノロジーを含む）を演習を通じて習得する。更に、得られた構造、物性、機能の解析には、

各種分光学、熱分析、顕微鏡観察、バイオテクノロジー的手法を演習を通じて学ぶ。

シラバス Ａ．演習を通じて、生体分子集合科学とそれに立脚した分子工学を学ぶ。

１．単量体の構造設計と合成経路の選択

２．単量体の合成と同定

３．集合体や高分子の構造設計と集合（合成）方法の選択

４．集合体や高分子の調製と構造解析

５．物性と機能の解析

６．生体高分子（蛋白質、遺伝子）を用いたバイオテクノロジーによる相互作用解析

７．機能について培養細胞を用いたin vitro評価

８．機能について動物を用いたin vivo評価

Ｂ．演習を通じて、研究の進め方を習得する。

１．研究課題の設定

２．研究計画書の作成

３．研究計画内容の発表と討論

４．研究結果と考察の発表と討論

５．研究報告書の提出

６．関連研究をゼミ形式で発表と討論

７．共同研究の進め方、成果のまとめ方

副題

教科書

参考文献

評価方法 シラバスに沿った演習内容に対して評価

提出された計画書と報告書に対して評価

備考

関連ＵＲＬ: http://www.takeoka.biomed.sci.waseda.ac.jp/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 377/905 ページ



科目名付クラス名 生体分子集合科学演習Ｂ

科目キー 5301042006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武岡 真司

年度

授業概要 生体分子(特に蛋白質、核酸、多糖類などの生体高分子、脂質などが構築する分子集合体、超分子構造体など)の

構造、物性、機能について学習し、分子工学的観点から機能性分子デバイスとしての応用に関する手法を習得す

る。高分子には、いわゆる狭義の分子結合により構成される巨大分子と、比較的分子量の小さな分子が二次的結

合力で集合して構成する分子集合体や超分子構造体、そして細胞膜にみられる様なこれらの複合システムに大別

できる。この複合系が、細胞や組織、臓器に拡張して生体が形成されている。

生体高分子は、主鎖構造と側鎖のミクロ構造の化学的性質によって分子内二次相互作用が働いて折畳まれ、分子

間や界面との二次相互作用によって集合体や複合システムを形成しているので、関連する物理化学を演習を通じ

て学ぶ。集合体を具体的に構築して利用するために、ミクロな環境の変化や界面場の提供によって分子集合を制御

するための技術（ナノテクノロジーを含む）を演習を通じて習得する。更に、得られた構造、物性、機能の解析には、

各種分光学、熱分析、顕微鏡観察、バイオテクノロジー的手法を演習を通じて学ぶ。

シラバス Ａ．演習を通じて、生体分子集合科学とそれに立脚した分子工学を学ぶ。

１．単量体の構造設計と合成経路の選択

２．単量体の合成と同定

３．集合体や高分子の構造設計と集合（合成）方法の選択

４．集合体や高分子の調製と構造解析

５．物性と機能の解析

６．生体高分子（蛋白質、遺伝子）を用いたバイオテクノロジーによる相互作用解析

７．機能について培養細胞を用いたin vitro評価

８．機能について動物を用いたin vivo評価

Ｂ．演習を通じて、研究の進め方を習得する。

１．研究課題の設定

２．研究計画書の作成

３．研究計画内容の発表と討論

４．研究結果と考察の発表と討論

５．研究報告書の提出

６．関連研究をゼミ形式で発表と討論

７．共同研究の進め方、成果のまとめ方

副題

教科書

参考文献

評価方法 シラバスに沿った演習内容に対して評価

提出された計画書と報告書に対して評価

備考 生体分子集合科学演習Ａを履修していることが望ましい。

関連ＵＲＬ: http://www.takeoka.biomed.sci.waseda.ac.jp/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 378/905 ページ



科目名付クラス名 生物物性科学演習Ａ

科目キー 5301042009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 朝日 透

年度

授業概要 生体物質の円２色性ならびに光学活性などのキラル光学的性質を測定する手法である「一般型ハウプ法」を習得

し、生体物質のキラリティの研究を展開するために不可欠な理論ならびに実験技術の基礎演習を行い、先端計測技

術の開発力を養成する。

生体物質の生理活性作用と構造との関係の解明に資するキラル識別およびキラル認識の研究手法の理解を深め

る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 379/905 ページ



科目名付クラス名 生物物性科学演習Ｂ

科目キー 5301042010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 朝日 透

年度

授業概要 ナノバイオテクノロジー、医工学の先端融合研究に関する論文、総説、参考書を詳読し、理解することにより、生体

物質の物性を利用したデバイス開発の研究やキラル識別・キラル認識の研究を進める際の基礎力・応用力を習得

する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 380/905 ページ



科目名付クラス名 神経生理学演習Ａ

科目キー 5301042013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 貴文

年度

授業概要 神経細胞の電気生理学的な理解、シナプス機能の分子機構についての知識を取得し、神経系の機能発現へのア

プローチを分子生物学、細胞生物学および生理学的手法を通じて学ぶ。また学術論文の検討、討論を通じて研究

領域での最新知識を得るとともに、研究の方法論、討論、研究発表など研究者として必要な能力を身につける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 381/905 ページ



科目名付クラス名 神経生理学演習Ｂ

科目キー 5301042014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 貴文

年度

授業概要 神経生理学演習Aで学習した知識を生かして、神経科学の分野での未解明の研究テーマを設定し、解明に必要な

実験手技を習得し、それに基づいた実験を行なう。実験結果の発表を通じて、プレゼンテーションの技能を身に着

け、他の発表に対して討論する能力も習得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 382/905 ページ



科目名付クラス名 分子神経科学演習Ａ

科目キー 5301042017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大島 登志男 田中 英臣

年度

授業概要 神経系の発生・発達・機能発現の分子メカニズムについて学習し、機能発現に至る神経細胞間、及び神経細胞内で

のシグナル伝達の研究手法や、個体レベルでの機能解析の方法についての理解を深める。また、学術論文の紹介

や討論を通じて、研究領域での最新の知識を得るとともに、情報の理解や評価などについての能力を身に着ける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 E-mail：ohshima@brain.riken.jp（４月以降変更の可能性有り）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 383/905 ページ



科目名付クラス名 分子神経科学演習Ｂ

科目キー 5301042018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大島 登志男 田中 英臣

年度

授業概要 分子神経科学演習Aで学習した知識を生かして、神経科学の分野での未解明の研究テーマを設定し、解明に必要

な実験手技を習得し、それに基づいた実験を行なう。実験結果の発表を通じて、プレゼンテーションの技能を身に着

け、他の発表に対して討論する能力も習得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 E-mail：ohshima@brain.riken.jp（４月以降変更の可能性有り）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 384/905 ページ



科目名付クラス名 生体内低分子ガス物質演習Ａ

科目キー 5301042021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 合田 亘人

年度

授業概要 生体内で利用・産生される一酸化窒素や一酸化炭素に代表されるガス状低分子化合物の合成系路とその反応制

御についての基礎知識を習得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 連絡先 E-mail：goda@sc.itc.keio.ac.jp（４月以降変更の可能性有り）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 385/905 ページ



科目名付クラス名 生体内低分子ガス物質演習Ｂ

科目キー 5301042022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 合田 亘人

年度

授業概要 生体内で利用・産生されるガス状分子の受容機構とその生物作用についての基礎知識を習得し、これらの異常とヒ

ト疾患の病態形成の相関について学術論文検索を行い議論する。これらのことを通じて各自の研究テーマを絞り込

む

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 連絡先 E-mail：goda@sc.itc.keio.ac.jp（４月以降変更の可能性有り）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 386/905 ページ



科目名付クラス名 細胞情報学演習Ａ

科目キー 5301042025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 仙波 憲太郎

年度

授業概要 癌の発生と悪性化にともない、様々な癌遺伝子及び癌抑制遺伝子の変異とそれによる細胞内シグナル伝達機構の

破綻が生じる。それらの遺伝子の生理機能と癌化における重要性が解明されていった過程を過去の重要な学術論

文から学習するとともに、最近の学術論文の紹介と討論を通じて、文献情報を批判的に吟味する能力を養う。

シラバス 英文学術論文の紹介と討論

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点：演習内容の発表と討論、演習態度

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 387/905 ページ



科目名付クラス名 細胞情報学演習Ｂ

科目キー 5301042026

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 仙波 憲太郎

年度

授業概要 細胞情報学演習Aで学習した知識を生かして癌化の機構に関する未解明の研究テーマを設定し、必要な実験手法

の習得とそれに基づく実験を行なう。実験結果の発表と討論を通じて、実験の組み方と研究の進め方を学習すると

ともに、プレゼンテーションスキルを磨く。同時に、他人の実験結果を批評出来る能力を養う。

シラバス 研究内容の紹介と討論

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点：演習内容の発表と討論、演習態度

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 388/905 ページ



科目名付クラス名 生命機能材料科学演習Ａ

科目キー 5301042029

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武田 直也

年度

授業概要 金属、セラミクス、高分子の三大バイオマテリアルを始めとした医工学分野で利用されている材料および化合物につ

いて、[1]具体的な材料、[2]作製（合成）法、[3]物性の評価および解析法、[4]生体と接する界面での現象ならびに反

応、などの基礎知識を習得する。特に、高分子を含む有機化合物に焦点を当てる。

シラバス

副題

教科書

参考文献 講義中に指示する。

評価方法 平常点、演習での発表ならびに討論内容。

備考 連絡先 E-mail：ntakeda@waseda.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 389/905 ページ



科目名付クラス名 生命機能材料科学演習Ｂ

科目キー 5301042030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武田 直也

年度

授業概要 バイオマテリアル分野の先端研究について、より広範な知識を習得する。まず、金属や合成化合物のみならず、核

酸、タンパク質、糖などの生体高分子やこれらのハイブリッド分子もバイオマテリアルとして利用されていることを理

解する。続いて、Bio-MEMS、DDS、再生医療などの研究分野を中心に、これら材料が、細胞またはより高次な生体

組織の操作に利用されている応用研究に関して知識を得る。演習A,Bを通じて各自の研究テーマを絞り込む。

シラバス

副題

教科書

参考文献 講義中に指示する。

評価方法 平常点、演習での発表ならびに討論内容。

備考 連絡先 E-mail：ntakeda@waseda.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 390/905 ページ



科目名付クラス名 生命分子工学演習Ａ

科目キー 5301042033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹山 春子

年度

授業概要 すべての生命に共通に存在しそれぞれの働きを持つDNA、RNA、タンパク質等の機能解析、センシング等に必要な

基本的な知識を身につける。さらにバイオエンジニアリング分野における先進的な論文や特許を調査・討議すること

によって、最新の知識の蓄積と評価能力を身に着ける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 連絡先 E-mail：haruko@cc.tuat.ac.jp （４月以降変更の可能性有り）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 391/905 ページ



科目名付クラス名 生命分子工学演習Ｂ

科目キー 5301042034

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹山 春子

年度

授業概要 生命分子工学演習Aで学習した知識を生かして、バイオエンジニアリング分野での先端的な研究テーマを設定し、必

要な要素技術を習得し、それに基づいた実験を行なう。実験結果の発表を通じて、プレゼンテーションの技能を身に

着け、他の発表に対して討論する能力も習得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 連絡先 E-mail：haruko@cc.tuat.ac.jp （４月以降変更の可能性有り）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 392/905 ページ



科目名付クラス名 循環制御医科学演習Ａ

科目キー 5301042037

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 南沢 享

年度

授業概要 心臓血管系の発生・発達・機能制御の分子機序について理解し、分子生物学や遺伝子工学を用いた基礎的な研究

手法を修得する。特に細胞培養法や遺伝子改変技術の習得が重要な課題となる。演習Aでは、主に分析的な研究

方法について学ぶことを目標とする。

シラバス 以下のテーマの中から一つを選択し、研究を遂行する。

１. 心機能維持の分子機序

１）筋小胞体カルシウム調節機構の解明

２）交感神経シグナルと細胞内カルシウム調節機構の解明

２．心血管の発生と分化

１）動脈管閉鎖の分子機序

２）心血管系の発生と先天性心疾患の成因

副題

教科書

参考文献

評価方法 演習内容の発表と討論、演習態度。

備考 【担当教員連絡先等】

南沢 享 (sminamisawa@mac.com)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 393/905 ページ



科目名付クラス名 循環制御医科学演習Ｂ

科目キー 5301042038

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 南沢 享

年度

授業概要 分子や細胞レベルでの理解と、相補しなければ行けないのは、生命活動は常に多様な細胞や組織が統合された器

官や個体によって維持されているという視点ある。演習Bでは、心臓血管系の個体レベルでの機能解析の方法につ

いて、基礎的な研究手法を修得する。

演習A,Bを通じて、修士論文に向けた各人の研究テーマを絞り込む。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 演習内容の発表と討論、演習態度。

備考 【担当教員連絡先等】

南沢 享 (sminamisawa@mac.com)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 394/905 ページ



科目名付クラス名 電力システム研究

科目キー 5301050001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩本 伸一

年度

授業概要 電力システムの解析、制御、運用手法の研究を行なう。現在用いられている技術の改善と将来用いられるであろう

技術の開発に主眼を置く。数値解析、システム工学等の適用も、具体的な電力システムを用いて考慮する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 395/905 ページ



科目名付クラス名 超電導応用研究

科目キー 5301050002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石山 敦士

年度

授業概要 超電導現象を利用した機器の開発と特性評価に関する研究を行う。主たる研究課題を挙げると、１）核融合用大電

流容量超電導導体・コイルの安定性、２）高温超電導導体・コイルの安定性、３）電力貯蔵用高温超電導コイルの開

発、４）バルク超電導体の電磁的特性、５）バルク超電導体の応用（浮上搬送装置、リニアアクチュエータなど）、６）

SQUID（超電導量子干渉素子）磁束計の応用（生体磁気計測、非破壊検査、地震予知）などである。応用機器の試

作・実験だけでなく、有限要素法などを利用した数値シミュレーションによる特性評価を並行して行う。研究成果は、

国内外における学会での講演や、査読付き論文への投稿を通じて行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 396/905 ページ



科目名付クラス名 固体電子工学研究

科目キー 5301050003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 肇

年度

授業概要 新しい電子デバイスをめざした、電子材料および固体内電子の動的現象の研究を目的とする。具体的には、1.銅酸

化物超伝導体の電子構造、2.２次元電子相関物質の相転移近傍の電子状態、3.高性能熱電変換材料の探索、4.希

薄磁性半導体における２重交換相互作用、5.角度分解型トンネルスペクトロスコピーの有効性の検証、を主テーマと

する。各人が、適度な独立性と関連性を有する各自のテーマをもって研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 397/905 ページ



科目名付クラス名 誘電体材料研究

科目キー 5301050004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大木 義路

年度

授業概要 「誘電体」は禁制帯幅の広い物質であり「光の時代」にとってきわめて重要であると同時に、絶縁材料としていつの

時代にも重要な材料である。本研究では、光ファイバ、光導波路、フォトニッククリスタル、電力用高分子絶縁材料

(特に生分解性高分子、高分子ナノコン)、非晶質誘電体を対象に、基礎的電気電子物性、光物性について研究を行

う。特に、高電界やレーザ光、イオン、放射線などの照射下での電子の挙動の解明や、そこで生じる現象を応用した

デバイス開発を目的とした研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 398/905 ページ



科目名付クラス名 フォトニクス研究

科目キー 5301050005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 勇

年度

授業概要 本研究は高周波から光波に至る領域の電波（主として光波）と物質との相互作用の理論的解明とその各種の応用

について研究する。その１は光子工学（フォトニクス）、すなわち各種のレーザ、光量子電子工学、光ＩＣ、光通信、光

コンピュータなどのレーザ応用であり、その２は前述の応用を広げるための新材料、すなわち光子材料の作製法の

研究である。ここでは主として、当研究室で研究開発してきたマイクロ波プラズマＣＶＤ装置を用いて、半導体、金

属、誘電体、アモルファス、ナノクリスタル、高分子材料などの光子材料としての各種の薄膜の作製法の研究を行

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 399/905 ページ



科目名付クラス名 機能フォトニクス研究

科目キー 5301050006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 宇高 勝之

年度

授業概要 フォトニクスを基礎学問分野として、半導体レーザ、光スイッチ、半導体非線形素子などの新規半導体フォトニックデ

バイスや非線形材料としての半導体量子構造やナノフォトニクスをベースとした光機能材料の開発を設計から基礎

評価・作製まで一貫した研究を行う。さらにフォトニックネットワークへの適用を念頭に、光集積スイッチングデバイ

ス・システム応用の研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 400/905 ページ



科目名付クラス名 コンピュータ援用電磁工学研究

科目キー 5301050007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 若尾 真治

年度

授業概要 種々の電磁応用機器とその制御に関するシステム全体としての最適化を研究テーマとする。特に、電磁現象の数値

解析などに代表されるCAE（Computer Aided Engineering）技術を駆使し、さらにパワーエレクトロニクスに基づくエネ

ルギー変換・機器の駆動制御技術も含め、電磁現象の工学的応用・新規適用分野の開拓に関して総合的に研究を

おこなう。具体的な研究対象は、回転機、磁気浮上列車、エネルギー貯蔵装置、電磁誘導加熱装置などをはじめ電

磁現象に基づく機器全般にわたり、特に次世代に向けての資源・環境・福祉医療問題を考慮し、電気自動車、太陽

光／風力／波力発電システム、磁気シールド、医療関連機器なども取り上げる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 401/905 ページ



科目名付クラス名 学習型信号・情報処理システム研究

科目キー 5301050008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松本 隆

年度

授業概要 我々を取り巻く膨大なデータから意味のある情報を抽出する手法としての「学習」に関する基本原理を追及し、その

応用対象として21世紀における現役の問題を取り上げる。自らの研究発表、重要文献の輪講、それらを踏まえての

討議、国内外での論文発表、国内外研究機関との実質的討議・共同研究等を通じて研究の楽しさと厳しさを体験す

る。 「対象」：バイオメトリック個人認証、顔画像検出・認識、動画像追跡・認識、オンライン変化検出、たんぱく質構

造予測、遺伝子発現ネットワーク予測、オンライン文字認識、信号処理用CMOS回路等 「手法」：階層Bayes 的学

習・推定・予測、Markov Chain Monte Carlo実装、Sequential Monte Carlo実装、Boosting、信号処理用CMOS回路設

計手法等

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 402/905 ページ



科目名付クラス名 アドバンス制御研究

科目キー 5301050009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邊 亮

年度

授業概要 ロボット、航空機、スペースヴィークル、船舶等に代表される実際のシステムには、数理モデルとして厳密に記述す

ることが困難な部分（不確かさ）が常に存在する。本研究では、このような不確かさを有する実際のシステムをより良

く制御することを目的に、モデリング、数理的制御理論、およびそれらの応用という三つの観点から研究をおこない、

新しい制御工学の実現を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 403/905 ページ



科目名付クラス名 インテリジェント制御研究

科目キー 5301050010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 内田 健康

年度

授業概要 情報は制御するために収集・処理され、制御は情報に基づいてなされるという観点から、制御の方法論とその応用

を研究する。より具体的な研究課題は、確かなモデル・不確かなモデル、大域的モデル・局所的モデル、むだ時間を

含むモデルなどの制御対象のモデリングにおける情報処理法、それらのモデルとオンライン情報に基づく最適化制

御、予測制御、ゲーム理論的制御、適応制御、学習制御などの制御法である。ロボット介在する生産システム、宇

宙・深海など極限下のシステム、環境・エネルギー・交通・ネットワークとしての社会システム、そして医療・生命シス

テムなど、様々な実システムにおける具体的な制御問題の解決とそこで生まれる情報処理・制御手法の普遍化が

研究の両輪である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 404/905 ページ



科目名付クラス名 情報学習システム研究

科目キー 5301050011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 村田 昇

年度

授業概要 データに内在する構造や性質を捉えることを目的とする「学習」を統計的・幾何学的に取り扱うことによって、学習機

構の基本的・普遍的な特性を調べるとともに、その工学的応用を研究する。具体的な研究テーマとしては、オンライ

ン学習アルゴリズムの統計的解析とその改良、学習機械の構造の最適化（モデル選択、pruning/growing アルゴリ

ズムなど）、集団学習による非大域的な学習アルゴリズムの開発とその応用、適応的に学習則を獲得する高次学習

アルゴリズムとその応用、独立成分分析と音響信号分離への応用、生体計測信号処理（脳波、脳磁図、筋電など）

等である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 405/905 ページ



科目名付クラス名 薬理学研究

科目キー 5301050012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 重信

年度

授業概要 薬がどのようにして効くかを調べるのが薬理学であり、ここでは体内時計に関連した生理機能に作用する薬物の仕

組みを明らかにする。精神分裂病の研究がクロルプロマジンの発見によって格段に進んだように、脳・生理機能解

明に薬という武器を積極的に用いる戦術である。我々は現在以下の研究項目について研究を進めている。（１）サー

カディアンリズム機構の分子基盤から行動表現へいたる仕組みの解明（２）体内時計と生活習慣病の関連性の研究

（３）時刻認知学習機構の解明（４）うつ病、不安のモデル動物の開発（５）精神異常誘発物質の作用機構解明。（６）

投与時刻により作用が変わることを調べる時間薬理学の確立。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 406/905 ページ



科目名付クラス名 神経化学研究

科目キー 5301050013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 宏子

年度

授業概要 細胞が刺激を受けた後に起こる様々な反応を生化学的に分析する。主に神経細胞や神経の再生に関わるマクロ

ファージを用いてプロテインキナーゼによるタンパク質リン酸化を解析し、細胞外からの刺激（信号）が細胞内にどの

ような経路を通って伝達されるかを明らかにする。また、刺激受容後、新たなタンパク質間の相互作用が見られるよ

うになると考えられるので、この点についても解析する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 407/905 ページ



科目名付クラス名 構造生物学研究

科目キー 5301050014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 胡桃坂 仁志

年度

授業概要 構造生物学を基本学問分野として、生命現象の根幹であるゲノムDNA(染色体DNA)の複製や修復、遺伝子発現調

節などのDNA機能発現の分子機構に関する一貫した研究を行う。また、染色体DNA安定維持に重要なDNA組換え

修復機構のメカニズムに関する研究を、DNA組換え修復装置および染色体自身の構造・機能解析を通して行い、遺

伝情報を担うゲノムDNAの安定維持機構を理解する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 408/905 ページ



科目名付クラス名 光物性工学研究

科目キー 5301050015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 宗田 孝之

年度

授業概要 半導体工学、半導体物理、非線形光学の分野のみならず、生体の一分子蛍光法やタンパク質間相互作用を調べる

蛍光相関分光法などを必要とする生命科学分野でも、基礎的な光物性の研究が必要不可欠になっている。その要

請に応えるべく、物質の光学的性質を正しく理解するための基礎的な研究と各種分光法の応用に関する研究を行

う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 409/905 ページ



科目名付クラス名 生命システム研究

科目キー 5301050016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高松 敦子

年度

授業概要 構成要素が集合し、互いに作用した結果生じる「生き生きとしたシステム」のダイナミクス（メカニズム）について研究

を行う。その手法として、システム生物学、複雑系の科学、非線形科学の視点に基づき、生物に係わる要素集団的

挙動について、実験と理論の両側面から理解することを目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 410/905 ページ



科目名付クラス名 細胞分子ネットワーク研究

科目キー 5301050017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩崎 秀雄

年度

授業概要 生物時計や細胞分化など、生物の示すダイナミックな活動の背後には、核酸や蛋白質などの生体分子たちが織り

なす動的で複雑なネットワークが存在する。 大腸菌、酵母、シアノバクテリアなどのモデル生物を用い、分子生物

学・細胞生理学・生化学・イメージング・シミュレーションなどを駆使しながら、生命活動の「細胞分子ネットワーク」を

探求していく。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 411/905 ページ



科目名付クラス名 分子細胞生物学研究

科目キー 5301050018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 岡野 俊行

年度

授業概要 生体には、生命の維持や種の存続のための無数の巧妙なからくりが隠されており、現代生物学がその一部を解明

したにすぎない。ここでは、生命の本質の理解にむけた基礎的・応用的研究を行い、同時に生命科学の各分野にお

いて広く活躍できる人材の育成を目指す。具体的には、(1)光をはじめとする外部刺激に対する細胞応答メカニズム

の解明、(2) 光応答分子の探索と応用にむけた基礎的な機能解析、(3) 新規の生体シグナル伝達機構の発見、等

の実践的研究を行う。これらを通して、基本的実験手法を体得すると共に、理学的あるいは工学的研究の展開に必

要なセンスと技術を磨く。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 412/905 ページ



科目名付クラス名 確率的情報処理研究

科目キー 5301050019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 真郷

年度

授業概要 観測データがどのような確率分布・確率分布族に基づいて発生するのかを明示的に前提とした上で，そのデータか

ら様々な推論を行うことを確率モデルに基づいた情報処理，確率的情報処理と総称する．ここでは，このような枠組

みで得られたデータを解釈することで，欲しい情報を引き出すことを目標とする。

シラバス 確率的情報処理の実践を行う．具体的には、1) 誤り訂正符号など，比較的人工的な確率モデルで情報処理をする

もの，2) 遺伝子発現調節など，既に自然界に存在している複雑な確率モデル自体を推定するもの，などを扱う。ま

た，別の側面では，従来「組み合わせ爆発」，「次元の呪い」などと呼ばれてきた，評価が難しいタイプの確率を主に

扱う。

副題

教科書 特に指定しない．

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 413/905 ページ



科目名付クラス名 電子・光子材料学研究

科目キー 5301050020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 正和

年度

授業概要 電子材料は、現在の各種産業分野から基礎学問分野まで広く取り扱われている材料である。 各種電子材料の作

製・高品質化、各種評価法による解析などを通じて将来を担う電子材料の開発や制御に関する研究を行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 414/905 ページ



科目名付クラス名 量子材料学研究

科目キー 5301050021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 武田 京三郎

年度

授業概要 物質の有する電子状態を理論計算により明らかにする事により、その物質固有の個性を電子論的に解明し、対象

系の属する物質群の電子構造の特徴を理論的に抽出・体系化する事を目的とする。対象物質群としては物理・化

学・生物にまたがる領域に拡張し、同物質群における電子論の確立とその体系化を踏まえながら、『理論計算によ

る物質設計』を目指した研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 415/905 ページ



科目名付クラス名 半導体工学研究

科目キー 5301050022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀越 佳治

年度

授業概要 化合物半導体を中心に、そのエピタキシャル成長技術、不純物ドーピング技術などについて広汎な研究を進め、高

品質な結晶薄膜の成長技術を実現する。これらの結晶の物性を研究することにより、半導体に対する理解を深め

る。さらにこの結果に基づき新しい原理に基づくデバイスの提案を行う。これらの方向は将来半導体を扱う産業に進

もうとする学生には必須のものである。具体的な材料としてはGaAsを中心とするIII -V族化合物半導体、GaN、ZnO

などのワイドバンドギャップ半導体材料および希薄磁性半導体を含む。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 416/905 ページ



科目名付クラス名 半導体ナノテクノロジー研究

科目キー 5301050023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大泊 巌 川原田 洋 庄子 習一

堀越 佳治

年度

授業概要 GaAs、InAsなど化合物半導体を用いた量子細線、量子ドットなど低次元電子構造の製作の研究、およびそれらの構

造における物性研究を行う。具体的には選択エピタキシャル成長法およびエッチング法により、半導体微細構造を

製作し、次元性に依存する電気的光学的特性を調べ、これを利用した量子ドットトンネル効果デバイス、弾道電子デ

バイスなど、新しい原理に基づくデバイスの開発研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 417/905 ページ



科目名付クラス名 電力システム理論

科目キー 5301051001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩本 伸一

年度

授業概要 エネルギーの約40%を占める電力について、発電・変電・送電・配電の最新の知識を学習することを目的とする。ま

た、最近の解析手法・運用手法・制御手法の動向と将来展望についても学習する。講義は英語で行う（黒板には日

本語）。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 418/905 ページ



科目名付クラス名 超電導応用特論

科目キー 5301051002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石山 敦士 和泉 輝郎

年度

授業概要 本講義の対象となる超電導応用の分野は、主として電力、輸送などのエネルギー・パワー分野である。現在、研究・

開発が行われている超電導応用機器は多種多様であるが、ここではそれらの基本となる超電導マグネットを中心

に、実用化に際し最も重要となる「安定化技術」について詳述する。また、交流応用や高温超電導導体・バルク体の

応用について述べる。さらに、高温超電導線材を中心にその作製技術開発の現状を紹介する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 419/905 ページ



科目名付クラス名 固体電子工学

科目キー 5301051003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 肇

年度

授業概要 固体電子デバイス、特に半導体デバイスの機能に関連する電子物性を、ＬＣＡＯ法に基づき、半導体の組成元素に

固有のパラメータで統一的に記述する理論を講義する。具体的には、ＬＣＡＯ法の概説、各種結合パラメータの導

入、原子軌道が混成しないエネルギーバンド、固体行列要素、結結合-反結合軌道近似、四面体型固体の電子構

造、隣接結合-反結合軌道間行列要素によるエネルギーバンドの精密化、ＬＣＡＯパラメータによるエネルギーバンド

の特徴の解釈、各種半導体の誘電的光学的性質、弾性的性質、の順に講義する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 420/905 ページ



科目名付クラス名 誘電体電子物性

科目キー 5301051004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大木 義路

年度

授業概要 「誘電体」は禁制帯幅の広い物質であり「光の時代」にとってきわめて重要であると同時に、絶縁材料としていつの

時代にも重要な材料である。本講では、非晶質誘電体を中心に、高電界やレーザ光、放射線などの照射下での電

子の挙動について述べる。

シラバス ・誘電体中の電気伝導

・空間電荷が存在する時の電気伝導

・非晶質誘電体における電気伝導の特徴

・誘電緩和現象

副題

教科書 電気・電子・情報工学系テキストシリーズ11

誘電体物性 大木義路編著 培風館

参考文献

評価方法 授業への出席状況、ノート、レポート等を勘案して評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 421/905 ページ



科目名付クラス名 フォトニクス概論

科目キー 5301051005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 勇

年度

授業概要 気体レーザを中心として、レーザの励起、発振機構と、そのレーザ媒質としてのプラズマの特性について論じ、さら

に基礎、応用に関する二、三の最近のトピックスについて解説する。 これにより、光子工学(Photonics)、光子材料

(Photonic Materials)の概念、そして用いられる原理について修得をはかる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 422/905 ページ



科目名付クラス名 フォトニクス特論

科目キー 5301051006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宇高 勝之

年度

授業概要 フォトニクスの要素技術の理論的な背景と物理現象の深い理解を目的として、先端技術動向の解説を皮切りにそれ

らを実現する上で不可欠な要素事項として、光ファイバを含めた各種導波路における光導波・光伝送・光スイッチン

グ、発光・受光基礎過程、フォトニック材料の電気感受率・分散、先端フォトニックデバイスとしての半導体レーザ、光

増幅、光伝送システムなどに関して基礎から詳細に解説し、応用力を涵養する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 423/905 ページ



科目名付クラス名 数値解析特論

科目キー 5301051007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 若尾 真治

年度

授業概要 工学における現実の諸問題を解く場合、物理現象のモデル化とその定式化、そして解の導出という過程を経る。こ

のとき解析的な解が存在することは希であり、コンピュータを用いて数値的に解を求めることになる。本講義では、特

に電磁現象の数値解析に焦点を当て、定式化に留意しながら種々の問題を数学的に分類し、その主なものについ

て計算機向きのアルゴリズムを解説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 424/905 ページ



科目名付クラス名 学習型信号・情報処理

科目キー 5301051008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松本 隆

年度

授業概要 この講義で扱う「学習」とはデータがえられた時、それらに含まれている性質、構造等を適応的に学び取る過程を意

味する。この講義では特にBayes学習の基本原理とその信号・情報処理への具体的応用について詳述する。実装

手段としてのMarkov Chain Monte Carlo、 Sequential Monte Carloについても述べる。 一般的な枠組みによる定式

化を行いながら、豊富な具体例を示し、与えられた問題の解決能力のみならず、問題定式化能力の涵養を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 425/905 ページ



科目名付クラス名 情報と制御

科目キー 5301051009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 内田 健康

年度

授業概要 情報は制御するために収集・処理され制御は情報に基づいてなされるという観点から、二つの目標を置いて講義す

る。一つは、データ収集から制御に至るまでの情報の流れに注目して、その過程で必要となる情報処理の基礎を与

えることである。もう一つは、モデルベース制御として最も自然な性質（パラメータに関する連続性や局所的なロバス

ト性など）が期待できる、最適性に注目した制御構成法の基礎を与えることである。いずれも既に確立した理論の中

から、制御の観点からは最適制御理論、情報の観点からはカルマンフィルタなど、システム制御分野の研究の基礎

となるテーマを選ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 426/905 ページ



科目名付クラス名 光物性工学

科目キー 5301051010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宗田 孝之 會沢 勝夫

年度

授業概要 光の性質、物質との相互作用、各種分光法の解説からはじめて、さまざまな分野で応用されている分光技術の各論

について論じる。さらに研究開発中の最新分光技術や装置の紹介も行う。このような講義内容を通して、本専攻の

学生が、各自の研究において、既成のものであれ独自に開発するものであれ、必要に応じた最適な分光手段で研

究が遂行できる能力を身につけてもらうことが本講義の目的である。 １分光学の基礎 2固体における光物性の基礎

3生体・医療光学の現状と将来 4生命科学分野への分光法の応用

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 427/905 ページ



科目名付クラス名 情報学習論

科目キー 5301051011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村田 昇

年度

授業概要 与えられたデータに内在する確率構造を捉えることための学習アルゴリズムの基本的な性質を論じるための統計

的・幾何学的な方法を学ぶ。統計的漸近理論と情報幾何の基本的な考え方を紹介しながら、ニューラルネットワーク

に代表される学習機械とその学習アルゴリズムについて具体例を示しながら論じるとともに、現実問題に適用した場

合の問題点とその解決法を考えていく力を付けることを目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 428/905 ページ



科目名付クラス名 モデリングと制御

科目キー 5301051012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邊 亮

年度

授業概要 数理モデルに基づいた制御系設計理論について、数理モデルの導出(モデリング)を含めて解説する。本講義では、

はじめに、入出力データに基づいたモデリング手法であるシステム同定手法について述べる。次いで、制御系設計

において達成すべき重要な指標である安定性と制御性能について述べ、その代表的な解析法を示す。最後に、制

御系の設計手法について、１９８０年代以降の制御理論の発展を踏まえ、解説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 429/905 ページ



科目名付クラス名 生化学特論

科目キー 5301051013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 宏子

年度

授業概要 細胞の情報伝達機構を理解するために、情報変換に関わる個々の分子について、その機能や構造を解説する。ま

た、こうした研究に関する最近の論文を紹介する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 430/905 ページ



科目名付クラス名 薬理学・毒物学

科目キー 5301051014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 重信

年度

授業概要 神経の基本的仕組み、すなわち神経伝達と受容体の生理、分子機構を解説する。さらにこれらの神経機構に関わ

る薬物の働きについて講義する。また、一方で、神経毒など、薬理学と表裏にある毒物学についても学ぶ。特に薬

の主作用に対する副作用についても薬害や毒物学的な観点から捉え学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 431/905 ページ



科目名付クラス名 生命システム論

科目キー 5301051015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高松 敦子

年度

授業概要 生命を構成している部品の知識だけからは、生命がどのように振る舞うのかを理解することは難しい。生物を、それ

らの部品が相互作用する「システム」として捉え、その動的挙動を解析することが重要である。この授業では、生物

系で遍く見られる振動現象とその引き込み現象（または同期現象）に着目する。その基礎となる非線形自励振動の

理論から出発し、生物系のみならず、電気回路系、レーザー系、などにも見られる実例を見ながら、非線形自励振

動を発生する要素が結合した系 -結合振動子系- に見られる動的挙動とその理論について学ぶ。また、生物の時

空間パターン形成のダイナミクスにもふれる。

シラバス 以下の項目について講義およびディスカッションを行う。

(1)イントロダクション

(2)非線形振動現象

(3)同期現象と結合振動子系

(4)反応拡散系と時空間パターン

なお、本講義は電気・情報生命工学科 学部授業「数理生物学」の後半に位置づけられるが、

必ずしも「数理生物学」を履修している必要はない。

副題

教科書 用いない

参考文献 関連URLを参照のこと

評価方法 レポート

備考

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/atsuko_ta/LOCAL/BioSys07.ht

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 432/905 ページ



科目名付クラス名 構造生物学特論

科目キー 5301051016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 胡桃坂 仁志

年度

授業概要 構造生物学は、タンパク質や核酸（DNAおよびRNA）といった生体高分子の機能を、それらの高次構造に基づいて

理解する学問である。ヒトゲノムの解読が完了し、その後も、多くの生物種についてのゲノム解析が次々になされて

いる。ゲノム解読により得られた情報を、生命現象の理解へと発展させるためには、遺伝情報からの生成物である

タンパク質やRNA、そして遺伝子の本体であるDNAの立体構造に立脚した生体反応の分子機構の理解が必須であ

る。本特論では、タンパク質や核酸などの生体高分子の立体構造と機能の体系的な理解を目的とし、タンパク質の

立体構造構築原理やその機能との関連について詳細に解説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 433/905 ページ



科目名付クラス名 細胞分子生物学

科目キー 5301051017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩崎 秀雄

年度

授業概要 構成的生物学に関する基礎的な文献を読み，生物学における構成的アプローチについて学習する。また，その延長

線上に想定される「ウェットな細胞を作る試み」について，自然科学的側面だけでなく，社会・文化的側面に関する議

論の重要性についても議論する。金曜日6時限となっているが，実際には半日x数回の集中講義・演習形式にしま

す。初回の日時も，登録者にメールベースで尋ねて適宜日時を決定します。したがって，登録前に必ず岩崎hideo-

iwasaki@waseda.jpまでメールを送ってください（初回の講義も金曜日6限とは限らず，これを欠席した場合は，一切登

録を受け付けません。注意してください）。

シラバス

副題 構成生物学入門

教科書

参考文献

評価方法

備考 初回講義の日時は参加者の合議で決定するため，登録希望者は事前に必ずメール連絡をすること。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 434/905 ページ



科目名付クラス名 フォトバイオロジー

科目キー 5301051018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 岡野 俊行

年度

授業概要 光は生物に対してさまざまな影響を与える。また、生物は光をエネルギーとして利用するだけでなく、光情報として視

覚や光周性あるいは概日時計の制御などにも利用している。本講義では、生体に対する光の作用機構について概

説し、さらに生体が光を受容しその情報を利用する分子メカニズムについて、個々の具体例や最新の研究成果を含

めながら解説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 確率的情報処理特論

科目キー 5301051019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 真郷

年度

授業概要 観測データがどのような確率分布・確率分布族に基づいて発生するのかを明示的に前提とした上で，そのデータか

ら様々な推論を行うことを確率モデルに基づいた情報処理，確率的情報処理と総称する．本講義では，このような

枠組みで推定に関する諸手法，諸概念を中心に講義する．

シラバス 最尤推定，不偏推定，EMアルゴリズム，Bayes推定(最大事後確率，最大周辺化事後確率)，確率伝搬法等の推定

諸手法，諸概念を講義する．また，これらに関連して，モデル選択，測度，検定，情報量，知能等についての話題に

触れる．

また，実問題として，個別化医療における重要な基礎技術であるhaplotype推定等に触れる．

副題

教科書 特に指定しない．

参考文献

評価方法 レポートによる．

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 電子・光子材料学特論

科目キー 5301051020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 正和

年度

授業概要 電子材料の作製、評価において、今日注目されている最先端技術について講義する。材料を原子オーダーで制御

すると発現する現象や、物質の最表面の現象などについて、最新の話題を交えながら説明する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 量子材料学特論

科目キー 5301051021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武田 京三郎

年度

授業概要 物質の有する電子状態を理論計算により明らかにする事により、その物質固有の個性を電子論的に解明し、対象

系の属する物質群の電子構造の特徴を理論的に抽出・体系化する事を目的とする。対象物質群としては物理・化

学・生物にまたがる領域に拡張し、同物質群における電子論の確立とその体系化を踏まえながら、『理論計算によ

る物質設計』を目指した研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 半導体ナノテクノロジー特論

科目キー 5301051022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀越 佳治

年度

授業概要 本講義では、各種半導体材料のサーベイ、結晶成長の物理、キーマテリアルのエピタキシャル成長技術、ナノ構造

製作技術など、半導体材料の製作プロセス全般の解説を行う。これをもとに、ナノテクノロジーの基礎となる超格子

構造、量子ドット構造、量子細線構造などの製法と物性、デバイス応用等について講義する。さらに最近研究が進

んでいるスピンエレクトロニクスに関しても関連する半導体材料、デバイス開発等について講義する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 フォトニックシステム

科目キー 5301051023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ５時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 鈴木 正敏

年度

授業概要 近年FTTHに代表されるブロードバンド化が急激に普及し、「光」が身近な存在になってきています。本講義では、光

ネットワークの概要、および、そこで用いられる各種要素技術の要諦を習得することにより、ブロードバンドネットワー

ク社会の基盤となる大容量通信技術に関する理解を深めることを目的としています。主たる講義項目は、光伝送技

術（光 ファイバ、変復調、光増幅中継、波長多重技術、など）、および、光ネットワーク技術（基幹系ネットワーク、ア

クセス系ネットワーク、ネットワーク制御・管理技術、など）です。また、適宜、光技術の最新トピックスを紹介します。

シラバス 下記の通り、光情報通信ネットワークの基礎、光ファイバ、光増幅器と光デバイス概論、波長多重光通信システムな

どの光通信システム技術と、基幹系光コアネットワーク、光アクセス及びメトロネットワークなどの光ネットワーク技術

に関する授業を行う。

光通信システムの基礎と概要

通信用光ファイバ

非線形光学効果

光増幅器

光ソリトン通信システム

波長多重光増幅システム

光ネットワークの基礎と概要

光コアネットワーク

光アクセスシステム

副題

教科書 講義の初めに、講義資料を配布します。

参考文献 菊地 和朗 監修：光情報ネットワーク、オーム社

評価方法 平常点、期末レポート（A4１枚程度）により総合的に判断します。

備考 【担当教員連絡先等】

鈴木 正敏 (suzuki@kddilabs.jp)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 マトリクス計算特論

科目キー 5301051024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 横井 利彰

年度

授業概要 偏微分方程式で記述される物理現象の数値解析は、最終的にはマトリクス計算に帰着する場合が多い（有限要素

法、境界要素法等）。そのためマトリクスの形式に応じて適する種々の解法について理解し，実践的技術を習得する

ことを目指す。特に，汎用性の高い有限要素法では，大規模スパースマトリクスを効率的にコンピュータ上に記憶し

つつ，共役勾配法等の反復解法を用いることが多いため，基本的プログラミング実例を通してその原理を修得する

と共に，公開計算ライブラリ等の実践的な活用法を学ぶ。また，高性能並列計算機等での処理を視野に入れた技術

についても述べる。

シラバス (1)-「講義開始へ向けて」

(2)-「場の数値解析手法の基本とマトリクス（１）」

(3)-「場の数値解析手法の基本とマトリクス（２）」

(4)-「汎関数の停留化問題と区分関数近似解法」

(5)-「マトリクスの基本的性質と代表的解法」

(6)-「最適化問題におけるマトリクス例」

(7)-「大規模連立方程式の代表的解法（１）」

(8)-「大規模連立方程式の代表的解法（２）」

(9)-「係数マトリクスの前処理と収束特性（１）」

(10)-「係数マトリクスの前処理と収束特性（２）」

(11)-「マトリクスの固有値分析の応用例（１）」

(12)-「マトリクスの固有値分析の応用例（２）」

(13)-「マトリクスの固有値分析の応用例（３）」

副題

教科書 指定なし。

必要資料は、印刷物または授業Webページにて配布する。

参考文献

評価方法 3回程度のレポート、出欠状況を総合して評価する。

備考

関連ＵＲＬ: (準備中： 授業Webページへのリンク）

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 神経科学の最前線

科目キー 5301051025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 湯浅 茂樹 功刀 浩 中村 克樹

西野 一三 山村 隆 和田 圭司

青木 俊介 井上 高良 関口 正幸

石橋 英俊 泉 明宏 鈴木 泰行

年度

授業概要

シラバス 微細構造研究部 湯浅茂樹 9月27日（木）、10月4日（木）

タイトル：脳の発達と高次機能をつなぐ分子メカニズム

中枢神経系は膨大な数のニューロンが形成するネットワークから形成されており、このシステムによって意志、意

欲、感情、記憶のような高次脳機能が生じ、種々の行動として表現される。このシステムの制御は、ニューロン間の

接合部のシナプスにおける神経伝達と、神経細胞内のシグナル伝達過程を中心に行われており、更にグリアがこの

制御機構を修飾している。このような制御機構に関わる分子の異常により種々の高次機能障害が引き起こされるこ

とが、遺伝子欠損モデル動物の研究やヒトの症例の解析から明らかになっている。このような分子異常による高次

機能障害から、脳機能の分子制御機構が明らかになるとともに、このような病態をモデルとして特定の分子を標的と

して脳機能を改善する薬物の開発も可能となる。このような機能制御に関わる分子は多くの場合、成体の脳だけで

なく脳の発生、発達の過程でも重要な働きをしており、高次機能異常は発達過程の障害に起因する可能性も考えら

れている。この講義では、脳の構造の基本的知識から発生、発達の仕組みに至る形態学的基盤を解説し、これらの

知識をもとにして行動異常を示すモデル動物の解析例などから、高次脳機能の中でも記憶や情動が分子レベルで

どのようにコントロールされるかを２回の講義で説明する。

微細構造研究部 諸根信弘 10月11日（木）

講義タイトル：細胞膜の動的構造とナノメディシン

ナノメディシンとは、ナノテクノロジーを生かした医療技術にもとづく基礎医学研究である。組織や細胞の環境では、

脂質・タンパク質分子がナノサイズの集合体を構築して、これらがひとつの機能構造となる。このような微細構造を

高分解能で観察するナノレベルイメージングは、ナノメディシンの一端を担っている。例えば、細胞膜の厚さは、わず

か約５nm。この極端に薄い膜内での分子間相互作用によって、細胞膜はシグナル変換などの機能を発揮している。

細胞膜の基本概念は、シンガー・ニコルソンの流動モザイクモデルとして、現在でも世界中の教科書に掲載されてい

る。その後、膜分子の運動解析・シミュレーションにより、細胞膜が膜分子の拡散に対してコンパートメント化されて

いることが分かり、細胞質側表面を覆っている線維状タンパク質のネットワークである膜骨格との関連が注目されて

いる。電子線トモグラフィーにより、世界に先駆けて解明した膜骨格の3次元構造を中心に概説する。

モデル動物研究部 中村克樹 10月18日（木）

タイトル：大脳における視覚情報処理

眼でとらえた視覚情報を脳でどのように処理しているのかを解説する。本講義は、おもにサルを対象として得られた

神経生理学的研究の成果とヒトを対象として得られた脳機能画像研究の成果に基づく。特に、視床を介して後頭葉

の第一次視覚野に達した視覚情報は、頭頂葉へと向かう情報処理経路と側頭葉へと向かう情報処理経路の２つに

大きく分かれる。これら２つの情報処理経路の役割について紹介する。

モデル動物開発部 中原 潔 10月19日（金）

タイトル：意識の神経科学は可能か

物質であるはずの脳からヒトの精神（意識）はどのようにして生み出されるのか。誰でも一度はこの謎にとらわれたこ

とがあるのではないだろうか。物質と精神とはあまりにもかけ離れていて、そのつながりを想像することすらできな

い。これまで意識のメカニズムを神経科学的に研究することが、はばかられてきた面もあった。しかし近年、少なくと

も現代の科学的な研究が到達可能な範囲で、とくに視覚的意識の成立過程を研究しようとする動きが現れはじめ

た。本講義では、視覚的意識を科学的に研究するための糸口となるであろう現象（注意、視覚マスキング、盲視、両

眼視野闘争、半側空間無視など）や、これらに対する神経科学的なアプローチについて概説する予定である。

モデル動物研究部 石橋 英俊 10月25日（木）

タイトル：高次脳機能学習の脳内分子機構

物を覚える（学習する）とはどういうことか。現在の大脳生理学では、脳内の情報素子である神経細胞同士の結合パ

ターンが変化することによると考えられている。そうであるとして、学習の種類によって結合パターン変化の様式は異

なるのだろうか。本講義では霊長類特有の行動である道具使用の学習の脳内分子基盤を学び、この疑問を解く道

を探る。また、脳内分子の機能を実験的に操作（遺伝子工学的アプローチ）したときに学習がどのように影響を受け

るかを学び、現在の科学が脳をどこまで理解し、これからどのようにアプローチするかを考える。

モデル動物開発部 泉明宏 10月26日（金）

タイトル：言語の基盤としての音声・聴覚系

多くの動物にとって、音声によるコミュニケーションは社会生活の重要な基盤である。ヒトを含めた霊長類において

副題

授業の到達目標

2011年4月8日 442/905 ページ



科目名付クラス名 神経科学の最前線

科目キー 5301051025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

も、多様な音声を用いた複雑なコミュニケーションが見られるが、その中でヒトの言語はいくつかの面で独特である。

本講義では、まずヒトと他の霊長類の音声を中心としたコミュニケーションの比較を通して、ヒト言語の特徴について

概説する。続いて、音声コミュニケーションの基盤となる聴覚系の神経機構について、近年多くの研究がおこなわれ

るようになってきた大脳皮質聴覚野における情報処理、および他の高次領域への情報の流れを中心に紹介する。

免疫研究部 山村 隆 11月8日（木）

タイトル：神経科学と免疫学の境界に潜むもの：神経免疫学序論

現代生命科学の柱である神経科学と免疫学は、歴史的には、それぞれ独立して発展してきた。しかし、近年、両シス

テムがクロス・トークをすることや、共通の分子を利用していることなどが明らかになり、神経、免疫、内分泌まで含

めて、統合的に研究する姿勢が重要になってきた。また、病気の研究においても、免疫学的機序によって起こる神

経疾患（多発性硬化症など）が存在することから明らかなように、神経・免疫・内分泌をネットワークとして眺める研究

が求められている。このような背景から成立した新しい学問が「神経免疫学（Neuroimmunology）」である。本講義で

は、神経免疫学の概念や今後の流れなどについて最近の知見を中心に解説する。

疾病研究第七部 本田 学 11月15日（木）、森本雅子 11月16日（金）

タイトル：脳と情報環境

脳の複雑な高次情報処理過程は、化学反応を基盤とすることから、ある種の情報の存在や欠乏は、それに対応す

る物質の存在や欠乏と同じように、脳を介して生命活動に無視できない影響を及ぼす可能性をもっている。こうし

た、「脳における〈物質〉と〈情報〉の等価性」の原則をふまえて、情報環境と生命現象との関わりをあらためて吟味す

ると興味深い事実が見えてくる。例えば、〈物質・エネルギー〉の生体影響は、客観的指標のもと厳密な科学的検討

がなされているのに対して、〈情報〉の生体影響については、科学的検討、社会的関心、倫理的対応のいずれもが、

未だ萌芽的段階に留まっている。特に、物質次元における必須栄養素に対応する「必須情報」の存在可能性につい

ては、その概念すら近現代科学の俎上に載せられた形跡をみることができない。本連続講義では、脳と情報環境に

関するインターディシプリナリな研究の最前線について紹介する。

疾病研究第三部 功刀 浩 11月22日（木）

タイトル：ストレスとうつ病の神経科学」

うつ病は代表的なストレス性精神疾患の一つである。うつ病の生涯有病率はおよそ10から20％と言われ、非常に頻

度が高い。うつ病は、ストレスとなる人生の出来事を誘因として発症することが多く、憂鬱な気分、悲観的思考、易疲

労性、食欲低下、睡眠障害などの多彩な症状を呈し、その結果、自殺行動に至ることも少なくない。自殺者は近年で

は年間3万人を超え、わが国にとって重大な問題となっている。自殺は20から30歳台では死亡原因の第一位であり、

そうした自殺者の多くはうつ病ないしうつ状態に罹患している。ヒトは何故うつ病になり、自殺するのか？近年、そう

した謎を解明すべく、分子レベルの研究も盛んに行われるようになり、ストレスの生物学的研究は、神経科学の大き

なテーマとなっている。視床下部―下垂体―副腎系を代表とするストレス・ホルモンの機能異常や、ストレスと神経

新生や神経栄養因子による脳の可塑的な変化との関連などに関する知見が蓄積されている。それによって、ストレ

スからうつ病に至る機構やうつ病から回復する過程が徐々に明らかにされてきており、今後ますます研究が盛んに

なるものと考えられる。本講義では、以上のようなうつ病やストレスの神経科学の最前線について概説したい。

疾病研究第一部 野口 悟 11月29日（木）

タイトル：骨格筋の構造・機能と疾患

骨格筋は、動物個体の運動器官である。しかし、そればかりでなく、糖や脂質の代謝や体温維持といった様々な生

命現象に関わる側面を持つ。近年、骨格筋特異的なタンパク質の遺伝子だけでなく、様々な遺伝子の変異が遺伝

性筋疾患を引き起こすことが明らかとなってきている。本講義では、骨格筋の構造・機能・発生・分化などについて概

説すると共に、筋萎縮・筋肥大といった現象や筋疾患研究の最近のトピックについて、我々の研究を交えて紹介す

る。

疾病研究第一部 西野一三 11月30日（金）

タイトル： 筋ジストロフィーの分子病態

筋ジストロフィーは、筋線維の壊死と再生を主体とする進行性の遺伝性筋疾患と定義される。最も頻度の高いデュ

シェンヌ型筋ジストロフィーでは、筋鞘膜タンパク質ジストロフィンの欠損により、筋鞘膜が脆弱となり、筋線維の壊死

を来す。本講では、デュシェンヌおよびその他の筋ジストロフィーの病態について概説するとともに、筋ジストロフィー

研究の最新の成果についても触れる予定である。

疾病研究第三部 沼川忠広 12月6日（木）

タイトル 中枢神経系におけるストレスホルモン投与後の脳由来神経栄養因子（BDNF）の機能変化

うつ病患者の多くでは、視床下部―下垂体―副腎系(HPA系)の機能亢進による血中グルココルチコイド濃度の高値

が見出されている。一方で、うつ病の治療的な役割に脳由来神経栄養因子(BDNF)を介した神経の可塑的変化が関

与する可能性がある．今回、HPA系機能亢進のモデルとしてラット大脳皮質培養ニューロンにストレスホルモン（グ
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ルココルチコイド）を投与した場合、BDNFにより励起されるアミノ酸神経伝達物質放出量や細胞内カルシウム動態

における変化が観察されたので紹介する。さらに、幼若期の培養海馬ニューロンを用いて、グルココルチコイドによ

るニューロンの形態的変化、シナプス関連蛋白質の発現変化，ニューロンネットワーク形成の変化について解析し

たので紹介する。

遺伝子疾患治療研究部 鈴木 友子 12月7日（金）、12月21日（金）

タイトル：筋ジストロフィー対する遺伝子治療の開発

キーワード：筋ジストロフィー，ジストロフィン，遺伝子治療，ウイルスベクター

単一遺伝子疾患であるDuchenne型筋ジストロフィー（DMD）は、Ｘ染色体短腕にある巨大遺伝子の異常により発症

するが、遺伝子を元通りに修復する治療は未だ困難である。そこで、重要な部分のみを有するマイクロ・ジストロフィ

ン遺伝子を補う治療法の開発が期待される。また、遺伝子を生体に送り込む際には、ベクターと呼ばれる運び手ウ

イルスなどを使って遺伝子を導入するが、現在開発されている各種ベクタ&#8722;にはいずれも一長一短があり、さ

らなる改良が期待される。本講義では、マウスやイヌ・筋ジストロフィーモデルを使った実験的な遺伝子治療の成果

を中心に、根本的治療を目指した遺伝子治療法の開発について概説する。

疾病研究第４部 関口正幸 12月20日（木）

タイトル 情動の神経機構

脳はしばしばコンピュータに例えられる。「複雑な情報の処理を精緻に行う」という点においてこの比喩は的をえたも

のであろう。しかし脳の情報処理能力はコンピュータとは異なり、脳が持つもう一つの側面である「感情（情動）」に大

きく依存している。従って、感情の生成は情報処理と同様に脳の持つ重要な機能の一つと考えられ、これを生み出

す脳神経機構の理解は、脳の理解に極めて重要である。またその理解は感情に破綻を来した状態、つまりある種

の精神疾患の理解にも有用である。本講義では情動神経回路の基礎と、これに関連した最近のトピックスについ

て、我々のグループの研究も含めて紹介する。

診断研究部 井上 高良 1月10日（木）

タイトル：脳、神経系の設計図に迫る

ヒトの脳、神経系には１兆個を超える多種多様な細胞が存在し、それらが精妙な組織構築と機能ネットワークを組む

ことで我々の本能行動はもちろん、複雑な認知や思考、学習、記憶といった高次機能の発動が可能となっている。

本講では脳、神経系をかたちづくるプロセスとそれに必要な設計図（遺伝子プログラム）の一端が近年急速に明らか

にされてきた経緯を概説した上で、ヒト脳病態とこれら設計図との連関、ひいてはこれら設計図の系統進化的側面に

迫ろうとする我々の先導的研究内容を紹介する。

疾病研究第５部 荒木 敏之 1月17日（木）

タイトル：末梢神経系の機能と疾患

末梢神経系は感覚神経、交感神経など多岐にわたる機能を担い、その発生、病気との関連も様々である。また、末

梢神経は「再生能」という中枢神経系にはない特性をもつことから、末梢神経系に関する研究を応用して脳・脊髄の

疾患治療に役立てることが期待されている。講義では、末梢神経系の形成過程、疾患の発症機構、最新の研究の

話などを概説したい。

疾病研究第四部 和田圭司 1月18日（金）、1月24日（木）

第一回目 神経変性疾患を治そう

アルツハイマー病、パーキンソン病など神経変性疾患は神経細胞が死に陥り脳組織から脱落する慢性進行性の疾

患の総称である。根本的治療法がいまだ開発されておらず有効な薬物療法にも欠ける現実があるが、最近の研究

から、その発症には病因関連遺伝子・蛋白質の細胞内動態変化や転写・DNA修復など核内現象の変化が大きく関

わることが示され、神経細胞死だけでなく神経細胞機能不全という状態が発症を左右する重要な因子であることが

示されてきている。この神経細胞機能不全は可逆的な状態にあると考えられており、原因遺伝子産物の動態制御あ

るいはその除去による機能不全の修復こそが神経変性疾患の根本的治療実現に向けた一つの扉であると考えら

れるようになっている。本講義では根本的治療法開発について自験例を中心に紹介する。

第2回目 脳科学研究において忘れられていた主役：グリア

グリアは神経膠細胞とも表されるようにこれまで神経細胞の単なる支持細胞としての位置づけがなされてきた。しか

し最近の研究から、積極的に神経伝達を制御していることが明らかになってきている。我々はさらに進んで、神経細

胞とグリアという二者の関係でなく、広く末梢からの情報を検出し脳機能をダイナミックに制御しているであろうという

「生体情報センサーとしてのグリア」仮説を立ててその実証をめざしている。またグリアは精神・神経疾患の発症にも

関与し、新しい治療法を開発する上で大変重要な標的細胞でもある。このように、これまで脳科学研究といえば神経

細胞を中心に研究が進められてきたが、実はグリアはニューロン以上に重要な細胞でもある。本講義では忘れられ

ていた偉大な巨人「グリア」についてその研究成果を自験例を中心に紹介する。
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疾病研究第七部 花川 隆 1月25日（金）

タイトル：臨床神経科学のツールとしての脳機能イメージング

磁気共鳴機能画像などのイメージング技術の進歩により、人が自らの身体あるいは心

的表象を操作する際に脳に生じている活動のみならず、異なる脳領域間ネットワーク

のダイナミックな変化も測定できるようになってきた。近年の進歩が目覚しい脳波・

筋電図や経頭蓋磁気刺激などの同時測定技術も組み込んだ多モダリティ脳機能イメー

ジングは人が自らのこころの働きを理解するための道具を目指して進化し続けてい

る。本講ではこのような最新の脳機能イメージング技術を紹介するとともに、神経疾

患の診断や病態解明への応用を概説する。

疾病研究第四部 鈴木泰行 1月31日（木）

タイトル：神経細胞機能制御と神経変性疾患治療

神経変性疾患は、神経細胞の脱落を特徴とする中枢神経系疾患のひとつで、代表的なものとしてはアルツハイマー

病やパーキンソン病などがあげられる。これらの疾患には遺伝要因および環境要因が関係しているが、大部分は孤

発性に発症する。遺伝性神経変性疾患の原因遺伝子の一部が明らかとなり、その原因遺伝子をもとに、細胞レベ

ル及び個体レベルで研究が行われた結果、異常タンパク質による神経細胞機能障害とそれに続く神経細胞死という

孤発性疾患の理解にも通じる比較的共通のメカニズムが浮かび上がってきた。本講義では、神経細胞機能制御に

よる神経変性疾患治療の可能性について概説したい。

疾病研究第４部 青木俊介 2月1日（金）

タイトル：神経新生・再生制御に関する研究のトピックス

脳は極めて再生能の低い器官として古くから知られていた。近年の研究から脳にも神経幹細胞が存在し潜在的な

再生能を有していることが明らかにされ、脳研究分野に大きなインパクトを与えた。一方、G蛋白質共役型受容体

(GPCR)はヒトゲノムにコードされた最大の受容体ファミリーであり医薬品の大半がGPCRファミリー分子に作用し薬

効を発揮していることが明らかにされ、治療を目的とした人為的生体制御系を構築する上で欠くべかざる存在となっ

ている。最近になって多様なGPCRとその内在性リガンドが神経幹細胞の重要な制御に関わる事が報告されるよう

になり、薬物による脳再生への手がかりが得られつつある。本講義では神経幹細胞で働くGPCRに関する最新の知

見を基に中枢神経再生に対するGPCR作用薬剤の応用に関して概説する。

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 新エネルギー工学・太陽光発電

科目キー 5301051026

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 黒川 浩助

年度

授業概要 地球環境と世界エネルギー問題の観点から見た21世紀中葉から2100年程度の長期にわたるエネルギー供給構造

を概観し、本質的な持続性について議論するとともに、既存エネルギーシステムから始めて、太陽光発電を主体とす

る各種新エネルギー（太陽熱，風力，地熱，燃料電池など）の技術動向を概観する。

シラバス １．エネルギー基調

２．太陽光発電a：太陽電池製造技術

３．太陽光発電b：システム原理・設計・価値

４．太陽光発電c：使い方・分類

５．太陽光発電d：太陽光発電産業・住宅用システム；建材一体型PVシステム

６．太陽光発電e：［面展開］大型・砂漠システム；自律度型向上システム

７．太陽光発電f：ソーラープレーン・宇宙発電・将来動向

８．太陽熱・バイオマス

９．風力

10．燃料電池・核融合・地熱・蓄エネルギー

副題

教科書 パワーポイントファイルによるプレゼン（ハンドアウトを講義当日に配布）

参考文献

評価方法 講義終了後に，与えられた課題内容のレポートを提出・評価

備考

関連ＵＲＬ: http://www.tuat.ac.jp/~kurochan/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ゲノム情報工学

科目キー 5301051027

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 美宅 成樹

年度

授業概要 AGCTの繰り返しに過ぎないDNA上の「文字列」のうちに、生体の構造と機能を生み出す全情報が埋め込まれてい

る。しかもゲノムDNAは、遺伝子を構成しない「無意味な」部分を多数含んでいる。このようなゲノム塩基配列データ

から有益な情報を効率良く引き出すにはどのようなアプローチが必要なのか、理論的に、また実用的観点から検討

する。また、遺伝子として同定された塩基配列により予想されるタンパク質の構造から、生体内でのその生化学機能

を如何にすれば推定できるのか。さらにヒト疾患遺伝子との対応付けは如何にしてなされるのか、こうした点につい

ても詳しく論じる。

シラバス バイオインフォマティクスは、現在最も重要な境界領域の1つであり、生物学と他の学問分野をつなぐ重要な手法を

提供している。その中でも重要であり、解決困難な問題が、タンパク質の構造・機能の予測である。アミノ酸配列の

情報から、その断片の物理化学的な性質の組み合わせを経て、タンパク質の分子認識や立体構造の予測へと、ゲ

ノム情報解析の道筋について紹介する。

講義は3部構成とする。

１． 生物（細胞）構成

-タンパク質・DNA・RNAなどの細胞の部品

-各種の分子の細胞内局在と生物の階層性

２． 分子機械（タンパク質）の機能

-膜系の分子機械

-運動系の分子機械

３． 分子認識のメカニズムと配列上のシグナル予測

-タンパク質に対する新しい見方

-配列上のシグナルの探索

副題

教科書 「できるバイオインフォマティクス」 広川貴次・美宅成樹著 （中山書店）

「即活用のためのバイオインフォマティクス入門」 美宅成樹・広川貴次著（中山書店）

「遺伝子と運命」 ピーター・リトル著 美宅成樹訳 （講談社ブルーバックス）

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 447/905 ページ



科目名付クラス名 システムバイオロジー

科目キー 5301051028

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 上田 泰己

年度

授業概要 分子生物学は分子機構としての生命の理解が当面の課題であり、現在のところ個々の現象にかかわる遺伝子や蛋

白質を同定し、その性質を理解する事が主要な課題となっている。これと同時に網羅的な研究を指向するプロジェク

トも活発化している。ゲノムシーケンシングプロジェクトは典型的なもののひとつである。構成要素の網羅的データ収

集が進展すると、次に来る課題は、それらがどのように関係し、どのようなシステムを構成しているかを明らかにす

ることである。遺伝子や代謝ネットワークのダイナミクス、そしてそれらによってつくり出される構造、例えば、遺伝子

の発現制御、代謝反応、信号伝達のネットワークをシステムとして理解することを目的とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 448/905 ページ



科目名付クラス名 光電子素子

科目キー 5301051030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 上野山 雄 松島 裕一 平川 一彦

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 各先生によるオムニバス方式の講義です。

第１周期：（火曜日１限、２限）10/2, 10/9 ：上野山先生

第２周期：（火曜日１限）11/6, 11/13, 11/20, 11/27 ：平川先生

第３周期：（木曜日２限）11/29, 12/6, 12/13, 12/20 ：松島先生

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 449/905 ページ



科目名付クラス名 特別演習Ａ

科目キー 5301052001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 肇 松本 隆 加藤 勇

内田 健康 大木 義路 石山 敦士

岩本 伸一 宗田 孝之 井上 宏子

若尾 真治 柴田 重信 宇高 勝之

年度

授業概要 専攻内に設置した研究テーマ群ごと、または関連する複数研究テーマ群において、個々の研究テーマの中間段階

の研究発表に関して合同研究発表を行い、複数教員からの指導および学生間での意見交換を通して研究テーマの

推進や広い視野の育成、新研究テーマの創出を図る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 プレゼンテーションの評価

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 450/905 ページ



科目名付クラス名 特別演習Ｂ

科目キー 5301052002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 肇 松本 隆 加藤 勇

内田 健康 大木 義路 石山 敦士

岩本 伸一 宗田 孝之 井上 宏子

若尾 真治 柴田 重信 宇高 勝之

年度

授業概要 専攻内に設置した研究テーマ群ごと、または関連する複数研究テーマ群において、個々の研究テーマのまとめ段階

の研究発表に関して合同研究発表を行い、複数教員からの指導および学生間での意見交換を通して、研究テーマ

のまとめ方やその研究成果の応用、さらに新研究テーマへの展開に関する能力の育成を図る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 プレゼンテーションの評価

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 451/905 ページ



科目名付クラス名 電力システム理論演習Ａ

科目キー 5301052003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩本 伸一

年度

授業概要 電力系統理論に関する基本的な文献を輪講し、実習および討論を通して総合的理解をはかる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 452/905 ページ



科目名付クラス名 電力システム理論演習Ｂ

科目キー 5301052004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩本 伸一

年度

授業概要 電力系統理論に関する基本的な文献を輪講し、実習および討論を通して総合的理解をはかる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 453/905 ページ



科目名付クラス名 電力システム理論演習Ｃ

科目キー 5301052005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩本 伸一

年度

授業概要 電力系統理論に関する最新の文献を学会誌等より選び、検討を加え、最終的には各自の研究の完成を導く。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 454/905 ページ



科目名付クラス名 電力システム理論演習Ｄ

科目キー 5301052006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩本 伸一

年度

授業概要 電力系統理論に関する最新の文献を学会誌等より選び、検討を加え、最終的には各自の研究の完成を導く。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 455/905 ページ



科目名付クラス名 超電導応用演習Ａ

科目キー 5301052007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石山 敦士

年度

授業概要 1) 超電導応用機器、2) 電気機器の最適化設計 3) 生体磁気計測の３つの中から各自研究テーマを選び、必要とな

る知識（数値解析法など）と実験法（低温実験、生体磁気計測実験技術など）について学ぶとともに、当該テーマの

研究開発の現状について文献調査を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 456/905 ページ



科目名付クラス名 超電導応用演習Ｂ

科目キー 5301052008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石山 敦士

年度

授業概要 超電導応用演習Ａと同じであるが、調査研究に基づき修士論文の研究テーマについて計画を立てる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 457/905 ページ



科目名付クラス名 超電導応用演習Ｃ

科目キー 5301052009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石山 敦士

年度

授業概要 演習Ａ・Ｂを基礎として、各自が選択した研究のテーマに取り組み、ゼミナール形式での研究報告と討論を行う。これ

により、研究の進め方、問題打開の方策の探り方などを学ぶ。また、得られた研究成果を積極的に学会発表（国際

会議も含む）するとともに、修了までに査読付き論文を完成させることを目指す。これにより、研究の発表方法、まと

め方を体得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 458/905 ページ



科目名付クラス名 超電導応用演習Ｄ

科目キー 5301052010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石山 敦士

年度

授業概要 超電導応用演習Ｃと同じであるが、最終的に研究成果を「修士論文」としてまとめる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 459/905 ページ



科目名付クラス名 固体電子工学演習Ａ

科目キー 5301052011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 肇

年度

授業概要 固体電子工学研究のための基礎知識を修得するため、物性物理、物理化学の大学院生向けの解説書を輪読す

る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 460/905 ページ



科目名付クラス名 固体電子工学演習Ｂ

科目キー 5301052012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 肇

年度

授業概要 固体電子工学演習Ａに引き続き、固体電子工学研究のための基礎知識を修得するとともに、各自の研究テーマを

絞り込んでいくために、各自が興味をもったトピックスについて調査・勉学した内容のプレゼンテーションを行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 461/905 ページ



科目名付クラス名 固体電子工学演習Ｃ

科目キー 5301052013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 肇

年度

授業概要 各自の研究テーマの関連性に基づいてグループ分けして、研究に関連した学術雑誌の論文を輪読、または紹介す

る。毎週定められた時限に、研究室全体で各自の研究の進捗状況を発表し、ディスカッションを行う。また、この演習

の期間の内に、各自が２回研究の中間報告を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 462/905 ページ



科目名付クラス名 固体電子工学演習Ｄ

科目キー 5301052014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 尾崎 肇

年度

授業概要 固体電子工学演習Ｃに引き続き、各自の研究テーマの関連性に基づくグループにより、関連する学術論文を輪読、

紹介する。毎週定められた時限に、研究室全体で各自の研究の進捗状況を発表し、ディスカッションを行う。学会発

表のリハーサルや、学会聴講の報告会を適宜織り込む。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 463/905 ページ



科目名付クラス名 誘電体材料演習Ａ

科目キー 5301052015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大木 義路

年度

授業概要 「誘電体」は禁制帯幅の広い物質であり「光の時代」にとってきわめて重要であると同時に、絶縁材料としていつの

時代にも重要な材料である。本演習では、光ファイバ、光導波路、フォトニッククリスタル、電力絶縁に用いられる絶

縁材料を対象に、基礎的電気電子物性、光物性、特に、高電界やレーザ光、イオン、放射線などの照射下での電気

電子・光物性について内外主要文献を用いて研究する。原則として英文とし、原著論文の場合には、なるべく、

Phys。 Rev。、J。 Appl。 Phys。など評価の高い一流誌に掲載された最新ものとする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 464/905 ページ



科目名付クラス名 誘電体材料演習Ｂ

科目キー 5301052016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大木 義路

年度

授業概要 誘電体材料演習Ａに続く後期科目である。内容は誘電体材料演習Ａと同一。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 465/905 ページ



科目名付クラス名 誘電体材料演習Ｃ

科目キー 5301052017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大木 義路

年度

授業概要 誘電体材料演習Ａと同様に文献研究を行う。また、必要に応じて受講者各自の研究成果について検討を加える。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 466/905 ページ



科目名付クラス名 誘電体材料演習Ｄ

科目キー 5301052018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大木 義路

年度

授業概要 誘電体材料演習Ｃに続く後期科目である。内容は誘電体材料演習Ｃと同一。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 467/905 ページ



科目名付クラス名 フォトニクス演習Ａ

科目キー 5301052019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 勇

年度

授業概要 光子工学（Ｐｈｏｔｏｎｉｃｓ）と光子材料（Ｐｈｏｔｏｎｉｃ Ｍａｔｅｒｉａｌｓ）に関する基礎知識を修得させ、さらに光波と物質との相

互作用を理解させるために、毎年著書または論文を選択し、輪読を行う。さらに全員での議論を通して、各人の個性

をみがき、独創性、創造性を高めるように指導する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 468/905 ページ



科目名付クラス名 フォトニクス演習Ｂ

科目キー 5301052020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 勇

年度

授業概要 上記フォトニクスＡ演習Ａに引き続き、同様の指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 469/905 ページ



科目名付クラス名 フォトニクス演習Ｃ

科目キー 5301052021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 勇

年度

授業概要 光子工学（Ｐｈｏｔｏｎｉｃｓ）と光子材料（Ｐｈｏｔｏｎｉｃ Ｍａｔｅｒｉａｌｓ）の研究に関連した文献の調査、そして各人の研究に関

して行った実験、研究の成果を報告させ、各人の成果に基づきその研究に必要な理論、実験、計測技術の修得を

目的とした指導を行う。あわせて、学会での発表の仕方、また論文または報告書の書き方の指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 470/905 ページ



科目名付クラス名 フォトニクス演習Ｄ

科目キー 5301052022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 勇

年度

授業概要 上記フォトニクスA演習Ｃに引き続き、同様の指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 471/905 ページ



科目名付クラス名 機能フォトニクス演習Ａ

科目キー 5301052023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宇高 勝之

年度

授業概要 機能フォトニックデバイス・材料の基礎物理や動作原理の理解や関連技術動向に関して輪講及び実習に基づいた

演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 472/905 ページ



科目名付クラス名 機能フォトニクス演習Ｂ

科目キー 5301052024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宇高 勝之

年度

授業概要 機能フォトニックデバイス・材料の基礎の理解や技術動向を踏まえて新規デバイス・材料開発のための設計や実験

開発手法の演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 473/905 ページ



科目名付クラス名 機能フォトニクス演習Ｃ

科目キー 5301052025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宇高 勝之

年度

授業概要 機能フォトニックデバイス・材料の開発および高性能化のための手法について理論・実験面から演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 474/905 ページ



科目名付クラス名 機能フォトニクス演習Ｄ

科目キー 5301052026

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宇高 勝之

年度

授業概要 機能フォトニックデバイス・材料の高性能化やシステム応用のための手法についての演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 475/905 ページ



科目名付クラス名 コンピュータ援用電磁工学演習Ａ

科目キー 5301052027

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 若尾 真治

年度

授業概要 内外の研究組織との交流などを通じて、様々な電磁応用工学分野の第一線の研究成果に触れ、その研究の背景

や内容を理解する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 476/905 ページ



科目名付クラス名 コンピュータ援用電磁工学演習Ｂ

科目キー 5301052028

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 若尾 真治

年度

授業概要 コンピュータ援用電磁工学演習Ａ で出会った研究内容をもとに各自の研究テーマの方向付けを行い、関連の深い

内外の名著や最新の学術論文を輪講形式で文献研究し、各々の研究計画を明確化する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 477/905 ページ



科目名付クラス名 コンピュータ援用電磁工学演習Ｃ

科目キー 5301052029

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 若尾 真治

年度

授業概要 各自の研究テーマに関して必要となるシミュレーション技術の基礎演習を行うと同時に、研究の進捗状況や問題点

を討議し、その展開方向を模索する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 478/905 ページ



科目名付クラス名 コンピュータ援用電磁工学演習Ｄ

科目キー 5301052030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 若尾 真治

年度

授業概要 コンピュータ援用電磁工学演習Ｃに継続し、各自の研究テーマの展開を図ると同時に、研究成果のまとめ方と発表

方法（邦文・英文による論文作成など）を会得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 479/905 ページ



科目名付クラス名 学習型信号・情報処理システム演習Ａ

科目キー 5301052031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松本 隆

年度

授業概要 我々を取り巻く膨大なデータから意味のある情報を抽出する手法としての「学習」に関する基本原理を追及し、その

応用対象として21世紀における現役の問題を取り上げる。自らの研究発表、重要文献の輪講、それらを踏まえての

討議、国内外での論文発表、国内外研究機関との実質的討議・共同研究等を通じて研究の楽しさと厳しさを体験す

る。「対象」：バイオメトリック個人認証、顔画像検出・認識、動画像追跡・認識、オンライン変化検出、たんぱく質構造

予測、遺伝子発現ネットワーク予測、オンライン文字認識、信号処理用CMOS回路等「手法」：階層Bayes 的学習・推

定・予測、Markov Chain Monte Carlo実装、Sequential Monte Carlo実装、Boosting、信号処理用CMOS回路設計手

法等

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 480/905 ページ



科目名付クラス名 学習型信号・情報処理システム演習Ｂ

科目キー 5301052032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松本 隆

年度

授業概要 演習Ａで出会った研究テーマを理解するとともに、そこに存在する問題点を例にとり、信号・情報処理分野の研究と

して取り扱うための基本的考え方に関する基礎演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 481/905 ページ



科目名付クラス名 学習型信号・情報処理システム演習Ｃ

科目キー 5301052033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松本 隆

年度

授業概要 学習型信号・情報処理システム演習Ａ、Ｂに接続し、これまでに体得した知見、技術を踏まえ､自らのアイデアを構築

する訓練をする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 482/905 ページ



科目名付クラス名 学習型信号・情報処理システム演習Ｄ

科目キー 5301052034

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 松本 隆

年度

授業概要 これまでに集積した知見、アイデア、技術、手法などをもとに学術論文を作成、国内外の学会、国際会議などへの投

稿、会議への参加手法など具体的方策についても訓練を行う。内外の研究機関との共同研究等を通じ、当該分野

の第一線の研究成果に触れる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 483/905 ページ



科目名付クラス名 アドバンス制御演習Ａ

科目キー 5301052035

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邊 亮

年度

授業概要 １）制御工学に関する知識の深化、およびコミュニケーション能力の向上を目的に、各自の研究テーマに関連する文

献研究をおこない、その結果をゼミナール形式で発表する。 ２）制御工学の新たな展開を目的に、各自のオリジナ

ルな研究成果について、議論をおこなう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 484/905 ページ



科目名付クラス名 アドバンス制御演習Ｂ

科目キー 5301052036

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邊 亮

年度

授業概要 １）制御工学に関する知識の深化、およびコミュニケーション能力の向上を目的に、各自の研究テーマに関連する文

献研究をおこない、その結果をゼミナール形式で発表する。 ２）制御工学の新たな展開を目的に、各自のオリジナ

ルな研究成果について、議論をおこなう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 485/905 ページ



科目名付クラス名 アドバンス制御演習Ｃ

科目キー 5301052037

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邊 亮

年度

授業概要 １）制御工学に関する知識の深化、およびコミュニケーション能力の向上を目的に、各自の研究テーマに関連する文

献研究をおこない、その結果をゼミナール形式で発表する。 ２）制御工学の新たな展開を目的に、各自のオリジナ

ルな研究成果について、議論をおこなう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 486/905 ページ



科目名付クラス名 アドバンス制御演習Ｄ

科目キー 5301052038

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邊 亮

年度

授業概要 １）制御工学に関する知識の深化、およびコミュニケーション能力の向上を目的に、各自の研究テーマに関連する文

献研究をおこない、その結果をゼミナール形式で発表する。 ２）制御工学の新たな展開を目的に、各自のオリジナ

ルな研究成果について、議論をおこなう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 487/905 ページ



科目名付クラス名 インテリジェント制御演習Ａ

科目キー 5301052039

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 内田 健康

年度

授業概要 システム制御分野における研究開発の基礎的となる数理的な展開能力を養うために、基本的な本、文献の輪講お

よび関連した演習をおこなう。そのテーマは、数学、物理、科学、生物などの自然科学の基礎理論から、信号理論、

情報理論、制御理論、システム理論など工学の基礎理論までの広い範囲の中から選ぶ予定である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 488/905 ページ



科目名付クラス名 インテリジェント制御演習Ｂ

科目キー 5301052040

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 内田 健康

年度

授業概要 システム制御分野はその分野の中に体系化を目指す自己深化力を持っているが、一方では、システム制御を必要

とする電気、機械、化学、経営、社会など様々な分野との交流・共同・融合を通して、新しい方向への発展を遂げる

ことができる。様々な分野におけるシステム制御の過去、現状、未来について調査、報告、議論をおこなう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 489/905 ページ



科目名付クラス名 インテリジェント制御演習Ｃ

科目キー 5301052041

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 内田 健康

年度

授業概要 システム制御分野における基礎理論から応用研究まで、最新の研究成果について文献研究をおこなう。文献を読

み、報告をおこない、議論する。報告する文献の内容についての理解を深めるばかりではなく、文献の調査の方法、

読み方、整理の仕方、報告・発表の方法についても学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 490/905 ページ



科目名付クラス名 インテリジェント制御演習Ｄ

科目キー 5301052042

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 内田 健康

年度

授業概要 システム制御分野における理論的展開、解析・設計アルゴリズムの開発、実システムの応用など各自の研究課題

に関して、研究経過・成果の報告をおこない議論し、研究の方向を探る。研究の進め方、研究経過・成果の整理の

仕方、報告の仕方、発表の技術についても学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 491/905 ページ



科目名付クラス名 情報学習システム演習Ａ

科目キー 5301052043

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村田 昇

年度

授業概要 輪講形式で基本的な文献、および最新の研究成果に関する論文等に触れることによって、学習理論分野の研究の

背景、内容、最近の流れを理解する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 492/905 ページ



科目名付クラス名 情報学習システム演習Ｂ

科目キー 5301052044

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村田 昇

年度

授業概要 各自の研究テーマの方向に沿って更に最新の文献を読み進めるとともに、計算機実験に必要とされる技術の基礎

演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 493/905 ページ



科目名付クラス名 情報学習システム演習Ｃ

科目キー 5301052045

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村田 昇

年度

授業概要 各自の研究テーマの展開方向に関して理解を深めるために、方法論の問題点等を討論する。また数値実験などを

通じて自分の考えを実装する方法を学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 494/905 ページ



科目名付クラス名 情報学習システム演習Ｄ

科目キー 5301052046

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 村田 昇

年度

授業概要 情報学習システム演習Ｃに続き、研究テーマの発展を企るとともに、研究成果の総括の仕方(論文作成など)・発表

の仕方(学会発表など)を修得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 495/905 ページ



科目名付クラス名 薬理学演習Ａ

科目キー 5301052047

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 重信

年度

授業概要 大学院で研究を開始するに当たって、薬理の基本的知識について講義する。薬が効く仕組みを学ぶためには、生体

の生理機構を細胞生物学的、生化学的さらに分子生物学的に理解する必要がある。そこでここでは特定の薬物に

ついて、その作用機構の生理学的側面のみならず、分子機構について深く理解するよう努める。生体の恒常性維持

には神経性、免疫性、ホルモン性の制御が重要であることが認識されている。この演習ではこれらの生体制御系の

相互作用の理解と、制御系に関わる薬物についての理解を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 496/905 ページ



科目名付クラス名 薬理学演習Ｂ

科目キー 5301052048

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 重信

年度

授業概要 ここでは、特に脳に関わる神経生理や精神薬理にかかわる、論文の輪読を行う。また、脳に関わる一般的な知識の

習得にも努める。向精神薬の中から代表的な薬物を拾い上げ、最近の研究動向について調べ、薬理作用の考え方

の変遷を理解する。学生は興味ある向精神薬あるいは精神異常誘発物質に関する原著論文等を読み、研究遂行

の問題点の把握や、議論の進め方について学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 497/905 ページ



科目名付クラス名 薬理学演習Ｃ

科目キー 5301052049

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 重信

年度

授業概要 ここでは主に、高血圧や心筋梗塞などの循環器疾患や糖尿病をはじめとする生活習慣病の成因機構について調

べ、現在の薬物治療の実際を学び、その薬理作用の解明の現状を理解する。またこれらの疾患モデル動物の開発

の現状についても学び、動物実験が如何にヒトの研究に役立つかを理解する。学生は上記疾病の治療に関わる薬

物に関する原著論文等を読み、研究遂行の問題点の把握や、議論の進め方について学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 498/905 ページ



科目名付クラス名 薬理学演習Ｄ

科目キー 5301052050

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 重信

年度

授業概要 体内時計の研究は最近の時計遺伝子の発見以来急速に進んでいる生物学的研究領域である。精神疾患のみなら

ず、心筋梗塞、気管支喘息などの発症に時刻依存性があることから、時間治療という研究分野も誕生した。さらに、

喘息予防のテオフィリン製剤は時刻に配慮して投薬するという時間薬理の考え方も考慮されるようになって来た。本

演習はこのような体内時計の仕組みを学び、疾病と体内時計の関係を広くかつ深く学ぶことを目的とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 499/905 ページ



科目名付クラス名 神経化学演習Ａ

科目キー 5301052051

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 宏子

年度

授業概要 神経細胞が刺激を受容した後細胞内で様々な反応が起こりる。こうした反応に関わる分子について基本的な知識を

修得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 500/905 ページ



科目名付クラス名 神経化学演習Ｂ

科目キー 5301052052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 宏子

年度

授業概要 細胞の情報伝達に関連する総説を読み、これまでの研究成果を学習する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 501/905 ページ



科目名付クラス名 神経化学演習Ｃ

科目キー 5301052053

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 宏子

年度

授業概要 神経細胞の情報伝達や神経の再生に関連する最近の研究論文を読み、今後の研究について論じる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 502/905 ページ



科目名付クラス名 神経化学演習Ｄ

科目キー 5301052054

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 宏子

年度

授業概要 神経細胞を分子レベルで研究するのに有効な手法について、文献を題材に演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 503/905 ページ



科目名付クラス名 構造生物学演習Ａ

科目キー 5301052055

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 胡桃坂 仁志

年度

授業概要 構造生物学を理解するために必要な、分子生物学、生化学、細胞生物学、遺伝学などの基礎的な理解に関して輪

講及び実習に基づいた演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 504/905 ページ



科目名付クラス名 構造生物学演習Ｂ

科目キー 5301052056

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 胡桃坂 仁志

年度

授業概要 構造生物学のための材料である、タンパク質、RNA、DNAなどの生体高分子の調製法の理解や、それらの基礎的な

取り扱い手法の演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 505/905 ページ



科目名付クラス名 構造生物学演習Ｃ

科目キー 5301052057

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 胡桃坂 仁志

年度

授業概要 構造生物学を理解するために必要な、分子生物学、生化学、細胞生物学、遺伝学などの基礎的な理解を踏まえて、

これらの手法から得られる情報の構造生物学的な解釈のための演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 506/905 ページ



科目名付クラス名 構造生物学演習Ｄ

科目キー 5301052058

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 胡桃坂 仁志

年度

授業概要 生体高分子の生化学的な解析法および構造生物学的な測定法の理解と、得られる情報の解釈手法を、タンパク

質、RNA、DNAなどを用いて行い、生体高分子の反応機構を分子レベルで理解するための演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 507/905 ページ



科目名付クラス名 光物性工学演習Ａ

科目キー 5301052059

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宗田 孝之

年度

授業概要 固体の光物性に関する基本的な教科書を輪講し、研究遂行上必要な基礎知識の習得を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 508/905 ページ



科目名付クラス名 光物性工学演習Ｂ

科目キー 5301052060

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宗田 孝之

年度

授業概要 超高速分光法の固体物理全般への応用を扱った最近の論文を題材にして演習指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 509/905 ページ



科目名付クラス名 光物性工学演習Ｃ

科目キー 5301052061

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宗田 孝之

年度

授業概要 生体組織の分光観察、たとえば各種病変に存在する正常細胞にはない分子の振動を利用する分光診断など、を行

うために必要な最適分光計測法の探索に関する文献調査、輪講や討論を通じて演習指導を行う。探索に関する文

献調査、輪講や討論を通じて演習指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 510/905 ページ



科目名付クラス名 光物性工学演習Ｄ

科目キー 5301052062

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宗田 孝之

年度

授業概要 蛍光ラベリング法にとどまらず、生理的条件下で生体分子を分光観察するために必要な実験技術の開発ならびに

その応用のために解決しなければならない問題等に関する討論を通じて、演習指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 511/905 ページ



科目名付クラス名 生命システム演習Ａ

科目キー 5301052063

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高松 敦子

年度

授業概要 細胞集団、個体集団などの集合的挙動についての実験と数理モデル化と応用研究の基礎知識を習得するために

論文の輪講を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 512/905 ページ



科目名付クラス名 生命システム演習Ｂ

科目キー 5301052064

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高松 敦子

年度

授業概要 細胞集団、個体集団などの集合的挙動についての実験と数理モデル化と応用研究についての、実験計画指導をお

こなう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 513/905 ページ



科目名付クラス名 生命システム演習Ｃ

科目キー 5301052065

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高松 敦子

年度

授業概要 細胞集団、個体集団などの集合的挙動についての実験と数理モデル化と応用研究について、実験結果の理論的

検討の指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 514/905 ページ



科目名付クラス名 生命システム演習Ｄ

科目キー 5301052066

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高松 敦子

年度

授業概要 これまでの研究成果についての纏め方、論文・発表における論理展開の仕方について学び、討論形式の演習を行

う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 515/905 ページ



科目名付クラス名 細胞分子ネットワーク演習Ａ

科目キー 5301052067

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩崎 秀雄

年度

授業概要 生物リズムや細胞分化など、動的で複雑な生命現象を分子レベルで理解するための重要な論文を採り上げ、輪講

する。その過程で、論文読解、プレゼンテーションの基本をしっかり身につけて貰う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 516/905 ページ



科目名付クラス名 細胞分子ネットワーク演習Ｂ

科目キー 5301052068

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩崎 秀雄

年度

授業概要 生物時計研究は、分子生物学、生理学、生態学、心理学、医学、数理など多岐に渡って展開してきた。このため、そ

の研究経緯は、生命について柔軟かつ多面的に考える上で大いに参考になる。18世紀以来の研究の展開経緯を、

折々の文献・書籍を題材として幅広く議論する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 517/905 ページ



科目名付クラス名 細胞分子ネットワーク演習Ｃ

科目キー 5301052069

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩崎 秀雄

年度

授業概要 各自の実験研究に利用することを念頭に置きながら、動的な遺伝子発現・生体分子の細胞内の挙動の把握のため

に不可欠な、生物発光・蛍光を用いた生体分子イメージング法や新たなモニタリング法の最新の文献の輪講を行

う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 518/905 ページ



科目名付クラス名 細胞分子ネットワーク演習Ｄ

科目キー 5301052070

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩崎 秀雄

年度

授業概要 細胞分子ネットワークについての実験計画の指導および実験結果の理論的な検討を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 519/905 ページ



科目名付クラス名 分子細胞生物学演習Ａ

科目キー 5301052071

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 岡野 俊行

年度

授業概要 生命の維持に不可欠な、生体応答の基本的な分子メカニズムを理解するために、重要な論文をとりあげ輪読する。

その過程で、論文読解・プレゼンテーションの基本を身につける

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 520/905 ページ



科目名付クラス名 分子細胞生物学演習Ｂ

科目キー 5301052072

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 岡野 俊行

年度

授業概要 分子と分子がどのように結びつき、細胞をはじめとする高次生物機能を構成しているのか、という重要なテーマに答

えるために、各生命科学分野において展開されつつある研究の現状について、当該分野のこれまでの発展の経緯

をふまえながら、文献を題材として幅広く議論する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 521/905 ページ



科目名付クラス名 分子細胞生物学演習Ｃ

科目キー 5301052073

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 岡野 俊行

年度

授業概要 各自の実験研究に対する応用を念頭におきつつ、生体における情報の伝達や統御の仕組みを理解することを目指

して、そのために不可欠な、分子生物学・神経科学・生化学・生理学など広範囲にわたる知識の習得のため、最新

の学術論文の輪講を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 522/905 ページ



科目名付クラス名 分子細胞生物学演習Ｄ

科目キー 5301052074

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 岡野 俊行

年度

授業概要 生体諸機能の分子レベル・細胞レベルからの理解と新知識の発見を目指し、研究についての実験指導、および実

験結果の考察と議論を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 523/905 ページ



科目名付クラス名 確率的情報処理演習Ａ

科目キー 5301052075

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 真郷

年度

授業概要 輪講形式で、確率的情報処理の応用分野を学ぶ。具体的には、誤り訂正符号などの情報理論・情報統計力学、及

び遺伝・遺伝子発現調節などの生命情報を学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 524/905 ページ



科目名付クラス名 確率的情報処理演習Ｂ

科目キー 5301052076

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 真郷

年度

授業概要 C#などのプログラミング言語を様々な課題を通して習得し，各種アルゴリズムを学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 525/905 ページ



科目名付クラス名 確率的情報処理演習Ｃ

科目キー 5301052077

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 真郷

年度

授業概要 各自の研究テーマに即して、理論計算及び数値計算の両方を実際に行い、直面した問題等を討論する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 526/905 ページ



科目名付クラス名 確率的情報処理演習Ｄ

科目キー 5301052078

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 真郷

年度

授業概要 各自の研究テーマについて，学会発表方法及び論文の書き方を実践的に学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 527/905 ページ



科目名付クラス名 電子・光子材料学演習Ａ

科目キー 5301052079

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 正和

年度

授業概要 各種電子材料について、その作製法や設計論などについて、実験を中心とした演習を行い、関連する研究の基礎

的背景を調査しながら考察を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 528/905 ページ



科目名付クラス名 電子・光子材料学演習Ｂ

科目キー 5301052080

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 正和

年度

授業概要 各種電子材料について、その作製法や設計論などについて、実験を中心とした演習を行い、関連する研究の実用

的領域を調査しながら考察を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 529/905 ページ



科目名付クラス名 電子・光子材料学演習Ｃ

科目キー 5301052081

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 正和

年度

授業概要 各種電子材料について、その作製法や設計論などについて、実験を中心とした演習を行い、関連する研究の世界

的動向を調査しながら考察を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 530/905 ページ



科目名付クラス名 電子・光子材料学演習Ｄ

科目キー 5301052082

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 正和

年度

授業概要 各種電子材料について、その作製法や設計論などについて、実験を中心とした演習を行い、関連する研究の将来

展望を調査しながら考察を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 531/905 ページ



科目名付クラス名 量子材料学演習Ａ

科目キー 5301052083

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武田 京三郎

年度

授業概要 有限の大きさを有する分子・クラスター群の電子状態を記述するための分子軌道理論を修得し、理論計算による物

質設計を視野に入れた実例を通してその演習を行ない、理解を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 532/905 ページ



科目名付クラス名 量子材料学演習Ｂ

科目キー 5301052084

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武田 京三郎

年度

授業概要 有限の大きさを有する分子・クラスター群の電子状態を記述するための分子軌道理論を修得し、理論計算による物

質設計を視野に入れた実例を通してその演習を行ない、理解を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 533/905 ページ



科目名付クラス名 量子材料学演習Ｃ

科目キー 5301052085

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武田 京三郎

年度

授業概要 結晶性物質群の電子状態を記述するためのバンド構造理論を修得し、その演習を通して理解を深める。特に電子

構物が物質の電子物性を如何に決定するかを理論的に考察する事に重みを置く。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 534/905 ページ



科目名付クラス名 量子材料学演習Ｄ

科目キー 5301052086

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 武田 京三郎

年度

授業概要 結晶性物質群の電子状態を記述するためのバンド構造理論を修得し、その演習を通して理解を深める。特に電子

構物が物質の電子物性を如何に決定するかを理論的に考察する事に重みを置く。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 535/905 ページ



科目名付クラス名 半導体工学演習Ａ

科目キー 5301052087

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀越 佳治

年度

授業概要 学部で勉強した固体物性論、半導体の物理、量子論を基礎に、結晶解析、半導体物性に関する基本的な書物につ

いて輪講を行い、半導体の本質を理解させる。これにより本研究室でエピタキシャル結晶成長、半導体物性、半導

体デバイスの研究を遂行するための最低限の基礎を作る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 536/905 ページ



科目名付クラス名 半導体工学演習Ｂ

科目キー 5301052088

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀越 佳治

年度

授業概要 半導体物性、半導体デバイスに関する、さらにレベルの高い文献について各自に調査、発表させるとともに、議論を

通じ、それぞれの研究テーマとの関連を明らかにさせる。これによって各自が研究テーマをよく理解し、かつ研究の

進め方について具体的なイメージがつかめるように指導する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 537/905 ページ



科目名付クラス名 半導体工学演習Ｃ

科目キー 5301052089

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀越 佳治

年度

授業概要 化合物半導体のエピタキシャル成長の研究、化合物半導体の基本的な物性研究をおこなうため、分子線エピタキ

シャル成長技術を修得し、必要な半導体デバイス構造を自分自身の手で作り出す訓練を行う。これによって自分で

製作した半導体レーザ、高速トランジスタなど化合物半導体を用いた各種デバイスの研究をすすめ、デバイス特性

と材料物性の相関について理解を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 538/905 ページ



科目名付クラス名 半導体工学演習Ｄ

科目キー 5301052090

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀越 佳治

年度

授業概要 超格子、量子細線、量子ドットなど低次元電子物性に関する研究を行う。いろいろなポテンシャル形状における量子

準位の計算、キャリヤ局在の計算を行う。そして実際に製作した低次元電子構造におけるフォトルミネッセンスおよ

びラマンスペクトルから推定される構造と比較する。この比較を出発点に材料の問題を抽出するとともにナノテクノロ

ジーへの発展を図る。さらにナノテクノロジーを基礎にした新しい原理に基づくデバイスの実現をはかる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 539/905 ページ



科目名付クラス名 半導体ナノテクノロジー演習Ａ

科目キー 5301052091

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大泊 巌 川原田 洋 庄子 習一

堀越 佳治

年度

授業概要 半導体工学演習Ａに準じる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 540/905 ページ



科目名付クラス名 半導体ナノテクノロジー演習Ｂ

科目キー 5301052092

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大泊 巌 川原田 洋 庄子 習一

堀越 佳治

年度

授業概要 半導体工学演習Ｂに準じる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 541/905 ページ



科目名付クラス名 半導体ナノテクノロジー演習Ｃ

科目キー 5301052093

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大泊 巌 川原田 洋 庄子 習一

堀越 佳治

年度

授業概要 半導体工学演習Ｃに準じる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 542/905 ページ



科目名付クラス名 半導体ナノテクノロジー演習Ｄ

科目キー 5301052094

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大泊 巌 川原田 洋 庄子 習一

堀越 佳治

年度

授業概要 半導体工学演習Ｄに準じる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 543/905 ページ



科目名付クラス名 医用機械工学研究

科目キー 5301060001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅津 光生 井街 宏

年度

授業概要 主として生体の血液循環系にかかわる機能を工学的観点からシステム的にとらえ、その挙動の本質を明確化する。

さらに、その過程で得られた知見を基に関連技術を駆使して、人工臓器開発等の応用研究を進る。研究推進上必

要とされる医学、生理学、生物学に関しては工学をベースにそれらを理解、解釈するための最低限の学習を並列し

て行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 544/905 ページ



科目名付クラス名 バイオ・ロボティクス研究

科目キー 5301060002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高西 淳夫 藤本 浩志

年度

授業概要 「ロボットにとって究極のお手本は人間（生物）である」を基礎においた人間形ロボット「ヒューマノイド」の設計論、制

御手法および、その応用技術の確立を目指し、機械モデルを伴った実証的研究を進める。 現在の研究テーマは、

主として人間の脳を中心とする中枢神経系と心理機能（認知・感情）および運動機能との関係性に着目しており、2

足ヒューマノイドロボット、人間形頭部ロボット、咀嚼ロボット、顎関節障害者用開閉口訓練ロボット、フルート演奏ロ

ボットおよびラット形ロボットの開発などがある。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 545/905 ページ



科目名付クラス名 メディカル・ロボティクス研究

科目キー 5301060003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 藤江 正克 小林 茂昭

年度

授業概要 超高齢社会の到来を前に、人類の役に立つロボット実現に対する基本的技術を研究する。具体的には、高齢者の

日常生活を支援するロボットシステムや低侵襲外科治療を支援するロボットを対象に、人間とロボットのい共生技

術、人間の身体を構成する各部分の構成する要素の工学的解明・機械システムによるハンドリング技術などが現在

取り組んでいる課題である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 546/905 ページ



科目名付クラス名 生物電子計測・制御研究

科目キー 5301060004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅津 光生 戸川 達男

年度

授業概要 医用電子計測または制御に関するテーマを各自定め、それを実施するための研究を実施する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 547/905 ページ



科目名付クラス名 生命設計解析システム研究

科目キー 5301060005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高西 淳夫 柳澤 政生

年度

授業概要 生命設計解析システムの構成素子であるＬＳＩからコンピュータを結ぶネットワークまで幅広い範囲からテーマを選

び，システム設計と解析、ならびに、計算機支援設計（CAD: Computer-Aided Design）手法に関して，基礎理論から

実践的な応用までの研究を行う。計算機プログラミング、情報ネットワーク、コンピュータ・アーキテクチャなどが修得

されていることが前提となる。研究対象となるシステムとしては，ヒトゲノム解析手法の開発と並列化、医用画像処

理，ユビキタスネットワーク，匿名化技術、などが挙げられる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 548/905 ページ



科目名付クラス名 分子生殖生物学研究

科目キー 5301060006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中村 正久

年度

授業概要 脊椎動物の性決定と性分化機構を解明することを目的として研究を行う。特に、両生類から爬虫類、鳥類、哺乳類

が進化したと考えられているので、両生類を用いて研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 549/905 ページ



科目名付クラス名 分子生物学研究

科目キー 5301060007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 東中川 徹

年度

授業概要 発生・分化の過程において一旦樹立された遺伝子発現状態が細胞分裂を経ても安定に維持される現象は、20世紀

初頭から「決定」と呼ばれその機構の解明が待たれていた。 近年、問題をより絞り込みこの現象を ”Cell Memory ”

とも呼び、遺伝子複製を通じての遺伝子発現状態の維持に焦点をあてて研究が開始されている。しかし、その分子

機構はまったく解っていないといってよい。本研究室ではこの問題を中心テーマとして多角的に研究を進める。

シラバス 各自の実験研究を個々に指導する。

副題

教科書 なし

参考文献 原著論文

評価方法 月２回のプログレスレポートで評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 550/905 ページ



科目名付クラス名 システム医生物学研究

科目キー 5301060008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆

年度

授業概要 幹細胞の自己複製能・分化方向付・アポトーシスは、それを取り囲む周辺細胞との相互作用によって調節されてい

る。正常幹細胞あるいは腫瘍幹細胞との共培養で形成されるＣＯＢＢＬＥ ＳＴＯＮＥＳ ＡＲＥＡをモデルとして用いる

ことによって、この細胞社会システムの理解を

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 551/905 ページ



科目名付クラス名 統合脳科学研究

科目キー 5301060009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 筒井 和義

年度

授業概要 生体調節、本能と意欲、記憶・学習などの脳制御システムの新しい理解に向けた統合脳科学研究を行う。

シラバス 生体調節、本能と意欲、記憶・学習などの脳制御システムの新しい理解に向けた統合脳科学研究を行う。まず新

規脳分子を同定し、それらの作用を細胞・神経回路・個体の各レベルから解析することにより、生体調節、本能と意

欲、記憶・学習の新しい脳制御システムを解明する。これらのテーマについて毎週、研究報告を行わせることによっ

て研究の進め方の妥当性、進捗状況、成果の発表の仕方について習熟させる。

副題

教科書 なし

参考文献 最新の論文を対象にする

評価方法 研究と発表の内容によって評価する

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 552/905 ページ



科目名付クラス名 分子遺伝学研究

科目キー 5301060010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大山 隆

年度

授業概要 現在、クロマチンを舞台とした遺伝子発現制御の研究が世界中で盛んに行われている。しかし、ゲノムDNAをクロマ

チン内に機能的に折り畳む分子機構は依然として不明である。本研究室では、この機構を解明するために、DNAの

高次構造や物理的特性がクロマチンや染色体の構築と遺伝子発現制御に果たす役割の解明を中心として、様々な

研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 553/905 ページ



科目名付クラス名 生命分子工学研究

科目キー 5301060011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄

年度

授業概要 生体高分子に相互作用し、細胞機能を調節するため、低分子プローブの設計および合成を行う。また、それらの化

合物の機能解析を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 554/905 ページ



科目名付クラス名 生命分子合成化学研究

科目キー 5301060012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄 竜田 邦明

年度

授業概要 生命は複雑なシステムの上に構築されているが、それらは細胞内に存在する様々な生命分子の有機的な働きに支

えられている。生命分子合成化学研究では、細胞機能を調節する分子の構造と機能を分子論的に解明するととも

に、細胞内の様々な受容体のなかから、目的の受容体に特異的に結合し、選択的な機能発現が可能な細胞機能

調節分子の設計および合成を行う。また、分子工学的見地から、有機金属化学や不斉合成法を活用した細胞機能

調節物質等の効率的実用合成法を開発する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 555/905 ページ



科目名付クラス名 応用分光学研究

科目キー 5301060013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 宗田 孝之 梅津 光生 會沢 勝夫

年度

授業概要 超音波や核磁気共鳴法などを用いた画像診断が臨床医療に導入され、病変の有無の特定に威力を発揮している。

しかしこれら画像診断法は分子レベルでの病態の程度を正確には把握できない。この現状を打破する目的で，各種

分光法とレーザー技術による生体光物性解明とそれらの臨床医療への応用に関する研究・開発を行う。例えば、病

変細胞・組織と正常なそれらの間にある分子レベルでの差異は分子振動スペクトルに反映されることを利用して、分

光学的に病変の有無のみならず病態の程度をも知りうる分子振動による分光診断法の研究・開発を行う。さらに低

侵襲手術法としての、分子振動を共鳴励起するレーザーを用いた病変分子切断法の原理の研究や装置の開発も

行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 556/905 ページ



科目名付クラス名 実験生物物理学研究

科目キー 5301060014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石渡 信一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 557/905 ページ



科目名付クラス名 理論生物物理学研究

科目キー 5301060015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石渡 信一 高野 光則

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 558/905 ページ



科目名付クラス名 分子生物物理学研究

科目キー 5301060016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 木下 一彦

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 559/905 ページ



科目名付クラス名 活性分子有機化学研究

科目キー 5301060017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中田 雅久 浅野 茂隆

年度

授業概要 生物活性化合物の全合成を中心とした研究を展開する。全合成研究のみならず全合成研究に必要な反応、方法論

の開発、及び全合成研究から得られる生物活性化合物を利用した生物有機化学的研究を行なう。また生物活性化

合物の活性発現機構、生体高分子（蛋白質、核酸等）による分子認識機構などを設計・合成した低分子化合物を用

い分子レベルで解明する研究を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 560/905 ページ



科目名付クラス名 無機バイオテクノロジー研究

科目キー 5301060018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆

年度

授業概要 バイオテクノロジーに用いる希土類錯体蛍光ラベル剤の開発。核酸において塩基配列特異的に二本鎖を切断する

金属錯体の合成とそのヌクレアーゼ機能の評価。DNAチップ、マイクロDNAシークエンサーの開発。イムノアッセイに

おける新様式アッセイ系の開発。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 561/905 ページ



科目名付クラス名 生体制御研究

科目キー 5301060019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 並木 秀男

年度

授業概要 細胞の増殖、分化、あるいは死は生物個体において調節、制御されている。本研究では、培養細胞あるいは実験小

動物を用いて、細胞増殖、細胞死とその救済、細胞外基質と形態形成について、それらの機能を明らかにするとと

もに、関与する生理活性物質の単離と同定を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 562/905 ページ



科目名付クラス名 分子生理学研究

科目キー 5301060020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 尚志 落谷 孝広

年度

授業概要 多様な分子形態で存在する生体機能分子の作用は巧妙に制御されている。例えば、血液幹細胞からの各血球の

出現（造血）、胚性・体性幹細胞からの個体の出現などは、生体内外の刺激に受容応答し、造血因子や細胞相互の

作用や臓器機能により制御される。これらの仕組みを解明は、基礎生物学深耕はもとより、広く応用の場の発展に

結びつく。本研究では、二人の教員の実績シナジーを最大に活かし、多面的な視点且つ多様な先端実験手法により

生物の基幹調節システム解明を展開し、学生の指導にあたる。必要となる手法開発も平行して展開する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/tkato/index.html

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 563/905 ページ



科目名付クラス名 環境微生物学研究

科目キー 5301060021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠沢 隆雄 藤野 秀樹

年度

授業概要 微生物による環境浄化やバイオマス処理の学習と研究を行う。具体的には、排水浄化、抗菌抗カビ、ダイオキシン

分解、生ごみや食品製造残渣や木屑等の有効処理に於ける微生物開発や利用の最新技術と実用化や将来像、更

に廃水や焼却灰等に含まれる有害微生物やウィルスや有害物質の遺伝子工学や微生物工学による微生物分類や

進化、医療への応用等である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 564/905 ページ



科目名付クラス名 臓器工学特論

科目キー 5301061001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅津 光生

年度

授業概要 生体臓器の機能や仕組みを工学の立場から見つめ直すという作業のいくつかの事例を紹介する。その過程を学習

することを通じて、生体システムや、その構成要素を工学的にどのように表現できるのかについて学習する。さらに

それを人工臓器の設計の手法にどのように役立てることができるのか、またその実現にはどのような工学技術が要

求されるのか、などを包括的に学びとる。

担当教授の専門はバイオメディカルエンジニアリングである。研究の手法は，１）生体臓器の機能の本質を工学的

手法で解明する。２）１）のデータを参考に，生体臓器の機能の補助・代行を行う人工臓器の開発設計の指針を得

る，というものである。本講義を聞くにあたり，専門的予備知識は不要であるが，初めて出会う“Bioengineering領域

の情報”を，いかに自分の土俵で整理し，自分なりに理解してゆくかを大いに訓練してほしい。その経験を蓄積する

ことが「鋭い洞察力と実行力を持つエンジニアあるいはサイエンティスト」への有効な方法であると思う。

シラバス 回数月日講義内容

１) オリエンテーション，医工連携

２）人工弁の製造，特性評価

３）血管の特性，ステントの特性

４） 理工展のため休講

11月12日表面あらさと血液適合性

11月19日心臓と拍動

11月26日臓器移植，再生医療

12月3日人工心臓の歴史

12月10日人工心臓の臨床応用

12月17日シミュレーションの外科手術への応用

1月7日

副題

教科書

参考文献 人工臓器で幸せですか？（コロナ社）

評価方法 1-5の内容に関するレポート一通を11月末日までに提出（期限外一切認めません）

6-10の内容に関するレポート一通を12月末日までに提出（期限外一切認めません）

レポート課題は講義中に説明します。提出先は、梅津研（５８-３２２）へ。

2通がそろえば成績をつける対象とします。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 565/905 ページ



科目名付クラス名 バイオ・ロボティクス特論

科目キー 5301061002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高西 淳夫

年度

授業概要 バイオエンジニアリングの立場より人間の心理系と運動系と対比をしつつ，ロボット工学の新たな視点を創出するこ

とが本講義の目的である。具体例として，人間の筋骨格系および中枢神経系の構造と機能，ロボットの機構と制御

手法などについて扱う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 566/905 ページ



科目名付クラス名 生物工学特論

科目キー 5301061003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅津 光生 百瀬 桂子 戸川 達男

年度

授業概要 生物の優れた機能をモデル化し、工学的に分析・解析を行いその機能について考察を行う。具体的には、様々なモ

デリング、シミュレーション技術を用いて、その機能について理解を深める。

シラバス 2007年度生物工学特論 水曜日２限 前期

4月11日梅津 オリエンテーション

4月18日梅津 工学から生物の形を考える

4月25日梅津 工学から生物の機能を考える

5月9日梅津 生物の機能を工学に生かす

5月16日戸川

5月23日戸川

5月30日戸川

6月6日戸川

6月13日百瀬

6月20日百瀬

6月27日百瀬

7月4日百瀬

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 567/905 ページ



科目名付クラス名 分子生物学特論

科目キー 5301061005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 東中川 徹

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 568/905 ページ



科目名付クラス名 生命分子工学特論

科目キー 5301061006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄

年度

授業概要 細胞機能を制御する低分子有機化合物の機能について講述する。特に、低分子化合物をプローブとする細胞機能

解明（ケミカルバイオロジー）について議論する。酵素阻害剤や受容体タンパクに対する低分子リガンドの構造と機

能解析法について最近の話題を探る。

シラバス 下記の項目について、講述、議論を行う。

9月26日 セントラルドグマと低分子化合物の役割

10月03日 生理活性物質の合成と機能１

10月10日 生理活性物質の合成と機能２

10月17日 生理活性物質の合成と機能３

10月24日 生理活性物質の合成と機能４

10月31日 生理活性物質の合成と機能５

11月07日 生理活性物質の合成と機能６

11月14日 低分子プローブと生体分子の相互作用１

11月21日 低分子プローブと生体分子の相互作用２

11月28日 低分子プローブと生体分子の相互作用３

12月05日 理工展（休講）

12月12日 低分子プローブと生体分子の相互作用４

12月19日 低分子プローブと生体分子の相互作用５

12月26日 冬季休業

1月02日 冬季休業

1月09日 ケミカルバイオロジー１

1月16日 ケミカルバイオロジー２

副題

教科書 教科書は指定しない。

参考文献 J. Am. Chem. Soc. やJ. Med. Chem.などから最近の話題を拾うので、適宜指示する。

評価方法 授業中の活動とレポートを総合的に評価する。

備考 隔年（奇数年）開講。2008年度休講予定。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 569/905 ページ



科目名付クラス名 生理活性物質科学特論

科目キー 5301061008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 後期（前半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 竜田 邦明 中井 武

年度

授業概要 生理活性物質の中で最も重要なものの一つは、医薬品である。医薬品合成は、有機合成化学の集大成であり、環

境に優しく安全で経済的でなければならないその工業的合成法は、人間の叡知の賜物である。本講義では、生理活

性物質の化学を学ぶとともに、過去の優れた合成と最先端の合成を例示して、有機合成化学の発想と芸術性の一

端を修得することを目的とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 570/905 ページ



科目名付クラス名 応用分光学特論

科目キー 5301061009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宗田 孝之 會沢 勝夫

年度

授業概要 光の性質、物質との相互作用、各種分光法の解説からはじめて、すでに臨床的に利用されている分光技術につい

て論じる。そのとき、病変などのどのような分子的性質を探針としているかを詳解する。さらに研究開発中の最新分

光技術や装置の紹介も行う。上記のような講義内容を通して、本専攻の学生が、各自の研究において、既成のもの

であれ独自に開発するものであれ、必要に応じた最適な分光手段で研究が遂行できる能力を身につけてもらうこと

が本講義の目的である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 571/905 ページ



科目名付クラス名 活性分子有機化学特論

科目キー 5301061010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中田 雅久

年度

授業概要 自らが手がけた生物活性化合物（１. チューブリンに作用する抗腫瘍性抗生物質、2. ＤＮＡに作用する抗腫瘍性抗

生物質、3. ＰＩ３キナーゼ阻害剤、4. プロテインフォスファターゼ阻害剤、等）の全合成を中心に講義し、生物活性化

合物の全合成（特に光学活性化合物）に必要な反応、方法論のトピックスについても講義する。また、それら生物活

性化合物の生物活性発現機構の分子レベルでの研究について講義する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 572/905 ページ



科目名付クラス名 メディカル・ロボティクス特論

科目キー 5301061013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 藤江 正克

年度

授業概要 "超高齢社会に向けて社会的ニーズの高まってくる医療福祉分野に焦点を絞り、高齢者・障害者の特性を明らかに

するとともに、そこに適応できる機械システムの設計およびそのための解析手法について、周辺を含めての現状技

術を論じる。

また、ヒューマンハーモナズドバイオエンジニアリングとして各分野で必要とされる技術の今後の方向を展望する。

"

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 573/905 ページ



科目名付クラス名 生命理工学特別演習

科目キー 5301061015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄 高西 淳夫 梅津 光生

年度

授業概要 「プラスチック成形実習」

生命理工学に関連する装置の試作に有用なプラスチックの成形技術を習得する。(梅津光生)

「有機化合物合成実習」

遷移金属錯体触媒の特徴を活かした有機合成法を用いて、生理活性物質等の有用有機化合物を実際に合成する

演習を行う。(清水 功雄）

「電子回路製作実習」

生命理工学の実験に供する駆動・制御用電子回路設計技術を習得する。（高西淳夫）

実験場所・日時は夏季休業前に決定し、連絡する予定であるが、ガイダンスの時に手続き方法を説明する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 574/905 ページ



科目名付クラス名 先端医療現場実習

科目キー 5301061016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 宗田 孝之 梅津 光生 藤本 哲男

伊関 洋

年度

授業概要 先端医療現場における治療の実際を紹介する。病院に出向き、そこで実習授業を集中的に行う。脳外科、心臓外科

をはじめ、各種診療部門において、生体計測、画像処理などの技術の現況と将来について、機器に直接触れながら

体得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 575/905 ページ



科目名付クラス名 生命理工学倫理論

科目キー 5301061017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ６時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅津 光生 土田 友章 浅野 茂隆

柴田 文隆

年度

授業概要 （概要）科学技術とりわけ生命科学、医工学の進歩が、地球の生態系や人類の幸福と福祉に極めて重大な影響を

及ぼすようになった。２１世紀の生命理工学教育においては、技術だけでなく、環境倫理、生命倫理、医療倫理を理

解した研究者を養成することが必須である。このための講義を行う。（オムニバス方式）(浅野茂隆)発展が期待され

る細胞療法と遺伝子治療を取り上げ、医療開発研究の現況を解説し、そこに存在する倫理的・社会的・法的課題と

その道を探る。(土田友章)生命科学技術の急激な展開に伴う生命理工学倫理の問題の事例を紹介し、その実践の

あり方を講義する。(北村行孝)科学報道と倫理問題に関する事例を紹介し、安全・安心社会実現のための方策につ

いて解説する。

シラバス １．4月10日 浅野茂隆

２．4月17日 浅野茂隆

３．4月24日 浅野茂隆

４．5月8日 浅野茂隆

５．5月15日 土田友章

６．5月22日 土田友章

７．5月29日 土田友章

８．6月5日 土田友章

９．6月12日 柴田文隆：核科学者は＜罪＞を知ったか

１０．6月19日 柴田文隆：クローン人間は生まれたか

１１．6月26日 柴田文隆：欲望社会と科学

１２．7月3日 柴田文隆：＜不吉な予言者＞としての科学者

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 576/905 ページ



科目名付クラス名 総合生命理工学特論

科目キー 5301061018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 岡野 光夫 石渡 信一 清水 功雄

高西 淳夫 梅津 光生 木下 一彦

藤江 正克 高野 光則

篠沢 隆雄 浅野 茂隆 内藤 靖彦

年度

授業概要 Three lectures entitled “Science and Technology: How are they Related？”will be presented. (ロバート・シャーバ）

［バイオロギング手法による海洋生物の行動・環境計測］

海洋を広範囲に自由に移動する動物に関して、個体や集団レベルでの行動、生態、生理、環境の情報収集方法と

最新の研究成果について、急速に進歩する最新 のバイオロギング研究を中心に講義する。第１回はバイオロギン

グの手法とその発展過程、今後の展開について、第２回は海洋動物の生理・生態と行動についての知識を、第3回

は具体的な研究例として「深海におけるマッコウクジラの捕食行動と深海生物」について講義する。（内藤靖彦）

「ロボット工学的人間科学（Robotic Human Science）」

ヒトの各器官とロボットの機構・制御メカニズムとを具体的に対比する形式で、ヒトの筋骨格系・感覚器系・脳神経系

のメカニズムについてロボット工学視点から議論する。

上記話題のほか、学生主導による異分野融合プロジェクトのプレゼンテーションなどを適宜行い、生命理工学にお

ける研究の展開について議論する

シラバス 9月25日 開講 大学院教育改革プログラムについて、

ラボラトリーショーケース1

10月02日 ラボラトリーショーケース2

10月06日 ラボラトリーショーケース3

10月13日 以降、後日連絡します。

副題

教科書

参考文献

評価方法 授業への参加、議論、レポートなどを総合的に評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 577/905 ページ



科目名付クラス名 医学概論

科目キー 5301061019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ６時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅津 光生 藤本 哲男 會沢 勝夫

伊関 洋 井街 宏

年度

授業概要 人体を直接の対象として、その生命・健康を取り扱う医学・医療は近年、周辺諸科学技術分野の目覚しい進歩を背

景として急速に進展した。主として医療技術を軸として、医学・医療の発展の歴史・現状・意義・問題点などを概説

し、その将来を考える。また、医療を経済的・産業的側面からもとらえてその問題点や施策などについて解説する。

シラバス 全１２回

日程は梅津教授のみ決定。他の先生の日程は後日調整後発表します。

●担当教員：梅津光生 ４月１１日、１８日、２５日

●担当教員：會沢勝夫

履修上の注意 ： 医学・医療に関連した講義を行う。

授業内容

授業のねらい ： 閉鎖系固体である人体の営みを理解しながら、その複合体の特徴ある機能を把握する事を目

的とする。あわせて、

この機能が異常をきたした病態を正常に戻すための医療機器の必要性について講義する。

成績評価方法 ： レポート

参考書 ：

授業計画 ： 1. 閉鎖系の固体をいかに維持しているか。外部環境と内

概要部環境に分け、特に体内における内部環境を人間がどの様に恒常性を維持して生きているかを理解する。

2.特別な機能をもった組織が複雑に絡み合って一つの大きな目的をもった働きを持つ器官について理解する。特

に、血糖値が一定の値で維持されている状況を把握し、そのがどの様な組織で行われているかを理解する。

3.光感受性物質を用いた分光画像で動脈硬化部位の診断・治療の可能性について講義する。

●担当教員：伊関 洋(イセキ ヒロシ) Hiroshi Iseki,M.D., Ph.D. 東京女子医科大学 先端生命医科学研究

所

医工連携・薬事関連・コンピュータ外科などについて，3回に渡って概説する．

術中のビデオもある．

●担当教員：井街宏

●担当教員：藤本哲男 芝浦工業大学工学部機械工学科教授、医学博士

授業内容

【概要】

医療への理工学の応用には目覚しいものがあり従来診断や救命が困難であった疾病に対しても積極的な取り組み

が行われている．このような取り組みには理工学の視点から疾病をとらえる必要があり，その病態を生理学的（機能

的）かつ解剖学的（形態的）に把握しておくことが重要である．この講義では生命維持に重要な循環器系と呼吸器系

に焦点を絞り臨床例を基にして病態の理解を目指す．

【授業予定】

症例提示．呼吸器系の解剖・生理と病態

循環器系の解剖・生理と病態．レポート課題．

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 578/905 ページ



科目名付クラス名 分子生物学・生化学概論

科目キー 5301061020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中（前・後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 東中川 徹 中村 正久 筒井 和義

大山 隆 小泉 博

年度

授業概要 この講義は、大学院入学までに分子生物学・生化学を本格的に学んでいなかった学生を対象とする。講義項目は

下記のとおりである。物質系としての生物、物質とエネルギー代謝、生命の進化、核酸とタンパク質合成、遺伝子発

現の調節、遺伝子組換え技術、免疫

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 579/905 ページ



科目名付クラス名 分子機能生理学特論

科目キー 5301061022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ６時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 尚志 落谷 孝広

年度

授業概要 遺伝子工学や細胞生物学，蛋白質化学などの手法の進歩により、生命現象は、遺伝子，蛋白質などの分子レベル

においても、理解されるようになってきました。これらの過程と，基盤となるサイエンスを解説し，理解を進めます。

一方で，先端と扱われる生命科学領域が切り拓くものは、必然的に人類にとって未知のものであり，社会に新たな

接点をもたらしてきた要素も議論します。

本授業は、加藤と落谷の両名が概ね次の内容を担当します。

履修者は，生物学の基礎を既に履修していることが望ましいですが，物理，化学，工学系の諸領域で生命科学にア

クセスしようとする学生にも配慮して進めます。

【加藤】調節系を担う生体機能分子の例として，サイトカインや造血因子に焦点をあてて，分子から細胞，組織，個体

への作用を考えます。

【落谷】生命科学の発展が人類にもたらす事例として，再生医療の現状と展望，RNAiによる核酸医薬品の開発と治

療への応用を解説します。

シラバス 以下の要素を適宜扱い，解説を進めます。

また，ランドマークとなった原著論文，一般社会における捉えられ方等，多様な話題素材も紹介します。

・細胞の増殖・分化，分化系譜とは？

・幹細胞とは？細胞の可塑性とは？ ― 幹細胞の種類と概念

・サイトカイン，造血因子，受容体 ― 分子構造と作用

・分子から個体へ 環境から個体，分子へ ― 調節作用の制御

・生体機能分子と糖鎖構造 ― 遺伝子情報のみでは分子構造を決められない

・造血因子の発見の過程 ― 造血因子発見の同時多発例を考える

・移植医療と造血因子

・幹細胞科学の発展と課題

・バイオテクノロジーが切り拓いた新たな創薬の現場の姿

・再生医療に期待すること ― 理解すべき科学基盤

・遺伝子治療の現状

・DNAからRNAへ ― RNAi（RNA干渉）とは？

・核酸医薬の未来 ― 新たな治療法の開発視点

・そのほか

副題

教科書 指定なし

参考文献 授業中に適宜紹介する

評価方法 加藤・落谷よりそれぞれ課すレポートの評価と，授業参加姿勢を併せて評価する。

備考 本授業は木曜6時限の設定となっていますが，授業効果などを考慮し，休憩を挟んで2時間続けて実施する場合があ

ります（例：6時限目+7時限目）。その場合，総授業回数は通常通りとし，授業日数の方を調整します。履修登録にあ

たっては，7時限目も続けて出席可能になるように留意してください。授業日程は初回に提示します。

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/tkato/index.html

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 580/905 ページ



科目名付クラス名 分子進化学

科目キー 5301061023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 土

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠沢 隆雄

年度

授業概要 生命現象とその背景を理解し洞察するには、元素の性質と分子進化の学習（及びその順序）が必須である。生命と

地球環境の歴史を学習することで、生命の分子気候を「覚えるのではなく、なぜに答える」ことで、考える事や知識を

応用する訓練を目指す。具体的には、RNAワールドと細胞の起源（化学進化）、原核生物（真正細菌と古細菌）の出

現と進化、人類の起源とその独自性、等を学習する。講義と質疑討論を英語で行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 581/905 ページ



科目名付クラス名 環境と生命

科目キー 5301061024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 土

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠沢 隆雄

年度

授業概要 今日の地球環境は太陽エネルギーに依存した生命３８億年の営みによって形成されたものである。地球に生息する

様々な生命とそれらの相互関係、物質とエネルギーの循環と収支、人間の産業活動等による温暖化と汚染現状等

を学習し、緊急になすべきこととエネルギー問題を含めた１００年１０００年の世界レベルと日本独自の持続型社会

のあるべき姿を考察する。受講生の問題意識に基づく調査活動とその発表会も試みる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 582/905 ページ



科目名付クラス名 遺伝子工学特論

科目キー 5301061025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 土

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠沢 隆雄

年度

授業概要 遺伝子解析は私達の生活に密着した日常な技術となっている。本講義では２０世紀末の遺伝子工学成立に至る生

命科学の歴史、社会的背景、研究者の動機、技術の進歩、等についてノーベル賞となった原著論文を受講生が担

当発表することで学習する。受講生の問題意識に基づく調査、考察、提案、（現在の遺伝子工学の到達点、社会へ

のインパクト、将来への展望等）等の発表も企画検討する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 583/905 ページ



科目名付クラス名 統合脳科学特論

科目キー 5301061026

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 筒井 和義

年度

授業概要 生体調節、本能の制御、記憶・学習を担う脳制御システムとホルモン作用を理解することを目的として、統合脳科

学研究から得られた理解の到達点と研究経緯を紹介する。

シラバス 生体調節、本能の制御、記憶・学習を担う脳制御システムとホルモン作用について、先端の知見を紹介しながら講

義する。また、これらの脳制御システムの新しい理解を目指す統合脳科学研究から発見された新規脳ホルモンの生

理機能、発現制御機構、作用機構などについて、最新の知見を紹介する。

副題

教科書 なし

参考文献 最新の論文を対象にする

評価方法 レポートによって評価する

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 584/905 ページ



科目名付クラス名 分子遺伝学特論

科目キー 5301061027

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大山 隆

年度

授業概要 DNAの高次構造や物理的特性がクロマチンや染色体の構築と遺伝子発現制御に果たす役割の解明を中心とした

講義を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 585/905 ページ



科目名付クラス名 生物物理学特論Ａ

科目キー 5301061028

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ６時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石渡 信一 高野 光則

年度

授業概要 本講義はＡ，Ｂからなり、それぞれ２名の担当者によって分担される。各担当者の生物物理学に対する考え方の共

通性と多様性が講義内容に反映されるので，その共通性と多様性を通じて生物物理学のエッセンスを伝えていきた

い。Ａ，Ｂともに履修することを原則とする。今年度はＡを高野・石渡，Ｂを輪湖・木下が担当する

シラバス 高野担当分（初回から５月２３日の回まで）

１．生命と高分子

２．高分子の統計力学

ガウス鎖：ゴムが縮むわけ

みみず鎖の固さ：持続長，Khun長

実在鎖の相転移：coil-globule転移，Flory温度

３．高分子から生体高分子へ

生体高分子の構造--生物物理学の序章として--

秩序-無秩序転移：Isingモデルの統計力学

生体高分子のエネルギー地形，分子進化

４．蛋白質の構造，揺らぎ，機能

基準振動解析

線形応答とアロステリー

ヘモグロビンが機能するしくみ：

反応速度論の初歩，ヒル係数，MCWモデル

石渡担当分（５月３０日の回から最終回まで）

副題

教科書

参考文献 高野担当分

Molecular Biophysics (M. Daune, Oxford)

評価方法 高野，石渡担当分それぞれにつきレポート問題を課す。レポート課題の内容は講義の中で伝える。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 586/905 ページ



科目名付クラス名 生物物理学特論Ｂ

科目キー 5301061029

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 輪湖 博 木下 一彦

年度

授業概要 本講義はＡ，Ｂからなり、それぞれ２名の担当者によって分担される。各担当者の生物物理学に対する考え方の共

通性と多様性が講義内容に反映されるので，その共通性と多様性を通じて生物物理学のエッセンスを伝えていきた

い。Ａ，Ｂともに履修することを原則とする。今年度はＡを高野・石渡，Ｂを輪湖・木下が担当する

シラバス 輪湖担当分

「アミノ酸配列からタンパク質の立体構造を予測する」をテーマに、物理学的、生物学的、情報論的な側面からその

方法論や問題点を解説する。

1. なぜタンパク質の立体構造か

生物学的興味と物理学的興味

2. 立体構造の概要

形をいかに分類するか - 生物学的視点と物理学的視点

3. 立体構造転移の熱力学的描像

秩序-無秩序転移としての立体構造転移と水の影響

安定化に寄与する相互作用

4. 立体構造の分子力学シミュレーション

方法論と予測における限界

5. 相同なタンパク質とは

立体構造の進化学

6. アミノ酸配列から立体構造を予測する

立体構造のバイオインフォマティクス

木下担当分

(1) たんぱく質分子機械序論

(2) たんぱく質分子機械の動作原理：イオンチャンネルの例

(3) ブラウン運動と分子機械

(4) ２本足で歩く分子モーター

(5) 回転分子モーター

(6) 回転分子モーターにおける化学ー力学エネルギー変換の仕組み

(7) 分子機械の効率

副題

教科書 輪湖担当分

木下担当分

参考文献 輪湖担当分

木下担当分

Biochemistry Sixth Edition

Jeremy M. Berg, John L. Tymoczko, Lubert Stryer

Freeman, New York, 2006

Molecular Biology of the CellFifth Edition

Bruce Alberts, Alexander Johnson, Julian Lewis

Martin Raff, Keith Roberts, Peter Walter

Routledge , 2008

シリーズ・ニューバイオフィジックス

共立出版

新・生物物理の最前線

講談社ブルーバックス (ISBN4-06-257348-2)

http://brodylab.eng.uci.edu/~jpbrody/reynolds/lowpurcell.html

評価方法 輪湖担当分

木下担当分

レポート

備考

授業の到達目標

2011年4月8日 587/905 ページ



科目名付クラス名 生物物理学特論Ｂ

科目キー 5301061029

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ６時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

年度

関連ＵＲＬ: 輪湖担当分

木下担当分

http://www.k2.phys.waseda.ac.jp

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 588/905 ページ



科目名付クラス名 フロンティア生物物理学

科目キー 5301061030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 木下 一彦 大野 克嗣

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 589/905 ページ



科目名付クラス名 生命理工学外国語講義I

科目キー 5301061031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 590/905 ページ



科目名付クラス名 生命理工学外国語講義II

科目キー 5301061032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 591/905 ページ



科目名付クラス名 生命理工学外国語講義III

科目キー 5301061033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 592/905 ページ



科目名付クラス名 生命理工学外国語講義IV

科目キー 5301061034

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 593/905 ページ



科目名付クラス名 PBLのためのプロジェクトマネージメント

科目キー 5301061035

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄 梅津 光生 加藤 尚志

網崎 裕子 森田 晴彦

年度

授業概要 講義の目的：

プロジェクトによる研究開発の手法について修得し、研究プロジェクト運営とその成果の効果的活用法を学ぶ。生命

理工学のＰＢＬのような異分野にわたるプロジェクトは、複数の研究者による共同作業である。実践的で組織的な研

究は、研究の成果を見据え、合理的に計画のもとに、適切に推進し、その成果を確実に活用していかなくてはならな

い。研究には、アイデア、ヒト、モノ、カネといった研究リソースが必要であり、また組織の運営も必要である。このよう

なプロジェクトマネージメントに必要な事項をもとに、合理的なマネージメントをするためのスキルを向上するための

講義及び演習を行う。

内容：

プロジェクトマネージメントの基礎および演習（清水、梅津）

ロジカルプロジェクトマネージメント （森田、網崎、加藤）

方法：

授業の方法：学外講師による事例研究、マネージメントスタディと専任教員による講義・演習を組み合わせる。

シラバス 下記の日時に実施します。

4月23日（月）18：00―21：00 プロジェクトマネージメント基礎

5月07日（月）16：20―21：00 ショーケーススタディ

5月14日（月）18：00―21：00 プロジェクト企画

5月17日（木）18：00―21：00 実践的ロジカルマネージメント１

6月11日（月）18：00―21：00 実践的ロジカルマネージメント２

6月18日（月）18：00―21：00 技術開発戦略事例

副題

教科書

参考文献 P.F.ドラッカー著 上田惇生編訳 マネジメント 基本と原則（エッセンシャル版）ダイヤモンド社。 本書は、マネジメン

トの父たるドラッカーがマネジメントの体系を集大成した大著『マネジメント―課題、責任、実践』（Management:Tasks,

Responsibilities, Practices 1974)の抄録を訳したもの。マネージメントの著作はたくさんあるが、たいていの著作はこ

の大著が原型であると考えてよい。理工学生でもエッセンシャル版程度の内容は社会に出るまでに理解しておくこと

が望ましい。

評価方法 講座の出席・アクティビティおよびレポートを総合的に評価する。

備考 関連科目：先進技術経営（後期）

２コマ連続であるので、休憩をとる。必要ならば軽食を準備しておくこと。

この講座に関する問い合わせは、清水（shimizui@waseda.jp)まで。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 594/905 ページ



科目名付クラス名 PBLのための生命理工学社会リンケージ

科目キー 5301061036

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中講義（前期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄 梅津 光生 加藤 尚志

中村 雅美 福井 寛 犬竹 正幸

年度

授業概要 科学技術社会論の歴史的、社会的背景を踏まえ、その概観を学ぶとともに、学生各自がそれぞれの専門領域の内

容を説明しながら、異分野の研究者や一般社会の受容を獲得するスキル向上を図る。人間社会と科学技術、科学

ジャーナリズムや企業における研究の社会性についても学ぶ。また最近では科学技術を専門としない政策担当者、

法務担当者、投資家、教育者などの専門家とのコミュニケーションの重要性が増しているので、先端技術を伝え、異

分野との合意形成を得るための課題やその方法についても学ぶ。

シラバス 夏季に集中講義を実施する。

７月31日（火）サイエンスコミュニケーション入門、専門分野からのプレゼン

８月１日（水）二つの文化と脱分化

８月２日（木）科学ジャーナリズム

８月４日（土）企業コンプライアンス

上記は、大久保キャンパスで実施する。

８月23日（木）コンセンサス会議

８月24日（金）コンセンサス会議

８月25日（土）コンセンサス会議

上記は、セミナーハウスで実施する。

副題

教科書

参考文献

評価方法 講座の出席・アクティビティおよびレポートを総合的に評価する。

備考 オープン教育科目「実践サイエンスコミュニケーション」受講生との合併需要を一部実施する。

この講義に対する問い合わせは、清水 (shimizui@waseda.jp) まで。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 595/905 ページ



科目名付クラス名 医用機械工学演習Ａ

科目キー 5301062001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅津 光生 井街 宏

年度

授業概要 内外の研究施設との共同研究の場を利用して、循環生理学や心臓外科分野の第一線の研究成果に触れる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 596/905 ページ



科目名付クラス名 医用機械工学演習Ｂ

科目キー 5301062002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅津 光生 井街 宏

年度

授業概要 演習Ａで出会った研究テーマを理解するとともに、そこに存在する問題点を例にとり、医工学、生命科学分野の研究

として取り扱うためのモデリング、シミュレーション技術に関する基礎演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 597/905 ページ



科目名付クラス名 医用機械工学演習Ｃ

科目キー 5301062003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅津 光生 井街 宏

年度

授業概要 医用機械工学演習ＡＢに接続し、体得したモデリング、シミュレーション技術を内外の研究施設との共同研究の場に

おいて応用演習する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 598/905 ページ



科目名付クラス名 医用機械工学演習Ｄ

科目キー 5301062004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅津 光生 井街 宏

年度

授業概要 モデリングの実際の現場における応用例を蓄積することで、広く医用工学全般に通用する手法として確立するため

の演習訓練を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 599/905 ページ



科目名付クラス名 バイオ・ロボティクス演習Ａ

科目キー 5301062005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高西 淳夫 藤本 浩志

年度

授業概要 「ロボットにとって究極のお手本は人間（生物）である」を基礎においた人間形ロボット「ヒューマノイド」の設計論、制

御手法および、その応用技術の確立を目指し、機械モデルを伴った実証的演習を行う。

現在の演習テーマは、主として人間の脳を中心とする中枢神経系と心理機能（認知・感情）および運動機能との関

係性に着目しており、2足ヒューマノイドロボット、2足ロコモータの開発などがある。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 600/905 ページ



科目名付クラス名 バイオ・ロボティクス演習Ｂ

科目キー 5301062006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高西 淳夫 藤本 浩志

年度

授業概要 「ロボットにとって究極のお手本は人間（生物）である」を基礎においた人間形ロボット「ヒューマノイド」の設計論，制

御手法および，その応用技術の確立を目指し，機械モデルを伴った実証的演習を行う。 現在の演習テーマは，主

として人間の脳を中心とする中枢神経系と心理機能（認知・感情）および運動機能との関係性に着目しており，人間

形上半身ロボット，咀嚼ロボット，顎関節障害者用開閉口訓練ロボットの開発などがある。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 601/905 ページ



科目名付クラス名 バイオ・ロボティクス演習Ｃ

科目キー 5301062007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高西 淳夫 藤本 浩志

年度

授業概要 「ロボットにとって究極のお手本は人間（生物）である」を基礎においた人間形ロボット「ヒューマノイド」の設計論，制

御手法および，その応用技術の確立を目指し，機械モデルを伴った実証的演習を行う。現在の演習テーマは，主と

して人間の脳を中心とする中枢神経系と心理機能（認知・感情）および運動機能との関係性に着目しており，頸部血

流計測ロボット，臓器機械シミュレータの開発などがある。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 602/905 ページ



科目名付クラス名 バイオ・ロボティクス演習Ｄ

科目キー 5301062008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高西 淳夫 藤本 浩志

年度

授業概要 「ロボットにとって究極のお手本は人間（生物）である」を基礎においた人間形ロボット「ヒューマノイド」の設計論，制

御手法および，その応用技術の確立を目指し，機械モデルを伴った実証的演習を行う。現在の演習テーマは，主と

して人間の脳を中心とする中枢神経系と心理機能（認知・感情）および運動機能との関係性に着目しており，フルー

ト演奏ロボットおよびラット形ロボットの開発などがある。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 603/905 ページ



科目名付クラス名 生物電子計測・制御演習Ａ

科目キー 5301062009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅津 光生 戸川 達男

年度

授業概要 光、音など外部刺激に対する反応は脳波の中に誘発脳波として計測し得る。演習Ａにおいては各種誘発脳波の計

測を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 604/905 ページ



科目名付クラス名 生物電子計測・制御演習Ｂ

科目キー 5301062010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅津 光生 戸川 達男

年度

授業概要 演習Ｂでは、実際に計測した波形をもとに信号解析を行い定量化するための解析を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 605/905 ページ



科目名付クラス名 生物電子計測・制御演習Ｃ

科目キー 5301062011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅津 光生 戸川 達男

年度

授業概要 演習Ｂで得た結果を用いて制御を行う方式（Nervous Control）の設計を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 606/905 ページ



科目名付クラス名 生物電子計測・制御演習Ｄ

科目キー 5301062012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅津 光生 戸川 達男

年度

授業概要 脳波を用いる簡単な電子機器制御システムを構成し実測を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 607/905 ページ



科目名付クラス名 分子生殖生物学演習Ａ

科目キー 5301062013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中村 正久

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 608/905 ページ



科目名付クラス名 分子生殖生物学演習Ｂ

科目キー 5301062014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中村 正久

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 609/905 ページ



科目名付クラス名 分子生殖生物学演習Ｃ

科目キー 5301062015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中村 正久

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 610/905 ページ



科目名付クラス名 分子生殖生物学演習Ｄ

科目キー 5301062016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中村 正久

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 611/905 ページ



科目名付クラス名 遺伝子工学演習Ａ

科目キー 5301062017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 東中川 徹

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 612/905 ページ



科目名付クラス名 遺伝子工学演習Ｂ

科目キー 5301062018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 東中川 徹

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 613/905 ページ



科目名付クラス名 遺伝子工学演習Ｃ

科目キー 5301062019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 東中川 徹

年度

授業概要 改変されたDNAを再び生細胞に戻し、細胞がどのような応答をするかを見ることはそのDNAの機能を推察する有力

な方法である。このため、DNAの細胞・胚への顕微注入、免疫組織化学、免疫電顕、in situ ハイブリダイゼーション

などの技法に関する知識を整理する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 614/905 ページ



科目名付クラス名 遺伝子工学演習Ｄ

科目キー 5301062020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 東中川 徹

年度

授業概要 これらの技法を習得するための実験・実習をまず模擬問題について行う。ついでテーマを設定しその解決を計る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 615/905 ページ



科目名付クラス名 システム医生物学演習Ａ

科目キー 5301062021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆

年度

授業概要 正常幹細胞の増殖・分化とその異常に関する基礎および臨床研究の最新学術論文などの内容から、独創的で実効

性のある研究の方向性を探る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 616/905 ページ



科目名付クラス名 システム医生物学演習Ｂ

科目キー 5301062022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆

年度

授業概要 疾患ゲノム情報、国内外の創薬研究など、開発研究の効率的推進に必要な情報の収集とその体系化の方法を学

ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 617/905 ページ



科目名付クラス名 システム医生物学演習Ｃ

科目キー 5301062023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆

年度

授業概要 細胞分離精製保存、細胞培養、分子生物学的解析など、研究遂行のために必要な基本的手技を習熟し、その応用

について学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 618/905 ページ



科目名付クラス名 システム医生物学演習Ｄ

科目キー 5301062024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆

年度

授業概要 ゲノム医療のための開発研究システムとそのシステムにおいて生命理工専攻の学生が将来果たすべき役割および

その目的に沿った具体的研究内容を探る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 619/905 ページ



科目名付クラス名 生命分子工学演習Ａ

科目キー 5301062025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄

年度

授業概要 生体機能調節に関連する低分子化合物の役割について、最近の報文の中から重要な話題を選び、その内容につ

いて議論する。

シラバス 受講生は、毎週、最近の論文誌の中からトピックスを紹介し、その内容について出席者全員で議論を行い、理解を

深め、批評を行う。

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 620/905 ページ



科目名付クラス名 生命分子工学演習Ｂ

科目キー 5301062026

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄

年度

授業概要 生体内で機能する低分子化合物に関する最近の研究事例を紹介し、議論する。

シラバス 受講生は、毎週、最近の論文誌の中からトピックスを紹介し、その内容について出席者全員で議論を行い、理解を

深め、批評を行う。

副題

教科書

参考文献 適宜紹介する。

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 621/905 ページ



科目名付クラス名 生命分子合成化学演習Ａ

科目キー 5301062027

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄

年度

授業概要 細胞の機能をつかさどる分子の化学合成法について、最新の研究を例示しながらその方法論開発について演習を

おこなう。特に、キラル分子の不斉合成法を取り上げ、生命分子工学の研究をすすめる上で必要な光学活性な機能

分子について立体選択的精密有機合成デザインの演習指導をおこなう。

シラバス 受講生は、毎週、最近の論文誌の中からトピックスを紹介し、その内容について出席者全員で議論を行い、理解を

深め、批評を行う。

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 622/905 ページ



科目名付クラス名 生命分子合成化学演習Ｂ

科目キー 5301062028

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄

年度

授業概要 細胞の機能をつかさどる分子の化学合成法について、より効率的な合成法を開発する目的として演習を行う。特

に、パラジウムなどの遷移金属錯体利用する触媒的有機合成法について議論しながら、錯体触媒を利用する有機

合成法開発のための演習指導をおこなう。

シラバス 受講生は、毎週、最近の論文誌の中からトピックスを紹介し、その内容について出席者全員で議論を行い、理解を

深め、批評を行う。

副題

教科書

参考文献 適宜紹介する。

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 623/905 ページ



科目名付クラス名 生理活性物質科学演習Ａ

科目キー 5301062029

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄 竜田 邦明

年度

授業概要 有機合成化学は、実験室レベルの複雑な天然物の全合成から、工業レベルの化成品および医薬品の生産に至る

まで広い分野で駆使されているが、それらは、本質的に同じであり、生理物質を創製するためには必須の学問体系

の一つである。本演習は、過去の優れた合成と最先端の合成を例示して、有機合成化学の発想と芸術性について

討論する。

シラバス 受講生は、毎週、最近の論文誌の中からトピックスを紹介し、その内容について出席者全員で議論を行い、理解を

深め、批評を行う。

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 624/905 ページ



科目名付クラス名 生理活性物質科学演習Ｂ

科目キー 5301062030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄 竜田 邦明

年度

授業概要 過去1年間に報告された天然有機化合物、特に、生理活性物質の合成研究に関する論文をもとに指導、討論する。

シラバス 受講生は、毎週、最近の論文誌の中からトピックスを紹介し、その内容について出席者全員で議論を行い、理解を

深め、批評を行う。

副題

教科書

参考文献 適宜紹介する。

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 625/905 ページ



科目名付クラス名 生理活性物質科学演習Ｃ

科目キー 5301062031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄 竜田 邦明

年度

授業概要 生理活性物質に関連する過去の代表的な論文を紹介して、有機合成における合成哲学と戦略を考察する。

シラバス 受講生は、毎週、最近の論文誌の中からトピックスを紹介し、その内容について出席者全員で議論を行い、理解を

深め、批評を行う。

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 626/905 ページ



科目名付クラス名 生理活性物質科学演習Ｄ

科目キー 5301062032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄 竜田 邦明

年度

授業概要 研究室レベルで開発された生理活性物質の合成法が、いかにして工業的な大量合成法に展開されていくか、プロセ

スリサーチについて指導、討論する。

シラバス 受講生は、毎週、最近の論文誌の中からトピックスを紹介し、その内容について出席者全員で議論を行い、理解を

深め、批評を行う。

副題

教科書

参考文献 適宜紹介する。

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 627/905 ページ



科目名付クラス名 応用分光学演習Ａ

科目キー 5301062033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宗田 孝之 梅津 光生 會沢 勝夫

年度

授業概要 生体への各種分光法の応用に関する基本的な教科書を輪講し、研究遂行上必要な基礎知識の習得を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 628/905 ページ



科目名付クラス名 応用分光学演習Ｂ

科目キー 5301062034

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宗田 孝之 梅津 光生 會沢 勝夫

年度

授業概要 分光法の生体・医療への応用を扱った最近の論文を題材にして演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 629/905 ページ



科目名付クラス名 応用分光学演習Ｃ

科目キー 5301062035

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宗田 孝之 梅津 光生 會沢 勝夫

年度

授業概要 各種病変に存在する正常細胞にはない分子の振動を利用して分光診断を行うために必要な最適分光計測法の探

索に関する討論を通じて演習指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 630/905 ページ



科目名付クラス名 応用分光学演習Ｄ

科目キー 5301062036

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 宗田 孝之 梅津 光生 會沢 勝夫

年度

授業概要 分子振動を共鳴励起したとき分子の結合が切断できる機構を明らかにするために必要な実験技術の開発ならびに

臨床応用するために解決しなければならない問題等に関する討論を通じて、演習指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 631/905 ページ



科目名付クラス名 実験生物物理学演習Ａ

科目キー 5301062037

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石渡 信一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 632/905 ページ



科目名付クラス名 実験生物物理学演習Ｂ

科目キー 5301062038

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 石渡 信一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 633/905 ページ



科目名付クラス名 理論生物物理学演習Ａ

科目キー 5301062041

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高野 光則

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 634/905 ページ



科目名付クラス名 理論生物物理学演習Ｂ

科目キー 5301062042

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高野 光則

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 635/905 ページ



科目名付クラス名 シミュレーション生物物理学演習Ａ

科目キー 5301062043

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高野 光則

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 636/905 ページ



科目名付クラス名 シミュレーション生物物理学演習Ｂ

科目キー 5301062044

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 高野 光則

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 637/905 ページ



科目名付クラス名 分子生物物理学演習Ａ

科目キー 5301062045

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 木下 一彦

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 638/905 ページ



科目名付クラス名 分子生物物理学演習Ｂ

科目キー 5301062046

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 木下 一彦

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 639/905 ページ



科目名付クラス名 活性分子有機化学演習Ａ

科目キー 5301062049

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中田 雅久 浅野 茂隆

年度

授業概要 生物活性化合物の全合成研究を中心に、最新の報文を題材にして演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 640/905 ページ



科目名付クラス名 活性分子有機化学演習Ｂ

科目キー 5301062050

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中田 雅久 浅野 茂隆

年度

授業概要 生物活性化合物の全合成に関する反応研究を中心に、最新の報文を題材にして演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 641/905 ページ



科目名付クラス名 活性分子有機化学演習Ｃ

科目キー 5301062051

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中田 雅久 浅野 茂隆

年度

授業概要 生物活性化合物の全合成に関する方法論研究を中心に、最新の報文を題材にして演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 642/905 ページ



科目名付クラス名 活性分子有機化学演習Ｄ

科目キー 5301062052

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 中田 雅久 浅野 茂隆

年度

授業概要 生物活性化合物の生物有機化学的研究を中心に、最新の報文を題材にして演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 643/905 ページ



科目名付クラス名 無機バイオテクノロジー演習Ａ

科目キー 5301062053

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆

年度

授業概要 生体関連分子やバイオ分析で使われる金属イオンの配位構造と機能に関する文献を読む。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 644/905 ページ



科目名付クラス名 無機バイオテクノロジー演習Ｂ

科目キー 5301062054

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆

年度

授業概要 バイオテクノロジーで利用される希土類錯体の物理化学的性質に関する文献を読む。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 645/905 ページ



科目名付クラス名 無機バイオテクノロジー演習Ｃ

科目キー 5301062055

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆

年度

授業概要 核酸の化学と実験的取り扱い方法を学ぶ。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 646/905 ページ



科目名付クラス名 無機バイオテクノロジー演習Ｄ

科目キー 5301062056

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆

年度

授業概要 ＤＮＡチップやＤＮＡマイクロアレイ技術に用いられる分析フォーマットを習得する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 647/905 ページ



科目名付クラス名 細胞生物学演習Ａ

科目キー 5301062057

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 並木 秀男

年度

授業概要 細胞基質間あるいは細胞間の情報伝達機構、あるいは細胞増殖や細胞死において、細胞内での情報伝達機構、

DNAに結合する転写調節因子に関するクラシックなものから最新に至る主要論文を読んで検討を加える。論文の発

表に際しては必ずレジメを用意すること。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 648/905 ページ



科目名付クラス名 細胞生物学演習Ｂ

科目キー 5301062058

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 並木 秀男

年度

授業概要 現代細胞生物学における主たる実験技術である染色、顕微鏡、計測法、分画分離法、標本作成、遺伝子や物質等

の細胞内導入法等について、それらの原理を学び、新しい方法の開発について議論する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 649/905 ページ



科目名付クラス名 細胞生物学演習Ｃ

科目キー 5301062059

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 並木 秀男

年度

授業概要 最先端の細胞生物学の医療、農業等への応用を学び、その方面の工業所有権の実態についても調査する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 650/905 ページ



科目名付クラス名 細胞生物学演習Ｄ

科目キー 5301062060

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 並木 秀男

年度

授業概要 新しいアイデアの発掘法を考える。今までの重要な発見がどのような経緯で生まれたかを探り、非連続的思考の重

要性について理解を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 651/905 ページ



科目名付クラス名 分子機能生理学演習Ａ

科目キー 5301062061

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 尚志 落谷 孝広

年度

授業概要 基幹生命維持システムとしての造血制御系とその周辺を主として扱い、基礎生物学上の課題からヒト病態・疾患に

至るまで、多面的な議論と検討を進める。このような研究領域に必須の手段となる遺伝子・蛋白質・細胞等を扱う手

法開発に関しても併せて題材とする。多様な視点で生体分子の機能・生理を扱うが、それらを演習Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄに分

けて実施する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 652/905 ページ



科目名付クラス名 分子機能生理学演習Ｂ

科目キー 5301062062

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 尚志 落谷 孝広

年度

授業概要 基幹生命維持システムとしての造血制御系とその周辺を主として扱い、基礎生物学上の課題からヒト病態・疾患に

至るまで、多面的な議論と検討を進める。このような研究領域に必須の手段となる遺伝子・蛋白質・細胞等を扱う手

法開発に関しても併せて題材とする。多様な視点で生体分子の機能・生理を扱うが、それらを演習Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄに分

けて実施する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 653/905 ページ



科目名付クラス名 分子機能生理学演習Ｃ

科目キー 5301062063

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 尚志 落谷 孝広

年度

授業概要 基幹生命維持システムとしての造血制御系とその周辺を主として扱い、基礎生物学上の課題からヒト病態・疾患に

至るまで、多面的な議論と検討を進める。このような研究領域に必須の手段となる遺伝子・蛋白質・細胞等を扱う手

法開発に関しても併せて題材とする。多様な視点で生体分子の機能・生理を扱うが、それらを演習Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄに分

けて実施する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 654/905 ページ



科目名付クラス名 分子機能生理学演習Ｄ

科目キー 5301062064

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 尚志 落谷 孝広

年度

授業概要 基幹生命維持システムとしての造血制御系とその周辺を主として扱い、基礎生物学上の課題からヒト病態・疾患に

至るまで、多面的な議論と検討を進める。このような研究領域に必須の手段となる遺伝子・蛋白質・細胞等を扱う手

法開発に関しても併せて題材とする。多様な視点で生体分子の機能・生理を扱うが、それらを演習Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄに分

けて実施する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 655/905 ページ



科目名付クラス名 メディカル・ロボティクス演習Ａ

科目キー 5301062065

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 藤江 正克 小林 茂昭

年度

授業概要 高齢者の運動・身体特性の把握により支援ロボットに備えるべき機能の検討とその機構実現に必要な機構設計の

ためのモデリング手法について、先行研究事例を中心に演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 656/905 ページ



科目名付クラス名 メディカル・ロボティクス演習Ｂ

科目キー 5301062066

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 藤江 正克 小林 茂昭

年度

授業概要 人高齢者の運動・身体特性の把握により支援ロボットに備えるべき機能の検討とその実現に必要な制御アルゴリズ

ム構築のためのモデリング手法について、先行研究事例を中心に演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 657/905 ページ



科目名付クラス名 メディカル・ロボティクス演習Ｃ

科目キー 5301062067

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 藤江 正克 小林 茂昭

年度

授業概要 人体を構成する組織の物理特性の把握により外科手術支援ロボットに備えるべき機能の検討とその実現に必要な

機構設計のためのモデリング手法について、具体的な機構設計を中心に演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 658/905 ページ



科目名付クラス名 メディカル・ロボティクス演習Ｄ

科目キー 5301062068

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 藤江 正克 小林 茂昭

年度

授業概要 人体を構成する組織の物理特性の把握により外科手術支援ロボットに備えるべき機能の検討とその実現に必要な

制御アルゴリズム構築のためのモデリング手法について、具体的なアルゴリズム設計を中心に演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 659/905 ページ



科目名付クラス名 分子生物学演習Ａ

科目キー 5301062069

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠沢 隆雄 藤野 秀樹

年度

授業概要 人間の歴史ので衣食住の確保、病原菌や病原ウィルス、更には自然災害や環境汚染等との戦いの中で、生命科学

とその進歩が果たした役割は大きい。1953年のワトソンクリックによるＤＮＡ構造の二重らせんモデルの発表を経た、

今日の遺伝子工学の成立に至る重要なオリジナル論文を選定し、論文の背景を含めて受講生による紹介と質疑討

論を行う。後期開講の「分子生物学演習Ｂ」と連続で通年の演習とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 660/905 ページ



科目名付クラス名 分子生物学演習Ｂ

科目キー 5301062070

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠沢 隆雄 藤野 秀樹

年度

授業概要 前期開講の「分子生物学演習Ａ」と連続した内容の演習として行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 661/905 ページ



科目名付クラス名 DNA情報の応用演習Ａ

科目キー 5301062071

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠沢 隆雄 藤野 秀樹

年度

授業概要 遺伝子工学の成立を経て、ヒトを含めた様々な生物のＤＮＡゲノム解析が急速に発展した。その（公開された）情報

はＩＴ技術の進歩によって、様々な解析がなされ、また利用と応用がなされている。ＤＮＡ情報の利用と応用の現状と

将来、更にその問題点について課題を整理する。受講生の興味と問題意識を基に情報収集と紹介と見解や提案の

発表と質疑討論を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 662/905 ページ



科目名付クラス名 DNA情報の応用演習Ｂ

科目キー 5301062072

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠沢 隆雄 藤野 秀樹

年度

授業概要 生命理工学の基礎としての分子生物学と遺伝子工学とその応用、そこに於けるＤＮＡ情報解析は必須な技術となっ

ている。受講者の問題意識及び研究テーマに基づきＤＮＡ情報解析に限らず、各人が課題設定し、実験を含めた論

文を紹介する。異なる視点からの受講者による質疑討論に期待している。発表および質疑は英語で行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 663/905 ページ



科目名付クラス名 統合脳科学演習Ａ

科目キー 5301062073

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 筒井 和義

年度

授業概要 生体調節、本能の制御、記憶・学習を担う脳制御システムとホルモン作用を理解することを目的として演習を行う。

シラバス 生体調節、本能の制御、記憶・学習を担う脳制御システムとホルモン作用を理解することを目的として演習を行う。

また、これらの脳制御システムの新しい理解を目指す統合脳科学研究から得られた最新の知見を紹介する。

副題

教科書 なし

参考文献 最新の論文を対象にする

評価方法 発表内容によって評価する

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 664/905 ページ



科目名付クラス名 統合脳科学演習Ｂ

科目キー 5301062074

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 筒井 和義

年度

授業概要 生体調節、本能の制御、記憶・学習を担う脳制御システムとホルモン作用を理解することを目的として演習を行う。

シラバス 生体調節、本能の制御、記憶・学習を担う脳制御システムとホルモン作用を理解することを目的として演習を行う。

また、これらの脳制御システムの新しい理解を目指す統合脳科学研究から得られた最新の知見を紹介する。

副題

教科書 なし

参考文献 最新の論文を対象にする

評価方法 発表内容によって評価する

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 665/905 ページ



科目名付クラス名 統合脳科学演習Ｃ

科目キー 5301062075

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 筒井 和義

年度

授業概要 生体調節、本能の制御、記憶・学習を担う脳制御システムとホルモン作用を理解することを目的として演習を行う。

シラバス 生体調節、本能の制御、記憶・学習を担う脳制御システムとホルモン作用を理解することを目的として演習を行う。

また、これらの脳制御システムの新しい理解を目指す統合脳科学研究から得られた最新の知見を紹介する。

副題

教科書 なし

参考文献 最新の論文を対象にする

評価方法 発表内容によって評価する

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 666/905 ページ



科目名付クラス名 統合脳科学演習Ｄ

科目キー 5301062076

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 筒井 和義

年度

授業概要 生体調節、本能の制御、記憶・学習を担う脳制御システムとホルモン作用を理解することを目的として演習を行う。

シラバス 生体調節、本能の制御、記憶・学習を担う脳制御システムとホルモン作用を理解することを目的として演習を行う。

また、これらの脳制御システムの新しい理解を目指す統合脳科学研究から得られた最新の知見を紹介する。

副題

教科書 なし

参考文献 最新の論文を対象にする

評価方法 発表内容によって評価する

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 667/905 ページ



科目名付クラス名 遺伝情報学演習

科目キー 5301062077

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大山 隆

年度

授業概要 DNAの塩基配列と構造は、コインの表と裏のように切っても切れない関係にある。したがって、同じ塩基配列をもつ

DNAが同じ構造をもつことは当然としても、意外なことに、異なった塩基配列をもつDNAが同じような高次構造をとっ

たり、似たような機械的特性をもったりする場合がしばしばある。最近になって、DNAの高次構造や特性は、世代を

越えてクロマチンを再現するために機能したり、遺伝子発現を保証するためのクロマチンの構築や維持に寄与したり

していることが明らかになってきた。本演習では、DNAの高次構造や特性に印された情報を解読するための研究を

行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 668/905 ページ



科目名付クラス名 DNA位相幾何学演習

科目キー 5301062078

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大山 隆

年度

授業概要 DNAがもつトポロジー情報がヌクレオソーム、クロマチン、ソレノイド、染色体といった、真核細胞DNAの階層的高次

構造構築の過程でどのような形で発現し、機能するかを解明するための研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 669/905 ページ



科目名付クラス名 遺伝子工学演習

科目キー 5301062079

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大山 隆

年度

授業概要 DNAがもつトポロジー情報が遺伝子の転写制御の過程でどのような形で発現し、機能するかを解明するための研究

を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 670/905 ページ



科目名付クラス名 クロマチン工学演習

科目キー 5301062080

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大山 隆

年度

授業概要 ヒトの体細胞核に収納されているDNAは、繋ぐと全長２mにもなる。本演習では、核内での高密なコンパクションを可

能にしているDNAの分子特性（特に分子集合能）について研究するとともに、特殊なヌクレオソーム構造の探索を行

う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 671/905 ページ



科目名付クラス名 PBLのための国際コミュニケーション

科目キー 5301062081

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員

年度

授業概要 "演習の目的：プロジェクトによる研究開発の手法について修得し、研究プロジェクト運営とその成果の効果的活用

法を学ぶ。

演習の方法：個別指導"

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 672/905 ページ



科目名付クラス名 分子ナノ工学研究

科目キー 5301070001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大泊 巌

年度

授業概要 ナノメータスケールの構造体（ナノ構造）を利用する未来の電子デバイスおよびその集積システムに関する研究を行

う。これから取り上げるテーマは、テラビットメモリや超高集積センサシステムなどのためのナノ構造を、ウエハス

ケールで作製する学理と技術であり、具体的には、固体表面のナノスケール改質、原子や分子などの単粒子の動

態制御、自己組織化など、である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 673/905 ページ



科目名付クラス名 ナノデバイス研究

科目キー 5301070002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 川原田 洋

年度

授業概要 ナノデバイスをIT技術のみならず環境およびバイオ技術への応用を念頭に、炭素材料（ダイヤモンド、ナノチューブ）

のナノエレクトロニクス研究を行う。単電子トランジスタ、高いブレークダウン電界や高熱伝導率によるハイパワー高

周波素子、生体適合性と化学修飾性を利用したバイオセンサーの研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 674/905 ページ



科目名付クラス名 マイクロシステム研究

科目キー 5301070003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 庄子 習一

年度

授業概要 集積回路の微細加工技術や精密加工技術などを用いたナノ・マイクロマシーニング技術により、医療、化学／生化

学、情報通信、宇宙開発分野への応用を目的とした高機能なマイクロシステムの開発目指す実践的研究を行う。具

体的には、生体情報計測を目的としたウエアラブルシステムやDNA、タンパク質、オルガネラなどの生体物質の分

析・合成、ハンドリングマイクロシステム、宇宙応用を目的とした超高感度マイクロセンサシステムなどがある。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 675/905 ページ



科目名付クラス名 半導体ナノ工学研究

科目キー 5301070004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 庄子 習一 堀越 佳治

年度

授業概要 半導体エピタキシャル成長の研究，これを用いた超格子，量子井戸など半導体極微細構造の製作およびその物性

に関する研究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 676/905 ページ



科目名付クラス名 ナノデバイスプロセス工学研究

科目キー 5301070005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 谷井 孝至

年度

授業概要 ナノスケールの新機能デバイスを開発する研究を行う。具体的には、機能性有機分子または生体分子と固体表面と

の界面において、ナノスケールの構造形成、化学的性質の制御、および、ナノ構造体が発現する電気的／光学的

特性を統合することにより、バイオミメティックデバイス、ナノエレクトロニクスデバイス、次世代一分子イメージング技

術などを開発する。

シラバス 個々の研究の進捗に応じて進める。

副題

教科書 特になし

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 特になし

E-Mail：非公開

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 677/905 ページ



科目名付クラス名 計算機実験学研究

科目キー 5301070006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邉 孝信

年度

授業概要 ナノスケールの構造体およびその加工プロセスで起こる反応を、理論計算手法により原子・分子レベルで解明する

研究を指導する。未知の構造や現象を理解し予測するための理想化された新たな実験手法として計算機実験学を

位置づけ、この理念の下で、半導体電子材料、生体分子を含む有機物質、あるいはそれらの複合材料における未

解明現象の理論計算研究に取り組む。研究を通じて、分子動力学法、量子化学計算法、モンテカルロ法など様々な

分子シミュレーション手法の原理と実践的活用法を指導する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 678/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ機能表面化学研究

科目キー 5301070007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 敬之

年度

授業概要 固体表面特有の構造･性質は様々な分野で応用されている。この中で特に固液界面における機能表面･薄膜形成

に着目し、ウェットプロセスにおける半導体表面反応素過程およびナノ構造形成過程の理論的、実験的解析とモデ

ル化、新規ナノ構造プロセスおよび機能デバイスの構築などについて研究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 679/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ電子材料化学研究

科目キー 5301070008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 逢坂 哲彌 本間 敬之

年度

授業概要 電気化学的プロセスを利用した応用方面につながる基礎研究に重点を置き、特にエレクトロニクス関連材料の湿式

および乾式成膜プロセスによる機能薄膜合成（磁性体、薄膜抵抗体など）およびその応用、また、高密度エネルギー

電池材料（リチウム電池、小型DMFC)および化学センサー材料（バイオセンサ、キラルセンサ）へ応用するための研

究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 680/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ材料合成化学研究

科目キー 5301070009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 黒田 一幸 本間 敬之

年度

授業概要 本研究では様々な機能を有するナノ材料の合成、構造研究、物性測定を行う。特にナノスケールでの構造制御を基

本に、無機-有機相互作用を利用したナノ材料の分子設計等の分野を中心に多方面へ展開する。無機層状物質層

間をナノ空間として捉え、有機化合物の導入によるナノ複合材料の合成、無機有機ナノ複合化を活用した新多孔質

材料の開発とナノポアの孔径の制御、有機分子集合能を生かした無機有機ナノ組織体の合成、ケイ酸塩を基礎とし

たナノ化学等の研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 681/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ電気化学研究

科目キー 5301070010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 門間 聰之

年度

授業概要 蓄電デバイス・発電デバイスをはじめとする電気化学デバイスの研究。電気化学デバイス用新規材料、作製プロセ

ス・デバイス形成プロセスの研究と材料およびデバイス特性の評価法に関する研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 682/905 ページ



科目名付クラス名 表面ナノ物理学研究

科目キー 5301070011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大島 忠平

年度

授業概要 固体表面の原子構造、格子振動、電子状態（エネルギ-バンド構造）の実験的、理論的に研究する。特に 低速電子

の回折現象、非弾性散乱、光電子放出現象を利用すると、固体表面に敏感なり、固体表面数原子層の状態が検出

させる。これらの手法を新たな電子源開発に応用する。なお、本研究は、表面物性演習Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを必修とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 683/905 ページ



科目名付クラス名 固体物理研究

科目キー 5301070012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小山 泰正

年度

授業概要 固体の対称性は、通常、原子の規則正しい配列に関係した対称操作の群、すなわち空間群によって特徴付けられ

ている。ここで固体では、温度変化による相転移や時間経過に伴う相変化により対称性の破れた状態が出現し、強

誘電性等の興味深い物理的性質を示すことが知られている。そこで本研究では、固体における対称性の破れた状

態の中で、特にナノメーターのスケールを有する新たな状態に興味を持ち、その存在を探査するとともに、新たな状

態の結晶学的特徴について主に回折結晶学的手法により明らかにする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 684/905 ページ



科目名付クラス名 凝縮系の理論物理研究

科目キー 5301070013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山中 由也

年度

授業概要 多様な物質の状態について、現代物理学の視点から理論的研究を行う。理論の道具立てとしては、量子力学、場

の量子論、熱力学、統計力学、電磁気学が主なものであるが、これらの道具を総合的に駆使し、自然・対象とする物

質の本質に迫ることが目標である。特に、微視的世界で重要な量子論効果に重点を置いて研究を進める。日々進

展しているナノテクノロジー分野などの実験結果の中からテーマを見出し、理論的に解明する。近年注目されている

中性原子のボース・アインシュタイン凝縮現象も重要なテーマである。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 685/905 ページ



科目名付クラス名 量子物性科学研究

科目キー 5301070014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 知之

年度

授業概要 現在の物質科学の分野においては、微視的視点で対象となる物質を見ることが重要となっており、そのためには当

然のことながら量子論が必要とされる場合が多い。本研究指導では、量子論を用いた固体の諸物性の解析に関す

る基礎的研究を中心に行う。特に、原子レベルでの欠陥や添加元素が固体の諸物性に与える影響について、実験

的ならびに計算科学的手法を用いた研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 686/905 ページ



科目名付クラス名 半導体量子物理研究

科目キー 5301070015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹内 淳 大島 忠平

年度

授業概要 半導体中の量子物理現象の解明を進めるとともに，半導体デバイスへの工学応用のための制御方法を実験的に

研究する。特に極短光パルスを計測手段として用い，キャリアの各種の超高速緩和現象，トンネル効果，スピン緩

和過程，発光過程などの解明とデバイス応用を研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 687/905 ページ



科目名付クラス名 ナノキラル科学研究

科目キー 5301070016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大島 忠平 朝日 透

年度

授業概要 ヘリカル構造を有した誘電体、磁性体、半導体などの無機キラル物質およびタンパク質、アミノ酸などの有機キラル

物質につき、結晶、薄膜、界面の光学的性質、電磁気的性質、物理化学的性質を理解するために必須となる基礎

知識ならびに実験技術を習得し、学際的研究の立場から、ナノマテリアルのキラリティの研究に取り組む。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 688/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ構造理論解析研究

科目キー 5301070017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 塚田 捷

年度

授業概要 半経験的方法や第一原理計算法などの理論解析の手法によって様々なナノ構造系の解析と理論設計を行い、そ

の機能の理論予測をおこなう。また理論解析や数値シミュレーションに必要な基本的な方法に習熟するとともに、新

しい計算物理的手法の開発を行う。とりあげる系の具体的な例としては、有機分子とナノ電極からなる分子架橋系

の生成と量子輸送や発光などの機能探索、半導体表面に埋め込んだ原子細線系の機能予測、有機分子と無機表

面の結合系、ナノ構造シミュレーションのための計算物理の新手法の開拓、非接触原子間力顕微鏡および走査トン

ネル顕微鏡によるナノ構造制御の理論などである。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 689/905 ページ



科目名付クラス名 ナノテクノロジー概論

科目キー 5301071002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大泊 巌

年度

授業概要 ナノテクノロジーという未確立の分野を題材として、学術および応用技術における問題点を探索し、研究シーズ探索

能力を養成することを目的とする。若い頭脳からのアイデアの提案も期待したい。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 690/905 ページ



科目名付クラス名 電子材料特論

科目キー 5301071003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀越 佳治

年度

授業概要 本講義においては、各種半導体材料のサーベイ、結晶成長の物理、キーマテリアルのエピタキシャル成長技術、ナ

ノ構造製作技術など、半導体材料の準備段階全般の解説を行う。これをもとに、ナノテクノロジーの基礎となる超格

子構造、低次元構造などの製法と物性、デバイス応用等について講義する。さらに最近研究が進んでいるスピンエ

レクトロニクスに関してもデバイス開発の現状について講義する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 691/905 ページ



科目名付クラス名 ナノデバイス工学

科目キー 5301071004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ３時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 川原田 洋

年度

授業概要 ２次元電子ガスを利用する高周波FET、量子井戸を使用する発光ダイオード、半導体レーザー、集積回路の

MOSFETでは微細化のため量子効果、量子力学と電子デバイスの関連が密接となっている。本講義では、量子力

学基本概念の最新デバイスへの関わりを多くの例をもとに講述する。また、現在研究段階にある量子細線や量子

箱、単電子トランジスタ、量子コンピューティングについても触れる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 692/905 ページ



科目名付クラス名 ナノバイオフージョンシステム

科目キー 5301071005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 庄子 習一

年度

授業概要 ナノメートルオーダーの微細加工構造体を作成するナノテクノロジー（トップダウン的手法）と生体物質のインターラク

ションに着目し、ナノテクノロジーおよびマイクロシステム技術による生化学物質の検出や反応合成について基礎よ

り、最新の技術動向まで系統的に解説する。また、ナノテクノロジーの実用化について最新の事例を上げ、技術の

方向性を分析する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 693/905 ページ



科目名付クラス名 分子ナノ工学概論I

科目キー 5301071006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 谷井 孝至

年度

授業概要 トップダウン型のナノテクノロジーを題材として、学術的または技術的な課題を探索し、実践的な研究シーズの探索

能力を養成する。半導体デバイスの基本的な動作原理と微細加工技術を概説した後に、半導体デバイスのロード

マップを教材として、微細化と性能向上に関する現状の課題を把握する。また、未来デバイスの構造と動作原理を

解説し、演習課題を通して研究シーズを具体的に探索する。

シラバス (1)半導体微細加工技術の基礎

(2)半導体デバイスの基礎

(3)ロードマップ概説

(4)未来デバイスの構造と動作原理

(5)演習課題

副題

教科書 講義資料を配布

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 特になし

E-Mail：非公開

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 694/905 ページ



科目名付クラス名 計算機実験学概論I

科目キー 5301071008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邉 孝信

年度

授業概要 理論、実験に次ぐ第三の研究手法として計算機シミュレーションを位置づけ、その歴史上の意義と科学技術におけ

る役割を、特にナノテクノロジーで用いられる分子シミュレーション技術を例にとって概説する。解析力学、統計熱力

学など、分子シミュレーションの動作原理の理解に不可欠な物理学の基本知識をまず整理し、続いて、量子化学計

算、分子動力学計算、モンテカルロ法など、原子・分子を扱う様々な計算機シミュレーション手法を概説する。時間が

あれば、連続体近似の問題を扱う有限要素法も解説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 695/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ物理化学特論I

科目キー 5301071011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菊地 英一 逢坂 哲彌 松方 正彦

年度

授業概要 大学院での基礎的内容として、速度論と平衡論を中心に物理化学に関わる技術者、研究者として少なくとも身につ

けておくべき内容について講義する。速度論としては、反応中間体の種類、活性中心の取り扱い、理想的反応器と

反応速度の測定方法、定常状態法を用いた活性中心の動力学的取り扱い、ラジカル連鎖反応や重縮合反応など

複雑な反応の速度の取り扱いについて講義する。また、主として電気化学の理解を深めることを中心に、溶液／電

極界面における平衡論、電極反応速度論などについて講義する。

シラバス １． 化学反応の仕組み、反応中間体の種類、反応速度の定義

２． 理想的反応器と反応速度の測定

３． 定常状態近似：active centerの動力学的取り扱い

４． 律速段階と逐次反応の取り扱い

５． 複雑な反応の動力学的取り扱い（１） 均一系

６． 複雑な反応の動力学的取り扱い（２） 不均一系

７． 平衡論・電気化学（応用物理化学部門）

８． 平衡論と熱力学（１）

９． 平衡論と熱力学（２）

１０．溶液／電極界面平衡論（１）

１１．溶液／電極界面平衡論（２）

１２．電極反応速度論（１）

１３．電極反応速度論（２）

副題

教科書 アトキンス物理化学

参考文献

評価方法 出席状況、教場試験、定期試験の結果を総合して判定する。

備考 松方担当部分については、上記URLを参照のこと

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/mmatsu/LOCAL/lectures.htm

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 696/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ物理化学特論II

科目キー 5301071012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 敬之 小柳津 研一 立川 仁典

年度

授業概要 大学院での基礎的内容として，量子化学および無機・有機材料の物性について講述する．量子化学では，既習の

量子論の基礎を復習した後、波動方程式を用いた原子の電子構造の記述，およびこれに基づく分子軌道法の基礎

と応用について述べる．物性論では，物質の種々の性質の発現を原子・分子構造に基づき説明すると共に，その解

析法および工学的応用のための特性設計手法について講述する．

シラバス 担当：立川（第１―第６回），本間（第７―第９回），小柳津（第１０―第１２回）

第１回 ガイダンス・量子論の基礎（計算科学の役割と量子力学の復習： 不確定性原理，演算子，波動関数，

Schr&ouml;dinger方程式，古典力学との対応，一次元井戸型ポテンシャル）

計算科学の役割を述べ，簡単な量子論を復習する．何故，計算科学シミュレーションが重要であるかを概説する．そ

して量子力学を支配しているSchr&ouml;dinger方程式を解説し，得られる波動関数の化学的意味づけを概観する．

必要な数学的準備も行う．

第２回 Schr&ouml;dinger方程式１（水素原子： 波動関数の規格直交化，一粒子問題，調和振動子，波動関数の縮

退，1s, 2p, 3d orbitals）

一電子系のSchr&ouml;dinger方程式を学ぶ．調和振動子や水素原子のSchr&ouml;dinger方程式を概観し，1s, 2p,

3d, 4f といったorbitalsが，どのような手続きで得られるかを学ぶ．単に数学的に答えを得るだけでなく，化学的見地

からの考察に重点を置く．

第３回 Schr&ouml;dinger方程式２（一般の原子： 水素原子の波動関数の概念を使った原子構造の記述，反対称

性原理，パウリの排他律，フントの規則）

多電子系の問題を学ぶ．電子が二つ以上になると，反対称性原理を考える必要がある．パウリの排他律，フント

の規則がどのようにして導かれるかを学ぶ．

第４回 分子軌道法１（二原子分子： 分子軌道，Born-Oppenheimer近似，Hartree-Fock近似，基底関数(LCAO)展

開，σ，π，δ orbitals）

分子軌道法の基礎を学ぶ．分子軌道法の基礎をなす，Born-Oppenheimer近似，Hartree-Fock近似，基底関数

(LCAO)展開を概説する．具体的に二原子分子に適用し，σ，π，δ orbitalsがどのようにして得られるかを学ぶ．必

要な群論の知識も学ぶ．

第５回 分子軌道法２（化学反応への応用： 水分子の分子軌道，最高占有分子軌道(HOMO)，最低非占有分子軌

道(LUMO)，フロンティア軌道論，混成軌道・原子価結合法との対応，H&uuml;ckel分子軌道法）

分子軌道法の応用を学ぶ．水分子の分子軌道を概説した後，有機化合物の分子軌道を議論し，分子軌道の対称

性から化学反応を論ずる．また，混成軌道・原子価結合法との対応，H&uuml;ckel分子軌道法の理論的妥当性につ

いても議論する．

第６回 量子化学の応用（応用例と最新手法の紹介： 生体分子への応用，ナノテクノロジーへの応用，電子相関

法，密度汎関数法）

量子化学の応用例と最新手法を紹介する．生体分子やナノテクノロジーといった応用分野に対し，現在，そして極

めて近い将来，量子化学計算がどのような寄与を果たすかを概説する．最新手法を紹介することにより，今後の計

算科学シミュレーションの役割を考えていく．

第７回 材料物性の基礎，物性の発現

材料の物性を考える際に前提となる，構造/物性/特性の相関性の解析という考え方を，実例を示しながら概説す

る．また，材料の構造に関する知見（結晶構造など）に関し，既習内容を基に整理する．これらを基に，材料の電気

的・磁気的・光学性質について説明する．

第８回 機能物性発現のための材料設計

電気的・磁気的・光学的性質の相関と，それを複合的に利用した新しい機能材料・デバイスについて紹介する．フォ

トニクスやスピントロニクスなど，新しい複合物性の概念について紹介する．また，薄膜，ナノワイヤー，ナノ粒子など

の低次元材料がバルク材料にない特性を発現することを述べるとともに，このような性質を利用した最近の材料の

例を紹介する．

第９回 表面物性とその解析

副題

授業の到達目標

2011年4月8日 697/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ物理化学特論II

科目キー 5301071012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

年度

材料表面にはバルクと異なる性質が発現することを説明する．また，自己組織化有機単分子薄膜の形成など，この

ような表面物性の積極的な制御のための最近のアプローチについても紹介する．また，表面の電気的・磁気的・光

学的性質や微細構造の解析手法について，最新の手法も交えて説明する．

第１０回 低次元電子系の物性（共役分子，有機導電体）

共役系の電子状態を，一次元格子における電子格子相互作用と電子間相互作用に基づ

いて説明し，様々な電荷キャリヤの構造を例示する．擬二次元に拡張した場合にどの

ような物性が予測されるかを論じ，それらの合成化学を紹介する．

第１１回 配位化合物の構造と物性（配位子場分裂，スピン状態，酸化還元）

d軌道が主役となる金属錯体および有機金属化合物の物性を，配位構造と相関させて

説明する．配位子場分裂に基づく各種特性，結晶構造に由来する電気・光・磁気物性

について論じる．溶液中での電子移動の特徴および触媒作用についても触れる．

第１２回 界面・表面物性と機能設計（分子間力と表面力，界面構造の観測と設計）

物質の界面現象を支配する分子間力と表面力について説明する．界面活性剤や接着

剤，塗料などを例に，界面・表面における作用機序を説明すると共に，研究が進んで

いる様々な機能性ナノ粒子の設計思想を論じる．

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 698/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ物理化学特論II

科目キー 5301071012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 敬之 小柳津 研一 立川 仁典

年度

授業概要 大学院での基礎的内容として，量子化学および無機・有機材料の物性について講述する．量子化学では，既習の

量子論の基礎を復習した後、波動方程式を用いた原子の電子構造の記述，およびこれに基づく分子軌道法の基礎

と応用について述べる．物性論では，物質の種々の性質の発現を原子・分子構造に基づき説明すると共に，その解

析法および工学的応用のための特性設計手法について講述する．

シラバス 担当：立川（第１―第６回），本間（第７―第９回），小柳津（第１０―第１２回）

第１回 ガイダンス・量子論の基礎（計算科学の役割と量子力学の復習： 不確定性原理，演算子，波動関数，

Schr&ouml;dinger方程式，古典力学との対応，一次元井戸型ポテンシャル）

計算科学の役割を述べ，簡単な量子論を復習する．何故，計算科学シミュレーションが重要であるかを概説する．そ

して量子力学を支配しているSchr&ouml;dinger方程式を解説し，得られる波動関数の化学的意味づけを概観する．

必要な数学的準備も行う．

第２回 Schr&ouml;dinger方程式１（水素原子： 波動関数の規格直交化，一粒子問題，調和振動子，波動関数の縮

退，1s, 2p, 3d orbitals）

一電子系のSchr&ouml;dinger方程式を学ぶ．調和振動子や水素原子のSchr&ouml;dinger方程式を概観し，1s, 2p,

3d, 4f といったorbitalsが，どのような手続きで得られるかを学ぶ．単に数学的に答えを得るだけでなく，化学的見地

からの考察に重点を置く．

第３回 Schr&ouml;dinger方程式２（一般の原子： 水素原子の波動関数の概念を使った原子構造の記述，反対称

性原理，パウリの排他律，フントの規則）

多電子系の問題を学ぶ．電子が二つ以上になると，反対称性原理を考える必要がある．パウリの排他律，フント

の規則がどのようにして導かれるかを学ぶ．

第４回 分子軌道法１（二原子分子： 分子軌道，Born-Oppenheimer近似，Hartree-Fock近似，基底関数(LCAO)展

開，σ，π，δ orbitals）

分子軌道法の基礎を学ぶ．分子軌道法の基礎をなす，Born-Oppenheimer近似，Hartree-Fock近似，基底関数

(LCAO)展開を概説する．具体的に二原子分子に適用し，σ，π，δ orbitalsがどのようにして得られるかを学ぶ．必

要な群論の知識も学ぶ．

第５回 分子軌道法２（化学反応への応用： 水分子の分子軌道，最高占有分子軌道(HOMO)，最低非占有分子軌

道(LUMO)，フロンティア軌道論，混成軌道・原子価結合法との対応，H&uuml;ckel分子軌道法）

分子軌道法の応用を学ぶ．水分子の分子軌道を概説した後，有機化合物の分子軌道を議論し，分子軌道の対称

性から化学反応を論ずる．また，混成軌道・原子価結合法との対応，H&uuml;ckel分子軌道法の理論的妥当性につ

いても議論する．

第６回 量子化学の応用（応用例と最新手法の紹介： 生体分子への応用，ナノテクノロジーへの応用，電子相関

法，密度汎関数法）

量子化学の応用例と最新手法を紹介する．生体分子やナノテクノロジーといった応用分野に対し，現在，そして極

めて近い将来，量子化学計算がどのような寄与を果たすかを概説する．最新手法を紹介することにより，今後の計

算科学シミュレーションの役割を考えていく．

第７回 材料物性の基礎，物性の発現

材料の物性を考える際に前提となる，構造/物性/特性の相関性の解析という考え方を，実例を示しながら概説す

る．また，材料の構造に関する知見（結晶構造など）に関し，既習内容を基に整理する．これらを基に，材料の電気

的・磁気的・光学性質について説明する．

第８回 機能物性発現のための材料設計

電気的・磁気的・光学的性質の相関と，それを複合的に利用した新しい機能材料・デバイスについて紹介する．フォ

トニクスやスピントロニクスなど，新しい複合物性の概念について紹介する．また，薄膜，ナノワイヤー，ナノ粒子など

の低次元材料がバルク材料にない特性を発現することを述べるとともに，このような性質を利用した最近の材料の

例を紹介する．

第９回 表面物性とその解析

副題

授業の到達目標
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科目名付クラス名 ナノ物理化学特論II

科目キー 5301071012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 敬之 小柳津 研一 立川 仁典

年度

材料表面にはバルクと異なる性質が発現することを説明する．また，自己組織化有機単分子薄膜の形成など，この

ような表面物性の積極的な制御のための最近のアプローチについても紹介する．また，表面の電気的・磁気的・光

学的性質や微細構造の解析手法について，最新の手法も交えて説明する．

第１０回 低次元電子系の物性（共役分子，有機導電体）

共役系の電子状態を，一次元格子における電子格子相互作用と電子間相互作用に基づ

いて説明し，様々な電荷キャリヤの構造を例示する．擬二次元に拡張した場合にどの

ような物性が予測されるかを論じ，それらの合成化学を紹介する．

第１１回 配位化合物の構造と物性（配位子場分裂，スピン状態，酸化還元）

d軌道が主役となる金属錯体および有機金属化合物の物性を，配位構造と相関させて

説明する．配位子場分裂に基づく各種特性，結晶構造に由来する電気・光・磁気物性

について論じる．溶液中での電子移動の特徴および触媒作用についても触れる．

第１２回 界面・表面物性と機能設計（分子間力と表面力，界面構造の観測と設計）

物質の界面現象を支配する分子間力と表面力について説明する．界面活性剤や接着

剤，塗料などを例に，界面・表面における作用機序を説明すると共に，研究が進んで

いる様々な機能性ナノ粒子の設計思想を論じる．

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ナノマテリアルアナリシス

科目キー 5301071013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 １時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅原 義之 本間 敬之

年度

授業概要 近年の先端材料創製および種々の機能デバイス・システム形成には原子・分子レベルからの詳細な分析が不可欠

である。本講義ではマイクロアナリシス系の手法を中心に、先端の分析・解析手法について講述する。特に固体試

料を対象とした核磁気共鳴分析、およびX線や電子線などを用いた表面分析を中心に説明する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ナノ化学概論

科目キー 5301071014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期（後半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 逢坂 哲彌

年度

授業概要 化学反応系、特に電気化学ナノ反応系を対象に、その基礎である界面二重層、電極反応と水素電極反応、電解質

から、電池、電気化学センサー、バイオセンサー、電解、無電解プロセス、電解重合反応と導電性高分子材料など、

応用分野までを講述する。特に最近進歩の顕著な分野については適宜実例を交えながら、プロセス系の基礎と応

用について包括的な視野を身につけさせるようにする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ナノ化学システム特論

科目キー 5301071015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期（前半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 敬之

年度

授業概要 電気化学的アプローチの応用例として，シリコンデバイスプロセスや種々のセンサーシステム，マイクロアナリシス等

を中心に，最新の研究内容をその背景も含めて講述する．

シラバス １．概論

２．シリコンウェハ表面の電気化学

３．ウェットデバイスプロセスにおける電気化学

４．シリコンデバイスプロセスの応用例

５．センサーシステム

６．ナノエレクトロケミストリーとマイクロアナリシス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ナノ空間化学特論

科目キー 5301071016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 １時限学期名称 後期（後半)

配当年次名称 １年以上

担当教員 黒田 一幸

年度

授業概要 ナノ化学の基本要素の一つであるナノ空間の設計と利用は、化学者・化学技術者にとって必須の知識となってお

り、ナノ空間化学は非常に重要である。組成・構造の多様なナノ空間物質を取り上げ、合成、構造、性質の諸点から

講義し、本分野の知識修得を目指すとともに、分子レベルでのナノ空間設計能力を養う。無機固体化学の基盤的知

識を活用し、ミクロ、メソ、マクロ多孔体およびそれらの階層構造体も含めて、それらの構造、組成、形態、機能の制

御について平易なレベルから高度な最新の展開までを述べる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）
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科目名付クラス名 ナノ電気化学特論Ａ

科目キー 5301071017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 ３時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 門間 聰之

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 705/905 ページ



科目名付クラス名 表面ナノ物理学概論

科目キー 5301071019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大島 忠平

年度

授業概要 表面ナノ物理学に関するトピックスを取り上げて講義する。今までに取り上げた課題は、格子振動と表面フォノン、固

体内プラズモンと表面プラズモン、ポラリトンと表面ポラリトン、仕事関数と電子放出、ベクトルポテンシャルと電子波

位相、イオン散乱と表面構造などである。物理学を基礎に固体表面現象を説明する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 706/905 ページ



科目名付クラス名 相転移特論

科目キー 5301071020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 火

時限名称 ４時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小山 泰正

年度

授業概要 本講義では、固体に存在する相転移の中で、結晶構造の変化、特に高対称晶相の対称操作の消失によって特徴

付けられる構造相転移を取上げ、群論の既約表現論に基づいた、これら相転移の理論的な取り扱いについて解説

する。具体的には、まず結晶学の基礎、既約表現論における可約表現や既約表現等の基礎概念、既約表現論に基

づく相転移の統計力学、すなわちランダウ理論について､さらに相転移での結晶構造変化に関係する原子変位の理

解のため、既約表現論により固体中での格子振動をどのように決定するかについて解説する。

シラバス １．固体の結晶構造・・・結晶学の基礎

1.1 結晶とは

1.2 空間格子

1.3 結晶点群と空間群

２．結晶における対称操作群の既約表現

2.1 群とは

2.2 対称操作群の既約表現

2.3 固体の電子状態と既約表現

３．固体の構造相転移と既約表現論の応用

3.1 固体における構造相転移の概要

3.2 ランダウ理論

3.3 ランダウ理論を用いた構造相転移の解析例

3.4 既約表現論による格子振動の解析

副題

教科書

参考文献 １．「群論入門」小野寺嘉孝著、裳華房

２．「応用群論」犬井鉄郎、田辺行人、小野寺嘉孝著、裳華房

３．「統計物理学（下）」ランダウ、リフシッツ著、岩波書店

評価方法 出席点とレポート

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 707/905 ページ



科目名付クラス名 半導体量子物理特論

科目キー 5301071021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ５時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹内 淳

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 708/905 ページ



科目名付クラス名 量子物性科学特論

科目キー 5301071022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 木

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 知之

年度

授業概要 量子論を用いた固体の諸物性の考え方ならびに実験的にそれらを分析する手法について講義する。特に、原子レ

ベルでの欠陥や添加元素が固体の諸物性に与える影響に着目し、具体的な物質の諸物性ならびにシンクロトロン

放射光を用いた原子レベルでの実験的評価法について説明する。また、理論計算（第一原理計算）を用いた上記の

物性変化の予測ならびに解析を行う方法について解説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 709/905 ページ



科目名付クラス名 凝縮系の理論物理特論

科目キー 5301071023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 月

時限名称 ４時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山中 由也

年度

授業概要 多体量子系の基礎理論である場の量子論の入門講義を行う。物性物理、特に凝縮系への適用を念頭に置く。

受講には、量子力学の知識（学部の講義で半期ないしは通年程度）を必須とする。

シラバス （１）一体量子力学復習、同種多体系の量子力学、抽象表現

（２）多体量子力学における近似法

（３）多体量子力学と同等な場の量子論の導出

（４）自由場の量子論

（５）相互作用のある場の量子論、相互作用表示

（６）ファインマン図法

（７）超流動模型

副題

教科書 『物性研究者のための場の量子論 １』 高橋 康著（培風館）

参考文献

評価方法 平常点、課題レポート

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 710/905 ページ



科目名付クラス名 ナノキラル科学概論Ａ

科目キー 5301071024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 水

時限名称 １時限学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 朝日 透

年度

授業概要 複雑媒体（complex medium）と呼ばれる材料群の基本概念を理解させるために物質方程式やテンソル（感受率）の

物理的意味を理解し，さらに，非線形あるいはキラルな光学的及び電磁気的性質を有する複雑媒体のナノマテリア

ルとしての特徴を理解できるよう基礎知識を習得する。

キラル科学に関与する論文や解説を取り上げ、それらにつきグループディスカッション、発表、討論を重ねてキラル

科学の理解を深める。

シラバス 第１回目講義の際に、講義の内容、進め方、評価方法につき詳細に説明する。

数回の講義において、グループディスカッションを経て、発表・討論する形式を取って授業を進める。

副題

教科書 講義中に紹介する。

参考文献 講義中に紹介する。

評価方法 平常点（40点）、レポート（20点）、発表・討論（40点）。平常点は出席しているだけでは評価が低く、インタラクティブな

講義への貢献を評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 711/905 ページ



科目名付クラス名 理論ナノ構造学

科目キー 5301071026

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 金

時限名称 ２時限学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 塚田 捷

年度

授業概要 ナノ構造の物理的・化学的性質を理解するための基礎を、理論的観点から概説する。表面原子構造からはじめ、

種々の表面高次構造とその性質、分子の吸着構造を利用したナノ構造、構造と電子状態の関連、量子ドット、分子

架橋、原子細線などの基本的ナノ構造系、電荷移動と量子輸送、単電子効果など、ナノ構造の基本的な性質を概

観する。また走査プローブ顕微鏡の原理とナノ構造の生成制御への応用、量子コヒーレンス状態の実現と量子コン

ピュータへの応用などについて、最近の研究の進展をふまえ概説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 712/905 ページ



科目名付クラス名 分子生物学・生化学概論

科目キー 5301071027

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 集中（前・後期）

配当年次名称 １年以上

担当教員 東中川 徹 中村 正久 筒井 和義

大山 隆 小泉 博

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 713/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ理工学専攻特別実験

科目キー 5301071028

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大泊 巌 山本 知之 大島 忠平

小山 泰正 川原田 洋 本間 敬之

山中 由也 庄子 習一 齊藤 良行

門間 聰之 谷井 孝至 渡邉 孝信

年度

授業概要 本実験科目は、化学・物理・生物・電子・情報など，多様な分野出身の学生に対し，ナノテクノロジー研究のための

共通の知識・技能を修得させるために，ナノ構造作製・評価法および数値解析法を実習させる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 714/905 ページ



科目名付クラス名 ナノエレクトロニクスＡ演習Ａ

科目キー 5301072001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大泊 巌

年度

授業概要 ナノメータスケールの構造体の製法に関する基礎知識を習得させるために、トップダウン方式としての半導体超微

細加工技術、ボトムアップ方式としての化学的処理、ならびに計算機実験を指導する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 715/905 ページ



科目名付クラス名 ナノエレクトロニクスＡ演習Ｂ

科目キー 5301072002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大泊 巌

年度

授業概要 ナノメータスケールの構造体の製法に関する基礎知識を習得させるために、トップダウン方式としての半導体超微

細加工技術、ボトムアップ方式としての化学的処理、ならびに計算機実験を指導する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 716/905 ページ



科目名付クラス名 ナノエレクトロニクスＡ演習Ｃ

科目キー 5301072003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大泊 巌

年度

授業概要 ナノメータスケールの構造体から発現する機能を、情報記録、センシング、分子認識などに応用するための基礎とし

て、固体表面の性状制御、および物性計測手段の原理、使用法、データ解釈、の手法を指導する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 717/905 ページ



科目名付クラス名 ナノエレクトロニクスＡ演習Ｄ

科目キー 5301072004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大泊 巌

年度

授業概要 ナノメータスケールの構造体から発現する機能を、情報記録、センシング、分子認識などに応用するための基礎とし

て、固体表面の性状制御、および物性計測手段の原理、使用法、データ解釈、の手法を指導する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 718/905 ページ



科目名付クラス名 半導体工学演習Ａ

科目キー 5301072005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀越 佳治

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 719/905 ページ



科目名付クラス名 半導体工学演習Ｂ

科目キー 5301072006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀越 佳治

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 720/905 ページ



科目名付クラス名 半導体工学演習Ｃ

科目キー 5301072007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀越 佳治

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 721/905 ページ



科目名付クラス名 半導体工学演習Ｄ

科目キー 5301072008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀越 佳治

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 722/905 ページ



科目名付クラス名 ナノエレクトロニクスＢ演習Ａ

科目キー 5301072009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 川原田 洋

年度

授業概要 ナノデバイスと関連する基礎学問である量子力学、物理化学、分子工学、回路工学を相関させて理解することを目

的として、適切な書物の輪講を行う。担当者のプレゼンテーションにより、自習以上の理解を得るために行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 723/905 ページ



科目名付クラス名 ナノエレクトロニクスＢ演習Ｂ

科目キー 5301072010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 川原田 洋

年度

授業概要 ナノデバイスの動作を理解する目的で、単電子トランジスタや共鳴トンネルダイオードなどの量子デバイス、ニ次元

電子ガスによるマイクロ波領域で動作する高周波デバイス、特定分子の吸着による微小電荷移動を検知するバイ

オセンサー等について、書物を輪講する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 724/905 ページ



科目名付クラス名 ナノエレクトロニクスＢ演習Ｃ

科目キー 5301072011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 川原田 洋

年度

授業概要 最新のナノエレクトロニクスに関する論文を各自が厳選して紹介し、その論文の背景、論理展開、内容評価、今後の

展望について詳細な発表を行う。自らの研究との関連を明らかにし、自らの研究の位置を明確にする。最終的に、

自らの研究をまとめて英語で論文を書き、学会に投稿する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 725/905 ページ



科目名付クラス名 ナノエレクトロニクスＢ演習Ｄ

科目キー 5301072012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 川原田 洋

年度

授業概要 最新のナノエレクトロニクスに関する論文を各自が厳選して紹介し、その論文の背景、論理展開、内容評価、今後の

展望について詳細な発表を行う。自らの研究との関連を明らかにし、自らの研究の位置を明確にする。最終的に、

自らの研究をまとめて英語で論文を書き、学会に投稿する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 726/905 ページ



科目名付クラス名 マイクロシステム工学演習Ａ

科目キー 5301072013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 庄子 習一

年度

授業概要 医療、化学／生化学、情報通信分野への応用を目的とした高機能なマイクロシステムの製作に必要なナノ・マイクロ

マシーニング技術の最新情報について調査検討を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 727/905 ページ



科目名付クラス名 マイクロシステム工学演習Ｂ

科目キー 5301072014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 庄子 習一

年度

授業概要 医療、化学／生化学、情報通信分野への応用を目的とした高機能なマイクロシステムの設計手法やCAD技術など

について最新情報の収集および分析検討を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 728/905 ページ



科目名付クラス名 マイクロシステム工学演習Ｃ

科目キー 5301072015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 庄子 習一

年度

授業概要 医療、化学／生化学、情報通信分野への応用を目的とした高機能なマイクロシステムの要素となる技術の体系化

および新技術の分類を行い、マイクロシステム研究の基礎の充実を図る。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 729/905 ページ



科目名付クラス名 マイクロシステム工学演習Ｄ

科目キー 5301072016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 庄子 習一

年度

授業概要 ナノテクノロジーとMicro Electro Mechanical System (MEMS)、Micro Total Analysis Systems (mTAS)など具体的シス

テム化技術の接点に注目し、新しいマイクロシステム開発の技術を分析研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 730/905 ページ



科目名付クラス名 分子ナノ工学演習Ａ

科目キー 5301072017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 谷井 孝至

年度

授業概要 ナノスケールデバイスの作製プロセスを設計し、作製から解析に至る一連のプロセスを行うことのできるスキルの修

得を目的として、特定の課題について演習を行う。洗浄、成膜、リソグラフィ、エッチングおよびイオン注入技術を中

心に構造設計および構造作製の演習を行い、さらに、作製したデバイスの構造解析、電気的特性解析、光学的特

性、および化学的性質の解析に関する演習を行う。

シラバス (1)洗浄技術の基礎演習

(2)成膜／エッチング技術の基礎演習

(3)リソグラフィ技術の基礎演習

(4)イオン注入技術の基礎演習

副題

教科書 特になし

参考文献

評価方法

備考 特になし

E-Mail：非公開

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 731/905 ページ



科目名付クラス名 分子ナノ工学演習Ｂ

科目キー 5301072018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 谷井 孝至

年度

授業概要 ナノデバイスを設計・作製できるスキルを修得することを目的として、電子デバイス技術を中心に最新の学術論文や

書物の輪講を通して調査活動を行う。発表形式の演習指導を行い、新たな研究シーズを幅広い分野にわたって探

索できる能力も養成する。

シラバス 電子デバイスの物理に関する演習

副題

教科書 資料を配布

参考文献

評価方法

備考 特になし

E-Mail：非公開

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 732/905 ページ



科目名付クラス名 分子ナノ工学演習Ｃ

科目キー 5301072019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 谷井 孝至

年度

授業概要 ナノスケールデバイスの作製プロセスを設計し、作製から解析に至る一連のプロセスを行うことのできるスキルの修

得を目的として、特定の課題について演習を行う。試作したデバイスの構造解析、電気的特性解析、光学的特性、

および化学的性質の解析に関する演習を行い、理想的な動作に必要な条件を独力で導ける能力を養成する。

シラバス 実デバイスの試作と評価を繰り返し行う。

副題

教科書 特になし

参考文献

評価方法

備考 特になし

E-Mail：非公開

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 733/905 ページ



科目名付クラス名 分子ナノ工学演習Ｄ

科目キー 5301072020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 谷井 孝至

年度

授業概要 ナノデバイスを設計・作製できるスキルを修得することを目的として、バイオミメティックデバイス技術を中心に最新の

学術論文や書物の輪講を通して調査活動を行う。発表形式の演習指導を行い、新たな研究シーズを幅広い分野に

わたって探索できる能力も養成する。

シラバス バイオチップ／バイオミメティックデバイス技術の基礎に関する演習

副題

教科書 資料を配布

参考文献

評価方法

備考 特になし

E-Mail：非公開

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 734/905 ページ



科目名付クラス名 計算機実験学演習Ａ

科目キー 5301072021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邉 孝信

年度

授業概要 計算機実験に取り組む上で必要となる基礎学問、例えば古典力学、量子物理化学、統計熱力学などの習得を目的

として、適切な書物を選定し輪講を行う。また、計算機実験の対象となるナノスケールの材料加工プロセス、電気伝

導機構等に関する先端知識の習得を目的とし、国内外の学術雑誌の関係発表論文の調査を行う。これらの学習を

通じて、各自具体的な演習課題を設定し、適切な計算手法等を選定して研究を行う。演習を通じて、計算機の操作

上必要となるツールの扱い方、プログラム開発手法を指導する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 735/905 ページ



科目名付クラス名 計算機実験学演習Ｂ

科目キー 5301072022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邉 孝信

年度

授業概要 計算機実験に取り組む上で必要となる基礎学問、例えば古典力学、量子物理化学、統計熱力学などの習得を目的

として、適切な書物を選定し輪講を行う。また、計算機実験の対象となるナノスケールの材料加工プロセス、電気伝

導機構等に関する先端知識の習得を目的とし、国内外の学術雑誌の関係発表論文の調査を行う。各自が設定した

演習課題に取り組み、計算手法等の実践的活用法を習得する。演習を通じて、計算機の操作上必要となるツール

の扱い方、プログラム開発手法を指導する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 736/905 ページ



科目名付クラス名 計算機実験学演習Ｃ

科目キー 5301072023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邉 孝信

年度

授業概要 各自が設定した計算機実験研究に関わる高度な専門知識を習得すると同時に、自身の演習課題の位置づけ、およ

びその演習課題が立脚する基礎学理の深い理解を目指す。自らの研究と関連する最新もしくは重要な発表論文を

国内外の学術雑誌から選定し、プレゼンテーション形式でその文献の内容を紹介する。必要に応じて、自らの計算

機実験研究を効率的に進めるための独自の計算ツールの開発も指導する。最終的には、自らの研究成果を英語論

文にまとめ、学会に投稿することを目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 737/905 ページ



科目名付クラス名 計算機実験学演習Ｄ

科目キー 5301072024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邉 孝信

年度

授業概要 各自が設定した計算機実験研究に関わる高度な専門知識を習得すると同時に、自身の演習課題の位置づけ、およ

びその演習課題が立脚する基礎学理の深い理解を目指す。自らの研究と関連する最新もしくは重要な発表論文を

国内外の学術雑誌から選定し、プレゼンテーション形式でその文献の内容を紹介する。必要に応じて、自らの計算

機実験研究を効率的に進めるための独自の計算ツールの開発も指導する。最終的には、自らの研究成果を英語論

文にまとめ、学会に投稿することを目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 738/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ機能表面化学演習Ａ

科目キー 5301072025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 敬之

年度

授業概要 主として固液界面における表面化学の基礎を学ぶと共に、その工学的応用への各種アプローチを修得することを目

的として、特定の課題について演習を行う。輪講、ゼミナール形式の演習および自己の研究内容のプレゼンテーショ

ン(英語によるプレゼンテーションを含む）に関する演習も行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 739/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ機能表面化学演習Ｂ

科目キー 5301072026

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 敬之

年度

授業概要 ナノ機能表面化学演習Ａに引き続き、主として固液界面における表面化学の基礎を学ぶと共に、その工学的応用へ

の各種アプローチを修得することを目的として、特定の課題について演習を行う。輪講、ゼミナール形式の演習およ

び自己の研究内容のプレゼンテーション(英語によるプレゼンテーションを含む）に関する演習も行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 740/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ機能表面化学演習Ｃ

科目キー 5301072027

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 敬之

年度

授業概要 界面電荷移動を伴う反応系の基礎を理解すると共に、その特徴を活かした工学的応用への展開を図るため方法論

を修得することを目的として、特定の課題について演習を行う。輪講、ゼミナール形式の演習および自己の研究内

容のプレゼンテーション(英語によるプレゼンテーションを含む）に関する演習も行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 741/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ機能表面化学演習Ｄ

科目キー 5301072028

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 敬之

年度

授業概要 ナノ機能表面化学演習Ｃに引き続き、界面電荷移動を伴う反応系の基礎を理解すると共に、その特徴を活かした工

学的応用への展開を図るため方法論を修得することを目的として、特定の課題について演習を行う。輪講、ゼミナー

ル形式の演習および自己の研究内容のプレゼンテーション(英語によるプレゼンテーションを含む）に関する演習も

行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 742/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ電子材料化学演習Ａ

科目キー 5301072029

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 逢坂 哲彌

年度

授業概要 電気化学的プロセスを利用した機能材料，特にエレクトロニクス関連材料の湿式および乾式成膜プロセスによる合

成について実践的に知識を修得するため，磁性体材料，電池材料，センサー用材料などを中心に演習を行う．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 743/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ電子材料化学演習Ｂ

科目キー 5301072030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 逢坂 哲彌

年度

授業概要 ナノ電子材料化学演習Ａに引き続き，電気化学的プロセスを利用した機能材料，特にエレクトロニクス関連材料の

湿式および乾式成膜プロセスによる合成について実践的に知識を修得するため，磁性体材料，電池材料，センサー

用材料などを中心に演習を行う．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 744/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ電子材料化学演習Ｃ

科目キー 5301072031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 逢坂 哲彌

年度

授業概要 電気化学反応を応用した各種デバイス（電池，燃料電池，センサーなど）の設計および構築に関する実践的な知識

を習得するために特定の課題を選び，実験，実習，論文講読，プレゼンテーションなどについて，系統的な演習を行

う．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 745/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ電子材料化学演習Ｄ

科目キー 5301072032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 逢坂 哲彌

年度

授業概要 ナノ電子材料化学演習Ｃに引き続き，電気化学反応を応用した各種デバイス（電池，燃料電池，センサーなど）の設

計および構築に関する実践的な知識を習得するために特定の課題を選び，実験，実習，論文講読，プレゼンテー

ションなどについて，系統的な演習を行う．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 746/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ材料設計演習Ａ

科目キー 5301072033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 黒田 一幸

年度

授業概要 無機系ナノ材料の分子レベルでの設計に関する文献から，特に新しい合成手法・概念に関する優れたものを取り上

げ，その研究背景，方法論，課題解決に向けてのアプローチ法などをゼミ形式で学び，質疑・討論を通じて理解を深

める．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 747/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ材料設計演習Ｂ

科目キー 5301072034

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 黒田 一幸

年度

授業概要 無機系ナノ材料の分子レベルでの設計に関する文献から，特にキャラクタリゼーション技術に関する新しい展開を

示す優れたものを取り上げ，その研究背景，方法論，課題解決に向けてのアプローチ法などをゼミ形式で学び，質

疑・討論を通じて理解を深める．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 748/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ材料設計演習Ｃ

科目キー 5301072035

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 黒田 一幸

年度

授業概要 無機化合物の構造，物性機能の評価に関する文献から特に優れたものを取り上げ，その研究背景，方法論，課題

解決に向けてのアプローチ法などをゼミ形式で学び，質疑・討論を通じて理解を深める．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 749/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ材料設計演習Ｄ

科目キー 5301072036

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 黒田 一幸

年度

授業概要 無機固体化学の進歩・展開を示す文献から特に概念的に優れたものを取り上げ，その研究背景，方法論，課題解

決に向けてのアプローチ法などをゼミ形式で学び，質疑・討論を通じて理解を深める．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 750/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ電気化学演習Ａ

科目キー 5301072037

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 門間 聰之

年度

授業概要 固液／固固界面における電気化学反応の基礎を学ぶと共に、基礎的電気化学測定法を修得することを目的とし

て、特定の課題について実験、実習、論文講読、プレゼンテーションなどについて、系統的な演習を行う

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 751/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ電気化学演習Ｂ

科目キー 5301072038

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 門間 聰之

年度

授業概要 ナノ電気化学演習Ａに引き続き、固液界面における電気化学反応の理解を深め、電気化学法を実践できる実力を

つけること目的として、特定の課題について実験、実習、論文講読、プレゼンテーションなどについて、系統的な演

習を行う

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 752/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ電気化学演習Ｃ

科目キー 5301072039

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 門間 聰之

年度

授業概要 電気化学反応における電子移動・電荷移動・物質移動について理解し、電気化学デバイス形成への応用・電気化

学評価法に関する理解と知識習得を目的として、特定の課題を選び、実験、実習、論文講読、プレゼンテーションな

どについて、系統的な演習を行う

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 753/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ電気化学演習Ｄ

科目キー 5301072040

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 門間 聰之

年度

授業概要 ナノ電気化学演習Ｃに引き続き、電気化学反応における電子移動・電荷移動・物質移動について理解し、電気化学

デバイス形成への応用・電気化学評価法に関する総合的な応用力、理解と知識習得を目的として、特定の課題を

選び、実験、実習、論文講読、プレゼンテーションなどについて、系統的な演習を行う

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 754/905 ページ



科目名付クラス名 表面ナノ機能デバイス演習Ｃ

科目キー 5301072043

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大島 忠平

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 755/905 ページ



科目名付クラス名 表面ナノ機能デバイス演習Ｄ

科目キー 5301072044

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 大島 忠平

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 756/905 ページ



科目名付クラス名 固体物理演習Ａ

科目キー 5301072045

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小山 泰正

年度

授業概要 固体の対称性や対称性の変化を伴う相転移および相変化の理解には、その基礎学問である解析力学、量子力学、

統計力学、および結晶学の理解が不可欠である。そこで、「固体物理演習Ａ」では、これらの学問の中で、解析力学

および量子力学での基礎的な概念について、ゼミ形式での講義と演習を行なうことにより、その理解を深める。さら

に、各自の研究テーマに関係した最近の文献を調査するとともに、文献の内容についての発表を行なう。このことに

より、研究テーマの理解に加え、研究発表の技術の習得も行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 757/905 ページ



科目名付クラス名 固体物理演習Ｂ

科目キー 5301072046

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小山 泰正

年度

授業概要 「固体物理演習Ｂ」では、統計的集団(アンサンブル)等の統計力学の基礎的な概念に加え、空間格子や結晶構造等

の結晶学、さらに結晶学の基礎である群論の既約表現論について、その理解を深めるため、具体例を用いて演習を

行なう。さらに、群の既約表現を用いて、固体での電子状態、格子振動、および相転移での振る舞いがどのように理

解されるかを学ぶ。また、「固体物理演習Ａ」に引き続き、各自の研究テーマに関する最近の文献の調査と発表を行

ない、研究発表の技術のさらなる向上を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 758/905 ページ



科目名付クラス名 固体物理演習Ｃ

科目キー 5301072047

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小山 泰正

年度

授業概要 相転移や相変化によって、固体に生じた状態の理解には、その物理学的性質を測定することに加え、得られた状態

の結晶学的特徴を明らかにすることも重要である。そこで、「固体物理演習Ｃ」では、強誘電性等の物理的性質を調

べるための原理とその測定技術を習得するとともに、回折結晶学的手法であるX線回折および透過型電子顕微鏡

に関しても原理、装置、および操作技術について学ぶ。さらに、透過型電子顕微鏡を用いて得られる像の解釈につ

いては、回折コントラストがどのようなものであるかを理解する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 759/905 ページ



科目名付クラス名 固体物理演習Ｄ

科目キー 5301072048

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 小山 泰正

年度

授業概要 「固体物理演習Ｄ」では、主に透過型電子顕微鏡の様々な撮影方法の習得と像中に現れるコントラストの解釈につ

いて学ぶ。まず撮影方法については、明・暗視野像、高分解能像、さらに動力学効果によるフリーデル側の破れを

利用いた、二波励起した暗視野像等の撮影の仕方について習得する。像中のコントラストの解釈に関しては、「固体

物理演習Ｃ」で学んだ回折コントラストに加え、位相コントラスト、z-コントラスト、さらには散乱ベクトルの違いによる

暗視野像中のコントラストの相違等についても理解する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 760/905 ページ



科目名付クラス名 半導体量子物理演習Ａ

科目キー 5301072049

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹内 淳

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 761/905 ページ



科目名付クラス名 半導体量子物理演習Ｂ

科目キー 5301072050

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹内 淳

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 762/905 ページ



科目名付クラス名 凝縮系の理論物理演習Ａ

科目キー 5301072053

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山中 由也

年度

授業概要 量子力学の応用と場の量子論を初等的レベルから学んでゆくことが二本の柱である。量子力学の応用は主に演習

で力をつける。不足する量子力学の知識はその都度確かなものとしていく。場の量子論は英語原書購読などを通し

て、ある程度系統的に理解し、場の量子論に基づく物理的思考が可能となることを目標とする。演習の形態として

は、量子力学の応用や場の量子論の入門の文献の輪講を主として行い、必要に応じて、基礎的事柄を解説するこ

ととする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 763/905 ページ



科目名付クラス名 凝縮系の理論物理演習Ｂ

科目キー 5301072054

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山中 由也

年度

授業概要 凝縮系の理論物理演習Ａに引き続き、量子力学の応用と場の量子論の初等的レベルからの演習を行う。演習の形

態も、凝縮系の理論物理演習Ａを引き継ぐ形で、量子力学の応用や場の量子論の入門の文献の輪講を主として行

う。必要に応じて、基礎的事柄を解説する。さらに、複雑な問題の実際の計算課題を課すこともある。受講の前提と

して量子力学のある程度の基礎知識が望ましいが、それを不足と感ずる学生でも、意欲的に取り組む学生であれば

受講可能である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 764/905 ページ



科目名付クラス名 凝縮系の理論物理演習Ｃ

科目キー 5301072055

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山中 由也

年度

授業概要 物性物理学で取り上げられる様々なモデル系を演習を通して学習する。当然、量子力学、場の量子論、熱力学、統

計力学、電磁気学などの知識が必要であるが、むしろ演習を通してそれらの知識が補強されればよい。ナノ物理学

分野での応用を念頭に、物性物理学（量子多体系）の様々なモデルを、量子力学、場の量子論、統計力学に基づき

ながら、取り上げる。演習と文献の輪講を組み合わせながら進める。必要に応じて、基礎的事柄を解説する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 765/905 ページ



科目名付クラス名 凝縮系の理論物理演習Ｄ

科目キー 5301072056

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山中 由也

年度

授業概要 凝縮系の理論物理演習Ｃに引き続き、物性物理学で取り上げられる様々なモデル系に関する演習を行う。 ナノ物

理学分野での応用を念頭に、物性物理学（量子多体系）の様々なモデルを、量子力学、場の量子論、統計力学に基

づきながら、取り上げる。演習と文献の輪講を組み合わせながら進める。必要に応じて、基礎的事柄を解説する。受

講の前提として量子力学、統計力学、物性物理学についての基礎的知識が望ましいが、不足する事柄は講義中の

解説と演習で補いながら解消することができる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 766/905 ページ



科目名付クラス名 量子物性科学演習Ａ

科目キー 5301072057

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 知之

年度

授業概要 現在の物質科学の分野においては、微視的視点で対象となる物質を見ることが重要となっており、その理解に必要

不可欠である量子力学の基礎をセミナー形式で演習を行う。 1冊の教科書を選定し、それに基づいてセミナーを進

める。また、原子レベルでの物性の理解に有用である分子動力学法を用いたシミュレーションについて実習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 767/905 ページ



科目名付クラス名 量子物性科学演習Ｂ

科目キー 5301072058

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 知之

年度

授業概要 量子物性科学演習Ａに続いて、量子力学の応用をセミナー形式で演習を行う。1冊の教科書を選定し、それに基づ

いてセミナーを進める。また、分子やクラスターなどの非周期系凝集体の物性を理解する上で、有力な手段である分

子軌道法の実習を行う。それと平行して、他分野の最新の報文を紹介し、学生の研究に対する視野を広げる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 768/905 ページ



科目名付クラス名 量子物性科学演習Ｃ

科目キー 5301072059

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 知之

年度

授業概要 固体の諸物性を理解する上で必要不可欠となる固体物理の基礎をセミナー形式で演習を行う。1冊の教科書を選定

し、それに基づいてセミナーを進める。周期系の物質すなわち固体の物性を理解する上で有力な手段となるバンド

計算法の実習を行い、具体的な物質の計算を通して固体の諸物性に関する理解を深める。また、それと平行して、

固体物理分野の最新の報文を紹介し、具体的な問題について理解を深める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 769/905 ページ



科目名付クラス名 量子物性科学演習Ｄ

科目キー 5301072060

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 知之

年度

授業概要 量子物性科学演習Ｃにおいて習得した固体物理の基礎を、本演習では具体的な問題に適用すること目指す。特に

教科書を特定しないが、最新の報文から具体的な例を引用してテーマを絞り、それに基づいてセミナー形式で演習

を進める。また、シンクロトロン放射光を用いた物性測定ならびに構造解析について、具体的な例を用いて仮想実験

ならびにデータ解析の実習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 770/905 ページ



科目名付クラス名 ナノキラル科学演習Ｃ

科目キー 5301072063

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 朝日 透

年度

授業概要 キラル物質の光学的性質、電磁気的性質、あるいは物理化学的性質を測定する実験手法の演習を行う。さらに外

場によって変化するそれら性質の理解を深め、さらにナノテクノロジーに応用する演習を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 771/905 ページ



科目名付クラス名 ナノキラル科学演習Ｄ

科目キー 5301072064

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 朝日 透

年度

授業概要 キラリティを利用したデバイスなどの実践的な研究の文献を詳読し、理解した上で、キラル識別に資する実験手法、

キラル認識機能を有する薄膜ならびにバルク材料、キラルスイッチング現象を利用したナノデバイスに関連した演習

を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 772/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ構造理論演習Ａ

科目キー 5301072065

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 塚田 捷

年度

授業概要 ナノ構造の基本である表面超構造、有機分子、フラーレン／ナノチューブ、量子ドットなどの電子状態を量子力学に

もとづいてどのように理解し、定量的にどう計算するのか？について学習し、自身で簡単な系の理論解析を行う。ま

た、ナノ構造系の量子輸送現象、磁気的、光学的性質、その他、種々の物性量を解析するための基本的な方法論

を学習する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 773/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ構造理論演習Ｂ

科目キー 5301072066

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 塚田 捷

年度

授業概要 密度汎関数法の基礎的なコンセプトを理解し、擬ポテンシャル、平面波展開、原子軌道展開、有限要素法など、計

算物理の基本的な手法に習熟する。このための基本的な文献を、講読する。さらに、簡単なサンプル系についての

具体的計算を実行し、結果の解析法を学ぶ。学生それぞれの興味に応じて、規模の大きい計算に取り組み、原子

構造の最適化、電子状態の解析法、物性量の算出などを行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 774/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ構造理論演習Ｃ

科目キー 5301072067

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 前期

配当年次名称 １年以上

担当教員 塚田 捷

年度

授業概要 ナノ構造科学に関する最新の情報を収集し、それらに内包される学術的・技術的な新しい問題を発掘するとともに、

理論研究の新しい展開を探る。必要に応じて、物性物理学の基礎理論に立ち返り、また計算物理のアプローチをも

ちいた研究の適用可能性を検討する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 775/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ構造理論演習Ｄ

科目キー 5301072068

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 後期

配当年次名称 １年以上

担当教員 塚田 捷

年度

授業概要 有機分子とナノ電極からなる分子架橋系、フラーレン／ナノチューブ／有機分子と表面の合成系、表面上に形成し

た人工的なナノ構造系など、様々なナノ構造系を選んで、その物性と機能の理論予測を行う。また、表面やナノ電極

との結合状態、そのコンタクト生成法などについて、研究する。簡単なモデル解析を行い、必要に応じて第一原理計

算を適用する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 776/905 ページ



科目名付クラス名 数理物理学研究

科目キー 5302010001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大谷 光春

年度

授業概要 自然現象に現われる種々の非線形偏微分方程式の解の存在、一意性、漸進挙動・解集合の構造・アトラクターの

構造・解の周期性・概周期性等の問題を、主に無限次元空間に於ける変分法的立場から研究し、未解決の問題を

解決し、さらには、新奇な数学的構造を発見することをめざす。

これと同時に、これらの具体例を包含することのできる、バナッハ空間、ヒルベルト空間における抽象的理論の構

築をめざす。

関数解析学の基礎知識が必要である。物理学の基礎知識を有している事も有用である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 777/905 ページ



科目名付クラス名 素粒子理論研究

科目キー 5302010003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大場 一郎

年度

授業概要 広い意味での素粒子物理の理論的研究をおこなう。現在研究を進めているのは以下の通りである。 １ クォーク・

レプトンの各種ゲージ相互作用とそれらの量子化（場の量子論）の問題 ２ 統一理論・超標準模型に関わる問題

３ 新しい量子化の追求----確率過程量子化、Ｎｅｌｓｏｎの量子力学など ４ 高エネルギー素粒子反応の現象

論的分析、特に相対論的重イオン衝突とＱＣＤ相など ５ メゾスコピック系の量子力学、特にトンネル現象の理論

的枠組み整備、散逸系の量子化など ６ 核スピン量子コンピュータの基礎研究

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 778/905 ページ



科目名付クラス名 理論核物理学研究

科目キー 5302010004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷹野 正利

年度

授業概要 主に原子核構造を理論的に研究すると共に、その成果を天体物理学等に応用する。原子核構造の研究では、量子

力学的多体問題の手法を用いた、無限に大きい仮想的な原子核の研究に重点を置く。またそれと関連して、中性子

星の内部構造の研究等を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 779/905 ページ



科目名付クラス名 量子力学基礎論研究

科目キー 5302010005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中里 弘道

年度

授業概要 ニューフロンティアとしての量子力学の原理的・基本的諸問題の研究を行うとともに，量子化をめぐる問題と関連して

場の量子論，素粒子物理の理論的研究も行う。

シラバス 基本的に研究室の週間計画，年間計画に従うが，適宜セミナーや議論の時間を取り込む。

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考 各自の研究テーマを深化させ，研究室のactivityを上げるとともに，自らの到達度，方向性を常日頃から見つめるた

め，コロキウム，研究室内での議論，定期的な研究報告(文献報告ならびに毎月の研究促進メモの提出)に積極的に

取り組むこと。

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 780/905 ページ



科目名付クラス名 理論宇宙物理学研究

科目キー 5302010006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 前田 恵一

年度

授業概要 宇宙の創生・進化、インフレーション、ビッグバン、宇宙の大規模構造、ブラックホールなど、相対性理論や素粒子

論、非線型物理学を基礎に宇宙物理学の理論的研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 781/905 ページ



科目名付クラス名 理論宇宙物理学研究

科目キー 5302010007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山田 章一

年度

授業概要 宇宙の創生・進化、インフレーション、ビッグバン、宇宙の大規模構造、ブラックホールなど、相対性理論や素粒子

論、非線型物理学を基礎に宇宙物理学の理論的研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 782/905 ページ



科目名付クラス名 宇宙電波物理学研究

科目キー 5302010008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大師堂 経明

年度

授業概要 早稲田大学の64素子干渉計と那須の大型球面鏡アレイを用いてRadio Transients や Pulsarsの観測を行う。観測

に必要な低雑音受信機の開発やFFTなどの信号処理プログラミング、ディジタル信号処理ハードウエアの開発も進

める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 783/905 ページ



科目名付クラス名 実験宇宙物理学研究

科目キー 5302010009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 長谷部 信行

年度

授業概要 高エネルギー宇宙線核成分やガンマ線を窓として宇宙で生起する諸現象を実験的に研究する。宇宙線核成分の高

精度観測に基づいて宇宙線の起源、粒子加速・伝播機構、星の元素合成過程、銀河の化学的進化の研究を行な

い、宇宙の全体像を解明することを目的とする。また、惑星・月・小天体からのγ線の分光観測に基づき、それらの

天体の形成と進化についての研究を行なう。気球や人工衛星等の飛翔体に搭載する観測装置の開発、また、新し

い方式の分光器や望遠鏡、それらの周辺技術の開発研究を行なう

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 784/905 ページ



科目名付クラス名 実験宇宙物理学研究

科目キー 5302010010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鳥居 祥二

年度

授業概要 宇宙における高エネルギー現象の研究を実験的に行う。これまでの宇宙観測ではおもに電磁放射の観測を中心に

して、「熱的宇宙」の構造や成り立ちが研究されてきたが、宇宙線に代表される高エネルギー過程の観測による「非

熱的宇宙」の研究により、宇宙の全体像を解明する必要がある。この研究では、気球や人工衛星に搭載するための

宇宙線観測装置の研究開発（R&D)や観測データにもとずく、超新星爆発、銀河構造、暗黒物質、初期宇宙などの研

究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 785/905 ページ



科目名付クラス名 統計物理学研究

科目キー 5302010011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 相澤 洋二

年度

授業概要 非線形非平衡系の統計力学。エルゴード問題ならびに散逸構造，カオス，フラクタル，パターン形成などの基礎的問

題を研究する。１力学が生み出す多様なカオス現象をエントロピー理論や分岐理論などの力学系の理論によって調

べる。２凝縮系，反応拡散系，流体系，プラズマ系などの平衡から遠く離れた状態に広く観測されている秩序パター

ン，乱流パターン，フラクタルパターンの発生機構を調べる。３生物系に顕著にみられる非線形非平衡現象の理論

的研究も行ってゆく。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 786/905 ページ



科目名付クラス名 低温量子物性研究

科目キー 5302010012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 栗原 進

年度

授業概要 量子多体系が低温で示す諸現象を理論的に研究する。 例えば金属電子は、フェルミ面近傍で幾つかのタイプの赤

外発散をもつため、超伝導、電荷（スピン）密度波、近藤効果などのめざましい多体効果を示す。 また、低次元系や

メゾスコピック系では電子やクーパー対の波動性と粒子性が共に強調され、超伝導などの巨視的秩序そのものが量

子ゆらぎを示す。 更に、中性原子からなるBose-Einstein凝縮系や、Boson-Fermion 混合系でも、様々の新しい現

象が期待される。 このように、マクロ系、もしくはメゾスコピック系における量子現象を、主として解析的な手法を用

いて研究することを目的とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 787/905 ページ



科目名付クラス名 統計物理学研究

科目キー 5302010013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 田崎 秀一

年度

授業概要 非線形動力学、Ｃ＊代数等の数学的手法を用い、可逆力学系における散逸の生成や輸送現象など非平衡統計力

学の基礎事項および関連する問題の研究を行う。１。開放的量子多体系の非平衡定常状態の研究（メゾスコピック

系への応用も含む）、２。カオス系の統計的性質、特にカオス写像における確率分布関数の時間発展方程式の厳密

解の研究、３。非線形力学系の非平衡統計力学、例えば様々なカオス過程により生じる輸送現象やエントロビー等

の研究、４。物質系でのパターン形成とそれに伴う物性の研究などを行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 788/905 ページ



科目名付クラス名 非平衡系物理学研究

科目キー 5302010014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山崎 義弘

年度

授業概要 様々な要素の集団の非平衡系に着目し、要素集団によって構成される、構成要素の詳細には依存しない時空間構

造（パターン）の起源・および時間発展についての研究を行う。具体的には、結晶成長・粘着運動・粉粒体の集団運

動・生物群の集団運動など、物理系だけでなく化学・生物系におけるパターン形成も取り扱う。研究手法としては、主

に計算機シミュレーションを行い、得られた結果の妥当性を、実験を行うことによって確認し、実験結果に基づき理

論を構築する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 789/905 ページ



科目名付クラス名 誘電体物理学研究

科目キー 5302010015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 上江洲 由晃

年度

授業概要 電気伝導性の無い物質（誘電体）に外部電場を印加したとき、物質はどのように応答するかを研究する。キーパラメ

ターは誘電率と圧電率であるが、いずれも電子機器に多数用いられている重要な素材である。この中で電場を取り

除いても電気分極が有限な値を示し、しかも電場を反転させると分極が反転する一群の物質がある。これを強誘電

体と呼ぶ。この物質群が半導体メモリーや磁気メモリーを補完する新しいメモリー素子として実用化されている。な

ぜこのような現象が起こるのかといった基礎物理から、さらに高機能性をもった材料開発まで視野にいれた研究を

行っている。具体的には（１）強誘電体薄膜作成、（２）高誘電率薄膜作成、（３）有機超薄膜作成およびこれらの特性

評価を行っている。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 790/905 ページ



科目名付クラス名 表面物性研究

科目キー 5302010016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹内 淳 大島 忠平

年度

授業概要 固体表面の原子構造、格子振動、電子状態（エネルギ-バンド構造）の実験的、理論的に研究する。特に 低速電子

の回折現象、非弾性散乱、光電子放出現象を利用すると、固体表面に敏感なり、固体表面数原子層の状態が検出

させる。これらの手法を新たな電子源開発に応用する。なお、本研究は、表面物性演習A、Ｂ．Ｃ．Ｄを必修とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 791/905 ページ



科目名付クラス名 複雑量子物性研究

科目キー 5302010017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 勝藤 拓郎

年度

授業概要 固体中の電子は、電荷の自由度、スピンの自由度、分極の自由度、軌道の自由度等の多くの自由度を持ち、また

多数の電子が互いに相互作用することによって多彩な性質を示す。さらに光、磁場、電場等の外場との相互作用に

よって、より複雑な現象が発現する。こうした固体中の電子の「新しい顔」を見出すために（１）新奇な物性を発現する

物質の開発（２）新しい現象を見るための伝導、磁性、誘電、光学特性の測定技術の開発を平行して行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 792/905 ページ



科目名付クラス名 結晶物理学研究

科目キー 5302010018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 上江洲 由晃 小山 泰正

年度

授業概要 結晶構造、ナノスケール構造、分域構造等の固体に見られる構造の階層性は、固体が示す物性の理解にとって重

要な概念である。特に最近では、階層構造の中で、巨大磁気抵抗効果等の巨大応答を生む、不均質性に関係した

ナノスケール構造に多くの興味が持たれている。そこで本研究では、結晶構造の変化を伴う構造相転移に注目し、

相転移によって生じた種々の階層構造について、主にその結晶学的特徴を透過型電子顕微鏡等の回折結晶学的

手法により調べ、階層構造と物性との相関について検討する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 793/905 ページ



科目名付クラス名 ソフトマター物理学研究

科目キー 5302010019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 多辺 由佳

年度

授業概要 高分子・液晶・コロイド・ゲルさらに蛋白質のような生体分子も含め、ソフトマターと呼ばれる系は、身の回りに多く存

在しかつ幅広く利用されている。本科目では、中でも液晶を対象に、基本的な構造・相転移現象・電気光学特性など

を理解し、さらにソフトマターの最も興味深い空間域であるメゾスコピック領域に焦点をあてて、系を構成する分子の

構造や運動と、それが集団として発現するマクロな物性との関係を、段階的に明らかにする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 794/905 ページ



科目名付クラス名 中性子線物性研究

科目キー 5302010020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 角田 頼彦

年度

授業概要 原子炉から出てくる熱中性子線が固体によって散乱されるとき、固体を構成している原子により、回析を起したり原

子集団とエネルギーの授受をおこす。散乱された中性子を解析する事により、固体の原子配置、スピン配列やそれ

らの励起状態（格子振動・スピン波）についての情報を得ることが出来、原子間、スピン間に働く力についての知識

を得る。この様な物性物理に於ける基本的な量をミクロな立場から研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 795/905 ページ



科目名付クラス名 強相関電子物性研究

科目キー 5302010021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 寺崎 一郎

年度

授業概要 近年、高温超伝導や巨大磁気抵抗のような従来の物性物理の常識を超える新現象が続々と発見されつつある。こ

れらの系では強い電子相関（電子間相互作用）が極めて重要であり、いまや電子相関の理解は現代物性物理学の

最重要課題の一つとなっている。本研究では、電子相関の強い固体の電子輸送現象の測定と解析を通じて、１電子

相関の基礎的理解を深め、基礎物理学の発展に貢献すること、２強い電子相関の引き起こす多彩な物性を利用し

た機能性材料の設計・合成を行うことを目的とする。強相関電子物性演習Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは必修である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 796/905 ページ



科目名付クラス名 実験低温物性研究

科目キー 5302010022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松田 梓

年度

授業概要 固体中の電子は、低温下では時として思いもよらない秩序状態を発現し、その多くが現在でも十分に理解・解明され

ていない。その代表的な例は、高温超伝導現象であるが、本研究では、主に低温トンネル顕微鏡を用いて電子系の

実空間応答やエネルギー状態を調べ、秩序状態の理解やその起源の解明を目的とする。さらには、物性を支配す

る新奇な秩序状態の発見を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 797/905 ページ



科目名付クラス名 実験生物物理学研究

科目キー 5302010023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石渡 信一 高野 光則

年度

授業概要 次のような研究課題を通して、階層性をもつ生物機能の動作原理を明らかにする。１）アクチン・ミオシン、微小管・

キネシンなどの生体分子モーター系の仕組みに関する１分子レベルでの顕微解析・操作、分子モーター集団が示す

自励振動（SPOC）などの協調機能のメカニズムと、心拍におけるSPOCの生理的意義、２）心筋・骨格筋収縮系にお

ける構造と機能の解体と再構築、３）染色体分配のメカニズムにおける分子モーターの働き、力の作用。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 798/905 ページ



科目名付クラス名 分子生物物理学研究

科目キー 5302010024

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 木下 一彦 高野 光則

年度

授業概要 生体内では、たんぱく質やＲＮＡの分子１個１個が、あたかも機械のように見事な機能を発揮して、生命活動を支え

ている。これら「分子機械」の働く仕組を理解したい。一方で分子機械の身になって考えるための基礎知識を習得す

るとともに、他方、光学顕微鏡の下で個々の分子機械が働く様子を実際に観察し、必要なら電場や磁場などによる

操作を加えることにより、メカニズムの解明に取り組む。種々の分子機械それぞれの仕掛もさることながら、できれ

ば分子レベルの機械がヒトの作るマクロな機械とどう違うか、共通原理に迫りたい。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 799/905 ページ



科目名付クラス名 理論生物物理学研究

科目キー 5302010025

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高野 光則

年度

授業概要 生命と物質のインターフェイスとして１分子レベルで機能している蛋白質分子機械にはどんな巧妙な仕掛けが隠され

ているのだろうか？本研究ではこの生命科学の中心的課題の解明に向け、分子動力学シミュレーション法による蛋

白質分子機械システムの計算機実験を行う。特に、自由エネルギー変換マシンとしての蛋白質の物性研究を統計

力学・熱力学を中心とした物理の俎上で展開し、同時に生物らしさのみなもとを探る。構造生物学、物質科学、さら

にシステム（ナノ）バイオロジーにまたがる多角的な視座に立って研究を進める。分子モーターを筆頭として、細胞内

には多様な分子機械システムがあるが、これらを貫く普遍的な動作原理を見出し、生物ならではの巧妙な仕組みの

原理的理解、そしてその応用に結びつける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 800/905 ページ



科目名付クラス名 放射線分子物性研究

科目キー 5302010026

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 濱 義昌

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 801/905 ページ



科目名付クラス名 高品質ビーム科学研究

科目キー 5302010027

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鷲尾 方一

年度

授業概要 レーザー光、電子、陽電子、ＳＲ光、Ｘ線等各種の量子ビームの発生と応用に関する基礎と応用について、マンツー

マンで徹底した指導を実施する。またレーザー光応用及び電子については、適切な企業・研究所及び高エネルギー

加速器研究機構（ＫＥＫ）、陽電子についてはＫＥＫ、都立大、米国ブルックヘブン等の研究機関との共同研究の中で

より高度な研究を実施できるよう配慮する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 802/905 ページ



科目名付クラス名 像光学研究

科目キー 5302010028

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鵜飼 一彦

年度

授業概要 レンズ系による結像から、像伝達系・画像処理による像の変換、さまざまなレベルでの視覚系における像の知覚・認

知までの科学を扱う。視覚系は、網膜に写った二次元的な光学像を、解析する事によって要素に分け、それらを統

合し、記憶と照合させながら外の世界を脳内で再構築する逆光学過程であり、そのような視点から像に関する研究

を行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 803/905 ページ



科目名付クラス名 光物理工学研究

科目キー 5302010029

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小松 進一

年度

授業概要 光に関する基本的な物理現象の研究と、光計測、光情報処理、光・量子エレクトロニクス、レーザー応用、非線形光

学、統計光学、イメージサイエンス分野での応用研究を行う。具体的な課題には、光学における逆問題（位相回復

問題やディジタル画像のブラインド復元）、多次元イメージング、ホログラフィー、補償光学、光カオスや量子情報通

信、ナノ粒子やナノ開口と光の相互作用、光誘起屈折効果、ファイバー・ブラッグ格子、光セキュリティーなどが含ま

れる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 804/905 ページ



科目名付クラス名 半導体デバイス工学研究

科目キー 5302010030

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹内 淳

年度

授業概要 半導体量子構造中の超高速物理現象の解明を進めるとともに、半導体デバイスへの工学応用のための制御方法

を実験的に研究する。特に極短光パルスを計測手段として用い、キャリアの各種の超高速緩和現象、トンネル効

果、スピン緩和過程などの解明とデバイス応用を研究する。なお、本研究は、半導体デバイス工学演習Ａ、半導体

デバイス工学演習Ｂ、半導体デバイス工学演習Ｃ、半導体デバイス工学演習Ｄを必修とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 805/905 ページ



科目名付クラス名 光デバイス工学研究

科目キー 5302010031

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中島 啓幾

年度

授業概要 情報通信ネットワークのみならず広範な応用を視野に入れた「使いやすく、かつ高度な機能を有する」光デバイスを

実現するための要素技術を研究する。このために新規材料探索評価、デバイス加工プロセス開発、システム実験な

どを含む可能な限り幅広い経験を積ませる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 806/905 ページ



科目名付クラス名 計測・情報工学研究

科目キー 5302010032

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 橋本 周司

年度

授業概要 計測制御から情報処理にわたる分野、特に画像処理、音響処理、ロボティックスに関する研究テーマを設定するとと

もに、新しい計算アルゴリズムとして神経回路網および機械学習の実験的理論的研究を行い、感性情報処理、

ヒューマンインタフェース、人間共存ロボットの発展に資することを目指す。。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 807/905 ページ



科目名付クラス名 画像情報処理研究

科目キー 5302010033

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 森島 繁生

年度

授業概要 コンピュータグラフィックス、コンピュータビジョン、ヒューマンインタフェースなどの分野で、各自に与えられた研究

テーマを遂行させる。毎週、進捗状況報告を行い、プレゼンテーションのスキルも磨くことを目的とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 808/905 ページ



科目名付クラス名 レーザ分光物性研究Ａ

科目キー 5302010034

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 重成 武

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 809/905 ページ



科目名付クラス名 レーザ分光物性研究Ｂ

科目キー 5302010035

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 重成 武

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 810/905 ページ



科目名付クラス名 構造化学研究

科目キー 5302020001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 伊藤 紘一

年度

授業概要 高感度ラマン分光法、フーリエ変換赤外分光法、非線型レーザー分光法を用いて金属半導体などの固体を含む界

面におけるエネルギー移動や化学結合の形成にともなう分子の動的および静的構造変化を明らかにし、有機薄膜

における分子の配向や構造と光学的電気的性質や化学的反応性との関連を解明する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 811/905 ページ



科目名付クラス名 分光化学研究

科目キー 5302020002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 古川 行夫

年度

授業概要 分光法を用いて物質の分子・電子構造ならびに物理化学的諸現象を研究し，構造と光学的・電気的性質における

基本法則を明らかにする．以下のテーマに関して研究を行っている．(1)導電性ポリマーを含む有機半導体・導電体

の構造と光・電子物性，(2)界面における有機分子の配列，(3)有機発光ダイオードの発光機構解明と開発，(4)有機

電界効果トランジスターの動作機構解明と開発，(5)振動シュタルク効果．

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

古川 行夫 (furukawa@waseda.jp)

関連ＵＲＬ: http://www.chem.waseda.ac.jp/furukawa/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 812/905 ページ



科目名付クラス名 電子状態理論研究

科目キー 5302020003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中井 浩巳

年度

授業概要 分子構造や電子状態、化学反応のメカニズム、固体の示す様々な物性を理論的な手法により研究する。種々の有

機・無機分子に対して、その電子状態・幾何構造・振動状態・反応性・電磁気特性などを分子軌道法を中心とする量

子化学計算により解明する。気相分子だけでなく、溶液中の分子、表面吸着種、生体高分子などより実際的な系を

取り扱うために、計算アルゴリズムの改良や従来の理論の拡張を行う。また、超伝導、触媒作用、非断熱過程、相

対論的効果等に関する全く新しい理論の構築も目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 813/905 ページ



科目名付クラス名 化学合成法研究

科目キー 5302020004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中田 雅久

年度

授業概要 生物活性化合物の不斉全合成を中心とした研究を展開する。全合成研究は標的化合物指向型合成(taget-

oriented synthesis)と方法論指向型合成(methodology-oriented syntesis)の両方について行うが、全合成研究のみ

ならず全合成研究に必要な反応、不斉触媒反応、方法論の開発、及び全合成研究から得られる生物活性化合物を

利用した生物有機化学的研究を行なう。また生物活性化合物の活性発現機構、生体高分子（蛋白質、核酸等）によ

る分子認識機構などを設計・合成した低分子化合物を用い分子レベルで解明する研究を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 814/905 ページ



科目名付クラス名 機能有機化学研究

科目キー 5302020005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 鹿又 宣弘

年度

授業概要 特異な構造を有する機能性有機分子の設計、合成、および反応性に関して、構造有機化学・反応有機化学・複素環

化学・生物有機化学の観点から研究指導を行う。具体的には、面不斉シクロファン分子や補酵素類似機能を持つモ

デル分子など、新規な機能性分子や天然有機化合物を研究対象として取り上げ、構造特性を活かした分子設計と

新合成法の開拓、非天然型有機触媒と新規有用反応の探索、動的不斉変換法の開発、新しい生体モデル反応系

の構築、を主な研究課題とする。特に分子構造と機能性発現に着目し、分光学的手法・結晶解析・計算化学的手法

を用いた構造解析と合成面への応用を指向する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 鹿又宣弘，「特異な構造を有する含窒素芳香族化合物の合成と機能に関する研究」，有機合成化学協会誌 ，2003,

61, 352-359.

備考

関連ＵＲＬ: http://www.chem.waseda.ac.jp/kanomata/index-j.html

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 815/905 ページ



科目名付クラス名 反応有機化学研究

科目キー 5302020006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 高範

年度

授業概要 遷移金属錯体触媒の助けを借りると、触媒なしでは 達成し得ない反応性や選択性をもつ反応試薬、触媒の創製が

可能となる。さらに金属上の配位子を替えることで、その試薬や触媒の反応性を精密に制御できる。本研究では、そ

のような金属と有機化合物から創製される有機金属錯体の特性を巧みに利用し、有機合成反応の基幹となる新規

かつ有用な炭素-炭素結合生成反応の開発を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 816/905 ページ



科目名付クラス名 無機反応化学研究

科目キー 5302020008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石原 浩二

年度

授業概要 金属錯体および非金属錯体の配位子置換反応、溶媒交換反応、酸化還元反応、異性化反応等の溶液反応につい

て、分光光度法、ＮＭＲ 法等により速度論的に研究し、反応のメカニズムを明らかにする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 817/905 ページ



科目名付クラス名 錯体化学研究

科目キー 5302020009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山口 正

年度

授業概要 多核金属錯体、特に金属―金属間結合を有するクラスター錯体および多核錯体をユニットとした多量体の合成、Ｘ

線結晶構造解析、各種分光測定、電気化学測定、磁気化学測定を行い、機能性および諸性質について調べる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 818/905 ページ



科目名付クラス名 医生物細胞工学研究

科目キー 5302020010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆 中尾 洋一 小出 隆規

年度

授業概要 細胞外マトリックスタンパク質と、細胞およびタンパク質との相互作用に着目

して、その構造と機能の解明と制御を目指した研究を行う。新規なコンセプト

に基づく総合的な研究ストラテジーを開拓し、それを利用することにより、医

工学および創薬への応用につなげる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 819/905 ページ



科目名付クラス名 生物分子化学研究

科目キー 5302020011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小出 隆規

年度

授業概要 細胞外マトリックスタンパク質と、細胞およびタンパク質との相互作用に着目

して、その構造と機能の解明と制御を目指した研究を行う。新規なコンセプト

に基づく総合的な研究ストラテジーを開拓し、それを利用することにより、医

工学および創薬への応用につなげる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 820/905 ページ



科目名付クラス名 ケミカルバイオロジー研究

科目キー 5302020012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中尾 洋一

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 821/905 ページ



科目名付クラス名 無機合成化学研究

科目キー 5302030001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 黒田 一幸

年度

授業概要 無機固体化学と無機合成化学の領域の研究を取り扱う。主に、無機有機相互作用とその材料設計への応用、ソフト

プロセスを用いたナノマテリアルの合成・構造・機能の制御、メソスケールの材料合成と機能発現、無機高分子とし

てのケイ酸塩化学などに関連するテーマを研究課題として、博士論文の研究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 822/905 ページ



科目名付クラス名 無機合成化学研究

科目キー 5302030002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 菅原 義之

年度

授業概要 無機化学、無機材料化学、有機金属化学、分析化学に立脚した無機合成化学研究を行う。具体的テーマとしては、

無機―有機機能性ハイブリッド材料の合成とその物性評価、無機―有機ハイブリッドからのセラミックス合成に関連

する課題を設定する。化学的なハイブリッド及びセラミックスの合成ルートの探索に加え、合成反応過程の調査や生

成物のキャラクタリゼーションに関する、博士論文の研究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 823/905 ページ



科目名付クラス名 高分子化学研究

科目キー 5302030003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 西出 宏之

年度

授業概要 高分子化学の基礎を把握し、その研究手法について柔軟に関連分野の手法と比較し、研究推進できる能力を養成

する。具体的には、要求される機能を発現できる化学構造の設計、その化学構造を有する高分子化合物の合成に

ついて研究する。ラジカル高分子の合成と電子機能、共役高分子の精密合成と分子磁性、酸素分子を輸送または

検出する膜、プロトン伝導性高分子などで、これらのうち適当な課題を選び研究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 824/905 ページ



科目名付クラス名 高分子化学研究

科目キー 5302030004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小柳津 研一

年度

授業概要 合理的な分子設計に基づく新規高分子の合成とその特性解析を通して、高分子の構造と電気・光物性の相関を追

究する。また、高密度レドックス分子を用いた有機電池やキャパシタなど、高分子ならではの特徴を生かした有機エ

レクトロニクス材料へと展開する。本研究では、特定の分子機能を発現させる原理の追究からデバイス応用までを

課題とし、新しい材料を創り出す土台となる学問としての高分子化学を研究指導する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 825/905 ページ



科目名付クラス名 触媒化学研究

科目キー 5302030005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 菊地 英一 関根 泰

年度

授業概要 触媒は、化学反応の速度を著しく増大させたり、特定の反応を選択的に起こさせたりする機能性材料であり、石油

や石油化学をはじめとする多くの化学工業の生産プロセスにおいて重要な役割を果たしている。また、特に最近で

は化学工業に限らず、環境問題の解決や、省資源・省エネルギーに関わる新技術などで化学反応の関与するあら

ゆる分野でも重要な役割を果たしている。その基礎となる触媒の科学、特に固体触媒の構造、物性、機能、あるい

は触媒反応の機構などについて研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 826/905 ページ



科目名付クラス名 触媒化学研究

科目キー 5302030006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松方 正彦

年度

授業概要 触媒は、エネルギー生産・化学品製造・環境プロセスを支えるキーテクノロジーのひとつである。特に新規プロセスを

担うべき高機能固体触媒の論理的な開発・設計には、固体表面の機能の解明、固体表面の設計と合成手法の開

発、プロセス内における触媒挙動の解明と制御といった、原子・分子レベルの科学から実用レベルの反応工学に至

る広範な視点をもった、学際的な研究が必要となる。分析化学、反応速度論、熱力学、無機合成化学、固体物性論

および反応工学を基礎とし、固体の構造・機能の設計・制御に関する研究を展開する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 827/905 ページ



科目名付クラス名 応用生物化学研究

科目キー 5302030007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 木野 邦器

年度

授業概要 生物機能の利用は、食品工業、医薬品工業、化学工業、環境、エレクトロニクス分野などと多岐にわたり、最近の遺

伝子レベルにおける機能発現メカニズムの解明などの基礎的研究や工学的応用研究の進展によって研究・応用範

囲はさらに拡大している。本研究では、依然多くの可能性を秘めている微生物を対象に、新たな機能の探索や開発

と利用、遺伝子工学的手法による酵素機能の改変、代謝メカニズムの解明とそれを利用した有用物質生産を主要

課題として研究を展開する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 828/905 ページ



科目名付クラス名 応用生物化学研究

科目キー 5302030008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 桐村 光太郎

年度

授業概要 現在、微生物や酵素を利用した反応は化学工業をはじめとした多くの産業プロセスにおいて利用されている。遺伝

子工学や細胞融合をはじめとする細胞工学、酵素や細胞の固定化技術などの進展にともない、応用生物化学の研

究領域はさらに拡大しつつある。本研究においては、微生物による有機酸の生産と関連代謝系の解明、代謝工学

による有用物質生産系の構築、遺伝子工学や細胞融合技術を利用した微生物の育種と機能開発、新規な酵素を

利用した選択的な有用物質の合成、極限環境微生物の探索と利用、を主要な研究課題として、基礎と応用の両面

にわたる研究を展開する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 829/905 ページ



科目名付クラス名 応用電気化学研究

科目キー 5302030009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 逢坂 哲彌 松田 五明

年度

授業概要 本研究では、電気化学的プロセスを利用した応用方面につながる基礎研究に重点を置いている。特に、エレクトロニ

クス関連材料の湿式および乾式成膜プロセスによる機能薄膜合成（磁性体、薄膜抵抗体など）およびその応用、ま

た、高密度エネルギー電池材料（リチウム電池、小型DMFC)および化学センサー材料（バイオセンサ、キラルセン

サ）へ応用するための基礎研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 830/905 ページ



科目名付クラス名 界面電気化学研究

科目キー 5302030010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 逢坂 哲彌 本間 敬之

年度

授業概要 固体表面はその内部(バルク)とは異なる構造･性質を有するため、これを利用すれば全く新しい機能の発現が可能

となる。このような表面特有の性質はマイクロエレクトロニクス分野を始め様々な方面に応用されている。この中で

特に固液界面(電気化学系)における機能表面･薄膜形成に着目し、ウェットデバイスプロセスにおけるシリコン表面

反応素過程の解析、固液界面におけるナノ構造形成反応素過程の解析とモデル化、新規マイクロ・ナノファブリケー

ションプロセスおよび機能デバイスの開発、などについて研究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 831/905 ページ



科目名付クラス名 化学工学研究

科目キー 5302030011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 酒井 清孝

年度

授業概要 人工腎臓、人工肺、人工鰓など、装置内において物質移動が主要な役割を演じる物質移動型生体機能代行装置に

関連したテーマについて、輸送現象論、反応工学の観点から研究を進める。いずれの物質移動型生体機能代行装

置においても、膜や吸着剤を用いた物質の透過や分離が行われている。この中で特に化学工学的課題について着

目し、装置の至適設計に関連する研究課題について、博士論文の研究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 832/905 ページ



科目名付クラス名 化学工学研究

科目キー 5302030012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 平沢 泉

年度

授業概要 液相より固相を生成するプロセスは、反応、移動、流動が複雑にからみあう現象と、それを具現するプロセスを構築

する工学により研究開発される。本研究では、固相生成を伴う系を対象に、その基礎現象と操作条件の関連を得た

うえで、高機能性材料を生成するための最適操作、システム設計、ならびに環境工学の立場から固相を分離回収す

るプロセスの開発について研究を展開する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 833/905 ページ



科目名付クラス名 生理活性物質科学研究

科目キー 5302030013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 竜田 邦明 細川 誠二郎

年度

授業概要 修士課程で培った技術と知識をさらに充実させ、産業社会における指導者となる素養を身につける。有機合成化学

は、実験室レベルの複雑な天然物の全合成から、工業レベルの化成品および医薬品の生産に至るまで、物質を創

製するために必須の学問体系の一つである。その基本的な有機合成の考え方と戦略を修得するために、複雑な構

造を有する生理活性物質およびその類縁体の全合成と実用可能な物質の分子設計を研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 834/905 ページ



科目名付クラス名 有機合成化学研究

科目キー 5302030014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄 竜田 邦明

年度

授業概要 修士課程で培った技術と知識をさらに充実させ、産業社会における指導者となる素養を身につける。生命は複雑な

システムの上に構築されている。それらは細胞内に存在する様々な生命分子の有機的な働きに支えられている。有

機合成化学研究では、細胞機能を調節する分子の構造と機能を分子論的に解明するとともに、細胞内の様々な受

容体のなかから、目的の受容体に特異的に結合し、選択的な機能発現が可能な細胞機能調節分子の設計および

合成を行う。また、分子工学的見地から、有機金属化学や不斉合成法を活用した細胞機能調節物質等の効率的実

用合成法を開発する。（竜田 邦明・清水 功雄）

修士課程で培った技術と知識をさらに充実させ、産業社会における指導者となる素養を身につける。天然には様々

な生理活性や機能を持つ化合物が存在する。それらは医薬品のシーズとして、あるいは新しい機能物質として単

離、構造決定が盛んに行われている。これらの新しい化合物から実用的なものを作り出すために天然物そのものを

合成し、その骨格や官能基配列の化学的特性を理解する。そのための有機合成化学や構造解析の技術を修得し、

化合物創製のための戦略と方法論の開発を行う。さらに化学における芸術性について理解する。（細川 誠二郎）"

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 835/905 ページ



科目名付クラス名 環境生命科学研究

科目キー 5302040001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 常田 聡 野田 尚宏

年度

授業概要 新しい遺伝子解析技術の開発研究。環境微生物の分子生態学的研究および生態構造シミュレーション。バイオフィ

ルム形成および抑制に関する基礎研究および応用研究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 836/905 ページ



科目名付クラス名 生体分子集合科学研究

科目キー 5302040002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 武岡 真司

年度

授業概要 生体分子(特に蛋白質、核酸、多糖類などの生体高分子、脂質などが構築する分子集合体、超分子構造体など)の

構造、物性、機能について学習し、分子工学的観点から機能性分子デバイスとしての応用に関する手法を習得す

る。高分子には、いわゆる狭義の分子結合により構成される巨大分子と、比較的分子量の小さな分子が二次的結

合力で集合して構成する分子集合体や超分子構造体、そして細胞膜にみられる様なこれらの複合システムに大別

できる。この複合系が、細胞や組織、臓器に拡張して生体が形成されている。

生体高分子は、主鎖構造と側鎖のミクロ構造の化学的性質によって分子内二次相互作用が働いて折畳まれ、分子

間や界面との二次相互作用によって集合体や複合システムを形成しているので、関連する物理化学を学ぶ。また、

集合体を具体的に構築して利用するためには、ミクロな環境の変化や界面場の提供によって分子集合を制御する

ための技術（ナノテクノロジーを含む）を習得する。更に、得られた構造、物性、機能の解析には、各種分光学、熱分

析、顕微鏡観察、バイオテクノロジー的手法を学ぶ。

上で習得した科学と技術を分子工学的に活用して、1)単量体の分子構造の設計、2)高分子構造の設計と合成、3)集

合体や複合体の設計と調製技術、4)構造と物性（安定性）の解析、5)機能の解析とin vitro（細胞）、in vivo（動物）評

価を行う。具体的には、i)生体高分子を内包させた脂質二分子膜ベシクルの調製と蛋白質、遺伝子運搬体としての

評価、ii)認識分子を表面に結合させた薬物内包ベシクルの薬物運搬体としての評価、iii)ナノテクノロジーを利用し

た、生体高分子ナノシートの構築と機能評価、iv)液晶性生体関連分子を集合させた超分子構造体の構築と分子デ

バイスとしての機能評価、に関する研究を行い、具体的に分子デバイスにつなげるための工学的アプローチができ

る研究者ならびに研究指導者の育成を目指した指導を行なう。

シラバス １．日常的に、研究指導を受ける。

２．日常的に、後進の指導補助にあたる。

３．日常的に、演習科目や講義科目の教務補助にあたる。

４．研究倫理に関する指導を受ける。

５．産学連携、医工連携の共同研究において、研究計画の策定、役割分担、共同した研究方法、結果と考察につい

て共同研究者と取りまとめ、発表と討論を行う。

６．研究成果に対して国内、国際学会にて発表、討論を積極的に行う。

７．研究成果を国際誌への論文発表のために、研究内容をとりまとめ、共同研究者との打合せ、分担執筆、研究指

導者との推敲、英文校閲を経て投稿し、審査員への返信と論文改訂作業を習得する。

８．研究成果に対して、共同発明者との打合せ、弁理士との打合せ、明細書、実施例の執筆分担、出願作業を習得

する。

９．博士論文とりまとめのための、論文目次の打合せと執筆、概要書の作成、博士論文概要の報告を行う。

副題

教科書

参考文献

評価方法 公聴会にて発表された博士論文本体と発表内容を評価

備考

関連ＵＲＬ: http://www.takeoka.biomed.sci.waseda.ac.jp/

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 837/905 ページ



科目名付クラス名 生物物性科学研究

科目キー 5302040003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 朝日 透

年度

授業概要 生体物質の物理的・化学的性質に関する基礎学問を習得し、それらに基づいて、生体材料に関わる物質を対象とし

た物性科学を学ぶ。

学際的視野をもって、非線型光学やキラル光学の研究に取り組み、とくに、「一般的ハウプ法」を用いたキラル光学

の研究手法を用いて、キラル識別およびキラル認識の研究を行う。さらに、新しい分光法の開発や「キラル顕微鏡」

の開発にも取り組む。

新しい細胞観察技術や広く医理工学分野への応用研究を見据え、それら研究に資する新しい磁性材料や誘電材料

の開発や物性解析を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 838/905 ページ



科目名付クラス名 神経生理学研究

科目キー 5302040004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 貴文 谷藤 学 宮脇 敦史

年度

授業概要 神経細胞内のシグナリング機構の解析。分子生物学的技術を基盤にして、電気生理学とイメージング技術を用い神

経細胞の動作原理を解明する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 839/905 ページ



科目名付クラス名 分子神経科学研究

科目キー 5302040005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大島 登志男 糸原 重美 岡本 仁

年度

授業概要 細胞が刺激を受けた後に起こる様々な反応を生化学的に分析する。主に神経細胞や神経の再生に関わるマクロ

ファージを用いてプロテインキナーゼによるタンパク質リン酸化を解析し、細胞外からの刺激（信号）が細胞内にどの

ような経路を通って伝達されるかを明らかにする。また、刺激受容後、新たなタンパク質間の相互作用が見られるよ

うになると考えられるので、この点についても解析する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 840/905 ページ



科目名付クラス名 ガスバイオロジー研究

科目キー 5302040006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 合田 亘人

年度

授業概要 生体内には我々の日常生活において有毒物質として知られる様々なガス分子が産生され、生命維持活動の潤滑油

として機能している。このような分子群をガス状メディエータと呼び、この中には血管弛緩因子として知られる一酸化

窒素や一酸化炭素などが含まれる。しかし、これら内因性ガス分子のもつ生物作用は充分に解明されていないのが

現状である。本講義では、生体内ガス状メディエータの標的分子の検索とその相互作用による新しい生物作用の解

明を目指す。さらに、これらのガス状メディエータの産生に深く関与し、かつ好気的生物の生存に必須の酸素分子に

ついても、その細胞内受容・応答システムを遺伝子改変技術を用いて解明に取り組む。

シラバス 積極的に国内外の研究会・学会に参加することで、当該領域の研究に対して常にアンテナを広げつつ、修士課程で

取り組んでいた個々の研究を更に深く追求し発展させる。

副題

教科書

参考文献

評価方法 学会発表、英文論文発表、セミナー発表

備考 連絡先 E-mail：goda@sc.itc.keio.ac.jp（４月以降変更の可能性有り）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 841/905 ページ



科目名付クラス名 細胞情報学研究

科目キー 5302040007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 仙波 憲太郎

年度

授業概要 癌細胞は無制限の増殖能を持ち、接着能や運動能を変化させて遠隔臓器へと転移する。近年、癌の基本的な性質

についての分子機構の研究が進み、癌遺伝子を標的とする分子標的薬の登場により、癌治療は新たな局面を迎え

ている。しかしながら、臓器ごとにできる癌は、共通点を持ちながらも異なる分子機構の破綻による異なる疾患であ

るという認識も持つべきであろう。本研究では、ゲノミクス、プロテオミクス技術を用いて癌細胞におけるシグナル伝

達系の異常を包括的に解析し、癌の発症と悪性化に関わる新たな遺伝子を同定することにより、癌の発症機構の

解明と新たな分子標的薬による治療法の開発を行う。

シラバス 以下のテーマから１つを選択して研究を遂行する。

１）遺伝子発現情報に基づく新規癌関連遺伝子の同定と機能解析

２）癌関連タンパク質によるシグナル伝達機構の解明 当面、EGF受容体ファミリー、NOTCHファミリー、NFkBが関わ

るシグナル系の解析を進める。

３）プロテオミクスの手法を用いたシグナル伝達ネットワークの解析とin silicoシミュレーション

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点：英文論文の投稿、学会発表を含む研究活動全般

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 842/905 ページ



科目名付クラス名 生命機能材料科学研究

科目キー 5302040008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 武田 直也

年度

授業概要 合成高分子を始めとしたバイオマテリアルの開発とこれを用いた生体高分子や細胞の機能制御。マテリアルから細

胞までを統合的に活用したバイオデバイス・バイオシステムの開発と医薬への応用。

シラバス 修士課程での研究実績を基にさらに大きく発展させる。また、柱となる研究テーマを自ら構築できる能力の習得を目

指す。さらに、日々の研究活動に加えて国内外の研究会・学会に積極的に参加し、当該研究の最先端の情報を常

に吸収すると共に、高いプレゼンテーションならびにコミュニケーション能力を身に付ける。

副題

教科書

参考文献 講義中に指示する。

評価方法 平常点、セミナー発表、学会発表、論文発表。

備考 連絡先 E-mail：ntakeda@waseda.jp

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 843/905 ページ



科目名付クラス名 生命分子工学研究

科目キー 5302040009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹山 春子

年度

授業概要 環境中の生物・遺伝子資源の有効活用の研究。微生物・ゲノムの効率的な取得と機能解析。遺伝子配列をもとにし

た生物判別システムの開発と応用など。

シラバス 独立した研究を遂行できる研究者としての考え方や研究手法を学び、研究成果を国内外の学会にて発表する。さら

には、それらを論文として発表する。

副題

教科書

参考文献

評価方法 演習習得態度、セミナー発表、学会発表、英文論文発表

備考 連絡先 E-mail：haruko@cc.tuat.ac.jp （４月以降変更の可能性有り）

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 844/905 ページ



科目名付クラス名 循環制御医科学研究

科目キー 5302040010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 南沢 享

年度

授業概要 心臓血管系の発生・生理・病態を制御する分子機序の研究。心血管機能を調節する自律神経系やカルシウムなど

の細胞内シグナル伝達系の解析。

シラバス 以下のテーマの中から一つを選択し、研究を遂行する。

１. 心機能維持の分子機序

１）筋小胞体カルシウム調節機構の解明

２）交感神経シグナルと細胞内カルシウム調節機構の解明

２．心血管の発生と分化

１）動脈管閉鎖の分子機序

２）心血管系の発生と先天性心疾患の成因

副題

教科書

参考文献

評価方法 平常点

備考 【担当教員連絡先等】

南沢 享 (sminamisawa@mac.com)

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 845/905 ページ



科目名付クラス名 電力システム研究

科目キー 5302050001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩本 伸一

年度

授業概要 電力システムの解析、制御、運用手法の研究を行なう。現在用いられている技術の改善と将来用いられるであろう

技術の開発に主眼を置く。数値解析、システム工学等の適用も、具体的な電力システムを用いて考慮する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 846/905 ページ



科目名付クラス名 超電導応用研究

科目キー 5302050002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石山 敦士

年度

授業概要 超電導現象を利用した機器の開発と特性評価に関する研究を行う。主たる研究課題を挙げると、１）核融合用大電

流容量超電導導体・コイルの安定性、２）高温超電導導体・コイルの安定性、３）電力貯蔵用高温超電導コイルの開

発、４）バルク超電導体の電磁的特性、５）バルク超電導体の応用（浮上搬送装置、リニアアクチュエータなど）、６）

SQUID（超電導量子干渉素子）磁束計の応用（生体磁気計測、非破壊検査、地震予知）などである。応用機器の試

作・実験だけでなく、有限要素法などを利用した数値シミュレーションによる特性評価を並行して行う。研究成果は、

国内外における学会での講演や、査読付き論文への投稿を通じて行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 847/905 ページ



科目名付クラス名 誘電体材料研究

科目キー 5302050004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大木 義路

年度

授業概要 「誘電体」は禁制帯幅の広い物質であり「光の時代」にとってきわめて重要であると同時に、絶縁材料としていつの

時代にも重要な材料である。本研究では、光ファイバ、光導波路、フォトニッククリスタル、電力用高分子絶縁材料

(特に生分解性高分子、高分子ナノコン)、非晶質誘電体を対象に、基礎的電気電子物性、光物性について研究を行

う。特に、高電界やレーザ光、イオン、放射線などの照射下での電子の挙動の解明や、そこで生じる現象を応用した

デバイス開発を目的とした研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 848/905 ページ



科目名付クラス名 フォトニクス研究

科目キー 5302050005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 勇

年度

授業概要 本研究は高周波から光波に至る領域の電波（主として光波）と物質との相互作用の理論的解明とその各種の応用

について研究する。その１は光子工学（フォトニクス）、すなわち各種のレーザ、光量子電子工学、電気磁気光学、光

ＩＣ、光通信、光コンピュータなどのレーザ応用であり、その２は前述の応用を広げるための新材料、すなわち光子材

料の作製法の研究であり、ここでは主として、当研究室で研究開発してきたマイクロ波プラズマＣＶＤ装置を用いて、

半導体、金属、誘電体、アモルファス、高分子材料などの光子材料としての各種薄膜の作製法の研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 849/905 ページ



科目名付クラス名 機能フォトニクス研究

科目キー 5302050006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 宇高 勝之

年度

授業概要 フォトニクスを基礎学問分野として、半導体レーザ、光スイッチ、半導体非線形素子などの新規半導体フォトニックデ

バイスや非線形材料としての半導体量子構造やナノフォトニクスをベースとした光機能材料の開発を設計から基礎

評価・作製まで一貫した研究を行う。さらにフォトニックネットワークへの適用を念頭に、光集積スイッチングデバイ

ス・システム応用の研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 850/905 ページ



科目名付クラス名 コンピュータ援用電磁工学研究

科目キー 5302050007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 若尾 真治

年度

授業概要 種々の電磁応用機器とその制御に関するシステム全体としての最適化を研究テーマとする。特に、電磁現象の数値

解析などに代表されるCAE（Computer Aided Engineering）技術を駆使し、さらにパワーエレクトロニクスに基づくエネ

ルギー変換・機器の駆動制御技術も含め、電磁現象の工学的応用・新規適用分野の開拓に関して総合的に研究を

おこなう。具体的な研究対象は、回転機、磁気浮上列車、エネルギー貯蔵装置、電磁誘導加熱装置などをはじめ電

磁現象に基づく機器全般にわたり、特に次世代に向けての資源・環境・福祉医療問題を考慮し、電気自動車、太陽

光／風力／波力発電システム、磁気シールド、医療関連機器なども取り上げる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 851/905 ページ



科目名付クラス名 学習型信号・情報処理システム研究

科目キー 5302050008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 松本 隆

年度

授業概要 我々を取り巻く膨大なデータから意味のある情報を抽出する手法としての「学習」に関する基本原理を追及し、その

応用対象として21世紀における現役の問題を取り上げる。自らの研究発表、重要文献の輪講、それらを踏まえての

討議、国内外での論文発表、そして国内外研究機関との実質的討議・共同研究等を行い研究者として独り立ちをす

るための訓練の場とする。 現在のテーマ：「対象」：バイオメトリック個人認証、顔画像検出・認識、動画像追跡・認

識、オンライン変化検出、たんぱく質構造予測、遺伝子発現ネットワーク予測、オンライン文字認識、信号処理用

CMOS回路等 「手法」：階層Bayes 的学習・推定・予測、Markov Chain Monte Carlo実装、Sequential Monte Carlo実

装、Boosting、信号処理用CMOS回路設計手法等

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 852/905 ページ



科目名付クラス名 アドバンス制御研究

科目キー 5302050009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邊 亮

年度

授業概要 ロボット、航空機、スペースヴィークル、船舶等に代表される実際のシステムには、数理モデルとして厳密に記述す

ることが困難な部分（不確かさ）が常に存在する。本研究では、このような不確かさを有する実際のシステムをより良

く制御することを目的に、モデリング、数理的制御理論、およびそれらの応用という三つの観点から研究をおこない、

新しい制御工学の実現を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 853/905 ページ



科目名付クラス名 インテリジェント制御研究

科目キー 5302050010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 内田 健康

年度

授業概要 情報は制御するために収集・処理され、制御は情報に基づいてなされるという観点から、制御の方法論とその応用

を研究する。より具体的な研究課題は、確かなモデル・不確かなモデル、大域的モデル・局所的モデル、むだ時間を

含むモデルなどの制御対象のモデリングにおける情報処理法、それらのモデルとオンライン情報に基づく最適化制

御、予測制御、ゲーム理論的制御、適応制御、学習制御などの制御法である。ロボット介在する生産システム、宇

宙・深海など極限下のシステム、環境・エネルギー・交通・ネットワークとしての社会システム、そして医療・生命シス

テムなど、様々な実システムにおける具体的な制御問題の解決とそこで生まれる情報処理・制御手法の普遍化が

研究の両輪である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 854/905 ページ



科目名付クラス名 情報学習システム研究

科目キー 5302050011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 村田 昇

年度

授業概要 データに内在する構造や性質を捉えることを目的とする「学習」を統計的・幾何学的に取り扱うことによって、学習機

構の基本的・普遍的な特性を調べるとともに、その工学的応用を研究する。具体的な研究テーマとしては、オンライ

ン学習アルゴリズムの統計的解析とその改良、学習機械の構造の最適化（モデル選択、pruning/growing アルゴリ

ズムなど）、集団学習による非大域的な学習アルゴリズムの開発とその応用、適応的に学習則を獲得する高次学習

アルゴリズムとその応用、独立成分分析と音響信号分離への応用、生体計測信号処理（脳波、脳磁図、筋電など）

等である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 855/905 ページ



科目名付クラス名 薬理学研究

科目キー 5302050012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 柴田 重信

年度

授業概要 薬がどのようにして効くかを調べるのが薬理学であり、ここでは体内時計に関連した生理機能に作用する薬物の仕

組みを明らかにする。精神分裂病の研究がクロルプロマジンの発見によって格段に進んだように、脳・生理機能解

明に薬という武器を積極的に用いる戦術である。我々は現在以下の研究項目について研究を進めている。（１）サー

カディアンリズム機構の分子基盤から行動表現へいたる仕組みの解明（２）体内時計と生活習慣病の関連性の研究

（３）時刻認知学習機構の解明（４）うつ病、不安のモデル動物の開発（５）精神異常誘発物質の作用機構解明。（６）

投与時刻により作用が変わることを調べる時間薬理学の確立。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 856/905 ページ



科目名付クラス名 神経化学研究

科目キー 5302050013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 宏子

年度

授業概要

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 857/905 ページ



科目名付クラス名 構造生物学研究

科目キー 5302050014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 胡桃坂 仁志

年度

授業概要 構造生物学的アプローチを中心として、生命現象の根幹であるゲノムDNA(染色体DNA)の複製や修復、遺伝子発現

調節などのDNA機能発現の分子機構に関する一貫した研究を行う。特に、染色体DNA安定維持に重要なDNA組換

え修復機構のメカニズムや染色体機能構造の解明を中心に研究を推進する。その際、構造生物学的解析に加え

て、生化学、分子生物学、および細胞生物学的解析を併用して行い、遺伝情報を担うゲノムDNAの安定維持機構を

理解する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 858/905 ページ



科目名付クラス名 光物性工学研究

科目キー 5302050015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 宗田 孝之

年度

授業概要 半導体工学、半導体物理、非線形光学の分野のみならず、生体の一分子蛍光法やタンパク質間相互作用を調べる

蛍光相関分光法などを必要とする生命科学分野でも、基礎的な光物性の研究が必要不可欠になっている。その要

請に応えるべく、物質の光学的性質を正しく理解するための基礎的な研究と各種分光法の応用に関する研究を行

う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 859/905 ページ



科目名付クラス名 生命システム研究

科目キー 5302050016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高松 敦子

年度

授業概要 構成要素が集合し、互いに作用した結果生じる「生き生きとしたシステム」のダイナミクス（メカニズム）について研究

を行う。その手法として、システム生物学、複雑系の科学、非線形科学の視点に基づき、生物に係わる要素集団的

挙動について、実験と理論の両側面から理解することを目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 860/905 ページ



科目名付クラス名 細胞分子ネットワーク研究

科目キー 5302050017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 岩崎 秀雄

年度

授業概要 生物時計や細胞分化など、生物の示すダイナミックな活動の背後には、核酸や蛋白質などの生体分子たちが織り

なす動的で複雑なネットワークが存在する。大腸菌、酵母、シアノバクテリアなどのモデル生物を用い、分子生物学・

細胞生理学・生化学・イメージング・シミュレーションなどを駆使しながら、生命活動の「細胞分子ネットワーク」を探求

していく。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 861/905 ページ



科目名付クラス名 分子細胞生物学研究

科目キー 5302050018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 岡野 俊行

年度

授業概要 生体には、生命の維持や種の存続のための無数の巧妙なからくりが隠されており、現代生物学がその一部を解明

したにすぎない。ここでは、生命の本質の理解にむけた基礎的・応用的研究を行い、同時に生命科学の各分野にお

いて広く活躍できる人材の育成を目指す。具体的には、(1)光をはじめとする外部刺激に対する細胞応答メカニズム

の解明、(2) 光応答分子の探索と応用にむけた基礎的な機能解析、(3) 新規の生体シグナル伝達機構の発見、等

の実践的研究を行う。これらを通して、基本的実験手法を体得すると共に、理学的あるいは工学的研究の展開に必

要なセンスと技術を磨く。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 862/905 ページ



科目名付クラス名 確率的情報処理研究

科目キー 5302050019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 井上 真郷

年度

授業概要 観測データがどのような確率分布・確率分布族に基づいて発生するのかを明示的に前提とした上で，そのデータか

ら様々な推論を行うことを確率モデルに基づいた情報処理，確率的情報処理と総称する．ここでは，このような枠組

みで得られたデータを解釈することで，欲しい情報を引き出すことを目標とする。

シラバス 確率的情報処理の実践を行う．具体的には、1) 誤り訂正符号など，比較的人工的な確率モデルで情報処理をする

もの，2) 遺伝子発現調節など，既に自然界に存在している複雑な確率モデル自体を推定するもの，などを扱う。ま

た，別の側面では，従来「組み合わせ爆発」，「次元の呪い」などと呼ばれてきた，評価が難しいタイプの確率を主に

扱う。

副題

教科書 特に指定しない．

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 863/905 ページ



科目名付クラス名 電子・光子材料学研究

科目キー 5302050020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小林 正和

年度

授業概要 電子材料は、現在の各種産業分野から基礎学問分野まで広く取り扱われている材料である。 各種電子材料の作

製・高品質化、各種評価法による解析などの総合的技術を体得し、将来を担う電子材料の開発や制御に関する研

究を行なう。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 864/905 ページ



科目名付クラス名 量子材料学研究

科目キー 5302050021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 武田 京三郎

年度

授業概要 物質の有する電子状態を理論計算により明らかにする事により、その物質固有の個性を電子論的に解明し、対象

系の属する物質群の電子構造の特徴を理論的に抽出・体系化する事を目的とする。対象物質群としては物理・化

学・生物にまたがる領域に拡張し、同物質群における電子論の確立とその体系化を踏まえながら、『理論計算によ

る物質設計』を目指した研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 865/905 ページ



科目名付クラス名 半導体工学研究

科目キー 5302050022

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 堀越 佳治

年度

授業概要 化合物半導体のエピタキシャル成長の研究を深化させ、単原子層構造、配列不純物構造、δ-ドーピング構造な

ど、新しい微細構造の実現に挑戦する。これらの構造に対し計算機シミュレーションを行い、実験との比較により新

しい機能を持つ有望な構造の発見に努める。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 866/905 ページ



科目名付クラス名 半導体ナノテクノロジー研究

科目キー 5302050023

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大泊 巌 川原田 洋 庄子 習一

堀越 佳治

年度

授業概要 修士課程とほぼ同様だが、完成度の高いデバイスの実現を目指す。さらに半導体同士のヘテロ接合、半導体/誘電

体へテロ接合などから形成される低次元電子構造における電子-正孔相互作用、スピン相互作用を、文献および各

学生が求めた実験的・理論的結果をもとに議論する。これを通して低次元電子系の理解を深め、ナノテクノロジーへ

の応用に柔軟に対応できる能力を鍛える。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 867/905 ページ



科目名付クラス名 医用機械工学研究

科目キー 5302060001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅津 光生 井街 宏

年度

授業概要 主として生体の血液循環系にかかわる機能を工学的観点からシステム的にとらえ、その挙動の本質を明確化する。

さらに、その過程で得られた知見を基に関連技術を駆使して、人工臓器開発等の応用研究を進る。研究推進上必

要とされる医学、生理学、生物学に関しては工学をベースにそれらを理解、解釈するための最低限の学習を並列し

て行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 868/905 ページ



科目名付クラス名 バイオ・ロボティクス研究

科目キー 5302060002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高西 淳夫 藤本 浩志

年度

授業概要 「ロボットにとって究極のお手本は人間（生物）である」を基礎においた人間形ロボット「ヒューマノイド」の設計論，制

御手法および，その応用技術の確立を目指し，機械モデルを伴った実証的研究を進める。 現在の研究テーマは，

主として人間の脳を中心とする中枢神経系と心理機能（認知・感情）および運動機能との関係性に着目しており，2

足ヒューマノイドロボット，人間形頭部ロボット，咀嚼ロボット，顎関節障害者用開閉口訓練ロボット，フルート演奏ロ

ボットおよびラット形ロボットの開発などがある。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 869/905 ページ



科目名付クラス名 メディカル・ロボティクス研究

科目キー 5302060003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 藤江 正克 小林 茂昭

年度

授業概要 超高齢社会の到来を前に、人類の役に立つロボット実現に対する基本的技術を研究する。具体的には、高齢者の

日常生活を支援するロボットシステムや低侵襲外科治療を支援するロボットを対象に、人間とロボットのい共生技

術、人間の身体を構成する各部分の構成する要素の工学的解明・機械システムによるハンドリング技術などが現在

取り組んでいる課題である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 870/905 ページ



科目名付クラス名 生物電子計測・制御研究

科目キー 5302060004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 梅津 光生 戸川 達男

年度

授業概要 医用電子計測または制御に関するテーマを各自定め、それを実施するための研究を実施する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 871/905 ページ



科目名付クラス名 生命設計解析システム研究

科目キー 5302060005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 高西 淳夫 柳澤 政生

年度

授業概要 生命設計解析システムの構成素子であるＬＳＩからコンピュータを結ぶネットワークまで幅広い範囲からテーマを選

び，システム設計と解析、ならびに、計算機支援設計（CAD: Computer-Aided Design）手法に関して，基礎理論から

実践的な応用までの研究を行う。計算機プログラミング、情報ネットワーク、コンピュータ・アーキテクチャなどが修得

されていることが前提となる。研究対象となるシステムとしては，ヒトゲノム解析手法の開発と並列化、医用画像処

理，ユビキタスネットワーク，匿名化技術、などが挙げられる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 872/905 ページ



科目名付クラス名 分子生殖生物学研究

科目キー 5302060006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中村 正久

年度

授業概要 脊椎動物の性決定と性分化機構を解明することを目的として研究を行う。特に、両生類から爬虫類、鳥類、哺乳類

が進化したと考えられているので、両生類を用いて研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 873/905 ページ



科目名付クラス名 分子生物学研究

科目キー 5302060007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 東中川 徹

年度

授業概要 発生・分化の過程において一旦樹立された遺伝子発現状態が細胞分裂を経ても安定に維持される現象は、20世紀

初頭から「決定」と呼ばれその機構の解明が待たれていた。 近年、問題をより絞り込みこの現象を ”Cell Memory ”

とも呼び、遺伝子複製を通じての遺伝子発現状態の維持に焦点をあてて研究が開始されている。しかし、その分子

機構はまったく解っていないといってよい。本研究室ではこの問題を中心テーマとして多角的に研究を進める。

シラバス 各自の実験研究を個々に指導する。

副題

教科書 なし

参考文献 原著論文

評価方法 月２回のプログレスレポートで評価する。

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 874/905 ページ



科目名付クラス名 システム医生物学研究

科目キー 5302060008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆

年度

授業概要 幹細胞の自己複製能・分化方向付・アポトーシスは、それを取り囲む周辺細胞との相互作用によって調節されてい

る。正常幹細胞あるいは腫瘍幹細胞との共培養で形成されるＣＯＢＢＬＥ ＳＴＯＮＥＳ ＡＲＥＡをモデルとして用いる

ことによって、この細胞社会システムの理解を

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 875/905 ページ



科目名付クラス名 統合脳科学研究

科目キー 5302060009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 筒井 和義

年度

授業概要 生体調節、本能と意欲、記憶・学習などの脳制御システムの新しい理解に向けた統合脳科学研究を行う。

シラバス 生体調節、本能と意欲、記憶・学習などの脳制御システムの新しい理解に向けた統合脳科学研究を行う。まず新

規脳分子を同定し、それらの作用を細胞・神経回路・個体の各レベルから解析することにより、生体調節、本能と意

欲、記憶・学習の新しい脳制御システムを解明する。これらのテーマについて毎週、研究報告を行わせることによっ

て研究の進め方の妥当性、進捗状況、成果の発表の仕方について習熟させる。

副題

教科書 なし

参考文献 最新の論文を対象にする

評価方法 研究と発表の内容によって評価する

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 876/905 ページ



科目名付クラス名 分子遺伝学研究

科目キー 5302060010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大山 隆

年度

授業概要 深める。さらに、各細胞社会現象に必要な細胞相互作用分子群とその動態、それらの正常と腫瘍との相違点の解

析を通じ、腫瘍細胞の不均一性や薬剤の有効性と安全性の迅速検定のための機器やＥＸ ＶＩＶＯ幹細胞増幅培養

装置の開発を企てる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 877/905 ページ



科目名付クラス名 生命分子工学研究

科目キー 5302060011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄

年度

授業概要 生命は複雑なシステムの上に構築されているが、それらは細胞内に存在する様々な生命分子の有機的な働きに支

えられている。生命分子工学研究では、細胞機能を調節する分子の構造と機能を分子論的に解明するとともに、細

胞内の様々な受容体のなかから、目的の受容体に特異的に結合し、選択的な機能発現が可能な細胞機能調節分

子の設計および合成を行う。また、分子工学的見地から、有機金属化学や不斉合成法を活用した細胞機能調節物

質等の効率的実用合成法を開発する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 878/905 ページ



科目名付クラス名 生命分子合成化学研究

科目キー 5302060012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 清水 功雄 竜田 邦明

年度

授業概要 ある生体（微生物、動植物など）の生産する生理活性物質が、 いかにして他の生体に機能するかを化学的に解明

するために、これらの生体間のキャッチボールのボールに相当する重要物質を、有機合成化学を武器にして科学す

る。すなわち、天然生理活性物質の単離から全合成までを精密に研究すると共に、活性機能物質の分子デザイン

および有用物質の医薬品への応用を目標にして、基礎研究から工業的生産規模の合成法の開発までを追及し考

え方を養う。特に、複雑で有用な天然物および類縁体の立体特異的全合成を行うと同時に、その構造-活性相関研

究および代表的な疾病の発病のメカニズムとその治療薬の基本概念に基づいた有用な医薬品の創製を指向する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 879/905 ページ



科目名付クラス名 応用分光学研究

科目キー 5302060013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 宗田 孝之 梅津 光生 會沢 勝夫

年度

授業概要 超音波や核磁気共鳴法などを用いた画像診断が臨床医療に導入され、病変の有無の特定に威力を発揮している。

しかしこれら画像診断法は分子レベルでの病態の程度を正確には把握できない。この現状を打破する目的で，各種

分光法とレーザー技術による生体光物性解明とそれらの臨床医療への応用に関する研究・開発を行う。例えば、病

変細胞・組織と正常なそれらの間にある分子レベルでの差異は分子振動スペクトルに反映されることを利用して、分

光学的に病変の有無のみならず病態の程度をも知りうる分子振動による分光診断法の研究・開発を行う。さらに低

侵襲手術法としての、分子振動を共鳴励起するレーザーを用いた病変分子切断法の原理の研究や装置の開発も

行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 880/905 ページ



科目名付クラス名 実験生物物理学研究

科目キー 5302060014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石渡 信一

年度

授業概要 生体運動（筋収縮、自励振動現象、細胞運動、細胞内物質輸送）の分子メカニズムを、生体分子モーター（ミオシン、

キネシンなど）、基質フィラメント（アクチンフィラメント、微小管）、収縮・弛緩制御タンパク質（トロポミオシン,トロポニ

ン）、細胞骨格重合調節タンパク質（キャップ、切断因子）の構造と機能に基づいて解明する。ナノメートルの生体高

分子からマイクロメートルの細胞まで、異なる秩序構造をもつ各階層における生物らしさ、生物らしい（運動）機能

を、物理の言葉で理解することを目指す。顕微ナノ操作・解析技術などの物理学的手法の他に、生化学・物理化学・

細胞生物学的手法、そして変異タンパク質を得るための遺伝子組み換え技術を駆使して研究する。第一に基礎科

学を志向するが、工学（新しい機能素子やDNAチップなど）や医学（心筋機能と病理の関係など）への応用も視野に

入れる。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 881/905 ページ



科目名付クラス名 理論生物物理学研究

科目キー 5302060015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 石渡 信一 高野 光則

年度

授業概要 生命と物質のインターフェイスとして1分子レベルで機能している蛋白質分子機械にはどんな巧妙な仕掛けが隠され

ているのだろうか？本研究ではこの生命科学の中心的課題の解明に向け、分子動力学シミュレーション法を主とし

た理論・計算科学的手法を用い、構造生物学、物質科学、さらにシステム（ナノ）バイオロジーにまたがる多角的な視

座に立って研究を進める。分子モーターを筆頭として、細胞内には多様な分子機械システムがあるが、これらを貫く

普遍的な動作原理を見出し、生物ならではの巧妙な仕組みの原理的理解、そしてその応用に結びつける。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 882/905 ページ



科目名付クラス名 分子生物物理学研究

科目キー 5302060016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 木下 一彦

年度

授業概要 生体内では、たんぱく質やＲＮＡの分子１個１個が、あたかも機械のように見事な機能を発揮して、生命活動を支え

ている。これら「分子機械」の働く仕組みを理解したい。一方で分子機械の身になって考えるための基礎的知識を習

得するとともに、他方、光学顕微鏡の下で個々の分子機械が働く様子を実際に観察し、必要なら電場や磁場による

操作を加えることにより、メカニズムの解明に取り組む。種々の分子機械それぞれの仕掛けもさることながら、できれ

ば分子レベルの機械がヒトの作るマクロな機械とどう違うか、共通原理に迫りたい。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 883/905 ページ



科目名付クラス名 活性分子有機化学研究

科目キー 5302060017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 中田 雅久 浅野 茂隆

年度

授業概要 生物活性化合物の全合成を中心とした研究を展開する。全合成研究のみならず全合成研究に必要な反応、方法論

の開発、及び全合成研究から得られる生物活性化合物を利用した生物有機化学的研究を行なう。また生物活性化

合物の活性発現機構、生体高分子（蛋白質、核酸等）による分子認識機構などを設計・合成した低分子化合物を用

い分子レベルで解明する研究を目指す。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 884/905 ページ



科目名付クラス名 無機バイオテクノロジー研究

科目キー 5302060018

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 浅野 茂隆

年度

授業概要 バイオテクノロジーに用いる希土類錯体蛍光ラベル剤の開発。核酸において塩基配列特異的に二本鎖を切断する

金属錯体の合成とそのヌクレアーゼ機能の評価。DNAチップ、マイクロDNAシークエンサーの開発。イムノアッセイに

おける新様式アッセイ系の開発。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 885/905 ページ



科目名付クラス名 生体制御研究

科目キー 5302060019

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 並木 秀男

年度

授業概要 細胞の増殖、分化、あるいは死は生物個体において調節、制御されている。本研究では、培養細胞あるいは実験小

動物を用いて、細胞増殖、細胞死とその救済、細胞外基質と形態形成について、それらの機能を明らかにするとと

もに、関与する生理活性物質の単離と同定を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 886/905 ページ



科目名付クラス名 分子生理学研究

科目キー 5302060020

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 加藤 尚志 落谷 孝広

年度

授業概要 多様な分子形態で存在する生体機能分子の作用は巧妙に制御されている。例えば、血液幹細胞からの各血球の

出現（造血）、胚性・体性幹細胞からの個体の出現などは、生体内外の刺激に受容応答し、造血因子や細胞相互の

作用や臓器機能により制御される。これらの仕組みを解明は、基礎生物学深耕はもとより、広く応用の場の発展に

結びつく。本研究では、二人の教員の実績シナジーを最大に活かし、多面的な視点且つ多様な先端実験手法により

生物の基幹調節システム解明を展開し、学生の指導にあたる。必要となる手法開発も平行して展開する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ: http://www.f.waseda.jp/tkato/index.html

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 887/905 ページ



科目名付クラス名 環境微生物学研究

科目キー 5302060021

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 篠沢 隆雄 藤野 秀樹

年度

授業概要 微生物による環境浄化やバイオマス処理の学習と研究を行う。具体的には、排水浄化、抗菌抗カビ、ダイオキシン

分解、生ごみや食品製造残渣や木屑等の有効処理に於ける微生物開発や利用の最新技術と実用化や将来像、更

に廃水や焼却灰等に含まれる有害微生物やウィルスや有害物質の遺伝子工学や微生物工学による微生物分類や

進化、医療への応用等である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 888/905 ページ



科目名付クラス名 分子ナノ工学研究

科目キー 5302070001

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大泊 巌

年度

授業概要 ナノメータスケールの構造体（ナノ構造）を利用する未来の電子デバイスおよびその集積システムに関する研究を行

う。これから取り上げるテーマは、テラビットメモリや超高集積センサシステムなどのためのナノ構造を、ウエハス

ケールで作製する学理と技術であり、具体的には、固体表面のナノスケール改質、原子や分子などの単粒子の動

態制御、自己組織化など、である。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 889/905 ページ



科目名付クラス名 ナノデバイス研究

科目キー 5302070002

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 川原田 洋

年度

授業概要 ナノデバイスをIT技術のみならず環境およびバイオ技術への応用を念頭に、炭素材料（ダイヤモンド、ナノチューブ）

のナノエレクトロニクス研究を行う。単電子トランジスタ、高いブレークダウン電界や高熱伝導率によるハイパワー高

周波素子、生体適合性と化学修飾性を利用したバイオセンサーの研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 890/905 ページ



科目名付クラス名 マイクロシステム研究

科目キー 5302070003

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 庄子 習一

年度

授業概要 集積回路の微細加工技術や精密加工技術などを用いたナノ・マイクロマシーニング技術により、医療、化学／生化

学、情報通信、宇宙開発分野への応用を目的とした高機能なマイクロシステムの開発目指す実践的研究を行う。具

体的には、生体情報計測を目的としたウエアラブルシステムやDNA、タンパク質、オルガネラなどの生体物質の分

析・合成、ハンドリングマイクロシステム、宇宙応用を目的とした超高感度マイクロセンサシステムなどがある。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 891/905 ページ



科目名付クラス名 半導体ナノ工学研究

科目キー 5302070004

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 庄子 習一 堀越 佳治

年度

授業概要 半導体エピタキシャル成長の研究、これを用いた超格子、量子井戸など半導体極微細構造の製作およびその物性

に関する研究。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 892/905 ページ



科目名付クラス名 ナノデバイスプロセス工学研究

科目キー 5302070005

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 谷井 孝至

年度

授業概要 ナノスケールの新機能デバイスを開発する研究を行う。具体的には、機能性有機分子または生体分子と固体表面と

の界面において、ナノスケールの構造形成、化学的性質の制御、および、ナノ構造体が発現する電気的／光学的

特性を統合することにより、バイオミメティックデバイス、ナノエレクトロニクスデバイス、次世代一分子イメージング技

術などを開発する。

シラバス 個々の研究の進捗に応じて進める。

副題

教科書 特になし

参考文献

評価方法 レポート（作品を含む）・平常点

備考 特になし

E-Mail：非公開

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 893/905 ページ



科目名付クラス名 計算機実験学研究

科目キー 5302070006

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 渡邉 孝信

年度

授業概要 ナノスケールの構造体およびその加工プロセスで起こる反応を、理論計算手法により原子・分子レベルで解明する

研究を指導する。未知の構造や現象を理解し予測するための理想化された新たな実験手法として計算機実験学を

位置づけ、この理念の下で、半導体電子材料、生体分子を含む有機物質、あるいはそれらの複合材料における未

解明現象の理論計算研究に取り組む。研究を通じて、分子動力学法、量子化学計算法、モンテカルロ法など様々な

分子シミュレーション手法の原理と実践的活用法を指導する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 894/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ機能表面化学研究

科目キー 5302070007

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 本間 敬之

年度

授業概要 固体表面特有の構造･性質は様々な分野で応用されている。この中で特に固液界面における機能表面･薄膜形成

に着目し、ウェットプロセスにおける半導体表面反応素過程およびナノ構造形成過程の理論的、実験的解析とモデ

ル化、新規ナノ構造プロセスおよび機能デバイスの構築などについて研究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 895/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ電子材料化学研究

科目キー 5302070008

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 逢坂 哲彌 本間 敬之

年度

授業概要 電気化学的プロセスを利用した応用方面につながる基礎研究に重点を置き、特にエレクトロニクス関連材料の湿式

および乾式成膜プロセスによる機能薄膜合成（磁性体、薄膜抵抗体など）およびその応用、また、高密度エネルギー

電池材料（リチウム電池、小型DMFC)および化学センサー材料（バイオセンサ、キラルセンサ）へ応用するための研

究指導を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 896/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ材料合成化学研究

科目キー 5302070009

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 黒田 一幸 本間 敬之

年度

授業概要 本研究では様々な機能を有するナノ材料の合成、構造研究、物性測定を行う。特にナノスケールでの構造制御を基

本に、無機-有機相互作用を利用したナノ材料の分子設計等の分野を中心に多方面へ展開する。無機層状物質層

間をナノ空間として捉え、有機化合物の導入によるナノ複合材料の合成、無機有機ナノ複合化を活用した新多孔質

材料の開発とナノポアの孔径の制御、有機分子集合能を生かした無機有機ナノ組織体の合成、ケイ酸塩を基礎とし

たナノ化学等の研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 897/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ電気化学研究

科目キー 5302070010

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 門間 聰之

年度

授業概要 蓄電デバイス・発電デバイスをはじめとする電気化学デバイスの研究。電気化学デバイス用新規材料、作製プロセ

ス・デバイス形成プロセスの研究と材料およびデバイス特性の評価法に関する研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 898/905 ページ



科目名付クラス名 表面ナノ物理学研究

科目キー 5302070011

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大島 忠平

年度

授業概要 固体表面の原子構造、格子振動、電子状態（エネルギ-バンド構造）の実験的、理論的に研究する。特に 低速電子

の回折現象、非弾性散乱、光電子放出現象を利用すると、固体表面に敏感なり、固体表面数原子層の状態が検出

させる。これらの手法を新たな電子源開発に応用する。なお、本研究は、表面物性演習Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを必修とする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 899/905 ページ



科目名付クラス名 固体物理研究

科目キー 5302070012

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 小山 泰正

年度

授業概要 固体の対称性は、通常、原子の規則正しい配列に関係した対称操作の群、すなわち空間群によって特徴付けられ

ている。ここで固体では、温度変化による相転移や時間経過に伴う相変化により対称性の破れた状態が出現し、強

誘電性等の興味深い物理的性質を示すことが知られている。そこで本研究では、固体における対称性の破れた状

態の中で、特にナノメーターのスケールを有する新たな状態に興味を持ち、その存在を探査するとともに、新たな状

態の結晶学的特徴について主に回折結晶学的手法により明らかにする。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 900/905 ページ



科目名付クラス名 凝縮系の理論物理研究

科目キー 5302070013

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山中 由也

年度

授業概要 多様な物質の状態について、現代物理学の視点から理論的研究を行う。理論の道具立てとしては、量子力学、場

の量子論、熱力学、統計力学、電磁気学が主なものであるが、これらの道具を総合的に駆使し、自然・対象とする物

質の本質に迫ることが目標である。特に、微視的世界で重要な量子論効果に重点を置いて研究を進める。日々進

展しているナノテクノロジー分野などの実験結果の中からテーマを見出し、理論的に解明する。近年注目されている

中性原子のボース・アインシュタイン凝縮現象も重要なテーマである。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 901/905 ページ



科目名付クラス名 量子物性科学研究

科目キー 5302070014

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 山本 知之

年度

授業概要 現在の物質科学の分野においては、微視的視点で対象となる物質を見ることが重要となっており、そのためには当

然のことながら量子論が必要とされる場合が多い。本研究指導では、量子論を用いた固体の諸物性の解析に関す

る基礎的研究を中心に行う。特に、原子レベルでの欠陥や添加元素が固体の諸物性に与える影響について、実験

的ならびに計算科学的手法を用いた研究を行う。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 902/905 ページ



科目名付クラス名 半導体量子物理研究

科目キー 5302070015

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 竹内 淳 大島 忠平

年度

授業概要 半導体中の量子物理現象の解明を進めるとともに，半導体デバイスへの工学応用のための制御方法を実験的に

研究する。特に極短光パルスを計測手段として用い，キャリアの各種の超高速緩和現象，トンネル効果，スピン緩

和過程，発光過程などの解明とデバイス応用を研究する。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 903/905 ページ



科目名付クラス名 ナノキラル科学研究

科目キー 5302070016

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 大島 忠平 朝日 透

年度

授業概要 ヘリカル構造を有した誘電体、磁性体、半導体などの無機キラル物質およびタンパク質、アミノ酸などの有機キラル

物質につき、結晶、薄膜、界面の光学的性質、電磁気的性質、物理化学的性質を理解するために必須となる基礎

知識ならびに実験技術を習得し、学際的研究の立場から、ナノマテリアルのキラリティの研究に取り組む。

キラリティの２次元観察を可能にする新しい計測・分光イメージング技術の開発にも取り組む。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 904/905 ページ



科目名付クラス名 ナノ構造理論解析研究

科目キー 5302070017

科目クラスコード 01

配当年度 2007

曜日名称 無

時限名称 その他学期名称 通年

配当年次名称 １年以上

担当教員 塚田 捷

年度

授業概要 半経験的方法や第一原理計算法などの理論解析の手法によって様々なナノ構造系の解析と理論設計を行い、そ

の機能の理論予測をおこなう。また理論解析や数値シミュレーションに必要な基本的な方法に習熟するとともに、新

しい計算物理的手法の開発を行う。とりあげる系の具体的な例としては、有機分子とナノ電極からなる分子架橋系

の生成と量子輸送や発光などの機能探索、半導体表面に埋め込んだ原子細線系の機能予測、有機分子と無機表

面の結合系、ナノ構造シミュレーションのための計算物理の新手法の開拓、非接触原子間力顕微鏡および走査トン

ネル顕微鏡によるナノ構造制御の理論などである。

シラバス

副題

教科書

参考文献

評価方法

備考

関連ＵＲＬ:

授業の到達目標

試験

レポート成績評価

方法
平常点評価

その他

％

％

％

％

評価方法

（2010年度以前）

2011年4月8日 905/905 ページ


